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II  本本事事業業のの概概要要  

1 EDI標準化の背景 

1.1 百貨店業界を取り巻く現状 

百貨店業界は、需要構造の変化、流通構造の変化、公的制度の変化など、様々な変化／逆風への

対応が求められている。需要構造の変化としては、少子高齢化の進展による消費者購買層の変化、消

費者ニーズの多様化、その対応のための商品ライフサイクルの短期化、商品の高度化などが挙げられ

る。流通構造の変化としては、昨今のM&A興隆による企業・店舗の集約化や郊外型ショッピングセンタ

ーへの出店や新業態創造などの業態多様化、さらに日本国内小売業間の競合にとどまらず、ブランドシ

ョップの路面店出店などにみられる海外外資系小売業の参入が挙げられる。公的制度の変化としては、

大規模小売店舗立地法規制状況の変化、トレーサビリティなど消費者に対する安全・安心への対応、さ

らに企業として適正な会計処理・業務処理を行うための内部統制強化への対応も求められている。 

 

◆流通業界を巡る環境の変化

1.需要構造の変化

・消費者ニーズの多様化、高度化
・少子高齢化

2.流通構造の変化

・企業、店舗の集約化
・業態の多様化
・外資系小売業の参入

3.公的制度の変化

・規制緩和
・トレーサビリティの義務化

21世紀・新百貨店の

レーゾンデートル

◆流通業界の取り組み課題

・システムの標準化・共同化を推進する事により、
IT導入のコストを低減し、ITの活用を中小規模の

百貨店やメーカー、卸まで拡大させる

・ITを利用してメーカー、卸との連携を拡充し、

サプライチェーン全体の効率化をはかる

次世代標準EDIメッセージは
21世紀・新百貨店への核となる仕組み

◆流通業界を巡る環境の変化

1.需要構造の変化

・消費者ニーズの多様化、高度化
・少子高齢化

2.流通構造の変化

・企業、店舗の集約化
・業態の多様化
・外資系小売業の参入

3.公的制度の変化

・規制緩和
・トレーサビリティの義務化

21世紀・新百貨店の

レーゾンデートル

◆流通業界の取り組み課題

・システムの標準化・共同化を推進する事により、
IT導入のコストを低減し、ITの活用を中小規模の

百貨店やメーカー、卸まで拡大させる

・ITを利用してメーカー、卸との連携を拡充し、

サプライチェーン全体の効率化をはかる

次世代標準EDIメッセージは
21世紀・新百貨店への核となる仕組み

 

図 I-1 百貨店業界を取り巻く現状 

こうした様々な変化への対応に向けて、IT活用によるサプライチェーン全体の効率化が必要であるが、

流通ビジネスメッセージ標準は、取引先との情報共有ツールとして21世紀・新百貨店へと変革するため

の核となる仕組みとして位置付けられる。 

 
1.2 EDIの利用目的 

EDI化の本来の目的は、「適品・適量・適時」の商品供給による顧客満足度の向上にある。そのために

は、顧客の求める品揃えの実現や取引先と連携したすばやい納品を行えるよう、業務プロセスの効率化

／ローコスト化を図る仕組みの構築が必要である。このような仕組みを構築することで、「適品・適量・適

時」の商品供給によって機会損失を削減し、結果として顧客満足度の向上につながることが期待される。

こうした百貨店－取引先間の協働の取組みをサポートするツールがEDIである。 
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顧客満足度の向上

機会損失の削減

＜百貨店業界と取引先のEDIの目的＞

業務プロセス効率化／ローコスト化

『適品・適量・適時』の商品供給による

品揃え適正化 すばやい納品

 

図 I-2 EDIの意味・目的 

実現に向けては、以下の取り組みが必要となる。 

 
(1) 単品管理による情報活用 

機会損失の削減に向けては、適品・適量・適時の品揃えが重要であり、その実現にむけては単品管

理の実施が有効である。単品の売上／在庫状況の把握、特にカラー・サイズ切れを把握することで、お

客様の購買意欲に応える品揃えの実現が可能になる。 

 
(2) 百貨店－取引先とのコラボレーション 

消化型取引の増加やファッション商品のライフサイクルの短期化により、単に百貨店だけのマーチャ

ンダイジング力だけでは適正な品揃えは実現できない。取引先の協力体制を引き出し、協業（コラボレー

ション）によって実施していくことが望まれる。 

 
(3) 川上（生産）も含めたサプライチェーンマネジメント 

適正な品揃えの実現のためには、百貨店－取引先間の適正化のみならず、川上（生産）も含めた情

報共有、サプライチェーンマネジメントの構築が望まれる。店頭の情報を川上に伝え、店頭の販売動向と

連動した生産の実現により、真の機会損失削減が可能となる。 

 
(4) 業務プロセス効率化／ローコスト化 

百 貨 店 － 取 引 先 間 に おけ る マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ 業 務 プロ セ ス の BPR （ Business Process 

Re-Engineering）による効率化、ローコスト化が望まれる。現状の業務プロセスを前提にEDI化を図るの

ではなく、EDIを前提とした業務プロセスを構築することで、業務簡素化、プロセス上の無駄の排除を行
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い、ローコストでの運用を実現することが可能となる。 

 
2 EDI化の取組みにおける現状課題 

EDI化の取組みにおける現状課題を、普及上の観点、標準メッセージ上の観点から示す。 

 
2.1 EDI普及上の課題 

百貨店業界におけるEDI普及上の課題としては、業界全体でのEDI化の拡大、中小取引先とのEDI普

及促進が挙げられる。 

 
(1) 業界全体でのEDI化拡大 ～中小百貨店のEDI化促進～ 

現状、百貨店におけるEDIでの取引規模は、全体平均で20％前後の取引規模に留まっており、普及

道半ばの状況にある。特に中小規模の地方百貨店では、EDI化の取り組みが遅れている状況にある。 

 
商品カテゴリ 平均

衣料品 20.9% 

雑貨 21.7% 

リビング 19.0% 

食料品 22.9%  

図 I-3：百貨店業界におけるEDI実施状況（2006年版百貨店IT白書より抜粋） 

 
中小規模の地方百貨店でEDI化の取組みが遅れている原因として、単品管理機能および商品マスタ

の装備が遅れていること、EDI化に対応できていない取引先が多いことが挙げられる。 

2006年版百貨店IT白書より、企業の売上規模別商品マスタ整備状況アンケート結果を示す。 

 

図 I-4：売上規模別商品マスタ整備状況（衣料品） 

 

【衣料品】

13.9

6.5

3.1

7.0

73.0

64.2

77.5

64.3

13.1

29.3

19.4

28.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1000億以上

501～1000億

201～500億

～200億

単品（SKU）レベルの管理

アイテム、クラス等、商品
カテゴリーレベルの管理

品番、仕入区分レベルの
管理

（N=30）

（N=18）

（N=15）

（N=17）
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以下に中小規模の地方百貨店における普及阻害要因を挙げる。 

• 取引規模（売上規模）が相対的に小さいため、マーチャンダイジング業務のIT化推進によるリタ

ーン（メリット）が少ない 

• 取引先企業に中小企業が多く、取引先がEDI化に対応していない 

• 大手取引先であっても地方支店ではEDIへの対応が出来ない 

 
(2) 中小取引先のEDI普及促進 

業界全体でのEDI化拡大でも述べたように、中小取引先とのEDI実施は大手取引先と比べて進展して

いない状況となっている。そのため、大手百貨店においても中小取引先への拡大がEDI普及の壁となっ

ており、中小取引先におけるEDI化実現が課題として認識されている。 

中小取引先におけるEDI化が進まない原因として考えられるのが、小規模な取引に対し、EDI化コスト

が相対的にかかりすぎるといったEDIシステム装備に関する課題である。そのため、中小取引先のEDI化

促進に向けては、EDI実施に係るコスト負担をいかに低く抑えるかがポイントとなっている。 

 
参考として、2006年版百貨店IT白書より、マーチャンダイジング業務に対するIT化推進上の阻害要因

アンケート結果（抜粋）を掲載する。 

 

 
IT化推進における阻害要因（アンケート抜粋） 

 
≪システム装備上の課題≫ 

• システム導入に対するメリットと投資コストが合わない 

－規模の効果が図れない 

－取引先側システム装備状況が低い 

≪取組みスタンス／体制上の課題≫ 
• 取引先と交渉するための要員および時間の不足 

• 納品物流業者との個別対応が必要となる 

• 一部の商品／取引先との実施では効果が限定的 

• 商品担当、販売担当の人的制約（スキル／ノウハウ）から実施効果が限定的 

－商品計画を立案し発注する能力が不足（単品管理、コラボレーション取引推進） 

≪取引先に起因する課題≫ 
• 取引先の地方支店のシステムが対応していない（ASN／SCM実施に関して） 

• 取組みが可能な取引先や納品代行業者が限定される 

－地方では指定納品代行業者制などの取引集中化が図れない 

• 中小取引先が多く、取引先側のシステム投資、体制確立が出来ない 

（次ページに続く） 
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（続き） 

≪標準化／業界全体の取組みにおける課題≫ 
• 百貨店、取引先双方が利益享受できるビジネスモデルが確立していない （特に地方百貨店） 

図 I-5：IT化推進における阻害要因（アンケート抜粋） ： 出典2006年版百貨店IT白書 

 
2.2 既存の標準メッセージの課題 

EDI標準メッセージが存在しているにも関わらずEDI標準利用、普及が一部に留まっている理由、さら

に百貨店業界全体でのEDI化が普及道半ばとなっている理由を示す。 

 
(1) 複数の標準メッセージの存在 

業界内に複数の標準メッセージが存在しているため、利用する際の混乱の原因となっている。複数の

標準メッセージが存在することにより、全ての取引先とEDIを実施するためには、複数のEDI標準に対応

しなければならないため、EDI実施上の阻害要因となっている。 

 
(2) 膨大に膨れ上がったメッセージ項目 

既存の標準メッセージは、膨大な数のメッセージ項目が定義されているため、利用各社間でのメッセ

ージ項目マッピング作業に手間がかかるものとなっている。また、標準メッセージを利用している企業毎

に異なる項目を同じ意味で利用していたり、また、同一項目を異なる意味で利用しているといった運用上

の乱れも存在しており、使い勝手の悪い状況にある。 

 
(3) ビジネスモデルとのズレの発生 

既存の標準メッセージは、策定から10年ほど経過していることもあり、現状のビジネスモデルとの乖離

が存在している。標準メッセージが検討された当時は、買取型取引が主流であり、標準メッセージも受発

注を主体とするメッセージ項目の策定が行われた。しかし現在では、消化型取引、さらにコラボレーショ

ン取引といったビジネスモデルも存在しており、こうした現状のビジネスモデルへの対応が必要な状況に

ある。 

 
以上のように、既存のEDI標準は使い勝手が悪く、さらに現状のビジネスモデルとの乖離も存在してい

る状況にある。課題解決を図り、EDI普及拡大を行っていくためには、EDI標準の刷新が求められてい

る。 

 
2.3 EDI標準化の必要性 

百貨店業界を取り巻く現状で述べたように、流通ビジネスメッセージ標準への取り組みは様々な変化

への対応において重要な活動となる。しかし、先述したように小規模な取引に対し、EDI化コストが相対

的にかかりすぎるなどEDIの普及上の課題があり、また、現状のビジネスモデルとの乖離も存在するなど
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既存の標準メッセージの課題が存在している。したがって、流通ビジネスメッセージ標準への取り組みに

あたっては、これらの課題の解決を意識して標準化を推進していくことが必要である。 

 

VAN
（変換）

JEDICOS

CII

JAIC

・・

取引先百貨店

EDIの現状

d2s

FAX

EDI導入への障壁が高く、依然として
電話、FAXでのやり取り

相手の方式に合わせるため
VANを経由したやり取り 次世代標準EDIメッセージ

インターネット

取引先百貨店

安価な通信回線を利用して、
インターネットでやり取り

導入費用低減による、中小規模の
企業へのEDI導入拡大

標準フォーマット

標準フォーマット

標準フォーマットを利用して、
End-To-Endのやり取り

 

図 I-6 EDIの現状と流通ビジネスメッセージ標準 

 
3 本事業実施の経緯 

経済産業省では、流通業界における企業間情報システムのあり方について平成15年から17年にか

けて、基礎研究として「流通サプライチェーン全体最適化促進事業」を実施し、その成果を本事業「流通

システム標準化事業」へと引き継ぎ、国内唯一の新たな標準EDIを策定し、普及を促進することで国内流

通業全体の効率化を目指している。 

本事業は平成18年度から平成20年度までの3カ年計画で実施されており、幅広く流通業界において

利用される唯一の標準EDIである「流通ビジネスメッセージ標準」および商品マスタに関する標準化、同

期化に関する「商品マスタデータ同期化」について制定、公開しているところである。 

スーパー業界においては、平成15年～17年の研究成果を引き継ぎ、平成18年度より本年度事業に

参画し、流通ビジネスメッセージ標準（基本形）の策定、精度向上、共同実証を行っている。 

百貨店業界では、平成18年度より本事業に参画し、流通業全体における国内唯一の標準EDI策定お

よび百貨店業界におけるEDI普及促進に向けた課題解決のための検討を行っている。 

各年度における事業名称を以下に示す。 

• 「平成18年度流通システム標準化事業（百貨店における次世代標準EDIへの対応）」 

• 「平成19年度流通システム標準化事業（百貨店業界における次世代標準EDIメッセージの標準

化等）」 
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百貨店次世代EDIの歩み

百貨店業界における
ＥＤＩの現状整理と標準化

平成18年度

◆百貨店業界におけるEDIの現状把握と
課題の整理

◆百貨店、アパレル・婦人靴間の業務
プロセスの標準化（買取型、消化型）

◆百貨店、アパレル・婦人靴間の標準
メッセージの策定
（商品マスタ～検品受領：15Msg）

◆GMS、アパレル間で策定されたメッセージ
との比較と差異の把握

◆普及に向けたロードマップの作成

◆ 百貨店業界、アパレル・婦人靴
業界間メッセージの精度向上
及び新規メッセージ策定
（仕入計上、POS売上など：11Msg）

◆ 拡張性の検討
・納品代行業者が介在する場合の

メッセージのあり方検討
・商品マスタと次世代EDIの関係に

ついての検討

◆ 電子タグの情報と次世代EDIの
あり方の検討

◆ 変更要求

平成19年度

標準メッセージの完成と
電子タグとの融合検討

百貨店業界－アパレル
・婦人靴業界

流通ビジネスメッセージ
利用ガイドライン

百貨店業界－アパレル
・婦人靴業界

メッセージ集

アウトプット

百貨店業界における
次世代EDI標準化事業

調査研究報告書

 

図 I-7：百貨店業界における流通ビジネスメッセージ標準策定の経緯（平成18年度～平成19年度） 

 
平成20年度「流通システム標準化事業（百貨店業界における流通システム標準化）」は3カ年で実施さ

れる「流通システム標準化事業」の最終年度にあたる。 

 
3.1 本報告書でのメッセージの呼び名 

流通システム標準化事業全体を通して、策定される標準EDIメッセージは、正式に『流通ビジネスメッ

セージ標準』と呼ばれており、本報告書においてもその呼称を踏襲し、記述する。また本年度事業以降、

百貨店業界においても「百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準（略称、流通BMS）」と呼称する。 

 
3.2 百貨店業界における流通ビジネスメッセージ標準策定テーマ 

前述のように、百貨店業界を取り巻く環境は以下の4点にまとめられる。 

• 複数の業界標準EDIの存在 

• EDIの利用目的の変化 

• 中小百貨店・取引先への普及拡大 

• 経済産業省主導による流通業界全体におけるEDI標準化および他業界（主にスーパー業界）に

おける検討／実導入の推進 

 
これらの流れを受け、百貨店業界における流通システム標準化事業では、「将来的な利用を前提とし

た“実際に使える”EDI標準を作り上げる」ことを念頭に検討が行われている。また検討にあたり、以下の

点について留意しつつ、検討を進める。 

• ユーザの声を反映すること 
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• 百貨店業界における標準EDIの統合化・一本化 

• 新たな標準EDIへの移行に伴う課題の解決 

 

◆GMS業界では、平成15年度より、
次世代EDIの標準化を行っている

◆平成18年度はグロッサリー商材を
対象に実証を行い、平成19年度は

対象商材を生鮮、アパレルに拡大
している。

◆国として、流通業界全体の
“次世代EDI標準化”を推進している

◆百貨店業界では、複数のEDI標準が

存在している

実証・実用

実際に流通ビジネス
メッセージ標準を利用
していく

・流通業界全体で

・どの取引先でも利用可能

将来的な利用を前提とした、
“実際に使える”EDI標準を

つくりあげる

・ユーザの声を反映

・百貨店として流通ビジネス

メッセージ標準を一本化する

・移行に伴う課題を解決する

百貨店次世代EDI標準化事業百貨店業界を取り巻く環境

◆EDIの目的そのものも変化している
 

図 I-8：百貨店業界における本事業の位置付け 

 
また、百貨店業界における流通ビジネスメッセージ標準への取組みにおいては、上記「百貨店業界を

取り巻く環境」および「事業において解決すべき課題」をふまえ、参加委員全体で議論をした結果、以下

のテーマにて取り組む。 

 

・ 付加価値（マーチャンダイジングITツールとしての活用）がでる取り組み

・ 標準とは、最小公倍数ではなく、最大公約数にまとめる ＝大同小異

・ 付加価値（マーチャンダイジングITツールとしての活用）がでる取り組み

・ 標準とは、最小公倍数ではなく、最大公約数にまとめる ＝大同小異

百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準策定のテーマ

 

図 I-9：百貨店業界における次世代標準EDI策定テーマ 

 
3.3 百貨店業界における策定内容（平成18年度、平成19年度）について 

ここでは各年度事業における実施内容および策定内容を示す。 

 
3.3.1 平成18年度「百貨店業界における次世代標準EDI策定事業」の実施内容 

平成18年度「百貨店業界における次世代標準EDI策定事業」においては、現状百貨店―アパレル／

婦人靴間の取引業務プロセスの整理と各業務プロセスにおいて必要となるEDIメッセージの策定に取り

組んでいる。 
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(1) 業務プロセスの整理 

現状実施されている百貨店－アパレル・婦人靴企業との間のビジネスプロセスの整理を行い、買取型

ビジネスプロセスと消化型ビジネスプロセスとして定義している。 

 
買取型ビジネスプロセス

◆ 買取型ビジネスプロセスとは、契約（発注）した商品を
百貨店が仕入計上する取引形態のことを表す。

◆ 一般的には、百貨店が発注を行った商品に対して、
卸・メーカーが商品を手配・出荷し、百貨店が検品し、
仕入計上を行った時点で商品の所有権や在庫の
管理責任が百貨店に移る。

◆ 返品条件付買取のように一旦百貨店が仕入・販売し、
売れ残った商品については、一定の条件の元で
返品が認められるような取引形態についても、
買取型ビジネスプロセスの中で定義する。

◆ 消化型ビジネスプロセスとは、卸・メーカーの商品を
百貨店が販売し、売上データに基づいて
仕入・支払を行う取引形態のことを表す。

◆ 一般的には、売上発生時に初めて商品の所有権や
管理責任が百貨店に移る。

消化型ビジネスプロセス

 

図 I-10：平成18年度策定内容（業務プロセスモデル：買取および消化） 
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買取型 － 基本形

商品マスタ

発注

入荷予定
（納品数量）

店別納品

検品受領

仕入計上

支払案内

締日ごと

※「商品マスタ」～「支払案内」については
基本形もしくは納品提案型と同様。

POS売上

店頭在庫

店頭在庫移動

返品

値札

買取型 － 納品提案オプション 買取型 －情報共有オプション

返品返品

支払案内支払案内

買掛計上買掛計上

受領受領

入荷入荷

発注発注

商品マスタ確認商品マスタ確認

返品確認返品確認

売掛消込売掛消込

仕入計上確認仕入計上確認

受領確認受領確認

ＳＣＭラベル
発行・出荷

ＳＣＭラベル
発行・出荷

受注受注

商品マスタ作成商品マスタ作成

在庫移動在庫移動

在庫棚調在庫棚調

売上売上

値札発行依頼値札発行依頼

在庫移動確認在庫移動確認

在庫状況確認在庫状況確認

売上状況確認売上状況確認

値札発行値札発行

百貨店百貨店 卸・メーカー卸・メーカー 百貨店百貨店 卸・メーカー卸・メーカー

※「入荷予定」～「返品」については
基本形と同様。

商品マスタ

発注

納品提案

発注発注

納品提案確認納品提案確認

商品マスタ確認商品マスタ確認

受注受注

納品提案納品提案

商品マスタ作成商品マスタ作成

百貨店百貨店 卸・メーカー卸・メーカー

※これらのメッセージはそれぞれ、必要に応じて相対で使用の可否を決定する。

 

図 I-11：平成18年度策定内容（買取型ビジネスプロセスモデル） 

 
消化型 － 基本形

商品マスタ

店別搬入

ＰＯＳ売上

締日ごと

店頭在庫

店頭在庫移動

仕入計上

消化型 － 物流情報共有オプション 消化型 －情報共有オプション

支払案内支払案内

買掛計上買掛計上

売上売上

商品マスタ確認商品マスタ確認

売掛消込売掛消込

仕入計上確認仕入計上確認

売上状況確認売上状況確認

商品マスタ作成商品マスタ作成

在庫移動確認在庫移動確認

在庫状況確認在庫状況確認

在庫移動確認在庫移動確認

在庫状況確認在庫状況確認

百貨店百貨店 卸・メーカー卸・メーカー 百貨店百貨店 卸・メーカー卸・メーカー

※「ＰＯＳ売上」～「支払案内」について
は基本形と同様。

商品マスタ

搬入確認

搬入予定
（搬入数量）

到着到着

搬入予定確認搬入予定確認

商品マスタ確認商品マスタ確認

到着確認到着確認

ＳＣＭラベル
発行・出荷

ＳＣＭラベル
発行・出荷

商品マスタ作成商品マスタ作成

百貨店百貨店 卸・メーカー卸・メーカー

支払案内

店別搬入

搬入提案確認搬入提案確認

商品マスタ確認商品マスタ確認

搬入提案搬入提案

商品マスタ作成商品マスタ作成

搬入依頼搬入依頼 搬出手配搬出手配

返送返送 返送確認返送確認

※「搬入予定」 ～「支払案内」については
物流情報共有オプションと同様。
（基本形と同様の場合もある）

商品マスタ

搬入提案

搬入依頼

返送

値札値札発行依頼値札発行依頼 値札発行値札発行

※これらのメッセージはそれぞれ、必要に応じて相対で使用の可否を決定する。

 

図 I-12：平成18年度策定内容（消化型ビジネスプロセスモデル） 

 
(2) 標準EDIメッセージの策定 

平成18年度事業では、策定したビジネスプロセス（買取型・消化型）に対応した以下の15メッセージを
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策定している。 

 

商品マスタ

商品マスタ
（PLU）

商品マスタ
（マークダウン）

納品提案
入荷予定
（梱包）

入荷予定
（伝票）

検品受領
（梱包）

検品受領
（伝票）

18年度策定メッセージ18年度策定メッセージ

搬入提案発注

買取型 消化型

搬入依頼
搬入予定
（梱包）

搬入予定
（伝票）

搬入確認
（梱包）

搬入確認
（伝票）

 

図 I-13：平成18年度策定内容（15メッセージ） 

 
(3) 次世代EDIを支える要素技術についての検討 

平成18年度事業では、業務プロセスとEDIメッセージに加え、XMLスキーマやプロトコル、認証など、

次世代EDI実現のために必要な技術的要素についての情報共有および検討を行っている。具体的な内

容として「XMLスキーマやメッセージに関する検討」および「通信プロトコルに関する検討」を行った。 

技術検討で抽出したXML-EDI実現のために必要となる技術要素について、以下に示す。 

 

送信側

業務
システム

メッセージマッピング
ソフト

メッセージ
検証ソフト

XML
スキーマ

通信
ソフト

通信
機器

受信側

通信
機器

通信
ソフト

メッセージ
検証ソフト

XML
スキーマ

メッセージ マッピング
ソフト

業務
システム

証
明
書

ネットワーク
プロトコル

ASPなど

証
明
書

 

図 I-14：流通ビジネスメッセージ標準を支える要素技術 

 
以上の平成18年度事業における検討内容の詳細は「平成18年度 百貨店業界における次世代EDI

標準化事業調査報告書 （平成19年3月）」をご参照頂きたい。 

 
3.3.2 平成19年度の策定内容 

平成19年事業は、平成18年度における策定内容および残課題に関する検討と他業界における検討

内容との整合性を確保することを目的として、以下の4つのテーマを検討している。 

• メッセージの精度向上および新規メッセージの策定 

• 流通ビジネスメッセージ標準の拡張性の検討 

• 電子タグの情報と次世代EDIメッセージの連携に関する検討 

• 流通業界全体としての整合性の検討 
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以下、検討内容について示す。 

 
(1) メッセージ精度の向上および新規メッセージの策定 

平成19年度事業では、平成18年度に策定した各メッセージの精度向上に取り組むとともに、情報共

有系業務等に対応した以下の11メッセージを新たに策定した。 

 

仕入計上 支払案内
POS売上

（レシート単位）

店頭在庫 店頭在庫移動

POS売上
（商品別集計）

値札 納品数量

19年度策定メッセージ19年度策定メッセージ

返品 返送

搬入数量

 

図 I-15：平成19年度策定内容（11メッセージ） 

 
これにより、百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準として受発注、情報共有、会計関係の合計26の

EDIメッセージ全てが策定された。 

 
分類分類 買取型買取型 消化型消化型

商品マスタ

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

商品マスタ（PLU）

商品マスタ（マークダウン）

納品提案

発注

入荷予定（梱包）

入荷予定（伝票）

納品数量

納品提案

検品受領（梱包）

検品受領（伝票）

返品

発注

入荷予定

検品受領

返品

仕入計上

支払案内

POS売上（レシート単位）

店頭在庫

店頭在庫移動

値札

仕入計上

支払案内

POS売上

店頭在庫

店頭在庫移動

値札

POS売上（商品別集計）

搬入提案

搬入依頼

搬入予定（梱包）

搬入予定（伝票）

搬入数量

搬入確認（梱包）

搬入確認（伝票）

返送

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

 

図 I-16：百貨店流通ビジネスメッセージ標準メッセージ一覧（26メッセージ） 

（『百貨店流通ビジネスメッセージ標準メッセージ利用ガイドライン』より抜粋） 
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また次年度以降の共同実証および実導入をふまえ、『百貨店流通ビジネスメッセージ標準メッセージ

利用ガイドライン』を策定している。以下に利用ガイドラインのイメージを示す。 

 
◆ メッセージ利用ガイドラインは、百貨店及び卸・メーカー企業の情報システム部門担当者や、実際に

ＥＤＩメッセージをセットする担当者が、標準メッセージを利用する際に、以下の点について理解を深めることを

目的に作成している。

・ 標準メッセージが対象としている業務プロセス

・ 各業務プロセスで利用されるメッセージとその位置付け

・ 各メッセージのメッセージ項目の意味および利用方法

 

図 I-17：平成19年度策定内容（百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準利用ガイドライン（抜粋）） 

 
(2) 流通ビジネスメッセージ標準の拡張性の検討 

本検討では、百貨店－アパレル・婦人靴企業との間のビジネスプロセスおよびEDIメッセージの検討だ

けではなく、関連するプレイヤーにおける標準EDIメッセージの利用に関する検討やその他の標準的技

術との連携・関係についての検討を行うため、以下の2点について検討を行う。 

• 納品代行業者が介在する場合の業務プロセスの整理と流通ビジネスメッセージ標準各EDIメッ

セージ等の検討 

• 商品マスタ同期化（GDS）と流通ビジネスメッセージ標準の関係についての検討 

 
① 納品代行業者が介在する場合の業務プロセスの整理と流通ビジネスメッセージ標準等の検討 

平成18年度の検討では、納品代行業者は百貨店、またはメーカ・卸のいずれかの業務を代行し

ているという前提であったため、EDI実施におけるプレイヤーとしては意識せずにメッセージの整理

を行っている。平成19年度事業では、納品代行業者が介在する場合の業務プロセスの実態を把握

し、必要に応じて次世代標準EDIの業務プロセスとメッセージを見直すことを目的として検討を行っ

ている。 

納品代行企業が介在する業務プロセスへの流通ビジネスメッセージ標準の適用について検討し、

検討から「EDIに関わる現状の課題」と「流通ビジネスメッセージ標準の追加／変更の必要性」という

2つのテーマが抽出された。 
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「EDIにかかわる現状の課題」については、納品代行業者が介在するプロセスにおいてデータの

やり取りをEDIで実施している割合が小さいことなどの「EDIの利用」自体に関する課題と、検品業務

や伝票フォーマットなどの「委託業務の手順と伝票フォーマット」に関する課題が挙げられた。これら

のことから、納品代行業者が介在するプロセスにおける現状の課題は、標準化されたEDIの利用自

体にあることが分かった。 

「流通ビジネスメッセージ標準の追加／変更の必要性」については、納品代行業者は百貨店また

はメーカ・卸いずれかの業務を代行しており、EDI実施におけるプレイヤーとしての特殊性はなく、特

有の業務プロセスが存在していないことや、特有のEDIメッセージが存在していないことなどが分か

った。これらのことから、流通ビジネスメッセージ標準は、納品代行業者が介在する場合にも適用可

能であり、新規メッセージの追加や既存メッセージの変更の必要性はない、との結論に達している。

但し、百貨店業界事業では平成19年度より納品代行業者2社にもメッセージ検討に参画頂いており、

メッセージ精度向上および納品代行業務の効率化に向け、ご意見を反映していくこととしている。 

 
② 商品マスタ同期化（GDS）と流通ビジネスメッセージ標準の関係についての検討 

平成19年度事業では、平成18年度事業において策定した商品マスタメッセージの項目と百貨店

業界の商品マスタ同期化事業における商品マスタ項目との関係の整理および百貨店とアパレル・

婦人靴間の業務プロセスにおける商品マスタ同期化の適用性の検討を行った。 

マスタ項目の比較から、「階層構造の違い」や「マッピングできない項目」、「必須／任意の違い」

などについて必要と思われる事項の抽出を行った。 

商品マスタ同期化は、前提としている交換プロセスや特性から、取引相手が多く、ライフサイクル

が長い商品（定番商品）に適用する際にメリットを享受できる。しかし、アパレル・婦人靴商材はライ

フサイクルが短い商品（ファッション商品）が多いため、対象商材の観点からは、商品マスタ同期化

により享受できるメリットは大きくないと考えられる。 

 
以上のような考察を行った結果、商品マスタ同期化を実際に導入するためには、さらなる具体的

なメリットの明確化、定番商品やPLUマスタに限定した導入の検討、メッセージ構造や項目の精査に

ついての検討などが必要だという認識にいたった。 

 
(3) 電子タグの情報と流通ビジネスメッセージ標準の連携 

百貨店業界は、業務プロセスの改革ツールとして早くから電子タグに着目し、他業界に先がけて積極

的な導入を行ってきた。特に婦人靴などの商材では電子タグの普及が進み、平成19年7月時点で百貨

店7社での実運用が行われるまでに至っている。 

しかしEDIとの関係で見てみると、電子タグとEDIでは情報が分断されたままになっているため、電子タ

グでの入出荷処理とEDIの入出荷処理を二重で行う必要があるなど、非効率な運用が発生している。 
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図 I-18：電子タグ情報と次世代標準EDIとの連携の検討における問題点（イメージ） 

 
① 検討の目的および進め方 

本検討では、流通ビジネスメッセージ標準との連携を図ることで、非効率な運用を改善することを

目的とした連携の検討を行う。 

検討の進め方を以下に示す。 

 

（１） 現状調査

① 電子タグの実運用をしている百貨店および婦人靴卸企業にヒアリングを実施

② 各社の業務フローを取りまとめて報告

（２） 課題抽出

① 電子タグ関連業務を中心に課題を整理

② EDIとの連携により解決されそうな課題を抽出

（３） EDI連携モデルの策定

EDIとの連携による、業務効率化のモデルを策定

（４） 方式検討

策定されたモデルに対する実現方式を検討

 

図 I-19：電子タグと次世代標準EDIの連携検討の進め方 

 
② 検討結果 

現状、電子タグでは個品単位でデータを扱うが、情報活用は単品単位に留まっていることが明確
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になった。そのため、電子タグと次世代標準EDIの連携において、「単品管理モデル」および「個品

融合モデル」の2つのモデルを策定し、それぞれのモデルについて方式の検討を行った。 

 

 

図 I-20：電子タグと流通ビジネスメッセージ標準の連携モデル 

 
今後の商品管理が個品単位とするか単品管理とするかは、各社の運用に関わる点でもあり、結

論には至らなかったが、どちらになっても採用可能な連携モデル策定と方式検討まで行うことがで

きた。また、商品管理体系の議論を通じては、個品・単品という単純な分類だけではなく商材に応じ

た様々な管理体系があることを認識することができた。単品、個品といった体系だけに限らずその

商材にあった管理方法で上手に運用することで、電子タグのさらなる利用拡大にもつながるものと

考えられる。 

但し、電子タグシステムの導入で、商品を個品識別ができる仕組みまで導入ができているにも関

わらず、個品情報をどのように活用していくかは明確になっていない。 「安心・安全」をキーワード

に「個品トレーサビリティ」が期待されているのも事実であり、どのように個品情報を活用できるのか

は、今後も検討が必要な点として認識されている。 

 
(4) 流通業界全体としての整合性の検討 

本検討は、流通業界全体としての標準メッセージの整合性確保に向けて、百貨店－アパレル・婦人靴

卸業界としての意見を集約し、業界横断的な標準化検討を行う会議体に既存メッセージとの調整を依頼

することを目的としている。 

本検討では、メッセージメンテナンス部会にて確認された業界横断的なメッセージ統合指針に従い、以
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下の流れでメッセージ項目の比較・調整、変更要求を行っている。 

 

（Step1） 統合化方針の確認

（Step2） 統合化に向けたメッセージの精査

（Step3） 変更要求方法の確認と実施
 

図 I-21：流通業界全体としての整合性検討の進め方 

 
① 統合化方針の確認 

(a) 統合化に向けた業務プロセスの調整 

• 業務プロセスについては、名称が重ならないように命名する。 

• 同一の業務プロセス名称であれば、使用されるメッセージも同一である。 

 

流通ＢＭＳ

受発注型 買取型 消化型

出荷発注
入荷
予定

発注・・ ・・

業務プロセス：

メッセージ：

百貨店業界における
業務プロセス

スーパー業界における
業務プロセス

仕入
計上

POS
売上 ・・

流通ＢＭＳ

受発注型 買取型 消化型

出荷発注
入荷
予定

発注・・ ・・

業務プロセス：

メッセージ：

百貨店業界における
業務プロセス

スーパー業界における
業務プロセス

仕入
計上

POS
売上 ・・

 

図 I-22：統合化に向けた業務プロセスの調整 

 

(b) 統合化に向けたメッセージ名称の調整 

• メッセージについては、名称が重ならないように命名する。 

• 同一のメッセージ名称であれば、同一のスキーマ（メッセージ項目、データ属性、階層などの構

造）となる。 

• 同じスキーマを使用しても、メッセージ名称が業界によって異なることは容認する。 

（業界で使用されている名称を容認する。） 

 
(c) 統合化に向けたメッセージ項目の調整 

メッセージ項目の名称は、業界特有の表現などにより以下のように同じ意味でも業界により異
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なる名称になる場合も存在する。内容が同じであってもその日本語での表現は業界の特性が出

ることはやむをえないため、メッセージ項目の名称について日本語は別でも、内容的に同じ意味

を指すものはスキーマ上の英語名称では統一化を図っていく方針である。 

 

荷姿コード

日本語名称（業界横断）

発注荷姿コード

日本語名称（Ａ業界）

納入形態コード

日本語名称（Ｂ業界）

Package Indicator

メッセージ項目（英語名称）

・・

業界固有の日本語名称を容認したうえで、別途業界横断的な名称を付与する

例）
紐付け

荷姿コード

日本語名称（業界横断）

発注荷姿コード

日本語名称（Ａ業界）

納入形態コード

日本語名称（Ｂ業界）

Package Indicator

メッセージ項目（英語名称）

Package Indicator

メッセージ項目（英語名称）

・・

業界固有の日本語名称を容認したうえで、別途業界横断的な名称を付与する

例）
紐付け

 

図 I-23：統合化に向けたメッセージ項目の調整 

 
② 統合化作業の方向性 

統合化に向けた作業にあたっては、先述した方針に基づき、百貨店業界で検討しているメッセー

ジ項目について、可能な範囲でスーパー業界と整合性を図る必要がある。その際、「メッセージ項

目の任意／必須について」、「桁数・データ型の違い」に留意する必要がある。 

 
③ 流通ビジネスメッセージ標準のCR受付・検討プロセス 

変更要求の概念について、情報共有・議論を行い、策定された「百貨店流通ビジネスメッセージ

標準」や「利用ガイドライン」の位置付けと対応方針を検討した。 

以下に、平成19年度業界横断事業において確認されたCR受付・検討プロセスを示す。 

 
＜CR受付・検討プロセス＞

協議会（仮称）

各ユーザー業界のWG
CR

受付
検討業界

選定

業界間検討WG

参加者
決定

提
出

ア
ナ
ウ
ン
ス

会議体
設置/運営

CRの対応

方法検討
対応方法
素案作成

素案内容の
業界内検討

対応方法
決定

承認 公開

＜CR受付・検討プロセス＞

協議会（仮称）

各ユーザー業界のWG
CR

受付
検討業界

選定

業界間検討WG

参加者
決定

提
出

ア
ナ
ウ
ン
ス

会議体
設置/運営

CRの対応

方法検討
対応方法
素案作成

素案内容の
業界内検討

対応方法
決定

承認 公開

 

図 I-24：流通ビジネスメッセージ標準のCR受付・検討プロセス 

 
④ スーパー業界メッセージとの整合性確認検討の概要 

スーパー業界メッセージとの整合性確認検討では、先述した業界横断的なメッセージ統合化指

針に従い、以下の流れで比較・調整を行った。 
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(a) 作業方針 

作業方針を以下に示す。 

•  各メッセージ項目の日本語名称については、統合しない。 

•  スーパー業界メッセージと百貨店メッセージにおいて、同じ意味を表す項目については、「デー

タ型（タイプ）」「桁数」「コードリスト」をスーパー業界メッセージに合わせる。 

•  合わせられない場合は、対応方針（チェンジリクエスト（変更要求）、別項目とするなど）を検討

する。 

 
(b) 作業ステップ 

スーパー業界メッセージとの整合性確認検討の作業ステップを以下に示す。 

 

Step1） スーパー業界メッセージと百貨店メッセージの全項目を一覧でマッピングし、差異を把握する。

Step2） 同じ意味を表す項目については、データ型（タイプ）、桁数、（コードリスト）を

スーパー業界メッセージと合わせる。この時、問題がありそうな項目をピックアップする。
（例） 考え方に相違がある、 百貨店の方が桁数が大きいなど

Step3） 上記Step2の修正を全メッセージの項目に反映させる。

Step4） 上記Step3の修正に伴い、関係する（百貨店メッセージの中で整合性が崩れる）

項目を修正する。

Step1） スーパー業界メッセージと百貨店メッセージの全項目を一覧でマッピングし、差異を把握する。

Step2） 同じ意味を表す項目については、データ型（タイプ）、桁数、（コードリスト）を

スーパー業界メッセージと合わせる。この時、問題がありそうな項目をピックアップする。
（例） 考え方に相違がある、 百貨店の方が桁数が大きいなど

Step3） 上記Step2の修正を全メッセージの項目に反映させる。

Step4） 上記Step3の修正に伴い、関係する（百貨店メッセージの中で整合性が崩れる）

項目を修正する。

 

図 I-25：百貨店流通ビジネスメッセージ標準とスーパー業界流通ビジネスメッセージ標準の整合性確認検討 

 
桁数およびコードリストについて百貨店－スーパー両業界のメッセージの比較・整理を行った。以下に

比較・整理において「桁数」および「コードリスト」の整合性が取れなかった項目を示す。 

 
• 桁数の整合性が取れなかった項目 

 GLN 

 企業、場所を表す名称関連の項目 

 商品数量、数量の合計 

• コードリストの整合性が取れなかった項目 

 商品管理区分 （スーパー業界の対応項目：発注区分） 

 納入形態  （スーパー業界の対応項目：出荷荷姿コード） 

 
以上の平成19年度事業の検討内容の詳細については「平成19年度 百貨店業界における次世代

EDI標準化事業調査研究報告書（平成20年2月）」をご参照頂きたい。 
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3.4 平成18年度、平成19年度からの残課題 

平成18年度、19年度事業を通じて把握している課題、およびアンケート調査により抽出された今後の

課題は「1．次世代標準EDIの実用化、運用に向けた課題」と「2．次世代標準EDIの普及、拡大に向けた

課題」に分けて整理される。 

 
(1) 流通ビジネスメッセージ標準の実用化、運用に向けた課題 

流通ビジネスメッセージ標準の実用化、運用に向けた課題として、以下の4点が挙げられている。 

①次世代標準EDIの有効性の検証 

②メッセージ精度の向上 

③技術的課題の解決 

④導入コスト、運用コストの明確化 

 
以下、各課題の内容と対応策について示す。 

 

流通ビジネスメッセージ標準の実用化、運用に向けた課題

① 流通ビジネスメッセージ標準の有効性の検証

◆ 流通ビジネスメッセージ標準の実用化にあたっては、策定したビジネスモデルやメッセージが

実用に耐えうるかの検証

・ 具体的な導入方法、メッセージの利用方法や項目のセット方法の確認とガイド

・ 送受信のタイミングやファイルサイズなど、実運用における問題点の洗い出しと改善策の検討

・ 流通ビジネスメッセージ標準の利用による導入効果の測定

② メッセージの精度向上

◆ 18年度、19年度の活動の中で、ペンディングとなっている内容についての確定

・ 商品分類コードの決定

④ 導入コスト、運用コストの明確化

◆ 流通ビジネスメッセージ標準の導入にあたって、必要な費用の明確化

・ ASPのサービス内容や料金体系の明確化

・ 流通ビジネスメッセージ標準対応業務パッケージの機能や料金の明確化

・ 移行に伴う作業やコストの把握

・ 実運用に伴う作業やコストの把握

③ 技術的課題の解決

◆ 流通ビジネスメッセージ標準導入における技術的課題の解決

・ XMLの有効性やメリットに関する調査、研究

・ 通信プロトコルや証明書に関する詳細の把握

 

図 I-26：次世代標準EDIの実用化、運用に向けた課題 
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課題①「次世代標準EDIの有効性の検証」および課題③「技術的課題の解決」、課題④「導入コスト、

運用コストの明確化」については、平成20年度事業において実施されるメッセージの精度向上および共

同実証にて検証を行う。 

共同実証を行うことにより、課題①については共同実証を行う百貨店－アパレル・婦人靴企業が流通

ビジネスメッセージ標準の各メッセージを利用することにより実業務上の有効性の検証を行う。課題③に

ついては各社のシステム導入や改修により通信プロトコルや各種証明書等の有効性を検証する。また

課題④については、各社が実際にシステム導入や運用に必要とするコストを把握することができる。 

課題②「メッセージの精度向上」では、平成18年度、平成19年度よりペンディングとなっている「標準

商品分類コード」の検討内容を把握し、流通ビジネスメッセージ標準における位置付けや利用方法を検

討することで解決する。 

 
(2) 次世代標準EDIの普及、拡大に向けた課題 

次世代標準EDIの普及、拡大に向けた課題として以下の5点が挙げられている。 

①対象商材の拡大 

②導入効果の拡大と投資対効果の拡大 

③中小企業への拡大 

④業界横断的な統合化 

⑤制度の整備 

 
以下、各課題の内容と対応策について示す。 
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流通ビジネスメッセージ標準の普及、拡大に向けた課題

① 対象商材の拡大

◆ 流通ビジネスメッセージ標準をより広く利用してもらうために、アパレル・婦人靴以外の商材への対応の検討

・ グロッサリーや食品など、スーパー業界で先行して検討した商材への対応

・ その他、百貨店業界で取り扱っている商材への対応

② 導入効果の拡大と投資対効果の明確化

◆ 流通ビジネスメッセージ標準導入によるメリットを拡大するための継続検討の実施と、投資対効果のの明確化

・ 現業担保の視点にとらわれない、あるべき姿の検討

・ POS売上に顧客情報を入れ込むなど、導入メリットの拡大に向けた検討

・ 営業や会計の担当者を含めた検討など、業務のニーズを取り込むための活動

・ 流通ビジネスメッセージ標準を有効利用するための、新たな利用シーンやビジネスモデルの検討

・ 実証の結果を踏まえた、投資対効果の定量化

④ 業界横断的な統合化

◆ メッセージの統合化や維持、管理の方法についての業界横断的な検討推進

・ スーパー業界との将来的な統合化に向けた活動

・ 専門店、スポーツ、ドラッグストアなど、今後メッセージを策定する可能性のある業界との

統合化に向けた活動

・ 流通ビジネスメッセージ標準の維持・管理、メンテナンスに関する方法や体制の明確化

③ 中小企業への拡大

◆ 中小規模の百貨店、取引先が導入を容易にするための対応策の検討

・ インフラ面のハードルを下げるため、安価なパッケージの検討

・ ASPの対応拡大やサービス拡張

・ 導入が簡易になるような手順書の作成と配布

⑤ 制度の整備

◆ 流通ビジネスメッセージ標準普及の起爆剤となるような、制度の整備や検討

・ 将来的に流通ビジネスメッセージ標準が唯一の標準となるような、業界としての宣言と働きかけ

・ 伝票レスに関する検討

・ JCA手順やWeb‐EDIの扱いに関する指針

 

図 I-27：流通ビジネスメッセージ標準の普及、拡大に向けた課題 

 
課題①「対象商材の拡大」は、流通ビジネスメッセージ標準の拡張性の検討における「対象商材の拡

大」にて検討を行い、解決を目指す。 

課題②「導入効果の拡大と投資対効果の明確化」のうち、「現業担保の視点にとらわれない、あるべき

姿の検討」「POS売上に顧客情報を入れ込むなど、導入メリットの拡大に向けた検討」、「営業や会計の

担当者を含めた検討など、業務のニーズを取り込むための活動」、「次世代標準EDIを有効利用するた
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めの、新たな利用シーンやビジネスモデルの検討」については、流通ビジネスメッセージ標準の「拡張性

の検討」において解決を目指す。また「実証の結果を踏まえた、投資対効果の定量化」については、共同

実証における各社の取り組み実態をもとに検討を行う。 

課題③「中小企業への拡大」のうち、「インフラ面のハードルを下げるため、安価なパッケージの検討」

と「ASPの対応拡大やサービス拡張」については、共同実証の実施に合わせたITベンダーによるパッケ

ージソフトやASPサービスの提供など、標準の実利用に伴う波及効果による解決が期待される。また「導

入が簡易になるような手順書の作成と配布」については、業界横断的事業における検討成果である「導

入ガイドライン」や百貨店業界の「利用ガイドライン」を共同実証等により、その有効性を検証する。 

課題④「業界横断的な統合化」については、業界横断事業における検討内容をもとに百貨店業界に

おける今後の標準EDIメッセージの維持管理体制の検討を行う。 

課題⑤「制度の整備」については、百貨店流通BMSの拡張性の検討や業界横断的検討における検討

内容をもとに今後の対応策の検討を行う。 

 
4 本年度事業の概要 

 
4.1 目的 

これまで百貨店業界では、アパレル商材および婦人靴商材について、平成18年度において業務プロ

セスと一部のメッセージの標準化を、平成19年度においてPOS売上データ等の情報共有型メッセージの

標準化を実施してきたところである。その結果、平成19年度までに「買取型」および「消化型」のEDIビジ

ネスプロセスを整理し、流通ビジネスメッセージ標準に準じた合計26メッセージの策定を行ってきた。 

しかし、流通ビジネスメッセージ標準の完成には、共同実証を行うことにより実運用への移行を図る必

要がある。そのためには、複数のユーザ企業が流通ビジネスメッセージ標準の仕様の妥当性と運用ル

ールの有効性を検証し、実用に値する精度向上を図ることと、流通ビジネスメッセージ標準が将来広く普

及することの確信と普及促進のための課題を把握するために、メッセージとその運用ルールの導入効果

を確認する必要がある。また、業界内で広く使われ、唯一の標準として根付いていくように、中小流通業

での適用に関する検討や、アパレル商材、婦人靴商材以外の商材での適用するための検討をする必要

がある。 

本事業では、平成18年度から19年度までの活動成果を踏まえ、これらの課題を解決することを目的と

する。 

 
4.2 本年度事業における検討テーマ 

平成19年度までに「買取型」および「消化型」のEDIビジネスプロセスを整理し、百貨店業界流通ビジ

ネスメッセージ標準として合計26メッセージの策定を実施した。本年度は、そのビジネスプロセスとメッセ

ージの実運用性について検証を行う必要があるため、共同実証を行うことにより、実運用への移行を図

ることを目的とする。さらに、流通ビジネスメッセージ標準が業界内で広く使われ、唯一の標準として根付

いていくように、中小企業への適用や、アパレル商材、婦人靴商材以外の商材への適用などの検討も

合わせて行うこととする。以上より、本年度は以下の3つのテーマに取り組む。 
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① 共同実証のための準備
共同実証に向けた実施計画を行うなど、事前に行う
べき様々な事項の調整、決定を行う。

② 共同実証の実施
共同実証の実施と、発生した課題の管理検討を行う。

③ 成果の把握
共同実証の結果を踏まえ、導入効果、及び課題に
ついて整理し、報告書に取りまとめる。

共同実証の結果や、WGでの検討結果を踏まえ、百貨店、
アパレル・婦人靴業界の意見を集約し、必要に応じて標準
メッセージ等の変更要求まで行う。

百貨店業界における、流通ビジネスメッセージ標準の拡張
性の検討や、業界横断的な取り組みに関する情報共有を
行う。

目標：
流通ビジネスメッセージ標準および利用ガイドラ

インの妥当性・有効性の確認と、実用化に向けた
課題の整理・検討を行ない、実運用につなげてい
く。

目標：
変更要求の業界内検討と、CR提案書の作成・提

出を行うことで、メッセージの精度向上を図る。

目標：
流通ビジネスメッセージ標準が、業界内で広く使

われ、唯一の標準として根付いていくように、メッ
セージの構成、中身、使われ方をブラッシュアップ
するとともに、適用領域の拡大を目指す。

（１）共同実証

（３）拡張性の検討

（２）変更要求

 

図 I-28 検討テーマ 

 
(1) 共同実証の実施 

本検討テーマでは、流通ビジネスメッセージ標準および利用ガイドラインの妥当性・有効性の確認と、

実用化に向けた課題の整理・検討を行い、実運用につなげていくことを目標とする。そのために、共同実

証のための準備として、実施計画の策定やテスト計画・評価計画の策定を行い、共同実証を実施する。

さらには、共同実証の結果を踏まえ、導入効果および課題を整理する。 

 
(2) 変更要求 

本検討テーマでは、共同実証やその準備作業であるメッセージ精度向上を通して各標準メッセージへ

の変更の必要性が発生した場合、業界横断事業に対して変更要求の検討や提出を行う。 

 
(3) 拡張性の検討 

本検討テーマでは、流通ビジネスメッセージ標準が業界内で広く利用され、唯一の標準として根付い

ていくように、メッセージの構成、中身、使い方をブラッシュアップするとともに、適用領域の拡大を目指

す。そのために、実用化、運用に向けた検討として、共同実証結果から生じた課題などをもとに、業界内

でビジネスモデルやメッセージ見直しを行い、変更要求の検討やメッセージ利用ガイドラインの改定を行

う。また、他事業（商品分類コードなど）の動向も踏まえた見直しを行う。拡張性の検討として、流通ビジ

ネスメッセージ標準をより広く利用してもらうための検討や導入メリットを拡大するための検討を行う。 
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5 流通システム標準化事業の全体像 

5.1 流通業界全体の取り組み 

本事業は、経済産業省事業である流通システム標準化事業の一環として実施している。流通システ

ム標準化事業には（1）各業界における標準化検討と（2）業界横断的な標準化検討の2つの検討があり、

本事業は（1）の一翼を担うものである。流通システム標準化事業の全体像と各検討の概要を以下に示

す。 

 

スーパー業界における流通システム標準化スーパー業界における流通システム標準化 百貨店業界における
標準化検討／共同実証

百貨店業界における
標準化検討／共同実証

（1）各業界における標準化検討

チェーンドラッグ
ストア業界に

おける標準化検討

チェーンドラッグ
ストア業界に

おける標準化検討

業界横断的な標準化検討

中小流通業
への普及検討

物流ﾗﾍﾞﾙ
標準化検討 卸業界

生鮮
業界

アパレル
業界

共同実証

商材拡大WG 百貨店業界
流通システム標準化

委員会

百貨店業界
流通ビジネス

メッセージ
標準検討WG

共同実証ＷＧ

流通システム標準普及
推進委員会の運営

標準維持管理に関する

組織の検討部会の運営

メッセージメンテナンス

部会の運営
技術仕様部会の運営

流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼ標゙
準に対応した物流ラベ
ルの標準化に関する
部会の運営

ＧＳ１データバーに

関する部会の運営
全体調整

流通業における業界横断的な流通システム標準化に関する検討事項と会議体の運営

広報普及

広報普及

（2）業界横断的な標準化検討 平成２０年度流通システム標準化事業

（業界横断的な流通システム標準化）

本事業本事業

ホームセンター
業界における
標準化検討

ホームセンター
業界における
標準化検討

 

図 I-29 平成20年度流通システム標準化事業の全体像 

 
5.2 各業界における標準化検討 

特定の業界内で流通ビジネスメッセージ標準について検討する事業であり、以下の4つの事業で構成

される。 

 
(1) 百貨店業界における標準化事業 

平成19年度までの活動成果を踏まえ、百貨店業界におけるアパレル・婦人靴商材にかかる流通

ビジネスメッセージ標準の検討を実施する。 
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(2) スーパー業界における標準化事業 

平成19年度までの活動成果を踏まえ、スーパー業界における生鮮品（青果、食肉、水産）および

アパレル商材にかかる流通ビジネスメッセージ標準の検討および共同実証を実施する。 

 
(3) チェーンドラッグストア業界における標準化事業 

平成19年度から開始された事業であり、スーパー業界にて策定された「流通ビジネスメッセージ

標準（基本形）」の適用可能性や新規メッセージの策定および商品マスタ同期化の導入による業務

の高度化、効率化などについて検討を実施する。 

 
(4) ホームセンター業界における標準化事業 

本年度から開始された事業であり、スーパー業界にて策定された「流通ビジネスメッセージ標準

（基本形）」の適用可能性の検討および新規メッセージの策定に向けた検討を実施する。 

 

 
5.2.2 業界横断的な標準化検討 

特定の業界における標準化に留まらず、複数の業界に広く渡って流通ビジネスメッセージ標準を推進

するための事業であり、以下の8つのプロジェクトで構成される。 

 
(1) 標準維持管理に関する組織の検討部会の運営 

平成19年度までの検討結果を踏まえ、業界横断的な流通システムのあり方に関する検討を行う

とともに、その維持管理等に関する組織のあり方について検討するための検討部会を運営する。 

 
(2) 流通システム標準普及推進委員会の運営 

主に消費財流通業界における製配販各層の業界団体代表者により流通ビジネスメッセージ標準

や商品マスタデータ同期化に関する最新情報の共有を行うとともに、各業界において検討が進めら

れる環境を整備することを目的として、流通システム標準普及推進委員会を設置し運営する。 

 
(3) メッセージメンテナンス部会の運営 

流通ビジネスメッセージ標準全体としての統一性が損なわれることや、特定業界の都合で変更が

行われることにより不都合が生じることのないように、業界横断的な統一ルールに従って流通ビジ

ネスメッセージ標準の維持・管理を行うメッセージメンテナンス部会を運営する。 

 
(4) 技術仕様部会の運営 

業界・業種を横断したインフラ形態や技術課題、XML開発規約の検討を行う必要がある。そのた

めに必要な技術仕様部会を運営する。 
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(5) GS1データバーに関する部会の運営 

平成22年度より、一般消費財の標準バーコードとして使用可能になる新しい国際標準のバーコ

ードであるGS1データバーを、日本国内において、混乱無く、普及推進させるために、その活用メリ

ットや、導入上の課題を明らかにし、その対応策を整理しておく必要がある。そのために必要な委

員会、ワーキングを設置し検討を行う。 

 
(6) 流通ビジネスメッセージ標準に対応した物流ラベルの標準化に関する部会の運営 

物流ラベルやその付帯帳票類の規定、業務運用ルールの規定についての検討を行うための部

会を運営する。  

 
(7) 全体調整 

流通システム標準化事業全体の円滑な進行のために、全体管理の立場から支援（助言・指示、

共通課題の設定と解決方法の提示、定常運用・事業化に係る事務的作業など）を実施する。 

 
(8) 広報普及 

流通ビジネスメッセージ標準の普及促進のために、流通システム標準化に係る諸活動の内容お

よび成果を広く開示・広報する。 

 
6 実施体制 

6.1 推進体制（会議体） 

本事業の推進体制として、「百貨店業界流通システム標準化委員会」の1つの委員会、「百貨店業界

流通ビジネスメッセージ標準検討ワーキング」、「共同実証ワーキング」の2つのワーキングを設置する。

会議体の構成と会議体の概要について以下に示す。 
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百貨店流通BMS標準化委員会

百貨店流通BMS標準検討WG 百貨店流通BMS共同実証WG

・各ＷＧにおいて検討、作成・策定された内容について、議論、検討を行い、
百貨店業界～取引業界間としてのオーソライズを行うことを目的とする。

・参加人数70人、参加企業／団体45社程度を想定。

・共同実証を行うユーザ企業、
そのベンダ企業を中心としたメンバで構成。

・共同実証に向けた実施計画、技術検討、
調整作業を行う。

・共同実証における課題の管理・検討、
実証結果の評価を行う。

・参加人数40人、参加企業／団体30社程度を想定。

・百貨店、アパレル、婦人靴など各業界を中心とした
メンバで構成。

・実証に伴うメッセージの修正等の検討や
変更要求を行う。

・流通BMSの拡張に向けた課題検討を行う。
・参加人数70人、参加企業／団体45社程度を想定。

 

図 I-30 会議体の構成 

① 百貨店流通BMS標準化委員会 
各ワーキングにおいて検討、作成された内容について議論、検討を行い、百貨店業界としてのオ

ーソライズを行うことを目的とする。百貨店、アパレル、婦人靴、納品代行、およびシステムベンダー

の代表企業と、関連団体で構成される。 

 
② 百貨店流通BMS検討WG 

流通ビジネスメッセージ標準および利用ガイドラインの妥当性・有効性の確認、流通ビジネスメッ

セージ標準の拡張性や変更要求に関する検討などを行う。百貨店、アパレル、婦人靴、納品代行、

およびシステムベンダーの代表企業と、関連団体で構成される。 

 
③ 百貨店流通BMS共同実証WG 

共同実証のための計画、検討、調整、評価等の作業や情報交換、参加企業調整やスキーマ開

発のサポートを行う。共同実証を行うユーザ企業、そのベンダ企業を中心としたメンバで構成され

る。 

 
6.2 参加企業 

本事業の参加企業および関連団体を以下に示す。 
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百貨店業界 代表企業

アパレル業界 代表企業

婦人靴業界 代表企業

関連団体

システムベンダーなど

伊勢丹、小田急百貨店、京王百貨店、髙島屋、東急百貨店、東武百貨店、

松屋、ミレニアムリテイリング、丸広百貨店、大和、松坂屋、近鉄百貨店、大丸、

H20リテイリング、天満屋、井筒屋、丸井

三陽商会、インパクト21、オンワード樫山、サンエー・インターナショナル、

トリンプ・インターナショナル・ジャパン、ナイガイ、ダイドーリミテッド、レナウン、

ワールド、ワコール、フランドル

シンエイ、フィット東日本

納品代行 代表企業 東京納品代行、ワールドサプライ

日本アパレル産業協会、繊維ファッションSCM推進協議会、

日本靴卸団体連合会、流通システム開発センター、日本百貨店協会

三越伊勢丹システムソリューションズ、富士通、日本ユニシス、富士通総研、

SFI、NTTコミュニケーションズ

1. 今年度の活動と推進体制について ②推進体制

標準検討

ワーキング

共同実証

ワーキング

百貨店業界 代表企業

アパレル業界 代表企業

婦人靴業界 代表企業

関連団体

システムベンダーなど

伊勢丹、小田急百貨店、京王百貨店、髙島屋、東急百貨店、H20リテイリング、

天満屋、丸井

三陽商会、オンワード樫山、トリンプ・インターナショナル・ジャパン、ダイドーリ

ミテッド、レナウン、ワールド、ワコール

シンエイ、フィット東日本

納品代行 代表企業 東京納品代行、ワールドサプライ

日本アパレル産業協会、繊維ファッションSCM推進協議会、

日本靴卸団体連合会、流通システム開発センター、日本百貨店協会

三越伊勢丹システムソリューションズ、富士通、富士通総研、SFI、

NTTコミュニケーションズ

百貨店業界

流通ｼｽﾃﾑ

標準化

委員会

百貨店業界 代表企業

アパレル業界 代表企業

婦人靴業界 代表企業

関連団体

システムベンダーなど

伊勢丹、小田急百貨店、京王百貨店、髙島屋、東急百貨店、東武百貨店、

松屋、ミレニアムリテイリング、丸広百貨店、大和、松坂屋、近鉄百貨店、大丸、

H20リテイリング、天満屋、井筒屋、丸井

三陽商会、インパクト21、オンワード樫山、サンエー・インターナショナル、

トリンプ・インターナショナル・ジャパン、ナイガイ、ダイドーリミテッド、レナウン、

ワールド、ワコール、フランドル

シンエイ、フィット東日本

納品代行 代表企業 東京納品代行、ワールドサプライ

日本アパレル産業協会、繊維ファッションSCM推進協議会、

日本靴卸団体連合会、流通システム開発センター、日本百貨店協会

三越伊勢丹システムソリューションズ、富士通、日本ユニシス、富士通総研、

SFI、NTTコミュニケーションズ

 

図 I-31 本事業参加企業 

 
7 スケジュール 

本事業では、「共同実証による精度向上」について、2008年4月から2008年12月にかけて検討を実施

する。「拡張性の検討」については、2008年4月から2008年12月にかけて検討を実施する。本事業の全

体スケジュールを以下に示す。 
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共同実証

共同実証のための準備

共同実証の実施

成果の把握

拡張性の検討

大項目 中項目
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

平成２０年 平成２１年

会議体 百貨店流通BMS標準検討ＷＧ

百貨店流通BMS標準化委員会

百貨店流通BMS共同実証ＷＧ

変更要求

5/26 10/3 2/13

6/6 7/29 8/29 12/9 2/3

6/13 7/8 7/23 8/19 9/10 9/24 10/27 11/18 12/25 1/22

 

図 I-32 実施スケジュール 

 



 

 

 

 31

IIII  メメッッセセーージジのの精精度度向向上上  

1 目的および実施概要 

(1) 目的 

本年度百貨店業界事業は、 『百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準の実導入に向けた共同実証』

という、平成18～19年度にかけて策定した流通ビジネスメッセージ標準を具現化し、利用していくための

具体的フェーズとして位置づけられる。 

そのため、『メッセージ精度向上』において、流通ビジネスメッセージ標準の拡張性の検討および百貨

店、アパレル・婦人靴の業界としての意見集約／合意を経て、流通ビジネスメッセージ標準および利用

ガイドラインの妥当性・有効性の確認と、実用化に向けた課題の整理・検討を行ない、実運用につなげ

ていく。また各メッセージの修正／変更を行い、その結果を流通業界全体（業界横断的な取組み）への

変更要求を行う。 

 

◆ 流通ビジネスメッセージ標準および利用ガイドラインの妥当性・有効性の確認と、

実用化に向けた課題の整理・検討を行ない、実運用につなげていく。

◆ 流通ビジネスメッセージ標準および利用ガイドラインの妥当性・有効性の確認と、

実用化に向けた課題の整理・検討を行ない、実運用につなげていく。

複数のユーザ企業が流通ビジネスメッセージ標準の仕様の妥当性と運用ルールの有効性を検証する。

新たなEDI標準が将来広く普及することの確信と、普及促進のための課題を把握するために、

流通ビジネスメッセージ標準やその運用ルールの導入効果を確認する。

（ⅱ） 導入効果を実証し、課題の整理を行なう

（ⅰ） 実用に値する精度向上を図る

 

図 II-1：流通ビジネスメッセージ標準 各メッセージ精度向上の目的 

 
(2) 実施概要 

本検討は、百貨店流通BMS標準検討WG（以下、標準検討WG）を中心に進める。 

百貨店流通BMS共同実証WG（以下、共同実証WG）において、メッセージ精度向上、変更内容の検

討などの具体的な問題提起を行い、その内容は標準検討WGにおいて内容の確認、承認を行う。標準

検討WGにおいて承認された内容は、百貨店流通BMS標準化委員会にて報告・承認を行う。 

また、標準検討WGにおいて変更を承認され、確定したメッセージは、業界横断的検討事業における

メッセージメンテナンス部会に変更要求として提示し、承認を得、スキーマ開発を依頼する。業界横断的

検討における検討内容（他業界における検討内容や変更要求等）についての情報共有を行う。 
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共同実証ワーキング
（共同実証参加企業中心）

標準検討ワーキング
（百貨店、アパレル・婦人靴全体）

流通業界全体
（業界横断的な検討事業）

将来像（To Be）

■情報共有

■変更要求

■課題提起

■検討結果のフィードバック

■拡張性の検討

 

図 II-2：標準検討WGと関連事業、他の会議体との関係 

 
2 検討の進め方および検討体制 

2.1 検討の進め方 

精度向上に向けた検討の進め方を以下に示す。 

まず、平成19年度までに策定した各メッセージに対して、共同実証WG参加各企業によるマッピング

を行う。次に各社マッピング結果から、各メッセージ利用上の課題や確認点を抽出し、各課題の解決方

法の検討を行う。それらの検討結果を各メッセージに反映することで、メッセージの精度向上を図る。 

 

方針の検討

方針決定

共同実証の
利用ﾒｯｾｰｼﾞ

確認

各社マッピング
作業の実施

ﾒｯｾｰｼﾞ利用上の
課題および

ﾒｯｾｰｼﾞ変更要望の
抽出

ﾒｯｾｰｼﾞ利用上の
課題および

変更要望の検討

各ﾒｯｾｰｼﾞへの
検討結果の反映

共同実証利用ﾒｯｾｰｼﾞ
以外のﾒｯｾｰｼﾞへの

変更の反映

※検討を行ったﾒｯｾｰｼﾞと
共通する変更内容の
抽出

 

図 II-3：メッセージ精度向上の進め方 
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(1) 検討方針の検討／合意 

共同実証WG参加企業に対して共同実証における検討対象となる業務プロセスおよびメッセージの

調査を行った結果、「共同実証において利用する業務プロセスおよびメッセージをマッピング検証および

精度向上に向けた検討において最優先とする」との方針が提示され、承認された。 

共同実証WG参加企業（百貨店、アパレル・婦人靴企業）に対して、共同実証にて利用／検証対象と

するメッセージを確認した結果、買取型プロセスを対象として検討を行うこととなり、マッピング対象として

以下の10メッセージが抽出された。 

 
• 商品マスタ（カタログ・プロファイル） 

• 納品提案 

• 発注 

• 入荷予定（梱包） 

• 入荷予定（伝票） 

• 検品受領（梱包） 

• 検品受領（伝票） 

• 支払案内 

• POS売上（レシート単位） 

• POS売上（商品集計単位） 

 

メッセージ精度向上検討においては、「検討の進め方」に従い、共同実証参加企業によるマッピングに

より提示される課題を中心に、メッセージに対する項目の追加、修正を行い、スキーマ開発を行う。 

また共同実証における利用・検証対象外となった16メッセージについては、上記10メッセージの検討

が終了後、上記10メッセージから抽出された変更内容と共通する変更内容の反映と、各メッセージ個別

のメッセージ内容の精査を行う。それらの検討が完了次第、スキーマ開発を行う。 

 
(2) メッセージ精度向上とスキーマ開発との関係 

メッセージ精度向上内容は、共同実証WGにおける合意内容を標準EDI検討WGにおいて承認を得る。

百貨店業界内において承認されたメッセージは、「業界横断的取組み」におけるメッセージメンテナンス

部会に対する提示・承認の後、各メッセージのXMLスキーマを開発する。 
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☆共同実証WG

実証企業

参加企業

☆標準検討WG
メッセージ精度向上

① マッピング作業

② 各社マッピング結果の確認

③ 接続調整（共通確認シート・

通信パラメータ協定シート 等）

④ 実装・共同実証

標準メッセージの精査

流通BMSと自社システムと

の整合性チェック

各社との共通理解を図るた

めの相互チェック

業務からインフラまで含め

たより具体的な調整

実際にメッセージ交換を行

うことによる最終チェック

フィードバック

業界横断的な検討事業 標準化承認、スキーマ提供

変更要求

 

図 II-4：メッセージ精度向上とスキーマ開発との関係 

 
3 メッセージ精度向上検討概要 

「検討の進め方」に従い、前述の共同実証において検証対象となる10メッセージを中心に、マッピング

作業を実施し、各メッセージに対して、メッセージ構造の変更や項目の追加、変更、削除を行った。 

以下に、各メッセージに関する検討内容および結果を示す。 

 
3.1 商品マスタ（カタログ・プロファイル） 

商品マスタ検討における検討内容を以下に示す。 

 
(1) 商品マスタメッセージ階層構造の修正 

検討において指摘された課題として、平成18年度に策定された商品マスタ（カタログ・プロファイル）で

は、商品の情報を店舗情報（Lv2）の下位層として各店舗の商品情報を保持する形となっている。 
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(L1)ヘッダー

(L2)取引先型番ﾚﾍﾞﾙ

（L3)単品ﾚﾍﾞﾙ

平成19年度までに検討した

商品マスタメッセージの構成

店舗情報

 

図 II-5：平成19年度までに検討した商品マスタ（カタログ・プロファイル）メッセージの構成 

 
この構造の場合、各店舗において同じ商品が取り扱われる場合、同じ商品の情報が店舗ごとに繰り

返されることとなり、商品マスタ情報が冗長化する。 

 
ヘッダー

スタイルＡ

単品

店舗Ａ 店舗Ｂ 店舗Ｃ

百貨店商品コード

品別番号

取引条件

原単価など

同じ内容でも店舗別に登録

 

図 II-6：商品マスタ（カタログ・プロファイル）メッセージ精度向上における課題（店舗ごとに商品情報が重複） 

 
また百貨店における商品マスタの送受信方法は「①本部一括登録方式」および「②店舗別登録方式」

の2種類に大別される。しかし平成18年度案では、店舗別の商品マスタメッセージに対応した構造となっ

ているが、本部一括登録方式を採用する企業の場合には対応しにくいものとなっており、各社の業務運

用上問題が発生する可能性がある。 

これを避けるために、取り扱う商品の情報を上位階層に配置し、店舗情報を下位層に配置することで、

各店舗に共通する情報をまとめて保持できる構造とする案が提示され、検討の結果、合意された。 



 

 

 

 36

 

百貨店商品コード

品別番号

取引条件

原単価など

ヘッダー

スタイルＡ

単品

店舗Ａ 店舗Ｂ 店舗Ｃ

百貨店商品コード

品別番号

取引条件

原単価など

店舗ごとに異なる情報が

多い場合に効果的な構成

 

図 II-7：平成20年度検討における商品マスタ（カタログ・プロファイル）メッセージ（イメージ） 

 
変更された商品マスタメッセージの構造（イメージ）を図で示す。 

 

ヘッダー

スタイル

単品

店舗

・品別番号
・店別計画数

など

・百貨店商品コード
・取引条件コード
・原単価 など（任意）

・スタイル原価
・統括条件

など（任意）

 

図 II-8：平成20年度検討における商品マスタ（カタログ・プロファイル）メッセージ（イメージ） 

 
策定された商品マスタメッセージの項目および構造については、百貨店業界流通BMS『利用ガイドラ

イン』に添付されている商品マスタ（カタログ・プロファイル）メッセージ資料を、または巻末のメッセージ項

目をご参照頂きたい。 

 
商品マスタ（カタログ・プロファイル）にあわせて、商品マスタ（PLU）、商品マスタ（マークダウン）につい

ても同様に階層構造を変更する。変更された上記2つのメッセージの構造（イメージ）を以下に示す。 
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ＰＬＵ マークダウン

スタイル

単品

店舗

・型番
・原単価（前）
・原単価（後）
・メ希価格（前）
・メ希価格（後）

・GTIN
・原単価（前）
・原単価（後）
・メ希価格（前）
・メ希価格（後）
・売単価（前）
・売単価（後）

・店舗GLN
・品別番号
・百貨店商品ｺｰﾄﾞ
・取引条件ｺｰﾄﾞ
・原単価（前）
・原単価（後）
・原価率（前）
・原価率（後）

ヘッダー

スタイル

単品

店舗
・店舗GLN
・品別番号
・百貨店商品ｺｰﾄﾞ
・取引条件ｺｰﾄﾞ

・GTIN
・メ希価格
・売単価

・型番
・ﾌﾟﾛﾊﾟｰｾｰﾙ

区分
・メ希価格

ヘッダー

 

図 II-9：平成20年度検討における商品マスタ（PLUおよびマークダウン）メッセージ（イメージ） 

 
(2) 階層構造の変更に伴う項目位置（レベル）の移動 

商品マスタメッセージの階層構造の変更に伴い、各階層に設定される項目の見直しを行い、下記項目

について変更する。 

• リードタイム 

現状業務において、リードタイムは店別に異なるため、店舗レベルで保持するべきとの指摘に

基づき、再度確認・検討した。その結果、自動補充を行なっている商品についてはリードタイム

を店別に設定していることが分かった。そのため、店舗レベルに移動することで合意された。 

• 原単価税抜／原単価税込 

商品マスタメッセージ上に設定されている、原単価税抜および原単価税込については、階層構

造の変更に伴い、店舗レベル（レベル4）のみ残すこととする。 

• その他 

その他、メッセージ階層構造の変更にともない、項目を配置するレベルを変更したものを以下に

示す。 

 
項目位置（レベル）の移動

・ 「百貨店商品コード」、（百貨店商品補助コード）、「取引条件コード」、「仕入区分」、「仕入企業事業所GLN」、
「仕入企業事業所コード」、「発注区分」、「原単価税抜」、「原単価税込」、「原価率」、「原価算出区分」、「基準在庫」
の店舗レベルへの移動

・ 上記の項目を店別で管理している百貨店を考慮して店舗レベルへ移動
 

図 II-10：商品マスタメッセージにおいて店舗レベルに配置することとした項目 

 
(3) 商品マスタ項目における追加、変更、修正 

その他、商品マスタに関して各百貨店、アパレル・婦人靴企業から、メッセージ利用上の課題や項目

追加・修正などの要望が挙げられた。それらの課題や要望についての検討結果は、以下のように分類
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することが出来る。 

• マスタ項目の追加 

• 意味の修正 

• 定義・使用方法の統一 

 
以下に各分類の検討結果を示す。 

 
① 項目の追加 

検討の結果、以下の項目を追加する。 

 
• バイヤーコード 

百貨店の担当バイヤーを識別するためのコード 

• 統括条件コード 

構造の変更に伴い、店舗全体を統括する取引条件コードが必要となった 

• 百貨店商品補助コード 

一部の百貨店では独自の商品コードを付番し、社内の商品管理に使用するケースが存在す

る。 

 

（例1） 単品ｺｰﾄﾞ（6桁）ﾃﾞﾌﾟﾄ＋ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ＋基本ｱｲﾃﾑ＋詳細ｱｲﾃﾑ (計13桁)

品目（4桁） 連番（4桁）＋CD（例2）

取引先で入力 百貨店で付加して入力（発注以降）

＋

＋

 

図 II-11：百貨店商品補助コードの利用イメージ 

 
また、「百貨店商品補助コード」は「百貨店商品コード」と組み合わせてセットする項目であるため、

商品マスタ（カタログ・プロファイル）のほか、以下のメッセージに追加する。 

 
反映内容 該当メッセージ

◆ 「百貨店商品補助コード」の追加

⇒ 「百貨店商品コード」と対になるように追加
※店頭在庫移動では項目名が「発送店百貨店商品補助コード」、

「受領店百貨店商品補助コード」となる

商品マスタ（PLU）、商品マスタ（マークダウン）、
納品提案、発注、入荷予定（梱包）、入荷予定
（伝票）、検品受領（梱包）、検品受領（伝票）、
返品、支払案内、POS売上（レシート単位）、
POS売上（集計）、仕入計上、値札発行指示、
店頭在庫、店頭在庫移動、搬入依頼、搬入確
認（伝票）、搬入提案、搬入予定（梱包）、搬入
予定（伝票）、返送  

図 II-12：百貨店商品補助コードを追加するEDIメッセージ 
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• 販売場所コード 

品別番号は、百貨店の売場を表すと同時に原価計算の基礎単位とされているが、「原価計算

の基礎単位」と「物理的な売場」が紐づかない運用を行うケースがあるため、「物理的な売り場」

を表す「販売場所コード」を追加する。 

 

ブランドDブランドA ブランドB ブランドC

紳士セーター売場
品別番号
＝001

売場 ○○店 ２階 物理的な売場と論理的な
売場を一致させて運用

売場 ○○店 ３階

予算

実績

原価

・

・

・

紳士夏物売場

ブランドCブランドBブランドA

同じ品物でも売場が変われば品別番号は異なる

品別番号
＝002

多くの百貨店では、物理的な売場と、原価や予算などの管理に利用する論理的な売場（品別番号）は

同じです。

 

図 II-13：品別番号項目の利用イメージ 

 

“物理的な売場”と“論理的な売場”が分けて管理されており、物理的な売場が変わっても論理的な売場

（品別番号）が変わらない場合もあります。（このとき、品別番号とは異なる物理的な売場を表す項目が必要）

物理的な場所が異なるので違うコードを付与（売場の管理）

商品を識別するコードは同一

（原価や予算などの管理）

売場（○○店 ２階） 売場（○○店 ３階）販売場所コード
＝02

販売場所コード
＝03

品別番号
＝001

品別番号
＝001

 

図 II-14：販売場所コードの利用イメージ 

 
このうち販売場所コードについては、以下の関連するメッセージに反映する。 

 



 

 

 

 40

◆ 「販売場所コード」の追加

⇒ 「品別番号」と対になるように追加（必要なメッセージのみ）
※店頭在庫移動では項目名が「発送店販売場所コード」、

「受領店販売場所コード」となる

納品提案、発注、入荷予定（梱包）、入荷予定
（伝票）、検品受領（梱包）、検品受領（伝票）、
POS売上（レシート単位）、POS売上（集計）、
仕入計上、店頭在庫、店頭在庫移動、納品数
量、搬入依頼、搬入確認（梱包）、搬入確認（伝
票）、搬入数量、搬入提案、搬入予定（梱包）、
搬入予定（伝票）、返品、返送

反映内容 該当メッセージ

 

図 II-15：販売場所コードを追加するEDIメッセージ 

 
(4) 項目の意味の修正 

• 品別番号 

前項の検討に関連して、品別番号の意味がより明確になるよう、項目の意味を「百貨店の売場

を示すコードであると共に売価還元方式の利益計算の基本単位を示す」と修正する。 

 
(5) 項目の削除 

商品マスタ（カタログ・プロファイル）の項目より、以下を削除する。 

• 「販売予定開始日」「販売予定終了日」 

平成18年度策定案では使用方法および意味が異なっていたため、別項目として設定されてい

たが、各社マッピングおよびマッピング結果をもとにした検討の結果、「展開予定開始日」および

「展開予定終了日」に集約することが可能であることが分かった。そのため、上記2項目を削除

する。 

• 「店別GTIN別目標消化率」 

平成18年度策定案では目標消化率を店舗別（Lv.1）、単品（GTIN）単位（Lv.3）それぞれに設定

している例があることから別項目として設定されていたが、マッピングおよびそれを基にした検

討の結果、「スタイル別目標消化率」のみ残し、本項目を削除する。 

 
(6) 属性（必須／任意）の修正 

以下の項目について属性定義が必須から任意へ変更する。 

 

・ 「百貨店商品コード」、「取引条件コード」、「仕入区分」、「仕入企業事業所GLN」、「仕入企業事業所コード」、「原価率」、
「原価算出区分」の属性を任意（O）に変更 ： （課題管理表No1 関連）

・ 上記の項目を使用していない百貨店（スタイル別で管理している百貨店）を考慮して任意に変更

属性の変更（必須から任意へ）

 

図 II-16：属性変更（必須から任意へ）する項目 
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(7) コードリストの修正 

• 仕入区分 

コードリスト「仕入区分」は百貨店－取引先間の取引形態を識別するために設けられた項目で

あるが、そのうち19年度までに設定されていた「05 C消化」については、一般化したほうが良

いのではないか、との指摘があり、検討の結果コードリスト名称を「新消化」とする。 

 
０１

０２

０３

０４

０５

委託

消化

預り品

新消化

買取

 

図 II-17：「仕入区分」コードリスト 

 
3.2 納品提案 

納品提案メッセージについての検討結果を示す。 

 
(1) 項目名称の修正 

昨年度までに策定した納品提案メッセージでは、日付項目として次ページの表に示すものが設定され

ている。「発送提案日」は、取引先企業から発送する日付として定義されていたが、各社の業務運用をふ

まえ検討した結果、項目名称を「納入提案日」に修正し、発注メッセージや入荷予定メッセージの「納入

指定日」に引き継がれる項目として設定する、と合意された。 

 
(2) 項目の削除 

 
① 日付項目 

「納品開始希望日」および「納品終了希望日」は、取引先企業から納品したい期間を指定する項

目であるが、マッピングの結果、現行業務上の利用がないことや「発注希望日」と「納品日」に差が

ない場合には必要がないことから、削除することで合意した。 

「本項目（1）項目名称の変更」を含め、上記の内容を整理した結果を以下に示す。 
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M納品終了希望日O納品終了希望日

M納品開始希望日O納品開始希望日

M納入指定日M納入指定日O
発送提案日
納入提案日

M発注日M発注日M発注希望日

O納品予定日

M出荷予定日

【入荷予定】【発注】【納品提案】

M納品終了希望日O納品終了希望日

M納品開始希望日O納品開始希望日

M納入指定日M納入指定日O
発送提案日
納入提案日

M発注日M発注日M発注希望日

O納品予定日

M出荷予定日

【入荷予定】【発注】【納品提案】

 

図 II-18：納品提案メッセージおよび発注メッセージにおいて名称変更・削除する項目 

 
また納品提案メッセージからの引継ぎを意識し、発注メッセージにも「納品開始希望日」および

「納品終了希望日」が設けられていたが、納品提案メッセージとあわせ、発注メッセージからも削除

する。 

 
(3) 項目の意味修正 

① 仕入企業GLNおよび仕入企業事業所コードについて 
納品提案メッセージおよび発注、入荷予定メッセージにおいて「仕入企業事業所GLN」および「仕入企

業事業所コード」項目がある。 

GLNは各企業の物理的な場所を示す項目であり、「コード」は「共通取引先コード（6桁）＋枝番（2桁）」

で表現される仕入先企業の買掛口座番号（支払口座番号）を示すものとなっている。 

「GLN」項目には、（財）流通システム開発センターから付番されるGLNコードのほか、各社が独自に

発行している取引先コードについても利用可能とする。 

 

現在認められているGLN

分類 意味

過去認められてきたGLN

GLN企業コード（10桁）＋ロケーションコード（2桁）＋CD（1桁）
GLN企業コード（11桁）＋ロケーションコード（1桁）＋CD（1桁）

JANメーカーコード（9桁）＋事業所コード（3桁）＋CD（1桁）
JANメーカーコード（7桁）＋事業所コード（5桁）＋CD（1桁）

490＋共通取引先コード（6桁）＋事業所コード（3桁）＋CD（1桁）
491＋共通取引先コード（6桁）＋事業所コード（3桁）＋CD（1桁）

その他のロケーションコード CII企業コード12桁 等

 

図 II-19：百貨店流通ビジネスメッセージ標準において使用するGLN項目 
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(4) 必須／任意定義の変更 

① 納品提案売価金額合計 
② 納品提案原価金額合計 
③ 納品提案原価消費税金額合計 
④ 納品提案発注数量合計 

上記①～④の項目については、納品提案メッセージにおいて取引先から提案する商品の売価、

原価、消費税額および数量の合計を示す項目であるが、メッセージ受信側での計算が可能である

ことと、業務上必須ではないとの判断から、必須から任意へ項目定義を変更する。 

 
⑤ 取引先在庫数量 

本項目は、取引先で把握している在庫数量を取引先側での入力が困難であるため項目削除の

要望が挙げられた。検討の結果、現状利用している実態があるため、本項目を必須から任意へ変

更する。 

 
(5) ガイドラインへの追加記載内容について 

納品提案メッセージから始まるプロセスにおけるメッセージ間の項目の引継ぎ関係を検討した。検討

内容は利用ガイドラインに反映されているので、そちらをご参照いただきたい。 

 
3.3 発注 

(1) 項目の追加 

① スキャン指定区分 
現状業務運用において、「出荷検品時に全品スキャンか、数量入力を認めるかを判別するため

のフラグ（区分）が必要」との指摘に基づき、「スキャン指定区分」を追加する。 

 
② 標準カラーコード、共通サイズコード 

昨年度までに策定されていた発注メッセージにおいては、小売独自のカラーコード、サイズコード

およびメーカが指定するカラーコード、サイズコードが配置されていたが、発注メッセージにも「標準

カラーコード」および「共通サイズコード」が必要との要望が挙げられたため、任意項目として追加す

る。 

 
③ 発注形態 

発注には初回発注や新規など、さまざまな形態があるが、発注メッセージにおいて各種発注形態

を判別するコードが必要である、との要望があり、検討を行った。その結果、発注メッセージに「発注

形態」項目を任意項目として追加する。 

発注形態のコードリストは、原則として以下のコードリストを利用する。 

 



 

 

 

 44

01：初回発注
02：契約発注
03：見積発注
04：再発注
11：新規一括発注
12：新規分納
13：追加一括
14：追加分納

 

図 II-20：「発注形態」コードリスト 

 
また発注に関連するメッセージとして、納品提案メッセージに本項目を追加する。 

 
(2) 必須／任意定義の変更 

発注メッセージの「商品名称」項目について「必須」から「任意」へ項目定義を変更する。 

 
3.4 入荷予定（梱包／伝票） 

(1) 項目追加 

① 検品番号 
個口数を束ねる単位（出荷の単位）を認識する項目が不足している（主にアパレル以外の業界で

必要）との指摘があり、出荷作業単位を表す括りの番号として「検品番号」を任意項目として追加す

る。この項目は主に化粧品の取引において使用する。また関連するメッセージ（検品受領（梱包）、

搬入予定（梱包）、検品受領（梱包）、搬入確認（梱包）にも引継ぎ関係を意識して本項目を追加す

る。 

 

×9 ×8 ×7

連番1 連番2 連番3

連番１

連番２

連番３

連番１

連番２

連番３

梱包内数量

梱
包

梱包No.01

梱包No.02

梱包No.03

梱包No.91

梱包No.92

梱包No.93

出
荷

出
荷

検品番号

1001

検品番号

1002

個口数＝3

個口内連番

個口数＝3
個口を束ねる単位

 

図 II-21：検品番号の利用イメージ 

 

※本コードリストは「繊維産業EDI標準」に 
おいて定義されていたものである。 
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(2) 必須から任意への変更 

① 欠品数量 
欠品数量項目については、発注した商品数量に対して出荷した商品数量が不足していた場合に

その欠品数を入力する項目だが、入荷予定メッセージに配置されている「発注数」と「納品数」の差

から計算が可能であるため、必ず入力する必要はないとの判断から必須から任意へ属性定義を変

更する。 

 
(3) ガイドラインへの追加記載 

入荷予定（梱包）メッセージについては、各社の実運用にあわせて具体的な利用方法／セット方法を

検討した。検討成果はガイドラインに反映する。 

 
個口数＝梱包数、梱包内数量＝１梱包内に入っている商品の数量です。

【例】 計3個の梱包で、梱包内数量を9個、8個、7個にて納品しようとする場合

×９ ×８ ×７

入荷予定（梱包）メッセージ

(L2)梱包数＝3

(L3)個口内連番＝1,梱包内数量＝9

(L3)個口内連番＝2,梱包内数量＝8

(L3)個口内連番＝3,梱包内数量＝7

 

図 II-22：入荷予定（梱包）メッセージの個口数、個口内連番、梱包内数量の利用イメージ 

 
3.5 検品受領（梱包／伝票） 

(1) 項目追加 

① 個口数 
検品場において受領した梱包数だけではなく、入荷予定となっていた個口数にあたる出荷総梱

数にあたる「個口数」項目が必要、との指摘に基づき、任意項目として追加する。また関連して搬入

確認（梱包）メッセージにも本項目を追加する。 
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連番１

連番２

連番３

梱包No.01

梱包No.02

梱包No.03

検品番号

1001

個口数＝3

検品番号=1001

個口数=3
└梱包No=01

梱包内数量=7

└梱包No=02

梱包内数量=8

└梱包No=02

梱包内数量=9

連番１

連番３

梱包No.01

梱包No.03

検品番号

1001

受領総梱数＝2

～ 入荷予定～

～ 検品受領 ～

百貨店 （入荷検品）取引先 （出荷検品）

検品番号=1001

個口数=3
受領総梱数=2

└梱包No=01

└梱包No=03

・・・
出荷数と受領数の差異が把握可能

 

図 II-23：入荷予定（梱包）メッセージから検品受領（梱包）メッセージへの「個口数」項目引継ぎ（イメージ） 

 
② 仕入区分、原単価、売単価の追加 

検品受領メッセージを利用する上で、取引先企業における現状業務担保のために「仕入区分」、

「原単価」、「売単価」が必要であるため、入荷予定（梱包）および入荷予定（伝票）メッセージにこれ

らの項目を任意項目として追加する。 

 
(2) 必須から任意への変更 

① 「SCMデータ有無」 
SCMデータ有無については、策定段階では「必須」となっていたが、未着の梱包数に対して未着

であることを知らせる項目を使用することはレアケースである、との指摘があり、実際の業務におい

ては入力できない場合が想定される。そのため検品受領（梱包）の「梱包検品」における属性を任意

とする。 

 
② 利用方法／使用方法のガイドライン化 

検品受領（伝票）において、アパレル側が百貨店側の検品・受領を認識する必要があるため、検

品受領（伝票）メッセージを使用する場合、ケースに応じて「発注伝票番号」あるいは「仕入伝票番

号」を実運用上いずれか必ず入力することを、ガイドライン上に記載することで合意した。 

 
・ 発注ありの場合は発注伝票番号入力が必須となる
・ 発注なしの場合は仕入伝票番号入力が必須となる  

図 II-24：検品受領（伝票）メッセージにおける伝票番号入力ルール 

 
本検討の検討結果は『メッセージ利用ガイドライン』に反映されているので、そちらをご参照頂き

たい。 

 

 



 

 

 

 47

3.6 支払案内 

(1) 項目名称の変更 

① 店舗レベルの「仕入高合計」、「返品高合計」、「その他合計」について 
支払案内メッセージの店舗レベルに配置されている「仕入高合計」、「返品高合計」および「その他合

計」項目は同一名称項目が上位階層にも存在していたため、運用上混乱を招く恐れがある。そのため、

店舗レベルの各項目を「仕入高店舗合計」、「返品高店舗合計」および「その他店舗合計」と修正する。 

 
(2) 項目の意味修正 

① その他合計項目 
店舗レベルに配置されている「その他合計項目」は、支払案内メッセージにおいて「仕入・返品伝票以

外の伝票金額の合計」を表す項目であるが、相殺データなどについては伝票以外のデータが入力され

る場合がある。そのため、本項目を伝票以外のデータについても入力可能な項目とし、項目の意味を

「買掛支払対象期間内の仕入・返品伝票以外の金額の合計」と修正する。 

 
(3) 項目の追加 

① 原価率 
主に消化取引において、支払案内に各商品の原価率（アパレル・婦人靴での「納入率」）が必要

との要望がアパレル・婦人靴企業より挙げられた。支払案内では伝票合計レベルで集計されるため、

伝票の行単位で商品の原価率が異なる場合、百貨店側では入力できない。そのため、伝票単位で

原価率が同一である場合は、セットする運用を想定し、任意項目として追加することとなった。 

 
② 支払案内形態区分 

アパレル・婦人靴企業から、業務上支払案内メッセージ上で支払対象となる取引の形態（買取、

消化など）を示す区分が必要である、との要望が挙げられた。そのため、「支払案内形態区分」を任

意項目として追加する。本項目では以下に示すコードリストを使用して各取引の形態を判別する。 

 

01：買取
02：委託
03：消化
04：預り品
05：新消化

99：その他

 

図 II-25：「支払案内形態区分」コードリスト 
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(4) 項目の削除 

① 振込先銀行支店コード 
本項目は、現行メッセージ上存在していることから配置されていたが、検討において利用実態を

確認したところ、いずれの企業でも利用していないことがわかった。そのため、本項目を削除する。 

 
(5) ガイドラインに反映 

支払案内メッセージの下記項目の運用方法について、利用ガイドラインに記載する。 

 
① 原価率 

伝票単位で原価率を表示できる場合に、入力する 

 
② 買掛計上伝票売価金額合計 

消化取引において、対応できる場合は入力する 

 
③ 伝票番号（仕入・返品） 

買取取引の場合には、相殺データを除いて必ず入力する 

 
④ 品別番号 

相殺データを除いて必ず入力する 

 
3.7 POS売上（集計／レシート） 

 
(1) 項目の追加 

① ターゲット属性／ターゲット属性補助 
POS売上（レシート単位）を使用する際に、商品を購入した顧客の性別や年齢、販売情報などを

共有するため、「ターゲット属性」および「ターゲット属性補助」項目を追加。 

ここでいう「顧客の性別や年齢」については、顧客個人を特定できる情報のことではなく、あくまで

顧客の属する年代や性別など、「顧客の属性」を指す。 

項目の使用方法（共有する情報の内容）や設定するコードリストについては、各社相対間で取り

決めることとする。 

 
「桁数や属性の拡張による対応」「補助項目の追加」という2つのパターンで検討を進めたが、より柔軟かつ
百貨店側が現在の情報を加工せずに送ることが可能であるといった、利用障壁の低減を考慮して
「補助項目の追加」で対応することで合意。

ターゲット属性

ターゲット属性補助

任意

任意

数字

英数

POSレジから入力される購買年齢層（30代など）や性別を判別するための2桁の識別子。取引先が該当店舗

における補充商品を決定する際に参考とするための情報であり、顧客個人を特定するものではない。

ターゲット属性を補助するコード

 

図 II-26：ターゲット属性項目およびターゲット属性補助項目の定義 
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これらの内容については、ガイドラインに追記しているので、そちらをご確認いただきたい。 

 
② 実売金額税抜／実売金額税込 

実売金額は、当初POS売上メッセージには配置されていなかった項目であったが、任意項目とし

て追加する。 

POSレシート単位で同一SKUの商品を2点以上購入した場合、取引先側で実売金額の合計は、

実売数量項目にセットされた数量「2」と実売単価を掛け合わせて算出する必要がある。この項目が

追加されることで、中小規模の取引先では、POS売上メッセージの「実売金額」を参照することで、レ

シート単位の合計金額を把握することが出来る。 

 
3.8 その他各メッセージに関する変更点 

3.8.1 項目の意味、位置づけ、データ型の修正 

(1) 企業を識別する項目の属性統一 

流通ビジネスメッセージ標準には、企業を識別する項目として「（百貨店・取引先を表す）GLN」、

「（百貨店・取引先を表す）コード」、「（百貨店・取引先を表す）企業名」が配置されている。これらの

項目は、メッセージごとに「必須／任意」の定義が異なっていたが、「メッセージ横断的に各コードの

定義を揃えるべき」との指摘があった。検討の結果、全メッセージで定義を統一し、「GLN」について

は必須、「コード」および「企業名」については任意とする。 

 
企業を識別する項目の必須/任意の統一

・ メッセージを横断的に見ると、「企業を表すGLN、コード、名称」の必須/任意は揃えるべきではないかというご指摘により検討。
⇒ 以下の内容で全メッセージを統一することで合意。

○○企業GLN ＝ 必須
○○企業コード ＝ 任意
○○企業名 ＝ 任意

百貨店企業GLN

百貨店企業コード

百貨店企業名

仕入企業GLN

仕入企業コード

仕入企業名

M

M

O

O

O

O

 

図 II-27：企業を識別する項目（GLNおよび企業コード、企業名）の属性定義 

 
(2) 企業を識別する項目（ロケーションコード）の項目説明の修正に伴う「項目の意味」修正 

前述の「企業を識別する項目」のうち、「GLN」コードについては、将来の百貨店業界で使用していく標

準コードと踏まえ、GLNの項目には正式なGLNのみセットされることとし、その他項目追加は行わないこ

ととする。但し、これまでの経緯でGLNとして使用してきた13桁コードは、当面そのまま利用することを許

容し、項目説明を「GLNなど」とする。 
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反映内容 該当メッセージ

◆ ロケーションに関わるコード（「・・・GLN」）の項目説明を「GLNなど」に変更

商品マスタ（PLU）、商品マスタ（マークダウン）、
搬入提案、搬入依頼、搬入予定（梱包）、搬入
予定（伝票）、搬入確認（梱包）、搬入確認（伝
票）、仕入計上、返品、返送、店頭在庫、店頭在
庫移動、値札発行指示、納品数量、搬入数量

 

図 II-28：ロケーションに関わるコードの項目の意味変更を反映するメッセージ 

 
(3) 「選択必須型」項目の表記方法 

価格などの項目には「税抜」、「税込」の2つの項目が配置されており、これらの項目は業務上い

ずれかが入力されれば良い。しかし従来のメッセージ項目定義の「必須／任意」の表記方法では、

2つの項目双方の入力が必須と見なされてしまう可能性があった。そのため、このような「選択必須

型」項目の明確な表記方法が必要とされた。 

これら「選択必須型」項目の表現方法について「繊維産業EDI標準」の表記方法を参考にし、

「Mx：xの記号のついた項目のいずれかが選択必須」として表記する。 

 

「選択必須型」項目については、繊維産業EDI標準と同様にMxという識別子で表現する

21.メーカー希望小売価格税抜（スタイル）

名称

Ma

Ma22.メーカー希望小売価格税込（スタイル）

例）商品マスタ（カタログプロファイル）

必須／任意

Maのいずれかが選択必須

 

図 II-29：「選択必須型」項目属性の表示ルール 

 
(4) メーカーサイズコード、メーカーカラーコード項目のデータ型変更 

メーカーサイズコード、メーカーカラーコードは、「英数型（Identifier_Alnum_Max10）」と定義されて

いた。しかし、実運用上では記号文字などを使用している実態があり、例として靴のサイズを示す場合

（（23.5cm）、（IV／CあるいはIV C）などが挙げられる。現状利用されているこれらの記号文字を英数

型ではこれらの記号文字は許容されないため、メーカーサイズコード、メーカーカラーコードのデータ型を

「Text_Kana_Max10」とし、記号文字を利用可能とする。 
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【現在のデータ型の定義】

Identifier_AlNum_Max10で利用で

きる文字種は
0～9、A～Z、a～ｚ、
-（ハイフン）、,（カンマ）のみ

【靴の例】

メーカーサイズコード

“２３．５”
“ ”

．（ドット）は許容されない
（スペース）のみが許容されない

メーカーカラーコード

“ＩＶ／Ｃ”
“IV C”

／（スラッシュ）は許容されない
（スペース）が許容されない

 

図 II-30：メーカーサイズコード／メーカーカラーコードにおける記号文字の使用例 

 
反映内容 該当メッセージ

◆ 「メーカーサイズコード」、「メーカーカラーコード」のデータ型変更

⇒ 記号文字が利用される場合が考えられるため、「メーカーサイズコード」
「メーカーカラーコード」のデータ型を英数カナ「Text_Kana_Max10」に
変更する

商品マスタ（カタログ・プロファイル）、・商品マス
タ（PLU）、納品提案、搬入提案、発注、搬入依
頼、入荷予定（梱包）、入荷予定（伝票）、搬入
予定（梱包）、搬入予定（伝票）、仕入計上、POS
売上（レシート単位）、POS売上（集計）、返品、
返送、店頭在庫、店頭在庫移動、値札発行指
示、納品数量、搬入数量  

図 II-31：メーカーサイズコード／メーカーカラーコードのデータ型変更を反映するメッセージ 

 

XMLテクニカルガイド（平成19年度 第1.0版）より抜粋
 

図 II-32：（参考）データ型とキャラクタ種について 
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3.8.2 項目の追加 

(1) 返品メッセージ 

買取型メッセージの返品メッセージでは、消化型メッセージにおいて相当する「返送メッセージ」にある

「計上店舗GLN」項目が配置されていないため、必要ではないかとの指摘があげられた。返品メッセージ

における必要性を検討した結果、返品メッセージに「計上店舗GLN」を必須項目として追加する。 

 

返品メッセージへの項目追加

「計上店舗GLN」 の追加

・ “返送メッセージ”にも存在する「計上店舗GLN」が返品メッセージにも必要ではないかというご指摘により検討。

⇒ 返送と同様に「計上店舗GLN」を必須で追加することで合意。

◆ 返品メッセージ（L2） ◆ 返送メッセージ（L2）

【ご参考】 返送メッセージとの比較

 

図 II-33：返品メッセージへの項目追加（計上店舗GLN） 

 
(2) 商品マスタ（マークダウン）メッセージ 

商品マスタ（マークダウン）メッセージは、すでに登録されている商品マスタの売価変更に使用するメッ

セージだが、商品マスタ（マークダウン）メッセージ項目全てではなく、「売価変更に必要な情報のみ」を

利用する運用を行っている場合がある。このような現状業務を担保するため、商品マスタ（マークダウン）

メッセージに対して「入力モード」および「マークダウン種別」を追加する。 

「入力モード」は、実施するマークダウンが「スタイル単位」か「SKU単位」か、を判別するための項目で

あり、「マークダウン種別」は値下げなのか値上げなのかを判別するための項目である。 

 

商品マスタ（マークダウン）への項目追加

① 「入力モード」 ⇒ 価格の変更が、「スタイル単位」か「単品単位」か を判断する区分

② 「マークダウン種別」 ⇒ 価格の変更が、「値上げ」か「値下げ」か を判断する区分

 

図 II-34：商品マスタ（マークダウン）への追加項目 
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(3) 仕入計上メッセージ 

① 発注伝票番号 
仕入計上メッセージでは、仕入業務や返品業務を行った際に利用する伝票番号を「伝票番号（仕

入・返品）」項目にセットする。しかし発注や入荷予定、検品受領などのEDIメッセージを利用しない

場合や消化取引の場合など、仕入計上時に「仕入（納品）伝票番号」を百貨店側で発行するケース

がある。このようなケースでは、取引先側では対応する取引が判別できない可能性があるため、

「伝票番号（仕入・返品）」項目のほかに「発注伝票番号」項目を配置する。これにより、取引先側で

は発注伝票番号と対応する仕入や返品伝票番号を判別することができる。 

 
② POS番号、POSレシート番号 

仕入計上メッセージは、買取取引の内容のほか、消化取引商品の売上発生時に発行する仕入

伝票の内容が反映される。消化取引の場合、取引先が消化取引における売上を認識するPOS売

上の内容と仕入計上の内容を付き合わせ、売上に応じて仕入が正しく計上されていることを確認す

るために、POS売上メッセージと仕入計上メッセージを紐付ける必要がある。そのため、「POS番号」

および「POSレシート番号」項目を追加する。 

 
◆ 仕入計上メッセージに、レシートのキー項目となる「POS番号」「POSレシート番号」が存在すれば、卸・メーカ側での

照合が容易になる。

百貨店

・ POSレジ入力

・ 経理処理

卸、メーカー

買掛計上

売上計上 POS売上

仕入売上

---
---

売上情報の共有
（レシート単位）

1日の仕入計上の通知

･･･
･･･
･･･

レシート番号やPOS番号をキーにして
売上が正しく仕入計上されているかを
確認できる。

 

図 II-35：消化取引における仕入計上メッセージとPOS番号／POSレシート番号の利用イメージ 

 

仕入計上メッセージへの項目追加

① 「発注伝票番号」 ⇒ 該当する発注伝票番号を記載する

② 「POS番号」、「POSレシート番号」⇒ 仕入計上メッセージの伝票番号とひも付け、売上に応じて仕入が正しく計上されている

ことを確認する

 

図 II-36：仕入計上メッセージへの追加項目 

 
(4) 返送メッセージ 

返送メッセージでは、平成19年度までの検討では「商品コード（GTINなど）」を使用して商品識別を行
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うことを想定していたが、「商品コード（GTINなど）」では表現できない百貨店が独自に発行する単品コー

ドの利用に対応するため、「百貨店商品コード」および「百貨店商品補助コード」を追加する。 

※「百貨店商品補助コード」については本章3.1．（3）①の記述をご参照のこと。 

 

返送メッセージへの項目追加

① 「百貨店商品コード」、「百貨店商品補助コード」 ⇒ 「商品コード（GTINなど）」だけでは表現できない、
百貨店発行の単品コードを表現するために項目追加。

 

図 II-37：返送メッセージへの追加項目 

 
(5) 値札発行指示メッセージ 

値札発行メッセージは、百貨店から取引先に対して値札発行の依頼と値札の内容を伝達するための

メッセージであるが、発行する値札が発注に紐付いたものか、未発注の商品の事前発行指示なのかを

判別する必要がある。そのため、「発注有無」項目を追加する。 

 

値札発行指示メッセージへの項目追加

① 「発注有無」 ⇒ 発注とセットなのか、未発注（事前値札発行指示）なのかを表すフラグ。（発注あり、発注なし）

 

図 II-38：値札発行指示メッセージへの追加項目 

 

◆ 『値札発行指示』のメッセージは、これまで“商品発注時にあわせて値札を発行するように指示する”という
利用に限定されていたが、議論の結果“発注前に値札を準備する”用途にも使えるように拡張する。

これに伴い、「発注有無」のフラグを追加し、
以下の項目を必須から任意に変更する。

「発注伝票番号」、「発注日」、「納入指定日」

「直接納品先GLN」、「納入先GLN」、「発注伝票行番号」

「取引条件コード」、「発注数量」

・ 発注伝票番号

・ 発注日

・ 納入指定日

・ 発注数量 など

～ 発注情報 ～

～ 商品情報・企業情報など ～

・ 仕入企業GLN

・ 商品コード（GTINなど）

・ 品別番号 など

発注有無

値札発行指示

項目追加

全て任意へ

 

図 II-39：【参考】事前値札発行における利用について 

 
3.8.3 その他各メッセージに対する変更内容 

共同実証の対象メッセージ以外の各メッセージに対する変更内容は、「3.8.1 項目の意味、位置付

け」、および「3.8.2 項目の追加」において主要な変更点を示している。各メッセージに対する変更点の
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詳細内容については、添付資料「メッセージ項目変更履歴」をご参照頂きたい。 

 
3.8.4 メッセージ精度向上におけるその他の変更要望 

メッセージ精度向上検討において共同実証に必要となる運用上の確認事項や変更要望などは確認さ

れ各メッセージに反映されているが、各社より挙げられた変更要望のうち以下のメッセージ項目について

の変更反映タイミングについて検討を行った。 

 
• 仕入計上メッセージ  ：百貨店商品補助コードの位置修正／追加 

• 搬入確認メッセージ  ：発注伝票番号、出荷伝票番号項目の追加 

• 店頭在庫移動メッセージ ：項目の属性定義変更（必須から任意へ） 

 
上記の内容については、メッセージへの反映タイミングを以下の3種類に分類し、検討を進める。 

①本年度中に提供されるスキーマに反映 

②共同実証の修正要望として、本年度末のスキーマ反映を目指す 

③次年度以降のバージョンアップにおける検討課題 

 

共同実証

メッセージ精査

検討

検討

スキーマ開発

修正要望 修正要望

新たな

課題検討

20年度 21年度

修正要望

（先行10メッセージに関連）

修正要望

（残16メッセージのみに影響）

先行10Msg
スキーマ

16Msg
スキーマ

修正①
【公開版】
スキーマ
Ver1.0

修正②
【公開版】
スキーマ
Ver1.1

修正③

修正① 本年度中に提供されるスキーマに反映

修正② 共同実証の修正要望として、本年度末のスキーマ反映を目指す

修正③ 次年度以降のバージョンアップにおける検討課題
 

図 II-40：提示された変更要望の反映タイミング 

 
このうち、「スキーマ反映タイミング③」（次年度以降のバージョンアップにおける検討課題）とされた項

目については、今後の検討課題として継続して検討を行う必要がある。以下に継続検討課題となった項

目について示す。 
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(1) 仕入計上メッセージにおける百貨店商品補助コードの配置レベルについて 

仕入計上メッセージでは、「百貨店商品補助コード」が「百貨店商品コード」と同様に伝票明細レベル

（レベル4）に配置されている。百貨店商品補助コードは百貨店商品補助コードと組み合わせて単品を示

す運用を行う場合、仕入計上メッセージの商品明細レベル（レベル5）に配置されている「商品コード

（GTINなど）」と同じ内容を伝票明細レベルで示すこととなる。この場合、百貨店商品補助コードは商品

明細レベルに配置されることが望ましいため、変更要望として提示されている。 

 

（L1）ヘッダーデータ

（L2）計上部署単位データ

（L3）伝票単位データ

（L4）伝票明細データ

（L5）商品明細データ

カラー、サイズ etc

商品コード（GTINなど）

取引条件コード、原価率 etc

百貨店商品補助コード

百貨店商品コード

（参考） 仕入計上の構成

 

図 II-41：仕入計上メッセージの構成 

 
対応方法として 

①レベル4に百貨店商品補助コードを配置（現状のまま） 

②レベル5に百貨店商品補助コードを移動 

③レベル4、5の両方に百貨店商品補助コードを配置（名称については要検討）」 

という案をもとに検討を行ったが、各社の利用実態などを考慮しながら今後の継続検討課題とするこ

ととなった。 

 
(2) 搬入確認メッセージにおける「発注伝票番号」「出荷伝票番号」項目の追加要望 

搬入確認は消化型プロセスにおいて使用されるメッセージであり発注あるいは出荷伝票番号に相当

する項目が設けられていない。一部の百貨店では買取取引と同様に「納品伝票番号」に該当するものを

印字する運用が存在しているため、追加要望として挙げられている。 

本項目については、そのほかの項目を含め、再度検討することとなっている。 
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(3) 店頭在庫移動メッセージ項目の「必須から任意」への変更 

店頭在庫移動メッセージに設けられている以下の項目は、業務上セットすることが困難である、とのこ

とから属性定義を必須から任意へ変更することが要望として挙げられている。 

 
• 移動伝票番号  

• 移動伝票売価金額合計  

• 移動伝票原価金額合計  

• 発送店仕入企業事業所GLN 

• 受領店仕入企業事業所GLN 

• 移動伝票行番号 

• 発送店百貨店商品コード 

• 発送店取引条件コード 

• 受領店百貨店商品コード 

• 受領店取引条件コード 

• 仕入区分 

• 在庫移動日付 

 
上記項目については、「必須／任意」の考え方を含め再度確認を行うべきとの指摘があるため、今後

の検討課題とし、現段階では各項目を必須のままとしている。 

 

暫定的に代替案でご対応頂き、今後、利用実態などを
考慮して継続検討とすることでメッセージへの変更は
加えない案で合意

・百貨店商品補助コード(レベル4)のセット場所を商品
コード(レベル5)の後に変更いただきたい。

・伝票明細は必ずしも１単品になるとは限らない。
※例えば、明細は百貨店商品コード単位で作成される
が、内訳に複数の単品情報が含まれている。
・上記より、GTINの位置は現行のレベル５で問題無い
が、GTIN同様、単品を意味する百貨店商品補助コード

の位置も、本来、レベル５にあるべきと思われる。

仕入計上項目位置修正／
追加

追加要望 検討課題

共同実証WGでは発送店、受領店、移動伝票番号、移

動伝票行番号、在庫移動日付は必須とのご意見を頂
いたが、そもそもM/Oの考え方をもう一度確認し直す

必要があるとのコメントを頂いている。
しかしながら、発送店舗GLN、受領店舗GLNは設定

可能であること、移動伝票番号、移動伝票行番号、移
動日付なども、自社内で運用しているものはあるとも
伺っており、現段階ではMのままとする。

他の項目も含めて再度検討されるとのことから、今回
のタイミングでの変更は見送る。

調整結果

以下の項目はセット不可なので”Ｍ”→”Ｏ”とするべき。

(L2)
11.移動伝票番号
12.移動伝票売価金額合計
13.移動伝票原価金額合計
14.発送店仕入企業事業所ＧＬＮ
15.受領店仕入企業事業所ＧＬＮ
(L3)
17.移動伝票行番号
20.発送店百貨店商品コード
22.発送店取引条件コード
25.受領店百貨店商品コード
27.受領店取引条件コード
28.仕入区分
30.在庫移動日付

買取の納品伝票に該当するものを消化の場合も同様
に印刷しています(メモレベルだが)。その伝票番号の
項目が不足。

内容対象ﾒｯｾｰｼﾞ表題

店頭在庫移動必須から任意へ
の変更

搬入確認不足項目

暫定的に代替案でご対応頂き、今後、利用実態などを
考慮して継続検討とすることでメッセージへの変更は
加えない案で合意

・百貨店商品補助コード(レベル4)のセット場所を商品
コード(レベル5)の後に変更いただきたい。

・伝票明細は必ずしも１単品になるとは限らない。
※例えば、明細は百貨店商品コード単位で作成される
が、内訳に複数の単品情報が含まれている。
・上記より、GTINの位置は現行のレベル５で問題無い
が、GTIN同様、単品を意味する百貨店商品補助コード

の位置も、本来、レベル５にあるべきと思われる。

仕入計上項目位置修正／
追加

追加要望 検討課題

共同実証WGでは発送店、受領店、移動伝票番号、移

動伝票行番号、在庫移動日付は必須とのご意見を頂
いたが、そもそもM/Oの考え方をもう一度確認し直す

必要があるとのコメントを頂いている。
しかしながら、発送店舗GLN、受領店舗GLNは設定

可能であること、移動伝票番号、移動伝票行番号、移
動日付なども、自社内で運用しているものはあるとも
伺っており、現段階ではMのままとする。

他の項目も含めて再度検討されるとのことから、今回
のタイミングでの変更は見送る。

調整結果

以下の項目はセット不可なので”Ｍ”→”Ｏ”とするべき。

(L2)
11.移動伝票番号
12.移動伝票売価金額合計
13.移動伝票原価金額合計
14.発送店仕入企業事業所ＧＬＮ
15.受領店仕入企業事業所ＧＬＮ
(L3)
17.移動伝票行番号
20.発送店百貨店商品コード
22.発送店取引条件コード
25.受領店百貨店商品コード
27.受領店取引条件コード
28.仕入区分
30.在庫移動日付

買取の納品伝票に該当するものを消化の場合も同様
に印刷しています(メモレベルだが)。その伝票番号の
項目が不足。

内容対象ﾒｯｾｰｼﾞ表題

店頭在庫移動必須から任意へ
の変更

搬入確認不足項目

 

図 II-42：継続検討課題とした変更要望項目 
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3.9 商品分類コードの検討状況 

3.9.1 商品分類コード検討の概要 

商品分類コード検討は、単品商品属性を分類するものとして繊維産業EDI標準メッセージ（CII）に定義

されている共通商品分類コードの見直しを行うものである。以下に現在検討中の内容について概要を提

示する。 

 
(1) 検討体制 

本検討は繊維産業流通構造改革推進協議会（FISPA）情報システム小委員会にて行う。検討メンバ

は百貨店－アパレル双方の委員とする。また、委員会の配下にタスクフォースミーティング／事務局ミ

ーティングを設置し、検討の方向性や検討テーマについて事前検討を実施する。検討体制図は、以下

のとおりである。 

 

事務局ミーティング事務局ミーティング事務局ミーティング

日本百貨店協会日本百貨店協会
システム企画部会システム企画部会

（百貨店（百貨店2020社）社）

商品分類コード商品分類コード
見直し分科会見直し分科会

【【アパレルアパレル】】

・・日本アパレル産業協会日本アパレル産業協会
・・繊維産業流通構造改革繊維産業流通構造改革
推進協議会推進協議会
（アパレル企業（アパレル企業1111社）社）

繊維産業流通構造
改革推進協議会

「情報システム小委員会」

繊維産業流通構造繊維産業流通構造
改革推進協議会改革推進協議会

「情報システム小委員会」「情報システム小委員会」

【【百貨店百貨店】】

【【百貨店百貨店】】 【【アパレルアパレル】】

業界内の会議体構成に
ついては各業界内で組織

業界内の会議体構成に
ついては各業界内で組織

タスクフォースミーティングタスクフォースミーティングタスクフォースミーティング

３社程度の選抜メンバーにより構成

検討テーマや素案についてタスク
フォースにて両業界双方で検討を行
い、業界間で一定の合意形成を図っ

た上で、委員会にて検討する。

・スケジュール
・検討内容
・素案
・両業界意見集約の方向性

事務局ミーティング事務局ミーティング事務局ミーティング

日本百貨店協会日本百貨店協会
システム企画部会システム企画部会

（百貨店（百貨店2020社）社）

商品分類コード商品分類コード
見直し分科会見直し分科会

【【アパレルアパレル】】

・・日本アパレル産業協会日本アパレル産業協会
・・繊維産業流通構造改革繊維産業流通構造改革
推進協議会推進協議会
（アパレル企業（アパレル企業1111社）社）

繊維産業流通構造
改革推進協議会

「情報システム小委員会」

繊維産業流通構造繊維産業流通構造
改革推進協議会改革推進協議会

「情報システム小委員会」「情報システム小委員会」

【【百貨店百貨店】】

【【百貨店百貨店】】 【【アパレルアパレル】】

業界内の会議体構成に
ついては各業界内で組織

業界内の会議体構成に
ついては各業界内で組織

タスクフォースミーティングタスクフォースミーティングタスクフォースミーティング

３社程度の選抜メンバーにより構成

検討テーマや素案についてタスク
フォースにて両業界双方で検討を行
い、業界間で一定の合意形成を図っ

た上で、委員会にて検討する。

・スケジュール
・検討内容
・素案
・両業界意見集約の方向性

 

図 II-43 商品分類コード検討体制 

(2) 検討の進め方 

本検討の進め方を以下に示す。本検討の進め方としては、まず現状分析内容の共有を行うことで利

用目的および効果に関する共通認識を確立する。次に、対象物の名称定義および分類体系の最終形

イメージについて合意形成を行い、検討対象および検討の方向性を明確にする。このような共通認識

の下、各社の現状のダラーベースの分類を整理し商品分類コードの構造化などの詳細な議論を行って

いくものとする。 
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・利用目的／効果の共有・利用目的／効果の共有

・最終形イメージ共有・最終形イメージ共有

成人女子成人女子//男子の項目検討男子の項目検討

構造検討（体系化案）構造検討（体系化案）

・現状分析内容の共有（５Ｗ１Ｈ調査）

・最終形の共有
・対象物の名称定義

・商品分類についての検討実施

・構造化検討

（シミュレーション）（シミュレーション）

・詳細検討①・詳細検討①

属性項目の検討（婦人・紳士）属性項目の検討（婦人・紳士）

・中分類展開、アイテム展開・中分類展開、アイテム展開

・百貨店、アパレル各社の属性項目を収集、
マッピングを実施

・中分類（子供など）の拡大
・アイテム（ファッション雑貨、靴など）の展開アイテムの拡大/展開

⇒アイテム毎に作業を繰り返す

⇒流通BMSへの引継ぎ

・詳細検討・詳細検討②②

属性項目の検討（婦人・紳士）属性項目の検討（婦人・紳士）
・百貨店、アパレル各社の属性項目について

マッピング内容を精査

 

図 II-44 商品分類コード検討の進め方 

 
3.9.2 検討成果（途中経過） 

商品分類コード検討は、現在継続検討中であるが、検討の途中経過について以下に示す。 

 
(1) 利用目的／効果の共有 

本検討の方向性を明確にするために、商品分類コード検討の目的／効果について整理を行った。 

利用目的および効果の検討結果を以下に示す。 
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利用目的（分析対象）

標準化の意味（目的）

⇒標準商品分類

⇒共通商品属性

商品分類は『単品』を前提とし、単品属性情報（商品分類および商品属性）による情報分析を
行うものを対象とする。

【分析内容の大別】

全体の傾向値を把握する（葉の集積で森を見る）

一部商品の塊から傾向を抽出する（葉の一部から傾向を発見する）

共通言語で話すことによる百貨店－アパレル間の対話

「１対Ｎ」関係の解消

共通言語（標準/共通）の共有による各社各様への対応の解消

利用目的（分析対象）

標準化の意味（目的）

⇒標準商品分類

⇒共通商品属性

商品分類は『単品』を前提とし、単品属性情報（商品分類および商品属性）による情報分析を
行うものを対象とする。

【分析内容の大別】

全体の傾向値を把握する（葉の集積で森を見る）

一部商品の塊から傾向を抽出する（葉の一部から傾向を発見する）

共通言語で話すことによる百貨店－アパレル間の対話

「１対Ｎ」関係の解消

共通言語（標準/共通）の共有による各社各様への対応の解消

 

図 II-45 利用目的／効果 

 
(2) 検討対象の定義 

利用目的から2つの検討対象に分けた。検討結果を以下に示す。 

 

商品分類（標準商品分類）・・・・

検討対象の定義

・各分類の意味定義は重複を含まず、かつ網羅性を持つ。

商品属性（共通商品属性）・・・・ ・商品毎の詳細な特徴を定量的に把握するための項目であり、
商品の詳細な分析を可能なものとする。

検討対象の定義は以下のとおり。

・全体の傾向値を把握するための項目であり、業界全体での
商品分類体系として全ての商品を分類可能なものとする。

※足して１００％となる（その他等も加える）

・ただし、全ての商品への対応は想定しないものとする。

商品分類（標準商品分類）・・・・

検討対象の定義

・各分類の意味定義は重複を含まず、かつ網羅性を持つ。

商品属性（共通商品属性）・・・・ ・商品毎の詳細な特徴を定量的に把握するための項目であり、
商品の詳細な分析を可能なものとする。

検討対象の定義は以下のとおり。

・全体の傾向値を把握するための項目であり、業界全体での
商品分類体系として全ての商品を分類可能なものとする。

※足して１００％となる（その他等も加える）

・ただし、全ての商品への対応は想定しないものとする。
 

図 II-46 検討対象の定義 

(3) 商品分類の内容と利用目的 

上記の検討結果に基づき、商品分類の内容と利用目的について以下のとおり整理を行った。 
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超企業、ブランド・・・
を統一分析可能とする

標準商品分類 共通商品属性

企業相対で利用（分析）

業界で利用促進
中小企業でも利用可能とする

相対企業間で利用
（各社取り組みの範疇）

他業態でも利用可能とする
（流通標準化推進）

枠の設定による個別の排除
「共通化」とする

体系体系

分析の分析の
位置付け位置付け

利用利用

標準標準

全体の傾向値を把握（森を見る）
双方で同一の認識をする共通言語

商品毎の特徴を定量的に把握する（葉の塊）
（直感的要素の数値化）

利用目的利用目的

※分類の内容としては、イメージとして捉えてください

超企業、ブランド・・・
を統一分析可能とする

標準商品分類 共通商品属性

企業相対で利用（分析）

業界で利用促進
中小企業でも利用可能とする

相対企業間で利用
（各社取り組みの範疇）

他業態でも利用可能とする
（流通標準化推進）

枠の設定による個別の排除
「共通化」とする

体系体系

分析の分析の
位置付け位置付け

利用利用

標準標準

全体の傾向値を把握（森を見る）
双方で同一の認識をする共通言語

商品毎の特徴を定量的に把握する（葉の塊）
（直感的要素の数値化）

利用目的利用目的

※分類の内容としては、イメージとして捉えてください

 

図 II-47 商品分類の内容と利用目的 

 
3.9.3 検討の状況（ステータス） 

現在、婦人、紳士における分類項目の検討を経て、分類体系の最終形イメージの合意形成を行って

いる最中である。今後、商品分類コード体系の議論を行い、詳細な分類項目の策定を行う予定となって

いる。 

 

 
3.10 変更要求 

(1) 百貨店流通ビジネスメッセージ標準各メッセージのスキーマ開発 

これまで述べてきたメッセージ精度向上の検討内容は、標準検討WGにおける承認を経て、業界横断

的検討事業における「メッセージメンテナンス部会」に対して変更要求として提示され、メッセージメンテ

ナンス部会における承認を経て、各メッセージのXMLスキーマが開発され、提供されている。 

以下に、スキーマ開発対象となったメッセージの日本語名称および英語名称を示す。 
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Consignment_ShipmentNotification搬入予定（伝票）

Consignment_QuantityNotification搬入数量

Consignment_PackageReceivingNotification搬入確認（梱包）

Consignment_ReceivingNotification搬入確認（伝票）

Consignment_ReturnNotification返送

DepartmentStore_PurchaseRecord仕入計上

DepartmentStore_Payment支払案内

DepartmentStore_SalesDataReportReceiptPOS売上（レシート単位）

DepartmentStore_SalesDataReportItemPOS売上（商品別集計）

DepartmentStore_InventoryReport店頭在庫

DepartmentStore_InventoryReportTransfer店頭在庫移動

DepartmentStore_PriceTag値札

Consignment_PackageShipmentNotification搬入予定（梱包）

Consignment_Order搬入依頼

DepartmentStore_CatalogueItem商品マスタ（カタログ・プロファイル）

DepartmentStore_PLUItem商品マスタ（PLU）

DepartmentStore_MarkdownItem商品マスタ（マークダウン）

Purchase_ReplenishmentProposal納品提案

Purchase_Order発注

Purchase_PackageShipmentNotification入荷予定（梱包）

Purchase_ShipmentNotification入荷予定（伝票）

Purchase_QuantityNotification納品数量

Purchase_PackageReceivingNotification検品受領（梱包）

Purchase_ReceivingNotification検品受領（伝票）

Purchase_ReturnNotification返品

Consignment_ReplenishmentProposal搬入提案

メッセージ種名称（英語）メッセージ種名称（日本語）

Consignment_ShipmentNotification搬入予定（伝票）

Consignment_QuantityNotification搬入数量

Consignment_PackageReceivingNotification搬入確認（梱包）

Consignment_ReceivingNotification搬入確認（伝票）

Consignment_ReturnNotification返送

DepartmentStore_PurchaseRecord仕入計上

DepartmentStore_Payment支払案内

DepartmentStore_SalesDataReportReceiptPOS売上（レシート単位）

DepartmentStore_SalesDataReportItemPOS売上（商品別集計）

DepartmentStore_InventoryReport店頭在庫

DepartmentStore_InventoryReportTransfer店頭在庫移動

DepartmentStore_PriceTag値札

Consignment_PackageShipmentNotification搬入予定（梱包）

Consignment_Order搬入依頼

DepartmentStore_CatalogueItem商品マスタ（カタログ・プロファイル）

DepartmentStore_PLUItem商品マスタ（PLU）

DepartmentStore_MarkdownItem商品マスタ（マークダウン）

Purchase_ReplenishmentProposal納品提案

Purchase_Order発注

Purchase_PackageShipmentNotification入荷予定（梱包）

Purchase_ShipmentNotification入荷予定（伝票）

Purchase_QuantityNotification納品数量

Purchase_PackageReceivingNotification検品受領（梱包）

Purchase_ReceivingNotification検品受領（伝票）

Purchase_ReturnNotification返品

Consignment_ReplenishmentProposal搬入提案

メッセージ種名称（英語）メッセージ種名称（日本語）

 

図 II-48：平成20年度事業においてスキーマ開発するEDIメッセージと対応するXMLスキーマの英語名称 
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IIIIII  共共同同実実証証  

 
1 目的および実施概要 

百貨店業界で策定した「流通ビジネスメッセージ標準」とその「利用ガイドライン」について、また、スー

パー業界など他業界で先行して制定された「導入ガイドライン」などの公開ドキュメント類に対して、百貨

店業界にとっての妥当性・有効性の確認と、実用化に向けた課題の整理・検討を行ない、実運用へとつ

なげていくことを目的とする。そのため、本共同実証においては、本事業における所与の目的に基づき、

下記2点に関する検証を行うこととする。 

 
① 実用に値する精度向上を図る 

複数のユーザ企業が流通ビジネスメッセージ標準の仕様の妥当性と運用ルールの有効性を検

証する。 

 
② 導入効果を実証し、課題の整理を行なう 

新たなEDI標準が将来広く普及することの確信と、普及促進のための課題を把握するために、流

通ビジネスメッセージ標準やその導入・運用ルールについて効果を確認する。 

 
2 共同実証実施計画策定 

 
2.1 実施方針 

EDIにまつわる業務については、百貨店業界内でも各企業が抱えている「課題」や、流通BMSの導入

によって得られる効果の「期待」は各社各様である。よって今回の共同実証では、共通の目標に向けた

効果測定形式ではなく、実証企業ごとの「課題」や「期待」にフォーカスした形で導入効果を実証していく

こととする。 

 
2.2 参加企業 

 
2.2.1 参加企業 

本年度共同実証では、百貨店企業3社、アパレル・婦人靴企業5社が共同実証に参加する。本年度共

同実証に参加し、百貨店流通BMSの実用性を検証する企業を以下に示す。 
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20年度共同実証を実施する企業

百貨店 アパレル・婦人靴 アウトソーサー、VAN、ASP

株式会社 髙島屋

株式会社 小田急百貨店

株式会社 丸井グループ

株式会社 ワコール

ホールディングス

トリンプ・インターナショナル・

ジャパン 株式会社

株式会社 三陽商会

株式会社 レナウン

百貨店eMP

（NTTコミュニケーションズ

株式会社）

株式会社 オンワード樫山

 

図 III-1：平成20年度共同実証参加企業 

 
2.2.2 取組み関係 

本年度共同実証における実証企業間の相対関係および各相対企業間において使用する百貨店流通

BMSメッセージを以下に示す。 

 

百貨店 アパレル・婦人靴

髙島屋

小田急百貨店

丸井グループ

ワコール

トリンプ・インターナショナル・

ジャパン

三陽商会

百貨店

eMP

・商品マスタ

（カタログ・

プロファイル）

・POS売上（ﾚｼｰﾄ）

・商品マスタ

（カタログ・

プロファイル

・入荷予定（梱包）
※1

・検品受領（梱包）※1

・POS売上（ﾚｼｰﾄ）

・支払案内

・納品提案

・発注

・入荷予定（梱包）

・検品受領（梱包）

・POS売上（ﾚｼｰﾄ）

レナウン
・POS売上（ﾚｼｰﾄ）

・支払案内

オンワード樫山

・商品マスタ

（カタログ・

プロファイル）

・商品マスタ

（カタログ・

プロファイル）

※１：入荷予定（梱包）、検品受領（梱包）

は、H21年3月以降で取組み予定

 

図 III-2：共同実証における相対関係 
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3 取組み内容 

 
3.1 髙島屋 

3.1.1 狙いと目的 

(1) 流通BMSへ期待する効果 

髙島屋では、流通BMS導入に対する期待効果として、以下の4点をあげている。 

 
① EDI実施取引先の拡大 

 流通BMSがダラー取引や消化型ビジネスプロセスに対応していることからEDI実施取引先の拡

大が期待される。 

 現行20％に止まっているEDI実施取引先が50％程度へ拡大することを見込む。 

 
② 仕入に関するコスト削減 

 EDIによる取引により仕入伝票の入力コスト削減が見込まれる。 

 
③ 内部統制の強化 

 記載ミス、入力ミスの防止など内部統制強化のツールとしても期待される。 

 
④ 販売機会損失への対応 

 店頭の在庫情報を取引先と機動的に共有することによって「売り逃し」阻止の基盤が整う。 

 在庫情報の推移をデータベース化することにより将来は需要予測につなげることも期待してい

る。 

 
(2) 流通BMSによる業務の変化 

流通BMSの導入により情報共有の密度が濃くなり、物流体制や倉庫、売場間の商品の出し入れ管理

など、現在の業務を見直す必要が出てくることが想定される。 

 
(3) システム構成について 

現在のASPを利用する方法に加えて、直接、取引先とEDIを実施する環境が整う。これにより現在、複

数のASPを利用しているが集約が可能と考えている。 
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3.1.2 システム構成 

髙島屋髙島屋

取引先

現在 流通BMS導入後（共同実証）

全銀TCP/IP

独自
A社

QR単品管理システム

★特徴

・受発注、EDIの仕組みをリプレースし流通BMSにも対応

・将来はEDIを流通BMSに一本化を目指す。

☆期待効果

・システム投資の効率化

（運用費削減）

★特徴

・自社独自メッセージにて、VAN/ASPが取引先とマッピング

・取引先ごとに複数のVAN/ASP事業者と接続

EDI

(Host） B社

C社

D社

E社

VAN/ASP

取引先

全銀TCP/IP

独自
A社

仕入情報システム

（仮称）

B社

C社

D社

E社

VAN/ASP

ebXML

JX手順

※調整中

流通

BMS

VAN

/ASP

EDI

(Server）

【リプレース】

流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
普
及
に
よ
り
、
随
時
廃
止
予
定

 

図 III-3：システム構成（髙島屋） 

 
3.1.3 業務フロー 

髙島屋は、本共同実証において、三陽商会とレナウンを相対企業として各メッセージの実用性検証を

行う。以下に各相対企業との間の現状業務プロセスと流通BMS導入後の業務プロセスを示す。 

 
(1) 髙島屋 – 三陽商会間業務フロー 

① 納品提案・発注・ 入荷予定（梱包）・検品受領（梱包） 

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

流通

BMS
ebXML

※調整中
全銀TCP/IP

流通

BMS

取引先

仕入情報

システム

（仮称）

ASP

☆期待効果

・ノー検品によるリードタイム短縮

・小売、取引先双方における、伝票レス

によるコスト削減

取引先

QR単品管理

システム

接続無し

※固定長

①商談・納品提案

②発注書作成

③承認・押印
④注文書送付（FAX）

⑩複写伝票

⑤仕入伝票作成

⑥出荷検品
仕入伝票

⑦納品

⑧入荷検品

⑨検品承認（押印）

取引先小売 取引先小売

①納品提案

流通

BMS

②承認

③発注

流通

BMS 受注

④出荷検品
⑥納品

⑦検品レス

（SCMスキャン）
SCM

納品

流通

BMS

⑤入荷予定

流通

BMS

⑧検品受領

★特徴

・EDI接続なし

★特徴

・EDIにより、定期的に情報送付

・取引先の既存通信手順はASPで吸収

★特徴

・手書による受発注処理。

・小売、取引先の両方で１点検品を実施  

図 III-4：髙島屋－三陽商会間業務フロー（納品提案、発注、入荷予定（梱包）、検品受領（梱包）） 
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② POS売上（レシート単位） 

現在 流通BMS導入後（共同実証）

接続形態
流通

BMS
ebXML

※調整中
全銀TCP/IP

流通

BMS

取引先

仕入情報

システム

（仮称）

ASP

取引先

QR単品管理

システム

接続無し

※固定長

★特徴

・EDI接続なし

★特徴

・EDIにより、定期的に情報送付

・取引先の既存通信手順はASPで吸収

業務フロー

取引先小売 取引先小売

①POSレジ投入
②値札スキャン

（持込み端末）
③ﾃﾞｰﾀ送信

①POSレジ投入

流通

BMS
売上 販売実績

売上 販売実績

②POS売上

②値札スキャン

（持込み端末）
③ﾃﾞｰﾀ送信

★特徴

・取引先での販売実績は、持込端末を利用して自社で管理。

★特徴

・取引先での売上情報が、小売からも取得可能に。

・取引先でﾚｼｰﾄ単位の売上げ情報が取得可能に。

☆期待効果

・『ターゲット属性情報』取得、レシート単位での売上げ情報取得

による、今後の購買分析への有効活用。  

図 III-5：髙島屋－三陽商会間業務フロー（POS売上（レシート単位）） 

 
(2) 髙島屋 – レナウン間業務フロー 

① POS売上（レシート単位） 
現在 流通BMS導入後（共同実証）

接続形態
流通

BMS
JX手順

※調整中

取引先

仕入情報

システム

（仮称）

取引先

QR単品管理

システム

接続無し

★特徴

・EDI接続なし

業務フロー

取引先小売

①POSレジ投入
②値札スキャン

（持込み端末）
③ﾃﾞｰﾀ送信

売上 販売実績

★特徴

・POSレジでのスキャンと、取引先の実績管理のための

スキャンと２重で行なう必要がある。

取引先小売

①POSレジ投入

流通

BMS
売上 販売実績

★特徴

・POS売上メッセージにて受領したメッセージを利用することに

より、取引先持込み端末での２重スキャンは不要になる。

②POS売上

★特徴

・流通BMSによる直接接続

☆期待効果

・２重スキャン廃止による取引先業務の効率化

・『ターゲット属性情報』取得、レシート単位での売上げ情報取得

による、今後の購買分析への有効活用。  

図 III-6：髙島屋－レナウン間業務フロー（POS売上（レシート単位）） 

 



 

 

 

 68

② 支払案内 
現在 流通BMS導入後（共同実証）

接続形態

取引先

仕入情報

システム

（仮称）

取引先

QR単品管理

システム

★特徴

VAN/ASPサービスによる接続

★特徴

・流通BMSによる直接接続

業務フロー

取引先小売 取引先小売

☆期待効果

・小売、取引先双方における、直接接続による

VAN/ASP課金コスト削減。

仕入

①集計

売掛

仕入

①集計
②支払案内

売掛

流通

BMS

③照合・消込み

支払

★特徴

・双方が独自メッセージを利用しており、VAN/ASPでの変換

が不可欠

JX手順

※調整中

流通

BMS
JCA

独自

全銀TCP/IP

独自
VAN/

ASP

独自
VAN/

ASP
独自

③照合・消込み

支払

②支払案内

 

図 III-7：髙島屋－レナウン間業務フロー（支払案内） 

 
3.2 小田急百貨店 

 
3.2.1 狙いと目的 

小田急百貨店では、システムの更改時期にあたり、本共同実証を流通BMS取込の好機と捉え、新シ

ステムの開発内容に流通BMSへの取り組みを加えた。システム更改そのものは汎用機からオープン系

システムへの移行を図ることにより様々なシステム関連コストの削減を図る。 

 
(1) 流通BMSへ期待する効果 

小田急百貨店では、流通BMS導入に対する期待効果として、以下の3点をあげている。 

 
① 標準の採用によるSCM取組の拡大 

 SCMの取組を行う取引先が増えることにより、更なる業務効率の向上が期待される。 

 
② 情報交換手段の一元化、コスト削減 

 EDI以外の手段（電子メールなど）で実施している情報交換がEDIに一元化されることによりオ

ペレーションコストが削減される。 

 JCA手順での取引先を流通BMSに巻き取ることにより複数の環境を維持するコストが削減さ

れる。 
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③ システム化による期待効果 
 電子メールでの情報交換で発生する確認漏れや人手による送受信の確認、履歴管理の煩雑

さなどが削減される。 

 同時に記載ミス、入力ミスの防止効果も期待される。 

 
(2) システム構成について 

小田急百貨店における共同実証では、直接、流通BMS各メッセージをやりとりする仕組みが主となる。

また、既存取引先に配慮してASP経由の情報流通も存続するが管理項目は流通BMSに合わせる。社内

システムとして、管理項目は一元化される。 

 
3.2.2 システム構成 

小田急百貨店

取引先

現在 流通BMS導入後

JCA

JCA-H

独自

VAN

/ASP

e-Mail

★特徴

・EDI更改により、将来の流通BMS一本化を目指す。

・オープン系システムへのシステム基盤更改。

★特徴

・複数の通信方式を併用しEDIを実施

・レガシー系のシステム基盤

単品管理

システム

FTP

EDI

基幹系システム

仕入 勘定

JEDI
COS

JEDI
COS

VAN

/ASP

小田急百貨店

取引先

ebXML

全銀TCP/IP

流通
BMS

VAN

/ASP

e-Mail

FTP

EDI

基幹系システム

仕入 勘定

JEDI
COS

JEDI
COS

VAN

/ASP

単品管理

システム

【更改】

独自 独自

JCA

独自
VAN

/ASP

☆期待効果

・システム投資の効率化
（H/W投資、維持運用費の削減）

・単品情報の充実

・標準メッセージ採用による

SCMの取組み拡大

【更改】

流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
普
及
に
よ
り
、
随
時
廃
止
予
定

 

図 III-8：小田急百貨店システム構成 

 
3.2.3 業務フロー 

小田急百貨店では、本共同実証において、トリンプ・インターナショナルジャパン、ワコールおよびオン

ワード樫山を相対企業として各メッセージの実用性検証を行う。以下に各相対企業との間の現状業務プ

ロセスと流通BMS導入後の業務プロセスを示す。 
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① 小田急百貨店 － トリンプ・インターナショナルジャパン間業務フロー 

取引先

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

取引先小売

自社

マスタ

①登録データ作成

②ﾒｰﾙ添付・送付

③ﾏｽﾀ-ﾃﾞｰﾀ登録

取引先小売

自社

マスタ

①登録データ作成

②メッセージ送付
③自動登録

ebXML

流通

BMS

取引先
★特徴

・流通BMSを利用してEDIへ一本化

★特徴

・メールで受け取ったファイルは登録作業が必要

★特徴

・マスターデータ登録作業の廃止

流通

BMS

☆期待効果

マスタ登録作業廃止による運用効率化

（投入ミス削減、登録稼動削減）

取引先取引先
★特徴

・EDI未利用、ﾒｰﾙにて運用

EDI単品管理

システム
e-Mail

独自

単品管理

システム

【更改】 【更改】

単品管理

システム
単品管理

システム

独自

 

図 III-9：小田急百貨店－トリンプ・インターナショナルジャパン間業務フロー（商品マスタ） 

 
② 小田急百貨店 － ワコール間業務フロー 

(a) 商品マスタ交換プロセス 

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

取引先小売

自社

マスタ

①登録データ作成

②ﾒｰﾙ添付・送付

（婦人肌着）
③ﾏｽﾀ-ﾃﾞｰﾀ登録

（婦人肌着）

取引先小売

自社

マスタ

①登録データ作成

②メッセージ送付
③自動登録

ebXML

流通

BMS

ワコール
★特徴

・取引先自社システムの一本化

・流通BMSを利用してEDIへ一本化

★特徴

・商材によりEDIとメールと分かれて受信

・メールで受け取ったファイルは登録作業が必要

★特徴

・メッセージ受信ルートを一本化

・マスターデータ登録作業の廃止

流通

BMS

☆期待効果

・マスタ登録作業廃止による運用効率化

（投入ミス削減、登録稼動削減）

・取引先側システム一本化による

投資・運用コストの集約

ワコール
★特徴

・商材によりEDIとﾒｰﾙを併用

・取引先側システムは商材毎、小売毎

で異なる。

EDI EDI

JEDI
COS

◎雑貨

単品管理

システム

e-Mail

独自

JCA-H

◎婦人肌着

単品管理

システム

【更改】 【更改】

単品管理

システム
単品管理

システム

JEDI
COS ②’メッセージ送付

（雑貨）

③’自動登録

（雑貨）

独自

自社

システム

自社

システム
EDI EDI

自社

システム

（一本化の予定）

 

図 III-10：小田急百貨店－ワコール間業務フロー（商品マスタ） 
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(b) POS売上メッセージ（レシート単位）送受信プロセス 

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

取引先小売 取引先小売

★特徴

・集計データを既存EDIで送付

★特徴

・流通BMSにてレシート単位の情報を送付

①POSレジ投入
②値札スキャン

（持込み端末）
③ﾃﾞｰﾀ送信

取引先

☆期待効果

・持込端末のない売場（商材）でも、

売上げ把握が可能になる。

取引先

ebXML

流通

BMS

①POSレジ投入

③ﾃﾞｰﾀ送信

流通

BMS
売上 販売実績

売上 販売実績

★特徴

・取引先での販売実績は、持込端末を利用して自社で管理。

・集計データはEDIにて情報提供

★特徴

・レシート単位での売上情報が、小売からも取得可能に。

②値札スキャン

（持込み端末）

④POS売上げ

販売員実績等販売員実績等

単品管理

システム
EDI

単品管理

システム
EDI

JCA-H

JEDI

COS

JEDI

COS
⑤集計データ

集計

④集計

 

図 III-11：小田急百貨店－ワコール間業務フロー（POS売上（レシート単位）） 

 
③ 小田急百貨店 － オンワード樫山間業務フロー 
 

取引先

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

取引先小売

自社

マスタ

取引先小売

自社

マスタ

③自動登録

ebXML

流通

BMS

取引先
★特徴

・小売側のみ流通BMSへ移行

・取引先は既存手順のままASPにて変換

★特徴

・業務フロー上の変更なし

流通

BMS

☆期待効果

・ASPを利用して、既存EDIユーザへも

取組対象の拡大。（小売）

・ASPを利用して、システムおよび業務の

変更なく、流通BMSユーザーと取引可能

（取引先）

取引先取引先
★特徴

・ASPを介して、既存EDI同士で接続

単品管理

システム
ＪＣＡ-H

JEDI
COS

単品管理

システム

【更改】

単品管理

システム
単品管理

システム

ASP 全銀手順

JAIC

EDI EDI ASP 全銀手順

JAIC

①ﾃﾞｰﾀ抽出・生成

②メッセージ生成・送信
ASP JAIC

①ﾃﾞｰﾀ抽出・生成

②メッセージ生成・送信

③自動登録

JEDI

COS
ASP JAIC

 

図 III-12：小田急百貨店－オンワード樫山間業務フロー（商品マスタ） 
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3.3 丸井 

3.3.1 狙いと目的 

現状、丸井においては、取引先との間で複数の「標準」が並存しており、以下のような課題が生じてい

る。 

 現在、3方式のEDIを併用しているが、全てのメッセージを網羅している方式がない状況。 

 取引先の3分の1が複数のEDI方式を併用している。 

 3方式の維持・運用コスト負担が大きくEDI拡大の阻害要因になっている。 

 JCA方式については非効率性が顕著であり、継続リスクも顕在化している。 

そのため、丸井は流通BMS標準化の理念に共鳴し、流通BMSの普及へ積極的に取り組むことが自社

の責務と認識している。 

 
(1) 流通BMSへ期待する効果 

丸井では、流通BMS導入に対する期待効果として、以下の3点をあげている。 

 
① MD支援ツールとしての効果 

 取引先との在庫情報共有による店舗在庫の可視化など、MD支援ツールとしての有効活用を

促進 

 
② 業務効率化ツールとしての効果 

 従来の「ノー検品」による納品リードタイムの短縮・検品作業など物流コスト削減に加え帳票類

の電子データ化（ペーパーレス）よる業務効率化、精度向上を推進。 

 
③ 効果的なシステム投資の効果 

 唯一の標準である流通BMSに絞った投資を行うことでシステム開発、運用の効率化を図る。 

 
(2) 導入の進め方、システム構成について 

ASPを活用することにより、できるだけ開発コストを抑えながら早期に流通BMSへの移行を図る。 
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3.3.2 システム構成 

丸井丸井

現在 流通BMS導入後（共同実証）

★特徴

・メッセージを流通BMS1方式に集約予定。

・まずはメッセージフォーマットのみ流通BMS化し、

ASPにて変換。

・当面は既存EDIとの並行稼動。

☆期待効果

・EDIシステム投資の効率化

（運用費削減等）

★特徴

・複数の通信方式、メッセージを併用。

・e-MailなどEDI以外でも運用。

取引先

JCA

全銀TCP/IP

HTTP（WEB）

独自

流通

BMS

独自

VAN

/ASP

VAN

/ASP

e-Mail

独自

自社システム

ebXML他

流通

BMS

取引先

JCA

全銀TCP/IP

HTTP（WEB）

独自

繊維

標準

独自

VAN

/ASP

VAN

/ASP

e-Mail

独自

自社システム

EDI

流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
普
及
に
よ
り
、
随
時
廃
止
予
定

共同実証後、直接接続も検討

※固定長

全銀TCP/IP

繊維

標準
VAN

/ASP
EDI

 

図 III-13：丸井システム構成 

 
3.3.3 業務フロー 

丸井では、本共同実証において、トリンプ・インターナショナルジャパンおよびワコールを相対企業とし

て各メッセージの実用性検証を行う。以下に各相対企業との間の現状業務プロセスと流通BMS導入後

の業務プロセスを示す。 

 
(1) 商品マスタ（丸井 － トリンプ・インターナショナルジャパン、ワコール間共通） 

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

取引先小売

自社

マスタ

①データ抽出・生成

（Excel,text）

②ﾒｰﾙ添付・送付③ﾏｽﾀ-ﾃﾞｰﾀ投入

単品

マスタ

専任担当者

取引先小売

自社

マスタ

①ﾃﾞｰﾀ抽出・生成

②メッセージ送付

③スキーマ整合チェック④ﾃﾞｰﾀ登録

単品

マスタ

取引先

e-Mail

★特徴

・e-Mailにて登録ｼｰﾄを受信、手動反映

独自

流通

BMS
全銀TCP/IP ebXML

流通

BMS

自社システム

取引先

自社システム

ASP

★特徴

・流通BMSにて自動受信、自動登録

★特徴

・独自の登録ｼｰﾄを取引先側で生成

・小売の専任担当者が受信したｼｰﾄを登録

★特徴

・取引先で独自登録ｼｰﾄの作成不要

・専任の担当者を介せず、ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀを自動登録

流通

BMS

☆期待効果

・マスタ登録作業廃止による運用効率化

（投入ミス削減、登録稼動削減、小売担当者不在時も登録可能）

・スキーマチェックによるデータ精度の向上

※固定長

EDI

 

図 III-14：丸井－トリンプ・インターナショナルジャパン、ワコール間業務フロー（商品マスタ） 
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(2) 入荷予定（梱包）・検品受領（梱包）・支払案内 

① 丸井 － トリンプ・インターナショナルジャパン間業務フロー 

自社システム

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

★特徴

・支払案内は、JCAにて接続。

・入荷予定、検品受領についてはEDIによる

接続なし。

流通

BMS
全銀TCP/IP

★特徴

・流通BMS導入にて、入荷予定（梱包）、検品受領

（梱包）、支払案内を実施

トリンプ

自社システム

※固定長

トリンプ

ebXML

流通

BMS
ASP

独自

JCA
支払案内のみ

業務フロー

取引先小売 取引先小売

☆期待効果

・ノー検品によるリードタイム短縮

・伝票レスによるコスト削減

仕入伝票

①出荷検品②納品
③入荷検品

納品

仕入

④集計

売掛

SCM
①出荷検品

③納品
④検品レス

（SCMスキャン）

納品

仕入

⑥集計

⑦支払案内

売掛

流通

BMS

②入荷予定

流通

BMS

⑤検品受領

流通

BMS

⑧照合・消込み

（自動化）

支払

★特徴

・小売、取引先の両方で１点検品を実施

⑦支払案内

独自

⑧照合・消込み

（自動化）

支払

 

図 III-15：丸井－トリンプ・インターナショナルジャパン間業務フロー 

（入荷予定（梱包）、検品受領（梱包）、支払案内） 

 
② 丸井 － ワコール間業務フロー 

自社システム

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

★特徴

・EDI接続なし。

流通

BMS
全銀TCP/IP

★特徴

・流通BMS導入により、入荷予定（梱包）、検品受

領（梱包）、支払案内を新たに開始

ワコール

自社システム

接続無し

※固定長

ワコール

ebXML

流通

BMS
ASP

業務フロー

取引先小売 取引先小売

☆期待効果

・ノー検品によるリードタイム短縮

・伝票レスによるコスト削減

・支払データの自動照合による取引先作業の軽減

仕入伝票

①出荷検品②納品
③入荷検品

納品

仕入

④集計

売掛

⑦突合確認

SCM
①出荷検品

③納品
④検品レス

（SCMスキャン）

納品

仕入

⑥集計

⑦支払案内

売掛

流通

BMS

②入荷予定

流通

BMS

⑤検品受領

流通

BMS

⑧照合・消込み

（自動化）
⑤支払案内（紙）

⑥データ入力 支払

★特徴

・小売、取引先の両方で1点検品を実施

・支払案内は紙ベース。取引先側でシステム投入して

売掛データと照合

 

図 III-16：丸井－ワコール間業務フロー（入荷予定（梱包）、検品受領（梱包）、支払案内） 
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(3) POS売上 

① 丸井 － トリンプインターナショナル間業務フロー 
 

自社システム

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

取引先小売 取引先小売

★特徴

・EDI接続なし

流通

BMS
全銀TCP/IP

★特徴

・EDIにより、定期的に情報送付

①POSレジ投入
②値札スキャン

（持込み端末）
③ﾃﾞｰﾀ送信

取引先自社システム

☆期待効果

・２重スキャン廃止による取引先業務の効率化

接続無し

※固定長
取引先

ebXML

流通

BMS
ASP

①POSレジ投入

流通

BMS
売上 販売実績

売上 販売実績

★特徴

・POSレジでのスキャンと、取引先の実績管理のための

スキャンと２重で行なう必要がある。

（社販の管理等、既存のEDIでは対応できたいないため、

持込端末によるスキャンが必要）

★特徴

・流通BMSにより社販の情報など、これまで入手できなかった

情報の取得により、取引先持込み端末での２重スキャンは

不要になる。

②POS売上

 

図 III-17：丸井－トリンプ・インターナショナルジャパン間業務フロー（POS売上） 

 
② 丸井 － ワコール間業務フロー 

 

自社システム

業務フロー

接続形態

現在 流通BMS導入後（共同実証）

取引先小売 取引先小売

★特徴

・EDI接続なし

流通

BMS
全銀TCP/IP

★特徴

・EDIにより、定期的に情報送付

①POSレジ投入
②値札スキャン

（持込み端末）
③ﾃﾞｰﾀ送信

取引先自社システム

☆期待効果

・持込端末のない売場（商材）でも、

取引先の売上げ把握可能になる。

接続無し

※固定長
取引先

ebXML

流通

BMS
ASP

①POSレジ投入

③ﾃﾞｰﾀ送信

流通

BMS
売上 販売実績

売上 販売実績

★特徴

・取引先での販売実績は、持込端末を利用して自社で管理。

★特徴

・取引先での売上情報が、小売からも取得可能に。

②値札スキャン

（持込み端末）

④POS売上げ

販売員実績等販売員実績等

 

図 III-18：丸井－ワコール間業務フロー（POS売上メッセージ） 
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4 実施スケジュール 

共同実証の実施スケジュールを以下に示す。 

 

髙島屋

小田急百貨店

丸井

・商品マスタ

（カタログ・プロファイル）

・POS売上（ﾚｼｰﾄ）

・商品マスタ

（カタログ・プロファイル

・POS売上（ﾚｼｰﾄ）

・支払案内

・納品提案 ・発注

・入荷予定（梱包）

・検品受領（梱包）

・POS売上（ﾚｼｰﾄ）

・支払案内

～12月 1月 2月 3月以降

実証準備

共同実証

実証準備

共同実証

実証準備

共同実証

・入荷予定（梱包）

・検品受領（梱包）

追加導入追加準備

 

図 III-19：共同実証実施スケジュール 

 
5 実施結果および評価 

各社からの共同実証の結果は、アンケート調査により成果を把握している。 

共同実証の結果は、各社の導入効果を把握することはもとより、今後、流通BMSの導入を検討してい

る企業の判断材料として提供し、各社の流通BMS導入の契機となる情報としての活用を目指す。そのた

め、アンケート調査では流通BMS導入による「定性的な効果」および「定量的な効果」についての情報を

収集している。アンケートは「実証企業アンケート」と「効果測定項目アンケート」の2種類で構成される。 

 

業界の評価として「良かった点」「悪かった点」
など集計して報告書に取りまとめる予定です。

※共同実証WGにはご参加頂いているが、

今回共同実証は行なわなかった企業にも
ご意見を頂く予定です。

主に、各社の成果を具体的に表す数値として利

用させていただく予定です。

また、業界数値の参考値として利用させていただ

くこともあります。

アンケートの構成

実証企業アンケート 効果測定項目シート

 

図 III-20：共同実証結果収集のためのアンケート構成 
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以下、各アンケートの取りまとめ結果について示す。 

 
5.1 定性的な効果 ～実証企業アンケート取りまとめ結果～ 

実証企業アンケートでは、「（1）流通BMSの導入作業について」、「（2）流通BMSの運用について」、

「（3）流通BMSのドキュメントについて」という3つのテーマについて、百貨店・取引先双方より回答を収集

している。実証企業アンケートの収集内容について、以下に示す。 

 

（１）流通BMSの導入作業について

（２）流通BMSの運用について

（３）流通BMSのドキュメントについて

（１）流通BMSの導入作業について

（２）流通BMSの運用について

（３）流通BMSのドキュメントについて

初回導入および追加導入において、「既存の

EDIに比べて効率的か否か」や「苦労した点」

についてご回答いただきます。

実際に流通BMSにてデータ交換を行い運用

を行なうことで、「現状業務が担保できている
か」「期待した効果は得られるか」についてご
回答いただきます。

流通BMSの公開ドキュメントについて、

「導入にあたり利用したか」「利用しやすかっ
たか」についてご回答いただきます。

 

図 III-21：実証企業アンケートについて 

 
(1) 流通BMSの導入作業について 

本項目では、「①初期導入の難易度」と「②接続先追加時の難易度」および「③（導入に関して）苦労し

た点、考慮が必要な点」について、各社の意見を収集した。 

 
① 初期導入の難易度 

初期導入の難易度については、「今までよりも容易であった」と回答した企業が1社、「今までと変

わらない」とした企業が4社、「今までより大変であった」とした企業が3社となっている。 

「今までよりも容易であった」と回答した理由として、「各メッセージの名寄せ項目が統一されてい

るため、特別な処理が少なかった」、という意見が挙げられている。 

「今までと変わらない」と回答した理由として、導入手順やマッピング作業の負荷が既存EDIとほ

ぼ同様であるという意見や、従来と同様ASPサービスを利用したために従来と変化が無かったとい

う理由が挙げられている。 

「今までより大変であった」と回答した理由として、業界標準を意識しながらの項目マッピング作業

が予想以上に時間がかかったことや協定シートを使った調整に時間がかかったこと、および通信設

定やマッピング作業においてXMLの知識を必要とすることなどが挙げられている。 
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以下にアンケートの集計結果を示す。 

 
（１） 流通BMSの導入作業について

① 初期導入の難易度

a. 初期導入にあたり、既存のEDIと比べ手間は変わりましたか。

今までより容易であった

今までと変わらない

今までより大変であった

1

4

3

b. その理由をご記入ください。

・ 各メッセージにおける名寄せ項目内容が統一されているので特別な処理が少なかった。
・ 初回導入をするに当たっての手順は既存EDIとほぼ同じである。

(手順の理解・相対とのビジネスプロセス決定、メッセージのマッピング調整・試験・導入等)
・ 初期導入時のマッピング作業等は同等の時間、または、それ以上の時間を費やした。
・ 必須項目の追加もなく、流通ＢＭＳへのマッピング変換業務をＡＳＰ側で完全に実施してもらうため、手間は変わらない。
・ インフラという面では、インターネット接続や振分けという環境整備を構築しなければならない。また、ソフト面ではスキーマの

作成や流通ＢＭＳ用にデータ変換するなど既存に比べ手間は変わらない。（既存のＥＤＩを装備していると手間は大きい）
・ GMSと流通BMS導入を行っているため初期導入ではなかった。（回答はGMSで導入したときの手間です。）

・ ９月以降の仕様変更が多く、予定外の自社システムの変更が発生した。
・ 常に業界標準を意識しながらのマッピング作業が想定以上に時間が掛かった。
・ 協定シートの扱いに慣れず、内容の理解・確認に時間が掛かった。
・ 通信設定・マッピング面について、導入実績が少ない為、互いにebXML手順やガイドラインに対する知識が乏しく、双方での

確認・一致に旧手順と比較して時間がかかった。社内アプリケーション面でも、新規プログラム開発（従来のＥＤＩのものに
比し、部品化を大幅に進めた）を行った為、時間がかかった。但しいずれも、従来の手順のＥＤＩ初回導入と比べて、
では無い（従来手順ＥＤＩの初回導入時の手間は今となってははっきりわからない）ため、正確な比較は難しい。

 

図 III-22：流通BMSの導入作業集計結果（初期導入の難易度） 

 
② 接続先追加時の難易度について 

接続先追加時の難易度については、「今までよりも容易であった（または容易であると考える）」と

回答した企業が4社、「今までと変わらない（または変わらないと考える）」と回答した企業が3社、

「今までより大変であった（または大変であると考える）」と回答した企業が1社となっている。 

「今までよりも容易であった（または容易であると考える）」と回答した理由として、標準メッセージ

に対応した取引先であれば拡大が容易であることや通信設定・マッピング面での利用拡大時の効

率化、イレギュラー処理の削減などにより容易になることが挙げられている。 

「今までと変わらない（または変わらないと考える）」と回答した理由として、接続先追加時の対応

手順が既存EDIとほぼ同様であると考えられることや、通信設定の確認に工数を要するため、トータ

ルでは変わらないことが挙げられている。 

「今までより大変であった（または大変であると考える）」と回答した理由として、確認項目が既存

EDIより増えると予測されることが挙げられている。 

以下にアンケートの集計結果を示す。 
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② 接続先追加時の難易度

a. 接続先を追加したとき、既存のEDIと比べ手間は変わりましたか。もしくは変わると思いますか。

今までより容易であった（または容易であると考える）

今までと変わらない（または変わらないと考える）

今までより大変であった（または大変であると考える）

4

3

1

b. その理由をご記入ください。

・ システムの基盤が整備されたことにより、標準化仕様の取引先であれば拡大は容易である。
・ 通信設定・マッピング面では、テスト・XMLメッセージの内容確認など旧手順と比較して専門的であり難易度が高く、現状

では今までより大変であるが、今後は慣れによる短縮化が見込める。（今回は百貨店は初めてだったのでマッピングが必要
だったが、そもそも今後は殆ど必要無くなっていく筈）社内アプリケーション面からみると、プログラム開発は１得意先分で
済んだので、楽になったといえる。

・ 接続企業の追加登録など既存の手続きと手間は変わらない部分は多い。しかし、今後弊社は接続先拡大を想定して
いるので、その際標準化されたメッセージを使用し、既存メッセージにあったイレギュラー対応が、無くなるため取引先との
接続が容易になると想定される。

・ 事前に項目セット内容が業界で合意されていると認識していると考えている。
・ 既存EDIと接続先追加時の手順がほぼ同じであるため、変わらないと考える。
・ フォーマット変換に関する作業量は減るが、通信設定（の確認）に関する工数が増えるためトータルとしてはそれほど

変わらないと考える。
・ 本格稼動時（対象お取引先拡大時）はＥＮＤtoＥＮＤを基本に検討中だが、確認項目が既存ＥＤＩより増えると予測

（協定シート確認・通信設定・証明設定・テスト、等）。＊ＡＳＰ活用時はＡＳＰ用意の導入サポートサービスにより、
難易度は変わると思われる。

（１） 流通BMSの導入作業について

 

図 III-23：流通BMSの導入作業集計結果（接続先追加時の難易度） 

 
③ 苦労した点、考慮が必要な点について 

「①初期導入時の難易度」および「②接続先追加時の難易度」で挙げられた理由のほか、導入に

あたって苦労した点や考慮が必要な点について、各社の意見を収集している。 

流通BMS導入にあたって、インターネット接続インフラを必要とすることに労力を要しており、中小

取引先や地方百貨店が容易に取り組むことの出来る環境整備が必要との意見が挙げられている。

また利用ASPのスキーマ不備があったという意見も上げられ、流通BMS利用環境の整備を求める

声が高いと考えられる。 

以下、各社から収集した意見を示す。 
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③ 苦労した点、考慮が必要な点

導入に当たって苦労された点や、考慮が必要な点について、自由にご記入ください。

・ 開発面で、今回既存メッセージ用のデータベースから流通ＢＭＳメッセージ用のデータベースに切り替えたため、関連する
アプリやデータ移行作業など手間と費用がかかった。インフラ面では、既存ＶＡＮ環境の他にインターネット接続用の
インフラを整備することに労力を要した。考慮すべき点として、中小取引先や地方百貨店が容易に取り組める流通ＢＭＳ用
パッケージソフトが必要と考える。

・ テスト段階で以下の2点において苦労した
①利用ＡＳＰのスキーマ不備
②スキーマによるチェックの理解不足でデータ検証が難航」

・ XMLメッセージの属性項目の有無や、メッセージ定義内容について、双方で
認識がずれていたり、どの状態が現時点で正しいのか把握できていなかったことが
あり、双方間や事務局への確認でやや手間が取られた。（XMLスキーマそのものに
間違いがあったり、メッセージ定義内容自体がＦＩＸしていなかったり、といったことも
一因）

・ 通信パッケージの制約により同じホストドメインでは「クライアント認証あり」と「なし」の
併用が出来ない。GMSの取引先が「クライアント認証なし」だったためにいまだに疎通
テストが出来ていない取引先がある。

・ 自社のシステム開発ベンダーがＢＭＳについて、まだ準備が出来ていなかった。
・ 取引先個社システムと流通ＢＭＳメッセージの仕様に違い（データ生成等）があったため、実証精度に多少影響が出た。
・ 特になし。

（１） 流通BMSの導入作業について

 

図 III-24：流通BMSの導入作業について収集結果（苦労した点、考慮が必要な点） 

 
(2) 流通BMSの運用に関して 

本項目では、「①現状業務の担保」と「②期待効果に対する結果」および「③（運用に関して）苦労した

点、考慮が必要な点」について、各社の意見を収集した。 

 
① 現状業務の担保 

現状業務の担保について、「流通BMS導入により業務効率が良くなった」と回答した企業が3社、

「導入前後で業務効率は変わらない」と回答した企業が4社、「流通BMS導入により業務効率が悪く

なった」と回答した企業が1社となっている。 

「業務効率が良くなった」と回答した理由として、流通BMS導入により、新たな取組みを実施する

ことが出来たことや商品マスタ取込みの自動化による効率化が実現できたことが挙げられている。 

「導入前後で業務効率は変わらない」と回答した理由として、伝票レスなど各種の取組みを既に

実施していることや既存の業務フローに対して流通BMSを導入したため、業務効率としては変化し

ないことが挙げられている。 
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（２） 流通BMSの運用に関して

① 現状業務の担保

a. 流通BMSの導入以前と比べて、導入後の業務効率への影響はどうでしたか。

流通BMS導入により業務効率が良くなった

導入前後で業務効率は変わらない

流通BMS導入により業務効率が悪くなった

3

4

1

b. その理由をご記入ください。

・ 業務効率という面で弊社は、既に値札レス、伝票レス、検品レス（箱検品）のメッセージ及び仕組みを有しており、
流通ＢＭＳになったから効率が格段に上がるものではない。但し、全ての流通ＢＭＳメッセージを実施することにより、
今後取引先の拡大が見込まれ、検品レス等に移行できれば業務効率は格段に上がることが想定される。
また、インターネットの技術を使うことから通信インフラが下がり中小のお取引先が取り組みやすくなるので、仕入データの
情報量が増え、バイヤーが使用する情報分析系の業務効率が上がることが想定される。

・ 流通BMSを使うことによって新たな取組を始める事ができたため。
・ 現在、共同実証中のメッセージについては、商品マスター取込みの完全自動化が寄与。
・ 本格稼動時には、実施計画記載の各種効果が得られると期待している。
・ ビジネスモデルが刷新された訳ではないので、業務効率は変わらない。
・ 今回はPOSデータ、商品データの交換が対象なので物流業務等の業務改善は伴っていない。弊社EDIオペレーションは

VANでのPULL型のデータ通信を想定しているのでPUSH型の場合に送受信漏れのチェックをどのように行えばいいのか
議論をしている最中。

・ 今回の導入では、既存の業務フローに載せたため。
・ 実証段階では検証しながらの平行運用のため、特に業務効率は変わらないが、本稼動時には業務効率が良くなると

考えられる。
・ 導入前、導入後の業務には、特に変わりなく現状を担保できた。

 

図 III-25：流通BMSの運用に関しての集計結果（現状業務の担保） 

 
② 期待効果に対する効果 

実施計画時に想定していた期待効果に対して得られた効果として「想定していた以上の効果が

あった（または見込める）」と回答した企業が1社、「想定していたとおりの効果があった（または見込

める）」と回答した企業が7社となっている。 

「想定していた以上の効果があった」と回答した理由として、中断していたダラー管理の取組みを

再開できたことが挙げられている。また「想定していたとおりの効果があった」と回答した理由として、

流通BMSへの移行により、手順の一本化が可能になることや、POS売上データ利用により期待する

データ内容が受領できることなどが挙げられている。 
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② 期待効果に対する結果

a. 想定していた期待効果に対して、満足する結果を得られた、または得られそうですか。

想定していた以上の効果があった（または見込める）

想定していたとおりの効果があった（または見込める）

想定していた効果は得られなかった（または見込めない）

1

7

0

b. その理由をご記入ください。

・ 商品マスターにバイヤー独自項目を設定することが可能となり、今までエクセルに項目を入力し別途作成していた集計
作業が大幅に軽減されることからバイヤーに待望論が多い。また、弊社は一部ダラー管理での取り組みを行っていたが、
サービス提供ベンダーが撤退したため、流通ＢＭＳがそれに変わるシステムになりうることから、再開の目処が立った。
さらに、消化取引のメッセージも明確になることから商品管理の精度が上がることが期待される。

・ 既存EDIを流通BMSへ移行できる事が確認できたので、手順の一本化が可能になる。
・ 共同実証が商品マスター、ＰＯＳ売上については順調にスタートし、

今後、稼動予定の支払案内・入荷予定・検品受領についても、
想定通りの効果が得られると思われる。

・ 本格稼動時の量的拡大で、想定通りの効果が得られると期待している。
・ 旧手順から流通BMSに切り替えることで、通信費の大幅な低減が見込まれる。

また、ディーラー毎にプログラム新規開発が必要なかったことも期待通り。
・ 効果が得られるとは想定していなかったので予想のとおり。
・ 今後、受発注ＥＤＩ業務内容の改善を行えば効果は見込めると思う。

またＰＯＳ売上データについては、属性項目分析などに期待している。
・ ＰＯＳ売上データは取引先のレジデータのため、期待するデータ内容で受領できる。

（２） 流通BMSの運用に関して

 

図 III-26：流通BMSの運用に関しての集計結果（期待効果に対する結果） 

 
③ 苦労した点、考慮が必要な点 

「①現状業務の担保」、「②期待効果に対する結果」で挙げられた理由のほか、苦労した点、流通

BMSの運用に関して、考慮が必要な点について各社の意見を収集している。 

各社の意見の中には、情報系（支払案内）メッセージは、数ヶ月間の検証を実施する必要がある

というメッセージ検証に関する点や、VAN／ASPサービスの課金制度やサーバ証明書の有効期限

などに留意が必要である、との意見が挙げられている。 
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③ 苦労した点、考慮が必要な点

運用に当たって苦労された点や、考慮が必要な点について、自由にご記入ください。

・ 流通ＢＭＳと言えども新規のメッセージに変わりは無いため、新規導入に当たってはマッピング等の手続きやその運用登録
等を実施しなければならなかった。ただし、今後の接続先追加は、フォーマットが標準化される事から接続が容易になると
想定される。考慮すべき点として情報系の支払案内のメッセージは、数ヶ月間の検証を実施し内容を精査したい。

・ 導入から間もないため、現状については、とりたてて記載すべき事はなく、今後、本格稼動において想定される主な項目に
ついて、以下に記載。

①お取引先への流通ＢＭＳの理解促進。
②既存ＥＤＩからの流通ＢＭＳへの移行の調整。
③ＥＮＤtoＥＮＤの場合の保守および問い合わせ対応整備。
④不具合発生時の対応および迅速な連絡体制の構築。

・ 今回幸運だったのは、既に提供済みの商品コードについて、
再提供が必要無かったこと。（丸井様－先方で移行して頂けた
／小田急様－先方の仕組みは変更無し＝通信手順のみの変更）これが
必要だと、改めての店頭在庫棚卸しや再提供データの作成
（場合によっては一時的な新規プログラム開発が必要なことも）も必要となり、手間が格段に増える。

・ 必ずしも流通ＢＭＳ化の場合に限らない（先方システム改編時）が、多くの場合流通ＢＭＳ化は多少なりとも先方システム
改編が関係することが多いと思われ、当社としては注意が必要と感じている。

・ 丸井様とは、３月より入荷予定～検品受領のデータ交換を実施＝伝票レスとなる。
・ 弊社EDIオペレーションはVANでのPULL型のデータ通信を想定しているのでPUSH型の場合に送受信漏れのチェックを

どのように行えばいいのか議論をしている最中。
・ VANやASPサービス提供各社でXMLの通信に対してどのような課金を行うのかの検討が十分になされていないように感じる。
・ サーバー証明書が切れるときの対応が今から不安。相手局の証明書期限までは管理できていない。同一認証局ならば

証明書交換は要らないがそのために各社用の証明書を取得すると費用負担が増える。
・ 検品受領（梱包）については改善を期待したい。
・ 自社基幹システムとの連携部分の構築と検証作業。
・ 特になし。

（２） 流通BMSの運用に関して

 

図 III-27：流通BMSの運用に関して（苦労した点、考慮が必要な点） 

 
(3) 流通BMSのドキュメントに関して 

本項目では、流通BMSの導入／利用にあたって各種ドキュメントの利用の有無およびドキュメントが

有用であったか否か、およびその理由について各社の意見を収集している。対象として「①導入ガイドラ

イン」、「②XMLテクニカルガイドライン」、「③導入プロトコル利用ガイドライン」、「④協定シート」、「⑤メッ

セージ定義書（マッピングシート）」、「⑥スキーマ定義書」、「⑦メッセージ利用ガイドライン」、および「⑧そ

の他のドキュメント」を挙げている。 

 
① 導入ガイドライン 

流通BMSの導入／利用にあたり、導入ガイドラインを利用した企業は6社となっている。また利用

した企業のうち、役に立ったと回答している企業は5社となっている。 

役に立ったと回答した理由として、流通BMSに関する基礎知識の習得やCPAや証明書などに関

する記述が分かりやすくまとめられていること、社内での説明資料作成に有用であったことなどが

挙げられている。 
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（３） 流通BMSのドキュメントに関して

① 導入ガイドライン

a. 導入ガイドラインを利用しましたか？

利用した

利用しない

6

5

c. b.の回答の理由をご記入ください。

・ CPAや証明書などに関する記述はわかりやすくまとめられている。内容がスーパー業界向けになっており、百貨店業界
として読んだ場合に違和感を感じる箇所が残っている。（グロッサリ商材、生鮮商材など）

・ 流通BMSを理解する目的で利用した。
・ システム編について、導入フローを参考にした。
・ 流通ＢＭＳに関する基礎的な知識の理解に役立った。
・ 社内での流通ＢＭＳの啓蒙資料作成に役立った。
・ 百貨店仕様の導入ガイドラインがあれば、本格導入時のお取引先への理解促進に活用できるので検討してほしい

（特に概要編はスーパー業界前提の記述が多い）。
・ 実際の導入と、ガイドラインの手順が異なる場合があり、参考としては役に立った。
・ システム導入の手順等、導入に向けての情報が丁寧に説明されている。また経営に対しての起案書の作成にも利用できた。
・ 百貨店ＢＭＳ導入するにあたり、他業界の考え方も参考にした。

b. 導入ガイドラインを利用された方に伺います。導入ガイドラインは役に立ちましたか。

役に立った

役に立たなかった

5

0

どちらとも言えない 1

 

図 III-28：流通BMSのドキュメントについての集計結果（導入ガイドライン） 

 
② XMLテクニカルガイド 

流通BMSの導入／利用にあたり、XMLテクニカルガイドを利用したと回答した企業は4社となって

いる。また利用した企業のうち、XMLテクニカルガイドが役に立ったと回答した企業は1社となってい

る。 

役に立った理由としてはASP業者と詳細な確認をする際に役立ったことが挙げられている。 

 

② XMLテクニカルガイド

a. XMLテクニカルガイドを利用しましたか？

利用した

利用しない

4

7

c. b.の回答の理由をご記入ください。

・ データ型に関する記述が不足し、スキーマ定義を実際に参照して入力可能な値を整理する必要があった。技術文書なので
項目をもらさず詳細に記載できるとよい。共有ライブラリ解説書も存在するが、実装を見るのと手間が変わらない。
実装ではなく、仕様を明記してくれるとよい。

・ メッセージの項目マッピング作業でデータ型について参照した。
・ ＳＢＤＨの設計に使用したが、説明の記述が正確ではなく、混乱をきたした。（今後の拡大を前に、内容の精査を希望）
・ ASP業者と詳細な確認をするときに役立った。

b. XMLテクニカルガイドを利用された方に伺います。XMLテクニカルガイドは役に立ちましたか。

役に立った

役に立たなかった

1

1

どちらとも言えない 2

（３） 流通BMSのドキュメントに関して

 

図 III-29：流通BMSのドキュメントに関しての集計結果（XMLテクニカルガイド） 
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③ 導入プロトコル利用ガイドライン 

通信プロトコル利用ガイドラインを利用したと回答した企業は3社となっている。また通信プロトコ

ル利用ガイドラインが役に立ったと回答した企業も3社となっている。 

役に立ったと回答している理由として、CPAや認証についての詳細を確認する際に役立ったこと

が挙げられている。 

 

c. b.の回答の理由をご記入ください。

・ わかりやすくまとまっていた。
・ CPAファイルの作成に利用した。
・ メッセージ交換機能仕様合意書（CPA）の作成に当たって、説明に不明瞭な部分が存在した。
・ 認証のことなど詳細を確認するのに役立った。

b. 通信プロトコルガイドラインを利用された方に伺います。通信プロトコルガイドラインは役に立ちましたか。

役に立った

役に立たなかった

3

0

どちらとも言えない 0

③ 通信プロトコル利用ガイドライン

a. 通信プロトコル利用ガイドラインを利用しましたか？

利用した

利用しない

3

8

（３） 流通BMSのドキュメントに関して

 

図 III-30：流通BMSドキュメントに関しての集計結果（通信プロトコル利用ガイドライン） 

 
④ 協定シート 

流通BMSの導入／利用にあたり、協定シートを利用したと回答した企業は7社となっている。また

利用した企業のうち、協定シートが役に立ったと回答した企業も7社となっており、流通BMSの導入

／利用にあたり、協定シートが有用であったことが確認できる。 

役に立った理由として、担当者情報や利用メッセージについて企業間の情報共有に有効であるこ

とやASPを交えた3者間における設定・運用の共通理解のために効果があることが挙げられてい

る。 
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④ 協定シート

a. 協定シートを利用しましたか？

利用した

利用しない

7

4

b. 協定シートを利用された方に伺います。協定シートは役に立ちましたか。

役に立った

役に立たなかった

7

0

どちらとも言えない 0

c. b.の回答の理由をご記入ください。

・ 標準化検討の範囲外なのかもしれないが、小売-ASP-ASP-卸となる場合の記入が考慮されていなかった。

今後の検討が必要と思われる。
・ 企業間の情報共有(担当者情報や利用メッセージのについて)に有効である。
・ CPAファイルの作成に協定シートの交換は必須である。

・ 共同実証パートナー・ＡＳＰ・弊社の三者間での基本的な設定・運用の共通理解に効果あり。
・ 各社で共通のフォーマットを使用しているため、作業者に対して通信設定の指示が出しやすい。ただし、相対で同じ

サーバー認証局を使用しているかどうかで設定方法が異なるので認証局の発行会社を記入する欄があると良い。
・ 決定すべき内容を双方で正しく設定し、認識共有するのに役に立った。ただ、ASPを利用した場合・利用しなかった場合の

それぞれの場合についてどのように記入するのが正しいのか判らなかった。
・ 協定シートは必須。お互いの環境が認識でき、システム運用の面で活用ができる。
・ 小売側のシステム環境（サーバ稼動時間帯、接続時間帯、通信パラメータ情報等）が共有できるので良い。

（３） 流通BMSのドキュメントに関して

 

図 III-31：流通BMSのドキュメントについての集計結果（協定シート） 

 
⑤ メッセージ定義書（マッピングシート） 

メッセージ定義書（マッピングシート）を利用したと回答した企業は9社となっている。また、メッセ

ージ定義書（マッピングシート）が役立ったと回答した企業は7社となっている。 

役に立った理由として、項目の意味合いの確認や相対先とのマッピングの認識合わせ・共通理

解のために有用であったことや、社内アプリケーション開発やマッピングを行う際に利用したことな

どが挙げられている。 
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⑤ メッセージ定義書（マッピングシート）

a. メッセージ定義書（マッピングシート）を利用しましたか？

利用した

利用しない

9

2

b. メッセージ定義書（マッピングシート）を利用された方に伺います。メッセージ定義書（マッピングシート）は役に立ちましたか。

役に立った

役に立たなかった

7

1

どちらとも言えない 1

c. b.の回答の理由をご記入ください。

・ 項目の意味合いの確認や、相対先とのマッピングの認識合わせなど、メッセージ及び項目の認識を合わせる・理解する上で
役立った。

・ 流通BMSと既存メッセージのマッピングに利用した。
・ 確定した定義について、以下の点で十分活用できた。

①標準への準拠 ②パートナーとの相対調整 ③自社システム構築時の設計作業
（定義書自体の問題ではないが、想定以上に変更が多く、混乱も発生）

・ 当定義書のデータフォーマットを正として社内アプリケーション開発・マッピングを行ったため。
・ 相対の調整には必須。
・ データ交換する上では必須。今まで通りのサービスでお願いします。
・ マッピングする際に、各項目の意味が明確に定義されているので、自社システムの項目との突合せが比較的容易に

できました。
・ 打ち合わせの際は役に立ったが取引先から電子データでは受け取らなかった。
・ 現状のＥＤＩ設定項目と同じ内容であったから

（３） 流通BMSのドキュメントに関して

 

図 III-32：流通BMSのドキュメントに関しての集計結果（メッセージ定義書（マッピングシート）） 

 
⑥ スキーマ定義書 

スキーマ定義書を利用した、と回答した企業は3社となっている。また利用した企業のうち、役立

ったと回答した企業は3社となっている。 

役立った理由として、システムに実装する際に不可欠な情報であることや流通BMSと業務システ

ム向けインターフェースとのマッピングの際に利用できたことが挙げられている。 

 

⑥ スキーマ定義書

a. スキーマ定義書を利用しましたか？

利用した

利用しない

3

8

b. スキーマ定義書を利用された方に伺います。スキーマ定義書は役に立ちましたか。

役に立った

役に立たなかった

3

0

どちらとも言えない 0

（３） 流通BMSのドキュメントに関して

c. b.の回答の理由をご記入ください。

・ 提供されているスキーマと同様に、システムとして実装する場合に役立った。（実装する場合には必要不可欠です。）
・ 流通BMSと業務システム向けI/Fファイルのマッピングに利用した。
・ 不明点があった時に参考になった。

 

図 III-33：流通BMSのドキュメントに関しての集計結果（スキーマ定義書） 
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⑦ メッセージ利用ガイドライン 

流通BMS利用の際に、メッセージ利用ガイドラインを利用したと回答した企業は7社となっており、

そのうちメッセージ利用ガイドラインが役に立ったと回答した企業が6社となっている。 

役に立った理由として、各メッセージの意味合いを確認する際に有用であったことや導入の際の

不明点の確認に使用したことが挙げられている。 

 

⑦ メッセージ利用ガイドライン

a. メッセージ利用ガイドラインを利用しましたか？

利用した

利用しない

7

4

b. メッセージ利用ガイドラインを利用された方に伺います。メッセージ利用ガイドラインは役に立ちましたか。

役に立った

役に立たなかった

6

1

どちらとも言えない 0

c. b.の回答の理由をご記入ください。

・ 各メッセージの意味合いを再確認するのに役立った。
・ 流通BMSを使用するに当たって、業務プロセスとメッセージの適用を決定する時に利用した。
・ 不明点があった時に、ガイドラインを確認し判断を行うことができた。
・ ＢＭＳを導入するにあたり、不明な点について確認を行った。
・ 標準化準拠のため必須。
・ 相対調整には、主にメッセージ定義書と協定シートを活用。（メッセージ利用ガイドラインは、主にＷＧで検討に活用）
・ 「流通BMS」各メッセージについて、よく整理されている。

（３） 流通BMSのドキュメントに関して

 

図 III-34：流通BMSのドキュメントに関しての集計結果（メッセージ利用ガイドライン） 

 
⑧ その他のドキュメントに関して 

その他流通BMS導入／利用の際に利用したドキュメントについて、GMS業界との間で先行して

導入している企業では、GMSとの間で使用した協定シートが挙げられている。また流通システム開

発センターのほか、各種ベンダが主催するセミナー資料などを利用した、という意見が挙げられて

いる。 

前述の各種流通BMS関連のドキュメントのほかに必要と考えるドキュメントとして、各メッセージ

項目に入力可能なデータ型を示した仕様書などの新規ドキュメントや、協定シートにASPを利用す

る場合と利用しない場合の具体的な記入例が必要なことなどの要望が挙げられている。 
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⑧ その他のドキュメントについて

a. その他に、他業界のガイドライン等、導入時に利用されたドキュメントがあれば、ドキュメント名とその用途をご記入ください。

b. 流通BMS導入に向けて、他にも欲しいドキュメントがあれば、理由と合わせてご記入ください。

・ EDIパッケージで用意された、具体的な流通BMS対応資料を利用した。
・ GMS流通BMS協定シート：百貨流通BMS協定シートと比較し、過去の記入を参考にしました。
・ 流開のセミナー資料、システム・ベンダー主催のセミナー資料 等。
・ マッピングのみの段階では、特にございません。

・ メッセージ項目に入力可能なデータ型が仕様書としてまとまっていると、マッピングの際のミスや混乱が少なくなるのではと
考える。

・ 協定シートについて、ASP利用時、利用しない時、それぞれの具体的な記入例があると便利だと思います。
・ よりスムーズに取組みことができるように、事例を基に導入時のＱ＆Ａの作成。
・ 先行企業の導入事例集（投資額／機器構成／メッセージ種／データ量／ランニングコスト）
・ 本格稼動に向けて、以下を要望。

①百貨店業界でお取引先が利用できるパッケージ・ソフト、ＡＳＰサービスの一覧。
②流通ＢＭＳの最新ニュース。
（業界全体の最新動向、ベンダーの新サービス、お取引先の新規導入事例、等）

・ 「実証」(～本番)を踏まえた「Q&A：百貨店業界版」(事例集)。
「ありがちな」誤解・ミスを事前に防止し、「具体的な事例」として参考になるから。

・ マッピングのみの段階では、特にございません。
・ サーバー認証、クライアント認証の漫画がわかり易く書いてある資料があると良い。

同じ認証局を使用する取引先とは証明書を交換しなくても良いはずだが、
たびたび証明書の交換を求められた。

（３） 流通BMSのドキュメントに関して

 

図 III-35：流通BMSのドキュメントについての集計結果（その他ドキュメントについて） 

 
5.2 定量的な効果 ～効果測定項目シート取りまとめ結果～ 

効果測定項目シートでは、「（1）システム面の期待効果」、「（2）業務面の期待効果（百貨店）」、「（3）

業務面の期待効果（取引先）」という3つの内容について共同実証参加企業より回答を収集している。こ

こでは各百貨店および取引先から収拾した効果測定項目シートの収集内容について、企業ごとに示す。 

 

 

（１）システム面の期待効果

（２）業務面の期待効果（百貨店）

（３）業務面の期待効果（取引先）

（１）システム面の期待効果

（２）業務面の期待効果（百貨店）

（３）業務面の期待効果（取引先）

システム面での実測値または想定値に関し

て、百貨店、取引先の両方にご回答いただき

ます。

業務面での実測値または想定値に関して、

百貨店さまにご回答いただきます。

業務面での実測値または想定値に関して、

取引先にご回答いただきます。

 

図 III-36：効果測定項目シートにおける収集項目 
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5.2.1 髙島屋 

髙島屋の共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) 総評 

① 流通BMSの導入にあたって 
インフラ面での導入稼動は既存EDIと変わらないと感じたが、業界で標準化されたメッセージを採

用したことで、今までのEDIで行っていたような、取引先毎のイレギュラーな対応が無くなるため、接

続調整や導入が容易になることが見込める。 

 
② 流通BMSの運用 

値札レス、伝票レス、検品レス（箱検品）といったこれまで取組んできた効率化の取組みが、流通

BMSを採用しても継続的に進められることを確認できた。今後は、標準メッセージを採用したことに

より取引先の大幅な拡大が期待でき、これら業務効率化の取組みについても大きく拡大されていく

と予想している。 

また、インターネット技術の採用で通信インフラが下がり、中小の取引先の導入ハードルが下が

れば、仕入データの情報量が増加し、情報分析業務の精度向上と効率化も期待できる。 

 
(2) システム面での主な効果 

① EDI取組みの拡大 
これまで複数のEDIの規格が乱立する中でEDI化に踏み切れなかった取引先と、流通BMSが業

界標準となったことにより、EDIの取組みが大幅に拡大されると予測される。そして、値札レス、伝票

レス、検品レス（箱検品）といった取組みのベースとなるASN／SCM取組み先も増えることが想定さ

れる。 

  想想定定ししてていいるるEEDDII化化率率おおよよびびAASSNN／／SSCCMM取取組組みみ先先企企業業数数  

• EDI化率    ：（現在）20% → 流通BMS拡大時）50% 

• ASN／SCM取組み先企業  ：（現在）14件 → 流通BMS拡大時）400件 

 
(3) 業務面での主な効果 

① マスタ登録作業の効率化を実現 
バイヤー独自の管理項目が設定可能となり、今までエクセルに項目を入力し別途作成していた

集計作業が大幅に軽減した。 

 
② 商品管理情報の拡大 

• 単品管理の拡大 

流通BMS導入によりダラーから単品管理にシフトされる品目や、取引先増加数などによる管理単

品数の増加が見込めることを確認できた。今後の取り組み拡大によっては、現在の取扱い単品数
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1,500万件を8,000万件に、単品管理の割合20%を50%にまで拡大可能である。 

• ダラー管理のサポート 

逆に、ベンダーの撤退で停止していた独自のダラー管理の取組みも、流通BMSでサポートされて

再開可能になった。ダラー管理しかできない、もしくはダラー管理の方が適している商品や売場にお

いては、ダラー管理での運用が可能になる。 

• 消化取引のサポート 

消化取引も管理できるようになるため、商品管理の情報量が大幅に向上し、商品分析の効率化

に繋がる。 

 
③ 伝票レス拡大による各種効果 

これまでも取組んできた「伝票レス」の取組みが、流通BMS導入後も継続し拡大できることを確認

している。今後、標準として普及が進むことにより、現在も発行している発注伝票12,000枚／日をゼ

ロにすることも可能である。発注伝票がゼロになった場合、20名／日の発注伝票入力要員、400万

円／年の伝票保管費用、100万円／年の償却費用がすべて不要になる。その他、350枚／年ある

伝票の入力ミスも無くなり、業務の効率化にも寄与すると考えている。 

 
④ 支払案内書の費用削減 

これまでもASPなど利用しながら支払案内のデータ化、ペーパーレス化を行なってきたが、流通

BMS導入により今後はASPも介さず直接送付できることを確認している。現在7,500枚／月の支払

案内書を発行しているが、流通BMSの普及によってはこれをゼロにすることも可能であり、その場

合、切手代・封書・印刷代など100万円／月のコスト削減に繋がる。 

 
5.2.2 小田急百貨店 

小田急百貨店の共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) 総評 

① 流通BMSの導入にあたって 
手順の理解・相対取引先とのビジネスプロセス決定、メッセージのマッピング調整・試験・導入等、

初回導入をするに当たっての手順は、それまでのEDIとほぼ同等であった。ただし、流通BMSという

新たなEDI規格の採用ではあったが、ドキュメント類などは、まずまず整備が進んでおり、大きなトラ

ブルや手間が発生することは無かった。 

 
② 流通BMSの運用 

流通BMSの採用により、今回新たな取引先とのEDI化を実現することができた。また、流通BMS

導入が間に合わない取引先でも、ASPを経由することで、取引先は既存EDIのままで、流通BMSで

の接続が可能であることが確認できた。今後、自社ではEDIを流通BMSへの一本化することにより

さらなる効率化につなげていきたいと考えている。 
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(2) システム面での主な効果 

① 流通BMS一本化によるシステム投資効率化 
取引先が既存EDIのままでもASPを利用して接続できることを確認した。流通BMS一本化が現実

的に可能であると確信した。 

 
(3) 業務面での主な効果 

① 現状業務担保と効率化を確認 
マスタ登録自動化により登録作業が不要になることを確認した。流通BMS採用による単品情報

の充実と合わせて、業務効率化につながるものと期待している。 

 
② ASN／SCMの取組み拡大 

今回の共同実証では間に合わなかったが、流通BMSを利用してASN／SCMの取組みについて

も拡大予定である。今後流通BMSの取組みの拡大に合わせて、ASN／SCMの取組み先も拡大し

て、業務効率化につなげていく。 

 

 
5.2.3 丸井 

丸井の共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) 総評 

① 流通BMSの導入にあたって 
共同実証では、期間的な制約はあったものの、ASPを利用したことやパートナー企業がスーパー

業界との間で流通BMSを導入済みであったこともあり、比較的スムーズにスタートを切ることができ

た。また実用段階では、「利用ガイドライン」や「協定シート」等、業界標準の導入支援ツールが整備

されることにより、小売～お取引先間の確認や調整がより効率的かつ適確に行えるようになるもの

と期待している。 

 
② 導入後の運用状況から効果実現に手ごたえ 

実際に運用を行ってみると、当初期待効果としてあげていた『人的作業の削減』や『システム投資

の効率化』は、十分に実現可能であると確信できた。 今後は、MD面においてお取引先との取り組

みを進めるにあたり、業界標準の情報共有ツールである流通BMSを積極的に活用していきたい。 

 
(2) システム面での主な効果 

① 共同実証では初期投資を抑え、スモールスタートを実現 
ASPを利用してスモールスタートしたことにより、既存EDIにくらべて1／2～1／3程度の低コストで
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導入を実現できた。 

 
② 本格稼動時はシステム開発・管理・運用の効率化・標準化を推進 

今後は、EDI方式を流通BMSに一本化していくとともに、ASP経由に加えてお取引先との直接接

続も実現し、開発・管理・運用の効率化・標準化に取り組んでいく予定である。また、通信環境がイ

ンターネット常時接続に集約されることで高速・大容量化が進むことから、通信コストの削減や処理

時間の短縮も見込んでいる。 

 
(3) 業務面での主な効果 

① マスタ登録作業の効率化 
(a) 商品マスタ登録の投入作業時間削減 

流通BMS導入によるマスタ受信・登録の自動化で、人手による登録作業が不要になることを確

認。今後、お取引先からのマスタ送付が流通BMSに移行していくことにより、従来500分／日程

度かかっていた登録作業の大幅な削減が見込まれる。 

 
(b) 24時間登録受付可能に 

従来は、自社担当者の登録作業時間やVAN経由でマスタを受け取れる時間が決まっていた

が、流通BMS導入で原則24時間登録受付が可能となることが確認できた。 

 
(c) マスタ登録エラーが低減 

従来は、40件／日（対75社）程度のエラーが発生していたが、流通BMSのスキーマチェックに

より、エラー発生は半分以下に抑えられると想定している。（共同実証時のエラーはゼロ件） 

 
② 支払案内書のペーパーレス化 

これまで書面で送付していた支払案内についても、流通BMSのメッセージにて代用可能であるこ

とを確認できた。今後、本格導入により、省紙化とお取引先への支払情報提供タイミングの早期化

（従来比で▲7日程度）が見込まれる。 

 
③ 伝票レス・ノー検品による省紙化・業務効率化（予測） 

(a) 検品作業の効率化 

入荷予定（梱包）、検品受領（梱包）メッセージの採用により、ノー検品を実現（仕入伝票と商品

の照合を省略）できることを確認できた。1梱包あたり5～8分程度で行なっていた作業が10秒程

度に短縮され、今後本格導入が進むことで納品～店頭投入のリードタイム短縮が期待される。  

(b) 仕入伝票の削減 

共同実証において約150枚／日の仕入伝票が削減されると予測。流通BMSの本格導入により、

伝票レス・ノー検品の取り組み先が現在の33社から100社まで広がった場合、4,000枚／日の削

減が期待できる。 
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5.2.4 三陽商会 

三陽商会の共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) 導入調整作業が大幅に低減 

メッセージが標準化されていること、また各メッセージでの項目意味、内容が統一されていることにより、

特別な調整や処理が少なくて済み、導入に向けた調整作業が大幅に少なくすることができた。ただし、シ

ステムベンダー側での流通BMSへのサポート体制はまだ十分ではないと感じた。今後強化されることを

期待する。 

 
(2) POS売上情報の取得による、購買分析の充実化 

「ターゲット属性」「ターゲット属性補助」などといった、これまで入手できなかった顧客属性の情報が取

得可能になるとともに「レシート単位」でも情報取得が可能になることを確認。今後、実運用時にはこれら

情報を活用して購買分析情報の充実化が図れると考える。 

 
(3) 今後の業務内容の改善に期待 

今回の共同実証では既存業務の見直しまでは着手できていないが、流通BMSを利用した受発注や

ASN／SCMの取組みが十分に機能することを引き続き検証し、伝票レスなどといった効率化につなげて

いきたい。 

 
5.2.5 レナウン 

レナウンの共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) クライアント型の採用で投資を抑えた導入 

今回はJX手順（クライアント）での接続により、当初コストを抑えて導入することができた。今後本格導

入を進めるにあたっては、サーバー型導入もしくはASPの利用といったことも視野にいれて検討する必

要性がある。 

 
(2) 運用コストの削減 

これまでJCA手順では電話回線、VAN事業者を利用しての接続であったが、流通BMS採用によりイ

ンターネット経由で直接メッセージ交換ができることを確認できた。通信およびVAN利用費の削減が可

能となった。 

      【【参参考考】】  JJCCAA手手順順（（既既存存運運用用））とと流流通通BBMMSS（（共共同同実実証証））ででのの比比較較  

• 通信費用（既存）5,000円／月→（共同実証）0円／月 

• VAN利用費（既存）20,000円／月→（共同実証）0円／月 
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(3) システム基盤の完成と標準メッセージ採用により、追加導入が容易に 

相対毎のマッピング調整やAP開発が不要になり、今後、取組み先拡大時には調整が大幅に削減さ

れると見込んでいる。今回、通信インフラ面では導入実績が乏しいため苦労したが、今後の普及と合わ

せて負担が軽減されることを期待する。 

 
  【【参参考考】】  JJCCAA手手順順（（既既存存運運用用））とと流流通通BBMMSS（（今今後後のの見見込込みみ））ででのの比比較較（（11社社追追加加ああたたりりのの相相対対調調整整ココ

スストト））  

• 調整期間（既存）30日間→ （今後）3日間程度 

• 打ち合わせ回数（既存） 5回→ （今後） 3回程度 

• システム対応（既存） 20時間→ （今後） 10時間程度 

 
(4) 店頭業務の効率化 

POS売上データが利用できることを確認できたことにより、自社持込み端末での2重スキャンによる売

上報告が不要になり、業務の効率化と通信コストの削減につながることを確認できた。 

 
      【【参参考考】】  JJCCAA手手順順（（既既存存運運用用））とと流流通通BBMMSS（（共共同同実実証証））ででのの比比較較  

• 持込端末のスキャン時間 （既存）10秒／点→（共同実証）0秒 

• 持込端末の通信費用 既存から半減程度を想定 

   
(5) POS売上げ情報の取得により、情報分析の精度向上 

これまでも自社の持込端末による売上把握はできていたが、POS売上データを百貨店から受け取れ

ることで、自社販売員の不在時などでも売上情報の取得が可能となる。また、POS売上メッセージの活

用により、MDに活用できる項目がこれまでの5項目から7項目に増え、今後の商品補充の精度向上に

つながると考えられる。 

 
5.2.6 オンワード樫山 

オンワード樫山における共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) 既存システムおよび既存業務に一切の変更なく、流通BMS導入百貨店と接続 

ASPで既存EDIフォーマットと流通BMSの変換を行なうことで、自社システムや業務には変更なく流通

BMS導入百貨店と接続できた。自社のシステム投資が間に合わない段階でも、ASPの仲介によって流

通BMSが利用できることを確認できた。 
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5.2.7 トリンプ・インターナショナルジャパン 

トリンプ・インターナショナルジャパンにおける共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) 接続先追加時のフォーマット変換調整作業量が低減 

昨年度スーパー業界との取組みでインフラ面の導入は済んでおり、今回、百貨店企業と接続するにあ

たっては、フォーマットが標準化されたことで変換調整にかかる作業量は大幅に低減できた。ただし、接

続先との通信設定（の確認）に関する調整項目が増えたこともあり、トータル的な調整稼動の低減までは

至らなかったと感じている。 

 
(2) 現行業務の担保性を確認 

流通BMSを利用しても、既存業務に支障なく運用できることを確認できた。特に、POS売上メッセージ

が利用できることを確認できたことにより、自社持ち込み端末による2重スキャン廃止による業務の効率

化も現実的となった。 

 
5.2.8 ワコール 

ワコールにおける共同実証結果を以下に示す。 

 
(1) 標準メッセージ採用により、各社毎の調整稼動が削減 

相対毎のマッピング調整や相対別のAP開発が不要になり、今後、取組み先拡大時には調整稼動が

大幅に削減されると見込んでいる。通信手順の調整では、導入実績が乏しいこともあり苦労したが、今

後の普及と合わせて軽減されることを期待したい。 

 
    【【参参考考】】  JJCCAA手手順順（（既既存存運運用用））とと流流通通BBMMSS（（共共同同実実証証））ででのの比比較較  

• マッピング調整（既存）3人日→（共同実証）1人日 

• システム対応（AP） （既存） 10人日→（共同実証）1.5人日 

 
(2) 通信の効率化 

既存のJCAベースの接続に比べて、既設インターネットを使った高速化とコストダウンを実現。 

 
    【【参参考考】】  JJCCAA手手順順（（既既存存運運用用））とと流流通通BBMMSS（（共共同同実実証証））ででのの比比較較  

• 通信速度（最大） （既存） 9600bps→ （共同実証） 100Mbps 

• 通信費（月額・1接続企業あたり） （既存） 2,000円→ （共同実証） 0円※既設回線併用による 

 
(3) 業務効率化、ペーパレスの実現を確認 

流通BMSを利用したノー検品の実現を確認。仕入伝票が不要となり、今後、全店導入がされた際には
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800枚／月の伝票がゼロになると期待している。 

売上データについては、これまでも売場に自社端末を持込んで取得できていたが、POS売上メッセー

ジの利用で、ネット販売分等、実店頭売上以外の分も取得できるようになった。今回共同実証では、売

上実績の把握が200件／月ほど増加した。 

支払案内を受け取り、手入力して自社の売掛データと照合を行なっていた作業について、支払案内メ

ッセージを利用して手作業無く、自動照合ができることを確認できた。 

 
(4) 今後の取組み拡大の見込み 

2009年末時点でのASN／SCMの取組拡大と、流通BMSの導入率について、以下のとおり想定して

いる。 

• ASN／SCMの実施企業数（既存） 1社 → （今後予測）8社ほど 

• 流通BMS導入率 （既存） 約0.5% → （今後予測）約5% 
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IIVV  拡拡張張性性のの検検討討  

1 目的および実施概要 

本検討は、百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準の本年度だけでなく数年先を見据えた普及拡大

に向けて、さらに付加価値を向上することを目的として検討を行う。 

上記の目的を達成するために本年度においては、以下の3点を対象として検討する。 

• 伝票レスの実現に向けた検討 

• POS売上によるコラボレーションの強化 

• 対象商材の拡大に向けた検討 

 
2 伝票レス 

2.1 検討の進め方 

スーパー業界における
検討状況の把握

百貨店業界における
現状把握と目標設定

差異の確認、
影響範囲、

百貨店版伝票レスの
課題の明確化

課題の整理と
解決の方向性

百貨店版
伝票レス対応
方法の策定

 

図 IV-1：伝票レス検討の進め方 

 
2.2 スーパー業界における検討状況 

これまで、業務処理の流れと取引の証拠ならびに会計税務の必要上から、紙で仕入伝票を発行し、

受領印を押すなどの処理によって、請求支払いなどの要件が満たされていた。例えば、法人税・所得税

の規定ではこれらの書類を所定の期間保存することが義務づけられており、消費税の制度では、請求

書等の保存が行われないと、支払消費税の控除が認められないこととなっているなど、税務の運用もす

べて紙ベースが前提とされている。 

現行で伝票レスによる運用を行う場合、小売／取引先それぞれが個別企業毎に法人税法・所得税法、

電子帳簿保存法および消費税法などの観点から所管の税務署と調整／確認を行う必要がある。これに

対してスーパー業界の取り組みでは、“流通ビジネスメッセージ標準を使用した場合、個社毎の国税局と

の調整が不要となる”よう調整・交渉を行っている。 

取引の基本契約などで「EDIメッセージ」を商品売買の証憑とみなすことにより、取引当事者間でやりと

りされている書類をなくすことができるのであれば、運用費用（伝票代、発行時間、保管コスト、パンチコ

スト等）が大幅に削減できる。しかし、紙ベースを前提とする税法などの制度との整合性が問題となる。

そこで本事業ではEDIによる取引情報すなわち、メッセージを「再度、紙に打ち出さなければならないか」

について税法、とりわけ、法人税法・所得税法、消費税法を対象に検討することとした。 
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(1) 法人税法・所得税法ならびに電子帳簿保存法に関する検討内容 

法人税法・所得税法においては、商取引に関係する仕入伝票や、請求書等を紙で保存するという基

本的な規定がある。しかし、企業間の取引がEDIなどの方法で電子的に行われるケースが増加している

ことに対応して、「電子帳簿保存法」が策定・施行される。スーパー業界事業では、法人税法（所得税法）

に関連して、EDI取引が電子帳簿保存法で規定する「国税関係書類以外」とすることが出来るか、につい

ての検討を行った。 

法人税法での伝票レス実現に向けた要件として以下があげられている 

 
・ 前提条件 

 各社の経理規程が、法人税、所得税の各税法の求める要件を満たしていること。 

 電子保存する受領メッセージ等は、その経理規程に基づいた経理システムが正しく運用された

結果作成されていること。 

 電子保存においては、電子帳簿保存法施行規則が求める以下の5つの要件を満たしているこ

と。 

①履歴確保   ・・・「受領メッセージ」等が対応     

②相互関連性   ・・・「受領メッセージ」等が対応 

③処理過程の書類保存  ・・・各社システムドキュメントの整備 

④見読可能性   ・・・各社の電子保存システムで対応 

⑤検索機能の確保  ・・・各社の電子保存システムで対応 

 
検討の結果、電子取引の電子データは電子帳簿保存法第11条第2項にあるとおり、「国税関係書類

以外の書類とみなされる」ため、EDI取引に関するデータの電子保存は所轄の税務署の申告を必要とし

ないことが確認された。 

 
(2) 消費税法に関する検討内容 

消費税法では、税務署に支払う消費税額のうち、取引先企業との取引の際に支払う消費税（仮払消

費税）の控除を受けるために、その事実を証明する必要があるため「請求書等」の文書の保存が必要で

あることを規定している。しかしEDI取引では、基本的に取引は電子的に行われるため、消費税法で規定

する「事実を証明する文書」は紙では存在していないため、文書の保存ができない。そのため、消費税法

の規定に従う場合、取引内容は全て紙で保存する必要があるのか、について検討を行った。 

検討の結果、EDI取引は「消費税法基本通達11－6－3（5）」で規定される「その他、これらに順ずる理

由により請求書等の交付を受けられなかった場合」に該当する。これにより「流通BMSを使用して電子取

引を行う場合、紙の請求書等が作成されないが、帳簿（総勘定元帳など）にその旨を記載することで支

払い消費税の控除を受けることができる。」としている。その方法として、例えば「総勘定元帳にEDI取引

である旨、ならびに相手方の名称に加えて住所を記載する」ことが挙げられている。 

※この消費税法における伝票レス実現要件に関して、スーパー業界事業事務局より「EDI取引を行っ

た場合の消費税法第30条第7項適用関係について」の照会文を国税局に対して、提出した。その
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結果国税局より流通BMSをはじめとするEDI取引が、消費税法における伝票レスの要件を満たして

いることについての回答文書が提示された。 

※照会文および回答内容については国税庁HPに示されている以下の回答文書をご参照頂きたい。

（http://www.nta.go.jp/tokyo/shiraberu/bunshokaito/shohi/200321/01.htm） 

 

 

EDI取引は消費税法基本通達11－6－3(5)『その他、これらに準ずる

理由により請求書等の交付を受けられなかった場合』に該当する。

したがって、EDI取引である旨及び課税仕入の相手方

の住所又は所在地を帳簿に記載することによって、
EDIメッセージを紙に打ち出さなくても仕入の際に

支払った消費税（仮払消費税）の控除をうけること
ができる。

電子取引の電子データは国税関係書類以外の
書類とみなされる。（電子帳簿保存法第11条第2項）

したがって、所轄の税務署への申告は必要ない。

≪検討結果≫≪検討結果≫

※本事業からの『EDI取引を行った場合の消費税法第30条第7項適用関係について」に対する国税局からの回答文書については、

http://www.nta.go.jp/tokyo/shiraberu/bunshokaito/shohi/200321/01.htmを参照。（国税庁HP）

上記により、法人税法・所得税法、消費税法の範囲においては伝票レスが実現した。

※

〈法人税法・所得税法〉 〈消費税法〉

■電子取引の取引情報に係る電磁的記録の保存■電子取引の取引情報に係る電磁的記録の保存 ■仕入れに係る消費税額の控除■仕入れに係る消費税額の控除

18年度検討対象18年度検討対象

本事業検討範囲本事業検討範囲

19年度検討対象19年度検討対象

（電子帳簿保存法第10条）

仕入の際に支払った消費税（仮払消費税）の控除をうけるにあたり、
その事実を証明する為には「請求書等」の文書の保存が必要である。
（消費税法第30条第7項）
しかし、EDI取引においては電子データによって取引が行われる為、

「請求書等」の文書が存在しない為、保存ができない。

EDIメッセージを紙に印刷しなければならないのだろうか。

法人税法・所得税法においては関係する書類、請求書、領収書など
を紙で保存するという基本的な規定がある。
これに対してEDI取引など紙が存在しない電子取引において「データ
の保存」を義務付けたのが電子帳簿保存法第10条である。

電子取引の電子データは国税関係書類なのだろうか。
国税関係書類であれば、伝票レス実現にあたり、

所轄の税務署への申告が必要なのだろうか。

≪検討内容≫≪検討内容≫

（消費税法第30条第7項）

 

図 IV-2：スーパー業界における伝票レス検討内容 

http://www.nta.go.jp/tokyo/shiraberu/bunshokaito/shohi/200321/01.htm
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スーパー業界 運用ガイドライン記載予定 （案）

流通標準ＥＤＩは、発注～決済までを電子的に処理することにより、紙の仕入伝票がなくとも商取引を可能とした。
それにより、紙の仕入伝票作成費用の削減、決済後の現物保存の費用削減が実現できるようになった。

この場合、電子帳簿保存法にしたがい、流通ＢＭＳの「受領メッセージ」、「請求メッセージ」、「支払メッセージ」
等を各社で電子保存することにより紙での作成・保存は不要となる。

卸・メーカー小売

発注発注 受注受注

出荷出荷入荷入荷

受領受領 受領確認受領確認

支払支払 支払確認支払確認

請求請求請求確認請求確認

受領

請求

支払

本標準EDIの流れ（スーパー業界流通BMS）

仕入伝票
受領印

仕入伝票
受領控

仕入伝票

支払案内書請求書支払案内書 請求書

発注

出荷

 

図 IV-3：スーパー業界の業務プロセス／EDIメッセージと対象伝票 

 
2.3 百貨店業界における伝票レス実現に向けた要件検討 

百貨店流通BMSにおける伝票レス実現に向け、スーパー業界と同様の解釈を適用することが出来る

と考えられる。百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準を利用した場合の伝票レス実現モデルをあえて

当てはめた場合のプロセスを以下に示す。 

 

アパレル・婦人靴百貨店

発注発注 受注受注

出荷出荷入荷入荷

受領受領 受領確認受領確認

支払支払 支払確認支払確認

検品受領

支払案内

本標準EDIの流れ（流通BMS）

仕入伝票
受領印

仕入伝票
受領控

仕入伝票

支払案内書支払案内書

発注

入荷予定

仕入仕入 仕入確認仕入確認仕入計上
仕入伝票
受領印

仕入伝票
受領控

 

図 IV-4：百貨店業界の業務プロセス／EDIメッセージと対象伝票 
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法人税法における伝票レス実現要件として、電子帳簿保存法取扱通達により、「取引が確定した情

報」のみを保存しておくことが認められているが、百貨店企業において本要件を鑑みた場合、「仕入など

取引が確定した情報」を保存しておく必要がある。百貨店側の「仕入」は各社の会計方針における規程

に則り計上される。従って、百貨店流通BMSにおいては「仕入計上メッセージ」等あるいはそのもととなる

データが該当する。百貨店側としてはこの情報を電子的に保存することで、法人税法における伝票レス

の要件を満たすこととなる。 

アパレル・婦人靴などの取引先企業において本要件を鑑みた場合、「取引先企業にとって取引（売上）

が確定する」情報を電子的に保存しておく必要がある。取引先企業にとっての売上確定は、各社の会計

方針に基づき行われる。取引先における売上計上として、「出荷基準売上計上」と「引渡し（百貨店受領）

基準売上計上」が挙げられる。「出荷基準売上計上」を採る取引先の場合、自社からの出荷実績を表す

情報を電子的に保存しておく必要がある。 

「引渡し基準売上計上」を採る取引先の場合、百貨店側の受領あるいは仕入計上を表す情報を電子

的に保存しておく必要がある。 

 
■ 伝票レスの実施にあたっては、各社の確定データの保存が必要となります。百貨店、アパレル・婦人靴業界では

様々なタイミングでの売上計上が予想されますが、例えば出荷基準で売上計上を行なうに場合は、証憑として

「入荷予定データ」を保持する必要があります。

出荷入荷検品

受領 受領確認

入荷予定入荷予定

検品受領検品受領

仕入計上 売上計上仕入計上仕入計上

経理システム

百貨店 アパレル・婦人靴

売上計上

売上計上

売上計上

経理システム

◆ アパレル・婦人靴側の売上計上
タイミングは各社規定により
決まっている（自由）。

・ 出荷時点
・ （百貨店の）受領時点
・ （百貨店の）仕入計上時点

売上 売上確認POS売上POS売上

仕入計上 売上確認仕入計上仕入計上

経理システム

百貨店 アパレル・婦人靴

※百貨店の計上は「仕入計上」して「売上」の順。

売上計上

売上計上

経理システム

◆ 買取型と同様、アパレル・婦人靴での
売上計上タイミングは自由。

買取型の計上

支払案内支払案内買掛 売掛支払内容
確認

支払内容
確認

※反映

※照合

支払案内支払案内 支払確認支払確認

支払案内支払案内買掛 売掛支払内容
確認

支払内容
確認

※反映

支払案内支払案内 支払確認支払確認

※照合

消化型の計上
19年度 第六回ワーキング資料より抜粋・一部修正

 

図 IV-5：百貨店業界における伝票レス検討 
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2.4 検討結果 

百貨店業界における伝票レス実現のためには、スーパー業界事業における検討内容を踏襲し、各社

が以下の要件を満たす必要がある。 

• 電子帳簿保存法に関しては、スーパー業界と同様各企業が所管の税務署に「伝票レス」を実施

する旨の申告は必要ない。但しその際、各社の会計方針に則り、必要な情報（取引が確定した

情報等）を電子保存する必要がある。 

• 消費税法に関しては、スーパー業界と同様帳簿（総勘定元帳等）に「EDI取引であること」および

「相手方の住所などの情報を記載」し、請求書等の必要書類を電子データとして保管することで、

仮払消費税の控除を受けるための要件を満たすことが出来る。 

 

上記の点が確認されたが、国税庁や所轄税務署等の調査時には必要な情報を提示できるよう、各社

が対応できる体制や仕組みを準備しておく必要がある。そのような場合を想定し、百貨店ビジネスメッセ

ージ標準を利用した場合のメッセージ間の項目引継ぎ関係についても検討する。詳細内容については、

巻末の「参考資料2.1 百貨店流通ビジネスメッセージ標準 メッセージの項目引継ぎ関係」をご参照頂き

たい。 

 
3 売上情報共有によるコラボレーション強化 

本年度検討の結果、POS売上メッセージに「ターゲット属性／ターゲット属性補助」および「実売金額」

項目が追加される。 

これらの検討結果をふまえ、POS売上メッセージの利用促進による百貨店－アパレル・婦人靴企業間

のコラボレーションの強化に関する検討を行う。 

 
3.1 POS売上における業務運用上の課題 

現状、百貨店店頭における売上実態の把握は、百貨店側からのPOS売上情報と取引先側の持ち込

み端末による売上情報により行われているが、百貨店と取引先において売上登録作業が重複している。

また両者が集計する情報（POS売上、購入した顧客の属性等）においてデータの精度が合わないことや

収集したデータの内容が合わない（揃わない）という問題が発生している。 

流通BMS「POS売上メッセージ」を使用することで、これらの課題を解決し、百貨店－取引先間の更な

るコラボレーション実現に向けた検討を行う。 

 
3.2 検討結果（コラボレーション実現に向けた対応策） 

(1) 「ターゲット属性」および「実売金額」項目の追加 

百貨店、取引先間の作業の重複については、百貨店から提供されるPOS売上メッセージの精度を向

上し、取引先側で売上情報収集を行う必要のない仕組みとすることで、解決することを想定している。 

ターゲット属性およびターゲット属性補助を使用することで、百貨店店頭において購入した顧客の属性

を共有し、百貨店側においては購入顧客層の分析に使用することが期待できる。また取引先においては
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同様に購入顧客層の分析のほか、それをもとに商品企画においてターゲットとしていた顧客層への販売

に関する検証を行うことや次期商品企画へ活用することが期待できる。 

 

現状 POS売上でターゲット属性がお渡しできると

持込端末を置ける売場

百貨店の売場 お取引先

持込端末を置けない売場

POSレジ

持込端末

POSレジ

POS
売上

属性
・

売上

POS
売上

精度が
合わない

情報が
揃わない

情報の内容を網羅
（＋ タイミング、精度（区分整理））

二重作業

持込端末を置ける売場

百貨店の売場 お取引先

持込端末を置けない売場

POSレジ

持込端末

POSレジ

POS
売上

POS
売上

二重作業
防止

※将来的には
持込端末自体が
不要になる?

端末を
持込まなくても
高いレベルで
情報が一致

 

図 IV-6：POS売上によるコラボレーション実現イメージ 

 

POSレジ

店頭販売時に
顧客属性情報を入力 ※個人を特定

できない情報

取引先百貨店

※販売情報と顧客属性情報を合わせて、
POS売上データとして作成

想定していた商品の
ターゲット顧客層と
実際の販売実績の
比較・分析等に活用

・30代
・女性
・クリスマス

イベント
で販売

33POSレジから入力される購買年齢層（30代など）
や性別を判別するための2桁の識別子

ターゲット属性（2桁）

「02」＋「1225」

（「女性」＋「ｸﾘｽﾏｽ」）

データ例

ターゲット属性の補助として相対で決定した情報
をセット

意味

ターゲット属性補助

（Max10桁）

項目名称（桁数）

33POSレジから入力される購買年齢層（30代など）
や性別を判別するための2桁の識別子

ターゲット属性（2桁）

「02」＋「1225」

（「女性」＋「ｸﾘｽﾏｽ」）

データ例

ターゲット属性の補助として相対で決定した情報
をセット

意味

ターゲット属性補助

（Max10桁）

項目名称（桁数）

POS
売上

【ターゲット属性および補助項目の利用例】

※例として「ターゲット属性」に「年齢」をセットし、ターゲット属性補助に
「性別」と「イベント情報」をセットした場合を想定

 

図 IV-7：ターゲット属性項目の利用イメージ 

 
なお、ここでいう「ターゲット属性」とは、POSレジから入力される購買年齢層（30代など）や性別を判別

するための情報である。取引先が該当店舗における補充商品を決定する際に参考とするための情報で

あり、顧客個人を特定するものではない。 
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また、POS売上メッセージに「メッセージ精度向上検討」にて述べたように、「実売金額（税抜）」「実売

金額（税込）項目が追加されている。この項目を利用することで、POS売上メッセージを受信する取引先

企業側で実売のデータを改めて計算する手間が省かれるため、重複作業を削減することができる。 

百貨店－取引先間で共有することで、百貨店店頭に取引先の端末を持ち込めない売場などでも取引

先側がPOS売上情報を入手することが出来るなど、メリットが大きいと考えられる。 

 
(2) POS売上メッセージの送受信タイミング、データ内容について 

本検討では、百貨店企業からPOS売上メッセージを送付する際の頻度や、データの内容について確

認を行っている。 

商品別集計単位のPOS売上では、1日分の集計処理の結果を送信しており、売上発生日当日あるい

は翌日に送信することが一般的、との回答が得られている。 

レシート単位のデータでは、売上発生日当日あるいは翌日に送信することが一般的であるが、取引先

企業の要望によっては営業時間中に送信することも検討対象となるとの回答が得られている。一部の百

貨店によっては30分間隔の送付も可能との意見がある。 

またPOS売上データの内容としては「全件データを送付する場合」と「差分データを送付する場合」の

どちらの運用を行っているかについては、「差分データ」との回答が多い、という結果となった。 

 
4 対象商材の拡大 

平成18年度～平成20年度において、百貨店次世代EDI（流通BMS）検討では、アパレル・婦人靴商材

を対象にEDIビジネスプロセスやメッセージを検討し、共同実証によりその有効性を検証している。 

平成21年度以降に百貨店流通BMSの適用範囲を広げ、対象商材を拡大するために、「どのような商

材（分類）を優先的に検討すべきか」「商材拡大にあたって予想される注意点」についてアンケート形式で

意見を収集し、アンケート結果を元に、百貨店業界としての方針を検討する。 

 
4.1 調査内容 

「流通BMS検討ワーキング」に参加している百貨店企業を対象として、アンケート形式の調査を実施す

る。調査内容を以下に示す。 
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商材拡大に関するアンケート

分類一覧

① 次年度以降、優先的に検討
すべきと思われる商材について
ご回答下さい。

・ 第一優先 ～ 第三優先
・ 検討のポイント

アンケート内容

② （アパレル・婦人靴を対象とした）
現在の流通BMSと親和性が
高いと思われる商材について
ご回答下さい。

・ 第一位 ～ 第三位

その他、商材拡大に関するご意見が
ございましたら、ご記入下さい。

（回答社数 ＝ 11）

 

図 IV-8：商材拡大に関するアンケート内容 

 
4.2 検討内容（アンケート実施結果） 

「商材拡大に関するアンケート」の集計結果について、以下に示す。 

(1) 優先的に検討すべきと思われる商材 

各社が回答した内容を集計した結果、「雑貨・化粧品（14pt）」、「食料品・生鮮食品（青果・鮮魚・食肉）

（11pt）」、「身の回り品・その他身の回り品（9pt）」、「雑貨・その他雑貨（6pt）」の順となっている。 

 

アンケート結果

（1） 優先的に検討すべきと思われる商材（数値集計）

グロッサリー

化粧品
その他

家庭用品

その他
身の回り品

その他
雑貨

 

図 IV-9：「優先的に検討すべきと思われる商材」についての集計結果 
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上記回答に関連した各社からのコメントを以下に示す。 

 

検討のポイント、コメントなど

分類番号 分類名

（※）上位5分類に関するコメントのみ抜粋

補足説明 検討のポイント

9-1 グロッサリー 酒類、加工食品、日用品

先行導入のＧＭＳを参考にしつつ、百貨店における運用
方法について要検討

アパレル・婦人靴と同じフォーマットでは無理。

酒類区分、発泡区分等の項目が必要になるのではないでしょうか。
ＧＭＳを参考に検討していきたい。

売仕スーパービジネスモデルのスーパー業界メッセージ適用可否

他業界の運用事例を踏まえた上で、百貨店業界に合った導入方法
を検討すべき。単なるＰＬＵ、ＡＳＮのみの導入と、商品の原料原産地
等の情報まで情報共有していく場合と切り分けて検討しなければな
らないと思う。また、同一商品（同じGTIN等）を異なる取引先（問屋）

からＥＤＩデータが送信された場合のＰＯＳシステムとの連携を管理す
る何らかの業務プロセスが必要になるかもしれない。

「便」(物流情報)、「規格」(内容量など)の情報共有が必要である。

（菓子を含む）

アパレル、婦人靴とは異なる食品業界のみで使用している項目
（規格など）があれば検討のポイントになると思われます。

3-1 化粧品

現状のEDI取引が、百貨店流通BMSに取って代わった際の業務プ

ロセス変更有無

ハンカチ、パンスト、紳士肌着の取引先同様、化粧品の取引先から
ASN/SCMの要請が多く、また商品マスタの特殊性（JICFS使用）も

あるかと思うので、確認の意味で検討が必要と考えます。

アパレル業界とは異なる化粧品業界の運用があるため、今までの枠
に外れないような調整が必要。

SPEEDプロジェクトの移行

化粧品業界は、現在、既存のＥＤＩを実施しており、多くの百貨店もそ
の仕組みを利用している。しかし、百貨店業界（流通業界）標準のＥ
ＤＩが実現するのであれば将来は、流通ＢＭＳに沿った形で運用され
るべきだと思う。

4-3 その他
家庭用品

食器、キッチン用品など

食器やキッチン用品についてはJAN化を実施しているケースもあり

ますが、店舗によって問屋が異なるなど、商品マスタ管理上難しい部
分もあり、また型色サイズのような考えがなかったりします。その点
含め検討が必要と考えます。（同様な問屋が異なるのはスポーツ用
品などにもあります）

2-3

食器、キッチン用品、
バス・トイレタリーなど

プライスカード情報が必要になるかと思います。ほぼアパレル・婦人
靴のメッセージで対応できるのではないでしょうか。

台所用品等のリビング雑貨類にはソースマーキングされた商品が意
外に多く存在し、百貨店値札の添付業務が取引先に負担になってい
るとともに、納入までのリードタイムにも影響している。食料品と同様
に同じGTINの商品を複数の取引先が扱っているので業務プロセス

の精査が必要となるが、商品単価が比較的低い商材なので、経費
削減効果を仕入原価の低減につなげることが可能だと思う。

「キッチン」「トイレタリー」
「素材」情報、「(原)産地」情報(「ブランド」?･･･例えば「益子焼」など)
が要るのではないか？

その他
身の回り品

ハンカチ、パンスト、紳
士肌着など発注頻度の
高い買取商品

現在MRでは上記商材について自動補充（コラボ）を実施しており、

商品マスタや発注～納品までのデータ交換について、特殊性がある
かも知れないため、確認の意味で検討が必要と考えます。（またMR
では実現できてませんがASN/SCMについてもこの商材の取引先か

らの要請が多く、この部分のビジネスモデル含めて検討が必要と考
えます）

ハンカチ・財布などの
雑貨類

既にＥＤＩは幅広く導入されており、アパレル・婦人靴型でも導入は容
易と思われる。しかし、スタイル>ＳＫＵという概念ではなく、スタイル

＝ＳＫＵとなるケースもあるため、階層構造について注意が必要だと
思う。

3-3 その他
雑貨

ハンカチ・靴下
現状のEDI取引が、百貨店流通BMSに取って代わった際の業務プ

ロセス変更有無

順位

1

2

3

4

5

 

図 IV-10：「優先的に検討すべきと思われる商材」についてのコメント 
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(2) 現在の流通BMSと親和性が高いと思われる商材 

現在のアパレル・婦人靴を対象とした流通BMSと親和性が高いと思われる商材についての各社から

の回答を集計すると、「身の回り品・かばん（13pt）」、「雑貨・その他雑貨（8pt）」、「家庭用品・その他家

庭用品（6pt）」、「身の回り品・その他身の回り品（4pt）」、「グロッサリー・酒類、加工食品・日用品

（4pt）」の順に高い点数となっている。 

 

（2） （アパレル・婦人靴を対象とした）現在の流通BMSと親和性が高いと思われる商材

グロッサリー

化粧品

その他
雑貨

その他
家庭用品

かばん

その他
身の回り品

 

図 IV-11：「現在の流通BMSと親和性が高いと思われる商材」に関する集計結果 

 
(3) その他、商材拡大に関するご意見 

各社から挙げられた、上記2点以外の商材拡大に関するご意見を以下に示す。 

 



 

 

 

 109

（3） その他、商材拡大に関するご意見

ご意見

・百貨店内の買取商品であるグロッサリー、酒、諸国銘菓・名産などについては、JAN-PLUが必須であり、この商品
マスタ作成にはそれなりの労力を使ってます。更にはJANが付かない商品もあったり、棚札発行・発注行為や検品
業務の効率化も必要であるため、先行しているGMSのメッセージの利用や運用ルール含め、検討したらいいので
はと思います。

・上記１・２にあげた商材（※アクセサリー、ベルトなど）は現状のＥＤＩでも一部行っているので、商材拡大を機に流通
ＢＭＳを拡大していきたい。

・商材拡大は要件としてはあるが、まずはアパレル・婦人靴を実用化し、参入障壁であるマッピング対応をＡＳＰ
ベンダーに具体的にしてもらいたい。
サービス料金体系・課金等の詳細が決まれば投資の準備も具体的になると思う。
また商材拡大については食料品関係を中心にＧＭＳを参考にしながら検討して頂きたいと思います。

・来年度以降「商材拡大」をする場合、(「経産省事業」とは関係がない)「百貨店協会 流通BMS委員会」のような場で

検討することになるのでしょうか？

・現在EDIで取引のある商材が商材拡大の対象になると考えており、そのような観点で回答をしています
・商材拡大については、併せてお取引先の対応についても検討する必要があると思います

（中小のお取引先が多い 業界の商材を検討する場合お取引先によるBMSの対応が可能か等）
・化粧品業界については制度品メーカーを中心にASN/SCMのビジネスフロー（SPEEDプロジェクト）が確立しており、

商材拡大の対象になり得るかは検討が必要かと思います

 

図 IV-12：その他商材に関するご意見 

 
4.3 考察 

次年度に検討を開始する商材については、「要望の度合い」や「既存EDIとの親和性」を考慮しながら

検討した結果、現在のところ、大別すると「化粧品」「身の回り品」「家庭用品」「グロッサリー」の4種類が

挙げられる。 

 



 

 

 

 110

（2） （アパレル・婦人靴を対象とした）現在の流通BMSと親和性が高いと思われる商材

（1） 優先的に検討すべきと思われる商材

◆ 優先度が高いと回答された分類（上位5つ）は以下のとおり

身の回り品 その他身の回り品4位 ハンカチ、パンスト、財布、ベルト、アクセサリー雑貨

雑貨 その他雑貨5位 ハンカチ、靴下

家庭用品 その他家庭用品3位 食器、キッチン用品、バス・トイレタリー、タオル

グロッサリー1位 酒類、加工食品、日用品など

雑貨 化粧品2位

◆ 親和性が高いと回答された分類（上位5つ）は以下のとおり

身の回り品 かばん1位

雑貨 化粧品2位

雑貨 その他雑貨3位 ハンカチ、靴下

家庭用品4位

5位

その他家庭用品 食器、キッチン用品、バス・トイレタリー、タオル

5位

身の回り品 その他身の回り品 ハンカチ、パンスト、財布、ベルト、アクセサリー雑貨

グロッサリー 酒類、加工食品、日用品など

 

図 IV-13：百貨店業界におけるEDI対象商材の拡大についての考察結果 

 
これらを踏まえ再度意見収集および検討を行った結果、優先度が高いとされる商材は「グロサリー」お

よび「身の回り品」に絞られた。 

 
4.4 今後の進め方 

百貨店業界における商材拡大の対象として、上記のように検討されているが、今後はベースとなる

EDIメッセージや各商材を取り扱う取引先企業および業界を含め、検討を行う必要がある。 

以下に商材拡大を行う際にベースとするEDIメッセージの案を示す。 
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商材拡大の進め方に関する考察

流通BMS Ver1.0（26メッセージ）をベースに検討
◆ 身の回り品 関連

・ かばん、ハンカチ、パンスト、
財布、ベルト、アクセサリー雑貨

◆ 家庭用品 関連

・ 食器、キッチン用品、バス・トイレタリー、
タオル

◆ 化粧品

◆ グロッサリー

分類

百貨店業界 委員
オブザーバ

百貨店業界 流通BMS検討分科会

身の回り品業界?

アパレル・婦人靴業界

SPEEDと流通BMS Ver1.0（26メッセージ）、GDSをベースに検討

百貨店業界 委員
オブザーバ

百貨店業界 流通BMS検討分科会

化粧品業界

アパレル・婦人靴業界

流通BMS（スーパー業界メッセージ）をベースに検討

百貨店業界 委員
オブザーバ

百貨店業界 流通BMS検討分科会

グロッサリー卸

検討方法

■ 対応商材を決めるにあたって、どのメッセージをベースに議論するのがやり易いかも考慮する必要があります。

 

図 IV-14：EDI対象商材拡大に向けた検討方法の考察 

 
百貨店流通ビジネスメッセージ標準の商材拡大については、次年度以降継続して検討を行っていく。

以下に商材拡大に関する次年度以降の検討スケジュール（案）を示す。 

 

百貨店
（商材拡大ワーキング）

実証

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月3月 4月 3月

平成21年度 平成22年度

商材拡大への
対応検討

実証
商材拡大への

対応検討

 

図 IV-15：平成21年度以降のEDI対象商材拡大に向けた検討スケジュール（想定） 
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VV  今今後後にに向向けけてて  

1 今後の検討課題 

百貨店業界では、平成18年度から20年度にかけて百貨店－アパレル婦人靴間で利用する流通ビジ

ネスメッセージ標準として26メッセージの策定・精度向上および実運用における検証に取り組んできた。

今後は3ヵ年を通じて把握している課題や普及推進に向けた活動、およびアンケート調査によって抽出さ

れた流通ビジネスメッセージ標準の拡張性について取り組む必要がある。 

百貨店業界における今後の課題を「流通ビジネスメッセージ標準各メッセージの精度向上に関する課

題」と「対象商材の拡大に向けた課題」に整理した。今後の検討課題の整理結果を以下に示す。 

 
1.1 流通ビジネスメッセージ標準各メッセージの精度向上に関する継続検討課題 

メッセージ精度向上検討において共同実証に必要となる運用上の確認事項や変更要望などは確認さ

れ各メッセージに反映されているが、各社より挙げられた変更要望のうち以下の項目については、継続

検討課題となっている。 

 
(1) 項目の位置変更／追加 

• 仕入計上メッセージにおける「百貨店商品補助コードの配置レベルの変更あるいは追加 

 
(2) 項目の追加 

• 搬入確認メッセージにおける「発注伝票番号」「出荷伝票番号」項目の追加 

 
(3) 必須から任意への変更 

• 店頭在庫移動メッセージにおける項目属性（必須から任意へ）の変更 

（対象項目詳細については「Ⅱ章 3.8.4 （3）店頭在庫移動メッセージ項目の「必須から任意」

への変更」をご参照のこと） 

 
1.2 対象商材の拡大に向けた課題 

百貨店業界における今後のEDI標準化の対象商材についてアンケート調査および検討の結果、優先

度が高いとされる商材は「グロサリー」および「身の回り品」に絞られている。今後はベースとなるEDIメッ

セージや各商材を取り扱う取引先企業および業界を含め、検討を行う必要がある。 
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2 来年度以降の検討体制について 

2.1 検討体制について 

経済産業省「流通システム標準化事業（次世代EDIの標準化）」は、平成20年度で終了し、今後は  

（財）流通システム開発センターに設置される『流通システム標準普及推進協議会』を中心とした検討体

制に移管される。これを受け、次年度以降各業界は、業界内に検討会を設けて成果を引き継ぎ、検討し

ていく必要がある。 

百貨店業界では、「今後の検討課題」に示した各課題を受け、日本百貨店協会内に「百貨店業界 流

通BMS検討分科会」を設け、検討を行っていく。想定されている検討体制を以下に示す。 

 

検討体制（案）

システム企画部会

日本百貨店協会

百貨店業界 流通BMS検討分科会

幹事会社 （髙島屋 ・ 小田急百貨店）

＜日本百貨店協会 委員＞

三越伊勢丹ホールディングス、
小田急百貨店、京王百貨店、髙
島屋、東急百貨店、東武百貨店、
松屋、ミレニアムリテイリング、
丸広百貨店、大和、松坂屋、近
鉄百貨店、大丸、H20リテイリン
グ、天満屋、井筒屋

・・他

事務局 （日本百貨店協会）

＜オブザーバ＞

丸井グループ

＜事務局補佐＞

NTTコミュニケー
ションズ

富士通総研

エス・エフ・アイ

他業界

協議会（流開センター）

アパレル・婦人靴

その他

連携

連携

必要に
応じて
参加

必要に
応じて
参加

※参加企業は案

※旅費の支払は日本百貨店協会の
規程に従う

 

図 V-1：百貨店業界における平成21年度以降の流通BMS検討体制 

 
2.2 次年度以降の実施内容およびスケジュール 

2.2.1 次年度以降の実施内容 

次年度以降百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準は、各課題を受け、流通BMS検討分科会にて検

討を行う。検討会における主な活動内容を以下に示す。 
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活動内容（案）

検討会（百貨店業界に設置）インプット

流通BMS Ver1.0
（26メッセージ）

流通BMS Ver1.0
（26メッセージ）の

変更に関する検討

商材拡大に関する
検討依頼

他業界からの問い合わせ

スーパー業界メッセージの
適用検討

流通BMS Ver1.0
（26メッセージ）に
関する変更依頼

その他問い合わせ その他
新規メッセージの検討

協議会

会議での承認

XMLスキーマの

開発

CR

 

図 V-2：次年度以降の百貨店業界における流通ビジネスメッセージ標準検討の活動内容 

 
検討会では、流通ビジネスメッセージ標準（ver.1.0）および利用を検討する他業界からの問合せを受

け、標準EDIメッセージに関する精度向上や変更依頼についての検討や商材拡大に関する検討、その

他問合せに対する対応などについての検討を行う。百貨店業界内における合意内容は必要に応じてチ

ェンジリクエスト（CR）として取りまとめ、流通システム標準普及推進協議会に対して提示していく。 

これらの内容を検討するために、検討会に「百貨店業界WG1（アパレル・婦人靴）」および「百貨店

WG2（商材拡大）」（※それぞれ仮称）の2つのWGを設置し、検討を行う。以下に各会議体の実施スケ

ジュールを示す。 

百貨店
（商材拡大ワーキング）

業界横断（協議会）
※想定

メッセージ

XML

スキーマ

（実証版）

XML

スキーマ

（実用版）

百貨店
（アパレル・婦人靴関連

ワーキング）

メッセージ

20年度からの

継続検討、追加検討
実証

実証

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月3月 4月 3月

平成21年度 平成22年度

継続検討、追加検討 実証

メッセージ

XML

スキーマ

（実証版）

XML

スキーマ

（実用版）

メッセージ

商材拡大への
対応検討

実証
商材拡大への

対応検討

総会（委員会）

百貨店WG1（アパレル・婦人靴）

百貨店WG2（商材拡大）

 

図 V-3：2.2.2 次年度以降のスケジュール 

 

 

※開催回数や時期は適宜変更の予定 
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VVII  添添付付資資料料（（ごご参参考考））  

1 成果物 

1.1 百貨店業界流通ビジネスメッセージ標準（ver.1.0） 

 

見出し 項目の意味など

通番 各メッセージの中での項目連番（メッセージ単位で一意）

No. 各項目名ごとにユニークに付番した番号（全メッセージで一意）

Lvl.
メッセージの項目グループの階層を表す。　上位のレベルから、順に１，２，３，４と付番。
下位の階層は上位の階層に対して、階層キー単位に複数のデータセットを繰り返して持つことができる。

名寄せ項目名 データ項目の名称（日本語名称であり、スキーマ上で表現される名称とはことなる）

必須、任意、選択必須

M（必須）：入力が必須であることを示す。
O（任意）：ユーザ企業が入力するかどうかを選択可能なことを示す。
Mｘ（選択必須）：同一メッセージ上で、同じx の記号のついたＭｘのいづれかひとつが入力必須であること
を示す。

タイプ

数字：数値型データ
数字（小数点以下ｎ桁有り）：小数点以下データを含む数値型データ
文字：全角文字型データ
英数カナ：半角英数カナ型データ
英数：半角英数型データ（カナは含まない）

データ型

Amount：金額。小数でもよい。通貨単位をつけられる。（マイナス値となる場合には、-100のように表現）
Code：物事の性質等を短い文字列であらわすコード。コードリストに掲載されているコードを使う。
Date　Time：日付、時刻。記述方法はISO8601に準拠。Date、Timeそれぞれだけでもよい。
Identifier：具体的な事物を一意に特定するための識別子（ID）。コードリストに掲載されていないコードで
　　　　　　　特定の企業、店舗、場所、商品などを特定する際に使う。
Numeric：単位のつかない数値。
Quantity：金額以外の数量。小数でもよい。単位（個、枚、箱など）がつけられる。
　　　　　　　（マイナス値となる場合には、-100のように表現）
Text：文字列（名前や説明文等）。

桁数（文字数） データの桁（文字）数、全角データの場合も１文字は１桁。

桁数（固定/可変）
桁数が固定桁数であるか可変桁数であるかを示す。　固定桁数の場合は数値型データ項目の場合は前
ゼロ、
文字型データ項目の場合は後ろスペースで固定桁数とする。

マイナス値の可能性
EDIデータ上で実際にマイナス値が発生する可能性があるかないかを表す。
発生する可能性のある項目は、「有」で表現。

コードリスト コードリストの番号を示す。

項目の意味 各メッセージ項目の意味、用途、使われ方などを示す。  
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1.1.1 商品マスタ 

(1) 商品マスタ（カタログ・プロファイル） 
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１
桁

有
り

）
N

u
m

e
ri
c

3
可

変
消

費
税

率

＜
シ

ー
ズ

ン
＞

D

2
8

15
2

シ
ー

ズ
ン

コ
ー

ド
M

数
字

C
o
de

2
固

定
6

商
品

の
シ

ー
ズ

ン
コ

ー
ド

＜
ブ

ラ
ン

ド
＞

D

2
9

25
2

メ
ー

カ
ー

ブ
ラ

ン
ド

コ
ー

ド
M

英
数

カ
ナ

T
e
xt

6
可

変
メ

ー
カ

ー
設

定
の

ブ
ラ

ン
ド

コ
ー

ド

＜
商

品
属

性
＞

D

3
0

99
2

商
品

カ
テ

ゴ
リ

ー
M

数
字

C
o
de

1
固

定
1
7

衣
料

品
か

食
品

か
を

識
別

す
る

区
分

3
1

1
06

2
商

品
標

準
分

類
コ

ー
ド

O
数

字
C

o
de

6
固

定
1
8

商
品

の
標

準
分

類
コ

ー
ド

3
2

1
37

2
素

材
1

O
数

字
C

o
de

1
0

固
定

2
0

商
品

の
素

材
を

表
す

コ
ー

ド

3
3

1
38

2
素

材
2

O
数

字
C

o
de

1
0

固
定

2
1

商
品

の
素

材
を

表
す

コ
ー

ド

3
4

41
2

原
産

国
O

英
数

カ
ナ

C
o
de

2
固

定
1
4

商
品

の
原

産
国

を
表

す

3
5

1
07

2
商

品
分

析
用

属
性

0
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義
（
柄

コ
ー

ド
等

）

3
6

1
08

2
商

品
分

析
用

属
性

1
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

3
7

1
09

2
商

品
分

析
用

属
性

2
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

3
8

1
10

2
商

品
分

析
用

属
性

3
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

3
9

1
11

2
商

品
分

析
用

属
性

4
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

4
0

1
17

2
商

品
分

析
用

属
性

細
分

0
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

4
1

1
18

2
商

品
分

析
用

属
性

細
分

1
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

4
2

1
19

2
商

品
分

析
用

属
性

細
分

2
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

4
3

1
20

2
商

品
分

析
用

属
性

細
分

3
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

4
4

1
21

2
商

品
分

析
用

属
性

細
分

4
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

＜
処

理
日

＞
D

4
5

2
46

2
有

効
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
マ

ス
タ

が
有

効
と

な
る

日
付

4
6

57
2

削
除

予
定

日
O

数
字

D
at

e
8

固
定

商
品

マ
ス

タ
の

削
除

予
定

日

＜
値

札
＞

D

4
7

1
47

2
値

札
種

別
O

英
数

C
o
de

5
固

定
2
3

値
札

の
種

別
を

表
す

＜
発

注
数

量
＞

G

4
8

2
09

2
発

注
単

位
入

数
M

数
字

Q
u
an

ti
ty

4
可

変
商

品
の

発
注

単
位

あ
た

り
の

入
数

4
9

2
08

2
発

注
単

位
数

M
数

字
Q

u
an

ti
ty

6
可

変
商

品
の

発
注

単
位

数

5
0

54
2

最
小

発
注

単
位

M
数

字
Q

u
an

ti
ty

4
可

変
発

注
時

の
最

小
単

位
（
最

小
ロ

ッ
ト

）
。

　
こ

の
値

以
下

の
発

注
は

不
可

。

＜
物

流
関

連
指

示
＞

G

5
1

1
65

2
納

入
形

態
O

数
字

C
o
de

2
固

定
2
7

商
品

の
納

入
形

態
（
ダ

ン
ボ

ー
ル

、
ハ

ン
ガ

ー
、

オ
リ

コ
ン

な
ど

）
を

表
す

項
目

の
意

味

集
約

版

桁
数

(文
字

数
)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
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ド
リ

ス
ト
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）
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）
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寄
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（
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）
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＜
単

品
情

報
＞

D

＜
商

品
＞

G

5
2

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

b
e
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

5
3

2
50

3
レ

シ
ー

ト
商

品
名

M
文

字
T
ex

t
2
0

可
変

Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ

シ
ー

ト
に

印
字

す
る

商
品

名

5
4

2
83

3
レ

シ
ー

ト
商

品
名

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
5

可
変

P
O

S
レ

シ
ー

ト
に

印
字

す
る

商
品

名
（
半

角
カ

ナ
）
、

Ｐ
Ｏ

Ｓ
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
レ

シ
ー

ト
印

字
幅

の
制

限
の

た
め

１
５

桁
表

示
が

不
可

の
場

合
は

相
対

で
短

い
桁

数
で

品
名

を
セ

ッ
ト

す
る

。

5
5

1
04

3
商

品
単

品
名

称
O

文
字

T
e
xt

5
0

可
変

商
品

の
単

品
を

表
す

名
称

5
6

3
83

3
商

品
単

品
名

称
半

角
カ

ナ
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

5
0

可
変

商
品

の
半

角
カ

ナ
単

品
名

称

＜
カ

ラ
ー

＞
G

5
7

31
3

標
準

カ
ラ

ー
コ

ー
ド

M
英

数
カ

ナ
C

o
de

2
固

定
1
0

日
本

流
行

色
協

会
（
J
A

F
C

A
)の

基
本

色
「
J
C

C
4
0
]に

準
拠

し
た

標
準

コ
ー

ド

5
8

23
3

メ
ー

カ
ー

カ
ラ

ー
コ

ー
ド

M
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
カ

ラ
ー

コ
ー

ド

5
9

13
3

カ
ラ

ー
名

称
O

文
字

T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

6
0

2
84

3
カ

ラ
ー

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

＜
サ

イ
ズ

＞
G

6
1

32
3

共
通

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

M
英

数
カ

ナ
C

o
de

9
可

変
9

J
IS

規
格

N
o.

下
2
桁

の
細

分
類

コ
ー

ド
＋

J
IS

「
既

成
衣

料
の

サ
イ

ズ
規

格
及

び
表

示
に

関
す

る
通

則
に

よ
る

6
2

24
3

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

M
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
サ

イ
ズ

コ
ー

ド

6
3

14
3

サ
イ

ズ
名

称
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

商
品

の
サ

イ
ズ

名
称

6
4

2
85

3
サ

イ
ズ

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

商
品

の
サ

イ
ズ

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

＜
売

価
＞

G

6
5

2
69

3
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

M
b

数
字

A
m

ou
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

抜
）

6
6

1
28

3
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
b

数
字

A
m

ou
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

込
）

6
7

16
3

メ
ー

カ
ー

希
望

小
売

価
格

税
抜

（
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

）
O

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

ブ
ラ

ン
ド

タ
グ

表
示

の
、

Ｇ
Ｔ

ＩＮ
単

位
の

売
単

価
（
税

抜
）
。

同
一

型
番

で
売

単
価

が
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

ご
と

に
異

な
る

場
合

は
、

こ
の

売
単

価
が

優
先

さ
れ

る
。

6
8

2
66

3
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

込
（
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

）
O

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

ブ
ラ

ン
ド

タ
グ

表
示

の
、

Ｇ
Ｔ

ＩＮ
単

位
の

売
単

価
（
税

込
）
。

同
一

型
番

で
売

単
価

が
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

ご
と

に
異

な
る

場
合

は
、

こ
の

売
単

価
が

優
先

さ
れ

る
。

＜
原

価
＞

G

6
9

2
61

3
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

原
単

価
税

抜
O

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
ou

n
t

1
0

可
変

Ｇ
Ｔ

ＩＮ
単

位
の

原
単

価
（
税

抜
）
。

同
一

型
番

で
原

単
価

が
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

ご
と

に
異

な
る

場
合

は
、

こ
の

原
単

価
が

優
先

さ
れ

る
。

7
0

2
47

3
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

原
単

価
税

込
O

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
ou

n
t

1
0

可
変

Ｇ
Ｔ

ＩＮ
単

位
の

原
単

価
（
税

込
）
。

同
一

型
番

で
原

単
価

が
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

ご
と

に
異

な
る

場
合

は
、

こ
の

原
単

価
が

優
先

さ
れ

る
。

＜
商

品
属

性
＞

D

7
1

1
12

3
商

品
分

析
用

属
性

5
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

7
2

1
13

3
商

品
分

析
用

属
性

6
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

7
3

1
14

3
商

品
分

析
用

属
性

7
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

7
4

1
15

3
商

品
分

析
用

属
性

8
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

7
5

1
16

3
商

品
分

析
用

属
性

9
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
後

日
定

義

7
6

1
22

3
商

品
分

析
用

属
性

細
分

5
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

7
7

1
23

3
商

品
分

析
用

属
性

細
分

6
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

7
8

1
24

3
商

品
分

析
用

属
性

細
分

7
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

7
9

1
25

3
商

品
分

析
用

属
性

細
分

8
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

8
0

1
26

3
商

品
分

析
用

属
性

細
分

9
O

英
数

カ
ナ

Id
e
n
ti
fi
e
r

4
固

定
後

日
定

義

項
目
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味
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約
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数
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字

数
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数
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可

変

マ
イ
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ス
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の
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ド
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ト
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要
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2
）
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せ
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目
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ベ
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）

名
寄

せ
項

目
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ベ
ル
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）
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8
1

19
4

デ
ー

タ
処

理
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

8
2

2
28

4
百

貨
店

店
舗

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
の

店
舗

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

8
3

2
30

4
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

8
4

2
27

4
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

8
5

3
93

4
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品
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n
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イ
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(2) 商品マスタ（PLU） 

 
 

 

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

百
貨

店
企

業
の

名
称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
型

番
情

報
＞

D

＜
商

品
＞

G

7
8
8

2
取

引
先

型
番

M
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

先
企

業
が

設
定

す
る

商
品

を
ス

タ
イ

ル
単

位
に

識
別

す
る

コ
ー

ド

8
8
9

2
取

引
先

型
番

補
助

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
0

可
変

取
引

先
の

型
番

が
ユ

ニ
ー

ク
で

な
い

場
合

に
ユ

ニ
ー

ク
に

す
る

た
め

の
補

助
コ

ー
ド

＜
取

引
内

容
＞

G

9
2
0

2
プ

ロ
パ

ー
・
セ

ー
ル

区
分

M
数

字
C

o
de

1
固

定
7

商
品

が
プ

ロ
パ

ー
商

品
か

、
セ

ー
ル

商
品

か
、

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

商
品

か
を

表
す

区
分

1
0

3
8
5

2
バ

イ
ヤ

ー
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

4
可

変
バ

イ
ヤ

ー
を

識
別

す
る

コ
ー

ド

1
1

3
9
1

2
統

括
条

件
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

取
引

条
件

を
全

店
統

轄
す

る
コ

ー
ド

＜
売

価
＞

G

1
2

1
6

2
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

抜
（
ス

タ
イ

ル
）

O
数

字
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

ブ
ラ

ン
ド

タ
グ

表
示

の
、

メ
ー

カ
ー

型
番

単
位

の
売

単
価

（
税

抜
）
。

型
番

+
型

番
補

助
を

キ
ー

と
し

て
の

同
一

価
格

、
婦

人
靴

の
よ

う
に

同
一

型
番

で
異

な
る

価
格

が
発

生
す

る
場

合
は

、
型

番
補

助
を

使
用

し
て

価
格

ご
と

に
分

け
る

こ
と

と
す

る
。

1
3

2
6
6

2
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

込
（
ス

タ
イ

ル
）

O
数

字
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

ブ
ラ

ン
ド

タ
グ

表
示

の
、

メ
ー

カ
ー

型
番

単
位

の
売

単
価

（
税

込
）
。

型
番

+
型

番
補

助
を

キ
ー

と
し

て
の

同
一

価
格

、
婦

人
靴

の
よ

う
に

同
一

型
番

で
異

な
る

価
格

が
発

生
す

る
場

合
は

、
型

番
補

助
を

使
用

し
て

価
格

ご
と

に
分

け
る

こ
と

と
す

る
。

＜
税

＞
D

1
4

1
3
3

2
税

区
分

M
数

字
C

o
de

1
固

定
1
9

消
費

税
の

区
分

1
5

1
3
5

2
税

率
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
N

u
m

e
ri
c

3
可

変
消

費
税

率

＜
処

理
日

＞
D

1
6

2
4
6

2
有

効
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
マ

ス
タ

が
有

効
と

な
る

日
付

1
7

5
7

2
削

除
予

定
日

O
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
マ

ス
タ

の
削

除
予

定
日

項
目

の
意

味
タ

イ
プ

デ
ー

タ
型

桁
数

(文
字

数
)

コ
ー

ド
リ

ス
ト

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

関
連

項
目

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

4
）

通
番

N
o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）



 

 

 

 121

 
 

 

 

 

＜
単

品
情

報
＞

D

＜
商

品
＞

G

1
8

7
3

商
品

コ
ー

ド
（
G

T
IN

な
ど

）
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

b
al

 T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

be
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

1
9

2
5
0

3
レ

シ
ー

ト
商

品
名

M
文

字
T
e
xt

2
0

可
変

Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ

シ
ー

ト
に

印
字

す
る

商
品

名

2
0

2
8
3

3
レ

シ
ー

ト
商

品
名

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
5

可
変

P
O

S
レ

シ
ー

ト
に

印
字

す
る

商
品

名
（
半

角
カ

ナ
）
、

Ｐ
Ｏ

Ｓ
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
レ

シ
ー

ト
印

字
幅

の
制

限
の

た
め

１
５

桁
表

示
が

不
可

の
場

合
は

相
対

で
短

い
桁

数
で

品
名

を
セ

ッ
ト

す
る

。

＜
カ

ラ
ー

＞
G

2
1

2
3

3
メ

ー
カ

ー
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
ex

t
1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
カ

ラ
ー

コ
ー

ド

＜
サ

イ
ズ

＞
G

2
2

2
4

3
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
サ

イ
ズ

コ
ー

ド

＜
売

価
＞

G

2
3

2
6
9

3
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

M
a

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

抜
）

2
4

1
2
8

3
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
a

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

込
）

2
5

1
6

3
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

抜
（
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

）
O

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

ブ
ラ

ン
ド

タ
グ

表
示

の
、

Ｇ
Ｔ
ＩＮ

単
位

の
売

単
価

（
税

抜
）
。

同
一

型
番

で
売

単
価

が
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

ご
と

に
異

な
る

場
合

は
、

こ
の

売
単

価
が

優
先

さ
れ

る
。

2
6

2
6
6

3
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

込
（
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

）
O

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

ブ
ラ

ン
ド

タ
グ

表
示

の
、

Ｇ
Ｔ
ＩＮ

単
位

の
売

単
価

（
税

込
）
。

同
一

型
番

で
売

単
価

が
Ｇ

Ｔ
ＩＮ

ご
と

に
異

な
る

場
合

は
、

こ
の

売
単

価
が

優
先

さ
れ

る
。

2
7

1
9

4
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

2
8

2
2
8

4
百

貨
店

店
舗

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
の

店
舗

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

2
9

2
3
0

4
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

3
0

2
2
7

4
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

3
1

3
9
3

4
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

3
2

8
7

4
取

引
条

件
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
と

仕
入

先
企

業
間

の
取

引
条

件
（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

＜
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＞
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Ｎ
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Ｎ

な
ど

3
4

3
7
1

4
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋
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０
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(3) 商品マスタ（マークダウン） 
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ダ
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Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
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＜
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Ｎ
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ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
型

番
情

報
＞

D

＜
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＞
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ダ
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ダ
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ダ
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上
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を
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＞
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取
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可
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ユ
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＜
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＞
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n
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可
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タ
グ

表
示

の
、
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。
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n
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、
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婦
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ダ
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ダ
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ダ
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＜
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２
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n
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単
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２
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２
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n
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４
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条

件
（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

＜
原

単
価

＞
G

3
9

4
4

4
店

別
原

単
価

税
抜

O
数

字
（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
抜

の
原

単
価

（
店

別
）

4
0

4
3

4
店

別
原

単
価

税
込

O
数

字
（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
込

の
原

単
価

（
店

別
）

4
1

4
4

4
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

店
別

原
単

価
税

抜
O

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
の

税
抜

の
原

単
価

（
店

別
）

4
2

4
3

4
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

店
別

原
単

価
税

込
O

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
の

税
込

の
原

単
価

（
店

別
）

＜
取

引
条

件
＞

D

4
3

4
0

4
原

価
率

O
数

字
（
小

数
点

以
下

5
桁

有
り

）
N

u
m

e
ri
c

8
可

変
商

品
売

価
に

対
す

る
原

価
率

を
示

す

4
4

2
7
1

4
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

原
価

率
O

数
字

（
小

数
点

以
下

5
桁

有
り

）
N

u
m

e
ri
c

8
可

変
商

品
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

の
原

価
率

を
示

す

4
5

3
9

4
原

価
算

出
区

分
O

数
字

C
o
de

2
可

変
1
3

小
数

点
以

下
の

原
価

が
あ

る
商

品
が

納
品

さ
れ

た
と

き
数

量
を

乗
じ

た
後

の
小

数
点

以
下

の
端

数
処

理
を

示
す

区
分

＜
発

注
＞

D

4
6

2
0
5

4
発

注
区

分
O

数
字

C
o
de

1
固

定
2
9

発
注

形
態

（
自

動
発

注
、

自
動

補
充

、
通

常
発

注
な

ど
）
を

表
す

区
分

項
目

の
意

味
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

4
）

通
番

N
o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）
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1.1.2 買取型メッセージ 

(1) 納品提案 

 メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

百
貨

店
企

業
の

名
称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
伝

票
単

位
情

報
＞

D

＜
取

引
内

容
＞

G

7
1
7
8

2
納

品
提

案
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

仕
入

先
企

業
が

発
行

す
る

納
品

提
案

の
番

号
。

百
貨

店
が

納
品

提
案

デ
ー

タ
よ

り
発

注
す

る
場

合
は

、
発

注
伝

票
番

号
と

な
る

8
7
0

2
仕

入
伝

票
番

号
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

仕
入

伝
票

番
号

9
2
0
6

2
発

注
集

約
管

理
番

号
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

一
回

の
発

注
操

作
の

発
注

デ
ー

タ
を

く
く
る

集
約

番
号

1
0

9
7

2
出

荷
伝

票
番

号
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

仕
入

先
企

業
が

商
品

出
荷

時
に

発
行

す
る

出
荷

伝
票

番
号

1
1

3
9
2

2
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
2

2
3
0

2
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

1
3

6
4

2
仕

入
区

分
M

数
字

C
o
de

2
固

定
1
6

仕
入

の
区

分
（
買

取
、

委
託

、
消

化
な

ど
を

区
分

）

1
4

2
0
2

2
納

入
提

案
日

O
数

字
D

at
e

8
固

定
卸

企
業

が
百

貨
店

に
商

品
の

納
品

提
案

を
す

る
際

に
、

商
品

を
納

入
す

る
希

望
の

日
付

あ
る

い
は

商
談

で
決

定
し

て
い

る
場

合
に

は
そ

の
納

入
日

。
発

注
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
引

き
継

ぐ
場

合
は

納
入

指
定

日
に

引
き

継
ぐ

。

1
5

2
0
4

2
発

注
希

望
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
百

貨
店

に
対

す
る

発
注

希
望

日

1
6

3
9
5

2
発

注
形

態
O

数
字

C
o
de

2
固

定
4
2

発
注

の
形

態
（
初

回
発

注
、

追
加

発
注

な
ど

）
を

表
す

区
分

。

＜
取

引
先

＞
G

1
7

6
2

2
仕

入
企

業
事

業
所

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

の
事

業
所

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

1
8

3
7
1

2
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋

枝
番

２
桁

、
枝

番
無

し
の

場
合

は
、

”
０

０
”

＜
陳

列
場

所
＞

G

1
9

2
2
2

2
販

売
場

所
区

分
O

数
字

C
o
de

1
固

定
3
0

百
貨

店
が

指
定

し
た

販
売

場
所

が
プ

ロ
パ

ー
売

場
か

催
事

場
か

な
ど

を
表

す
区

分
。

2
0

1
5
6

2
店

出
場

所
コ

ー
ド

O
英

数
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

納
品

し
た

商
品

の
店

出
場

所
を

現
す

コ
ー

ド

2
1

1
5
7

2
店

出
場

所
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

納
品

し
た

商
品

の
店

出
場

所
名

を
現

す

＜
物

流
関

連
指

示
＞

G

2
2

1
6
5

2
納

入
形

態
O

数
字

C
o
de

2
固

定
2
7

商
品

の
納

入
形

態
（
ダ

ン
ボ

ー
ル

、
ハ

ン
ガ

ー
、

オ
リ

コ
ン

な
ど

）を
表

す

＜
直

接
納

品
先

＞
G

2
3

3
5

2
直

接
納

品
先

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

取
引

先
が

商
品

を
納

品
（
搬

入
）
す

る
場

所
（
検

品
場

所
・
搬

入
場

所
）
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

店
舗

直
納

の
場

合
は

店
舗

の
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

に
な

る
。

2
4

3
6

2
直

接
納

品
場

所
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

取
引

先
が

商
品

を
納

品
（
搬

入
）
す

る
場

所
（
検

品
場

所
・
搬

入
場

所
）
を

表
す

名
称

＜
最

終
納

品
先

＞
G

2
5

1
6
7

2
納

入
先

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

商
品

が
最

終
的

に
納

入
さ

れ
る

場
所

（
店

舗
、

本
部

な
ど

）
を

表
す

コ
ー

ド
（
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

）
、

直
納

の
場

合
は

直
接

納
品

先
と

同
一

2
6

1
6
8

2
納

入
先

名
称

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

商
品

を
最

終
的

に
納

入
す

る
場

所
の

名
称

＜
商

品
出

荷
元

＞
G

2
7

2
5
5

2
商

品
出

荷
元

Ｇ
Ｌ

Ｎ
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

の
商

品
出

荷
元

倉
庫

を
示

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

＜
税

＞
D

2
8

1
3
3

2
税

区
分

M
数

字
C

o
de

1
固

定
1
9

消
費

税
の

区
分

2
9

1
3
5

2
税

率
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
N

u
m

e
ri
c

3
可

変
消

費
税

率

項
目

の
意

味
タ

イ
プ

デ
ー

タ
型

桁
数

(文
字

数
)

コ
ー

ド
リ

ス
ト

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

関
連

項
目

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

通
番

N
o
.

L
v
l.

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）
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＜
取

引
合

計
＞

G

3
0

2
7
4

2
納

品
提

案
売

価
金

額
合

計
O

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

納
品

提
案

番
号

単
位

の
売

価
金

額
合

計

3
1

2
7
3

2
納

品
提

案
原

価
金

額
合

計
O

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

納
品

提
案

番
号

単
位

の
原

価
金

額
合

計

3
2

2
7
5

2
納

品
提

案
原

価
消

費
税

金
額

合
計

O
数

字
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

納
品

提
案

番
号

単
位

の
原

価
消

費
税

金
額

合
計

3
3

2
7
6

2
納

品
提

案
発

注
数

量
合

計
O

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
納

品
提

案
番

号
単

位
の

数
量

合
計

（
バ

ラ
数

）

＜
商

品
明

細
情

報
＞

D

3
4

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

3
5

2
7
7

3
納

品
提

案
行

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
納

品
提

案
番

号
単

位
の

行
番

号

3
6

6
9

3
仕

入
伝

票
行

番
号

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
仕

入
伝

票
の

行
番

号

3
7

9
6

3
出

荷
伝

票
行

番
号

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
仕

入
先

企
業

が
商

品
出

荷
時

に
発

行
す

る
出

荷
伝

票
の

行
番

号

3
8

2
2
7

3
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

3
9

3
9
3

3
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

4
0

8
7

3
取

引
条

件
コ

ー
ド

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
と

仕
入

先
企

業
間

の
取

引
条

件
（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

＜
商

品
＞

G

4
1

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

b
e
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
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４
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Ｐ
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Ｃ
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４
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３
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取
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取
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可
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ユ
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す
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＜
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＞
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＜
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イ
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＞
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イ
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イ
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イ
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イ
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イ
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＜
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可
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指
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込
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＜
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＜
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e
n
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。

8
2
0
6

2
発

注
集

約
管

理
番

号
O

O
O

数
字

Id
e
n
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番
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1
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販

売
場

所
コ

ー
ド
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数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
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変
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売
場
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番
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e
n
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可
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百
貨

店
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売
場

を
示

す
コ
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ド
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還
元

方
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計
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1
3

6
4

2
仕

入
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分
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固
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仕
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を
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仕
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at
e

8
固

定
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固
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at
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定
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店
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す
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発
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2
固

定
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追
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述
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＜
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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＋
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０
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＜
陳

列
場

所
＞

G

2
2

2
2
2

2
販

売
場

所
区

分
O

O
O

数
字

C
o
de

1
固
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催
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＜
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＞
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固
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＞
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り
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＞
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2
固

定
1
2

商
品

納
品

時
に

検
品

す
る

条
件

を
表

す
区

分

＜
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＞
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計
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8
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発

注
伝
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量
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計
M

M
M
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字
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数

点
以
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桁
有

り
）
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u
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7
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変
発
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票
の
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計
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数
）

＜
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細
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報
＞

D
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7
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9
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デ

ー
タ
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番
号
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数
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e
n
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e
r

8
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変
デ

ー
タ
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番

号
（
最
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で
付
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）

＜
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容
＞

G
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1
6
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発
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票
行
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号
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字
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e
n
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3
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票
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9
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9

3
仕
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行
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O
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字
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e
n
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e
r

3
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変
仕
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号
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9
6
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番
号
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字
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n
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e
r

3
可

変
仕
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先

企
業
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行
す
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票
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番
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1

2
2
7

3
百

貨
店
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コ
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ド
M
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M
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字
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e
n
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e
r
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可
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貨

店
設

定
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商
品
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表
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コ
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5
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3
9
3

3
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貨
店

商
品

補
助

コ
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ド
O
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字
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n
ti
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e
r
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4

可
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百
貨

店
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ド
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す
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取
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e
n
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e
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貨
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仕
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＜
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＞
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ド
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1
4

固
定
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。
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３
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０
＋
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４
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。
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４
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ｉｖ
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Ｐ
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Ｃ
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４
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３
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取
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取
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可
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ユ
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す
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コ
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＜
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＞
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＜
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＞
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込
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O
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＜
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＞
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(3) 入荷予定（梱包） 
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ダ
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発

注
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＞
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店

企
業

Ｇ
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Ｎ
M

数
字
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n
ti
fi
e
r
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固

定
百

貨
店

企
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Ｎ
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１
２

桁
の
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ＩＩ
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ド
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3
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店
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コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
nt

if
ie

r
3
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店
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ド

3
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2
4
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店
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字
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t
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可
変

百
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店
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名
称

＜
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引
先

＞
G
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1
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入
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業
Ｇ
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Ｎ
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字
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n
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e
r
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固

定
仕

入
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Ｎ
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業
コ

ー
ド
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コ
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ド

5
3
7
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コ

ー
ド
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数
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e
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固
定
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コ
ー

ド
セ
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タ
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位
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字
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at
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固

定
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先
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品
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予
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日
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接
納
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先
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G
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5

2
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接
納
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Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
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e
r

13
固

定
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引
先
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納
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搬

入
）
す

る
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所
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Ｎ
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Ｇ
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Ｎ
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＜
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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＜
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＞
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e
n
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fi
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を
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e
n
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fi
e
r
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ド
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容
＞

G

1
0

3
9
2

2
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
O

O
O

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
1

2
3
0

2
品

別
番

号
M

M
M

M
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

＜
納

品
＞

D

1
2

1
8
0

2
納

品
予

定
日

O
O

O
O

O
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
の

納
品

予
定

日

＜
梱

包
/
伝

票
単

位
情

報
＞

D

＜
取

引
内

容
＞

G

1
3

2
1
9

3
発

注
伝

票
番

号
O

M
-

M
-

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

発
注

伝
票

番
号

。
納

品
提

案
デ

ー
タ

に
よ

り
発

注
す

る
場

合
は

、
納

品
提

案
番

号
を

発
注

伝
票

番
号

と
す

る
。

1
4

7
0

3
仕

入
伝

票
番

号
O

-
M

-
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

仕
入

伝
票

番
号

1
5

9
7

3
出

荷
伝

票
番

号
M

M
M

M
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

仕
入

先
企

業
が

商
品

出
荷

時
に

発
行

す
る

出
荷

伝
票

番
号

1
6

2
2
0

3
発

注
日

O
M

-
M

-
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
を

発
注

し
た

日
付

1
7

1
6
6

3
納

入
指

定
日

O
M

-
M

-
数

字
D

at
e

8
固

定
発

注
時

に
指

定
さ

れ
た

納
入

指
定

日

1
8

6
4

3
仕

入
区

分
M

M
M

M
M

数
字

C
o
d
e

2
固

定
1
6

仕
入

の
区

分
（
買

取
、

委
託

、
消

化
な

ど
を

区
分

）

＜
取

引
先

＞
G

1
9

6
2

3
仕

入
企

業
事

業
所

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

M
M

M
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

の
事

業
所

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

2
0

3
7
1

3
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
O

O
O

O
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋

枝
番

２
桁

、
枝

番
無

し
の

場
合

は
、

”
０

０
”

＜
物

流
関

連
指

示
＞

G

2
1

1
6
5

3
納

入
形

態
O

O
O

O
O

数
字

C
o
d
e

2
固

定
2
7

商
品

の
納

入
形

態
（
ダ

ン
ボ

ー
ル

、
ハ

ン
ガ

ー
、

オ
リ

コ
ン

な
ど

）
を

表
す

＜
税

＞
D

2
2

1
3
3

3
税

区
分

M
M

M
M

M
数

字
C

o
d
e

1
固

定
1
9

消
費

税
の

区
分

2
3

1
3
5

3
税

率
M

M
M

M
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
N

u
m

e
ri
c

3
可

変
消

費
税

率

関
連

項
目

タ
イ

プ
マ

イ
ナ

ス
値

の
可

能
性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

項
目

の
意

味
デ

ー
タ

型
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

4
）

必
須

=
M

　
、

任
意

＝
O

、
不

要
＝

　
-

集
約

版
G

T
IN

値
札

通
番

N
o
.

L
v
l.

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）
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発
注

あ
り

発
注

な
し

発
注

あ
り

発
注

な
し

＜
商

品
単

位
情

報
＞

D

24
19

4
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
M

M
M

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

25
21

6
4

発
注

伝
票

行
番

号
O

M
-

M
-

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
発

注
伝

票
の

行
番

号

26
69

4
仕

入
伝

票
行

番
号

O
-

M
-

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
仕

入
伝

票
の

行
番

号

27
96

4
出

荷
伝

票
行

番
号

M
M

M
M

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
仕

入
先

企
業

が
商

品
出

荷
時

に
発

行
す

る
出

荷
伝

票
の

行
番

号

28
22

7
4

百
貨

店
商

品
コ

ー
ド

M
M

M
M

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

29
39

3
4

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

O
O

O
O

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

30
87

4
取

引
条

件
コ

ー
ド

M
M

M
M

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
と

仕
入

先
企

業
間

の
取

引
条

件
（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

＜
商

品
＞

G

31
7

4
商

品
コ

ー
ド

（
G

T
IN

な
ど

）
O

M
M

-
-

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

b
e
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ

ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

32
88

4
取

引
先

型
番

O
O

O
O

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

先
企

業
が

設
定

す
る

商
品

を
ス

タ
イ

ル
単

位
に

識
別

す
る

コ
ー

ド

33
89

4
取

引
先

型
番

補
助

O
O

O
O

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
0

可
変

取
引

先
の

型
番

が
ユ

ニ
ー

ク
で

な
い

場
合

に
ユ

ニ
ー

ク
に

す
る

た
め

の
補

助
コ

ー
ド

34
12

7
4

商
品

名
称

O
O

O
O

O
文

字
T
e
xt

5
0

可
変

商
品

の
名

称

35
28

7
4

商
品

名
称

半
角

カ
ナ

O
O

O
O

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

2
5

可
変

商
品

の
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

＜
カ

ラ
ー

＞
G

36
23

4
メ

ー
カ

ー
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
O

O
O

O
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
カ

ラ
ー

コ
ー

ド

37
28

4
4

カ
ラ

ー
名

称
半

角
カ

ナ
O

O
O

O
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

38
13

4
カ

ラ
ー

名
称

O
O

O
O

O
文

字
T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

＜
サ

イ
ズ

＞
G

39
24

4
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
O

O
O

O
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
サ

イ
ズ

コ
ー

ド

40
28

5
4

サ
イ

ズ
名

称
半

角
カ

ナ
O

O
O

O
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

3
0

可
変

商
品

の
サ

イ
ズ

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

41
14

4
サ

イ
ズ

名
称

O
O

O
O

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

商
品

の
サ

イ
ズ

名
称

＜
売

価
＞

G

42
26

9
4

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
M

a
M

a
M

a
M

a
M

a
数

字
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

抜
）

43
12

8
4

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

a
M

a
M

a
M

a
M

a
数

字
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

込
）

＜
原

価
＞

G

44
44

4
原

単
価

税
抜

M
b

M
b

M
b

M
b

M
b

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
抜

の
原

単
価

45
43

4
原

単
価

税
込

M
b

M
b

M
b

M
b

M
b

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
込

の
原

単
価

＜
発

注
数

量
＞

G

46
20

7
4

発
注

数
量

O
M

-
M

-
数

字
（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
商

品
の

発
注

数
量

＜
出

荷
数

量
＞

G

47
94

4
出

荷
数

量
M

M
M

M
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
仕

入
先

企
業

が
出

荷
す

る
商

品
の

数
量

＜
欠

品
＞

G

48
33

4
欠

品
区

分
O

O
-

O
-

数
字

C
o
d
e

2
固

定
1
1

発
注

に
対

し
て

納
品

で
き

な
い

場
合

の
理

由
を

表
す

区
分

49
34

4
欠

品
数

量
O

M
-

M
-

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
発

注
に

対
し

て
納

品
で

き
な

い
商

品
の

数
量

項
目

の
意

味
集

約
版

G
T
IN

値
札

桁
数

(文
字

数
)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

　
、

任
意

＝
O

、
不

要
＝

　
-

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

4
）

通
番

N
o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）
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(5) 納品数量 

 
 

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

百
貨

店
企

業
の

名
称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
伝

票
単

位
情

報
＞

D

＜
取

引
内

容
＞

G

7
2
8
8

2
計

上
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

商
品

が
販

売
あ

る
い

は
仕

入
計

上
さ

れ
た

店
舗

の
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

8
3
8
0

2
管

理
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

 
返

送
・
納

品
数

量
・
搬

入
数

量
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
使

用
す

る
デ

ー
タ

を
く
く
る

取
引

単
位

の
番

号
。

下
位

レ
ベ

ル
を

ま
と

め
る

キ
ー

と
な

る
。

9
3
9
2

2
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
0

2
3
0

2
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

＜
納

品
＞

D

1
1

1
8
0

2
納

品
予

定
日

O
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
の

納
品

予
定

日

＜
商

品
明

細
情

報
＞

D

1
2

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

1
3

3
7
9

3
管

理
行

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
返

送
・
納

品
数

量
・
搬

入
数

量
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
使

用
す

る
デ

ー
タ

を
く
く
る

取
引

単
位

の
明

細
番

号
。

＜
商

品
＞

G

1
4

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

be
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

1
5

8
8

3
取

引
先

型
番

O
英

数
カ

ナ
T
e
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3
0

可
変

仕
入

先
企

業
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設
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す
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商
品
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タ
イ

ル
単
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コ
ー
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1
6

8
9

3
取

引
先

型
番
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O
英

数
カ

ナ
T
e
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1
0

可
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引

先
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型
番
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ー
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ユ
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ー
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す
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補

助
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ー
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1
7

1
2
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3
商
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T
e
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5
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可
変

商
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1
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2
8
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3
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角
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数

カ
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2
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角
カ
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＜
カ

ラ
ー

＞
G

1
9

2
3

3
メ
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ー
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ー
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O
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数

カ
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T
e
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1
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変

メ
ー
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2
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3
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2
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＜
サ

イ
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＞
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イ
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イ
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イ
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イ
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3
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イ
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3
0

可
変

商
品

の
サ

イ
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＜
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＞
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納
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7
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せ
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2
）
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(6) 検品受領（梱包） 
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ッ
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Ｎ
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固
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Ｎ
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＜
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引
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Ｎ
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仕
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Ｎ
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固

定
流

通
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通
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企
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可
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入
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入
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位
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＜
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接
納
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＞
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Ｎ
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数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定
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引
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商
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納
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搬

入
）
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場
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搬

入
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舗

直
納
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Ｇ
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Ｎ
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＜
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＞
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Ｎ
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1
3

固
定

商
品

が
最

終
的

に
納

入
さ

れ
る

場
所

（
店

舗
、

本
部

な
ど

）
を

表
す

コ
ー

ド
（
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど
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納
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場

合
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納
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＜
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引
内

容
＞
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n
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e
r

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
0

2
3
0

2
品

別
番

号
M

M
M

M
数

字
Id

e
n
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＜
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検
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an

ti
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5
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変
出
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し
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受
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総

梱
数

O
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数
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u
an
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5
可

変
受

領
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た
総

梱
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数

＜
取

引
先

＞
G
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5

6
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2
仕

入
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業
事
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所
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Ｌ

Ｎ
M
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M
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数
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固
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入
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Ｎ
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ド
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O
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字
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r

8
固

定
流
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ド
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引
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コ
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ド
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貨
店
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取
引
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番
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＋
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番
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場
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０
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＜
梱

包
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票
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位
情

報
＞
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1
7
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9

3
デ

ー
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番
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数
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Id
e
n
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e
r

8
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変
デ

ー
タ
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連

続
番

号
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レ
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細

単
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で
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番
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＜
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状
況

＞
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エ
ラ
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状

況
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数

字
C

o
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2
固

定
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予
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メ
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セ
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ジ
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ラ
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況
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。

1
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3
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S
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デ
ー
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無
O
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O
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数

字
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o
de

1
固

定
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入
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検
品
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の
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荷
予
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ッ
セ
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。

＜
取

引
内

容
＞

G

2
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1
2

3
S
C

M
デ

ー
タ
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無

O
O

O
O

数
字

C
o
de

1
固

定
5

納
品

予
定

の
梱

包
が

到
着

し
た

か
ど

う
か

を
表
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。

　
納

品
予

定
日

を
何

日
か

過
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て
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商
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到

着
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な
い

場
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＜
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引
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細
＞
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4
6

3
梱
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梱
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検
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＞

Ｄ

2
2

1
7
5

3
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＝
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梱
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＞
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n
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e
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＜
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＞
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e
n
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。
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n
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n
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n
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４
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。
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４
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Ｐ
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Ｃ
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４
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３
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取
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可
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ユ
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す
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＜
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＞
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-
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可
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が

指
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込
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-
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＜
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＞
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２
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込
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-
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２
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＜
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＞
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＞
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検
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(7) 検品受領（伝票） 
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＜
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Ｎ
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Ｎ
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＜
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Ｎ
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Ｎ
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＜
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＞
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Ｌ

Ｎ
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搬
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搬
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Ｇ
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Ｎ
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＜
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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＜
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＞
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e
n
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e
n
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＜
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検
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検
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＜
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Ｎ
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Ｎ
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n
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貨
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＋
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＜
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＜
取

引
内

容
＞
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e
n
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e
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。
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n
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仕
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＜
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＞
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e
n
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＜
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＞
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e
n
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e
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仕
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e
n
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n
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n
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e
n
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仕
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＞
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小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
抜

の
原

単
価

3
1

4
3

4
原

単
価

税
込

O
O

O
O

O
数

字
（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
込

の
原

単
価

＜
発

注
数

量
＞

G

3
2
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0
7

4
発

注
数

量
O
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-

数
字
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小

数
点

以
下

１
桁

有
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）
Q

u
an

ti
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変
商

品
の

発
注

数
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＜
出

荷
数
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＞

G

3
3

9
4

4
出

荷
数

量
O

O
O

O
O

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
仕

入
先

企
業

が
出

荷
す

る
商

品
の

数
量

＜
受

領
数

量
＞

G

3
4

1
7
3

4
納

品
実

検
品

数
量

M
M

M
M

M
数
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小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
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7
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変
納

品
検
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際

に
あ

っ
た
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1
7
4
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納

品
受

入
確

定
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数
点

以
下
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桁

有
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Q

u
an
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変
納
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で
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際

に
受

け
入

れ
た
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数
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意
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約
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T
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値
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桁
数
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字

数
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桁
数

固
定
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可

変

マ
イ

ナ
ス

値
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可
能

性
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ー

ド
リ

ス
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イ
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デ
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(8) 返品 
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ヘ

ッ
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＜
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＞
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1
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貨
店

企
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Ｇ
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Ｎ
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数
字
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n
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fi
e
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1
3

固
定

百
貨

店
企
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を
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Ｇ
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Ｎ
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ど
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利
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れ
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の
Ｃ
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業
コ
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3
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店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
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店
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＜
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固
定
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入

企
業
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Ｌ
Ｎ
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れ
ま

で
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さ

れ
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１
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桁
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Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
伝

票
単

位
情

報
＞

D

＜
取

引
内

容
＞

G

7
2
8
8

2
計

上
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

商
品

が
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売
あ

る
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入
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上
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れ
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Ｇ
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Ｎ
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品
伝

票
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e
n
ti
fi
e
r
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票
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票
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2
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売
場

所
コ

ー
ド
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字
Id

e
n
ti
fi
e
r
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可
変
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的
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売
場

を
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コ

ー
ド
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2
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番

号
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数
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Id
e
n
ti
fi
e
r
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0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
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コ

ー
ド

で
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元

方
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位

を
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2
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4
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返

品
日
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数

字
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8
固

定
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品
を
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し
た

日
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1
2

6
4

2
仕

入
区

分
M

数
字

C
o
de
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固

定
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6

仕
入
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分
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買
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区
分

）
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3
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3
6

2
返

品
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モ
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文
字

T
e
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6
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変
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に
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述

す
る

メ
モ

文

＜
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＞
D
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3
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数

字
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固
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3
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費
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＜
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＞
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Ｎ
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r
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Ｎ
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仕
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M
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e
r

8
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コ

ー
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引
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コ
ー

ド
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貨
店
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＋
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番
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桁
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番
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合
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０

０
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＜
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合

計
＞

G

1
8
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2
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伝

票
売

価
金

額
合

計
M
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字

A
m

o
u
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品

伝
票
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合

計
金

額
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9
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9

2
返

品
伝

票
原

価
金

額
合

計
M

数
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A
m

o
u
n
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0

可
変

返
品

伝
票

の
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価
合

計
金

額

2
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4
1

2
返
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伝

票
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費
税

金
額

合
計

M
数

字
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o
u
n
t
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0

可
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伝
票
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費
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計
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＜
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＞
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1

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
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下
位

レ
ベ

ル
の
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細

単
位

で
付

番
）

2
2

2
4
0

3
返

品
伝

票
行

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
返

品
伝

票
の

行
番

号

2
3

2
4
5

3
返

品
理

由
M

数
字

C
o
de

1
固

定
3
3

商
品
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返

品
し

た
理
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を

表
す

区
分

＜
取

引
内

容
＞

G

2
4

2
2
7

3
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

2
5

3
9
3

3
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

2
6

8
7

3
取

引
条

件
コ

ー
ド

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
と

仕
入

先
企

業
間

の
取

引
条

件
（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

2
7

4
0

3
原

価
率

O
数

字
（
小

数
点

以
下

５
桁

有
り

）
N

u
m

e
ri
c

8
可

変
商

品
売

価
に

対
す

る
原

価
率

を
示

す

2
8

2
0

3
プ

ロ
パ

ー
・
セ

ー
ル

区
分

O
数

字
C

o
de

1
固

定
7

商
品

が
プ

ロ
パ

ー
商

品
か

、
セ

ー
ル

商
品

か
、

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

商
品

か
を

表
す

区
分

＜
商

品
＞

G

2
9

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

be
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

3
0

8
8

3
取

引
先

型
番

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

先
企

業
が

設
定

す
る

商
品

を
ス

タ
イ

ル
単

位
に

識
別

す
る

コ
ー

ド

3
1

8
9

3
取

引
先

型
番

補
助

O
英

数
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ナ
T
e
xt

1
0

可
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先
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ー
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ユ
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す
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e
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e
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可
変

商
品

の
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

関
連

項
目

名
寄

せ
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の
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＜
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＞
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＜
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＞
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イ
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イ
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イ
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イ
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＜
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＞
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可
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が

指
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単
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込
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＜
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＞

G

4
2

4
4

3
原

単
価

税
抜

M
b

数
字

（
小

数
点

以
下

２
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込
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２
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の
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1.1.3 消化型メッセージ 

(1) 搬入提案 
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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名
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変
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＜
取

引
先
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4
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1
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入
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業
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数

字
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e
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ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て
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た

１
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桁
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Ｃ
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業
コ

ー
ド

を
含

む
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コ

ー
ド
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0
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仕
入

企
業

コ
ー

ド
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字
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e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録
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共

通
取

引
先

コ
ー

ド
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企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
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な

ど

6
6
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1
仕

入
企

業
名
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文
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e
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変

仕
入
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位
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＜
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＞
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ti
fi
e
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3

可
変

仕
入

先
企

業
が

発
行
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る

納
品

提
案
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番

号
。

百
貨

店
が

納
品

提
案

デ
ー
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よ

り
発

注
す

る
場

合
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発

注
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票
番

号
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な
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8
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発
注

集
約

管
理

番
号

O
数
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e
n
ti
fi
e
r
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可
変
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発
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操

作
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デ
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る
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番
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9
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出

荷
伝

票
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号
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数
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e
n
ti
fi
e
r
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可
変

仕
入

先
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品
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番
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売
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所
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e
n
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場
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e
n
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fi
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可
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貨

店
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売
場
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コ
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ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式
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入
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定
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仕
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を
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定
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貨
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商
品
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納

入
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る
希
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あ
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商
談
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定
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て
い

る
場

合
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納
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発
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メ
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場
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固
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す
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固
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追
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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仕
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＋
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０
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＜
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＞
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固
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催
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＜
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搬
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Ｎ
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ど
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Ｎ
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n
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n
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n
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r
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ド
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e
n
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＜
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。
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３
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コ
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０
＋
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Ａ
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コ

ー
ド
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４
桁
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。
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４
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Ｐ
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Ｃ
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４
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３
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取
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可
変

取
引

先
の

型
番

が
ユ

ニ
ー

ク
で

な
い

場
合

に
ユ
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す
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＜
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＞
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指
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単
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込
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＜
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＞
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仕
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の
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(2) 搬入依頼 
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Ｎ
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Ｎ
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＜
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Ｎ
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仕
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＜
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＜
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＞
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e
n
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r

1
3
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発
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伝
票

番
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納

品
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デ
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発

注
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る
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合
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品
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。
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発
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n
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先
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品
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時
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番
号
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販

売
場

所
コ
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数

字
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e
n
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e
r
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可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ
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ド
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0

2
品

別
番

号
M

数
字
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e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本
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位

を
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1
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6
4
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入
区

分
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数
字
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o
de
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固

定
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仕
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仕
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固
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固
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追
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述
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＜
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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仕
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＋
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０
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＜
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＞
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固
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催
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＜
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＞
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デ
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＜
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＞
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固
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を
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固
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を
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搬
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搬
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Ｇ
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Ｎ
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搬
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搬
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Ｎ
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Ｎ
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＜
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＞
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n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

発
注

担
当

者
の

内
線

電
話

番
号

3
8

2
5
3

2
発

注
承

認
者

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

百
貨

店
で

発
注

を
承

認
し

た
社

員
を

表
す

コ
ー

ド

＜
税

＞
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＜
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＞

D

4
1

3
7

2
検

品
条

件
O

数
字

C
o
de

2
固

定
1
2

商
品

納
品

時
に

検
品

す
る

条
件

を
表

す
区

分

＜
取

引
合

計
＞

G

4
2

2
1
7

2
発

注
伝

票
売

価
金

額
合

計
M

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

発
注

伝
票

の
売

価
金

額
合

計

4
3

2
1
4

2
発

注
伝

票
原

価
金

額
合

計
M

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

発
注

伝
票

の
原

価
金

額
合

計

4
4

2
1
5

2
発

注
伝

票
原

価
消

費
税

金
額

合
計

M
数

字
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

発
注

伝
票

の
原

価
消

費
税

金
額

合
計

4
5

2
1
8

2
発

注
伝

票
発

注
数

量
合

計
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
発

注
伝

票
の

数
量

合
計

（
バ

ラ
数

）

＜
商

品
明

細
情

報
＞

D

4
6

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

4
7

2
1
6

3
発

注
伝

票
行

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
発

注
伝

票
の

行
番

号

4
8

9
6

3
出

荷
伝

票
行

番
号

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
仕

入
先

企
業

が
商

品
出

荷
時

に
発

行
す

る
出

荷
伝

票
の

行
番

号

4
9

2
2
7

3
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

5
0

3
9
3

3
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

5
1

8
7

3
取

引
条

件
コ

ー
ド

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
と

仕
入

先
企

業
間

の
取

引
条

件
（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

＜
商

品
＞

G

5
2

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

be
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

5
3

8
8

3
取

引
先

型
番

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

先
企

業
が

設
定

す
る

商
品

を
ス

タ
イ

ル
単

位
に

識
別

す
る

コ
ー

ド

5
4

8
9

3
取

引
先

型
番

補
助

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
0

可
変

取
引

先
の

型
番

が
ユ

ニ
ー

ク
で

な
い

場
合

に
ユ

ニ
ー

ク
に

す
る

た
め

の
補

助
コ

ー
ド

5
5

1
2
7

3
商

品
名

称
O

文
字

T
e
xt

5
0

可
変

商
品

の
名

称

5
6

2
8
7

3
商

品
名

称
半

角
カ

ナ
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

2
5

可
変

商
品

の
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

＜
カ

ラ
ー

＞
G

5
7

3
1

3
標

準
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

C
o
de

2
固

定
1
0

日
本

流
行

色
協

会
（
J
A

F
C

A
)の

基
本

色
「
J
C

C
4
0
]に

準
拠

し
た

標
準

コ
ー

ド

5
8

2
3

3
メ

ー
カ

ー
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
カ

ラ
ー

コ
ー

ド

5
9

2
8
4

3
カ

ラ
ー

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

6
0

1
3

3
カ

ラ
ー

名
称

O
文

字
T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

項
目

の
意

味
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

通
番

N
o
.

L
v
l.

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）
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＜
サ

イ
ズ

＞
G

6
1

3
2

3
共

通
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

C
o
de

9
可

変
9

J
IS

規
格

N
o
.下

2
桁

の
細

分
類

コ
ー

ド
＋

J
IS

「
既

成
衣

料
の

サ
イ

ズ
規

格
及

び
表

示
に

関
す

る
通

則
に

よ
る

6
2

2
4

3
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
サ

イ
ズ

コ
ー

ド

6
3

2
8
5

3
サ

イ
ズ

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

商
品

の
サ

イ
ズ

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

6
4

1
4

3
サ

イ
ズ

名
称

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

商
品

の
サ

イ
ズ

名
称

＜
値

札
＞

D

6
5

1
4
7

3
値

札
種

別
O

英
数

C
o
de

5
固

定
2
3

値
札

の
種

別
を

表
す

＜
売

価
＞

G

6
6

2
6
9

3
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

M
a

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

抜
）

6
7

1
2
8

3
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
a

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

込
）

＜
原

価
＞

G

6
8

4
4

3
原

単
価

税
抜

M
b

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
抜

の
原

単
価

6
9

4
3

3
原

単
価

税
込

M
b

数
字

（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
n
t

1
0

可
変

税
込

の
原

単
価

＜
発

注
数

量
＞

G

7
0

2
0
7

3
発

注
数

量
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
商

品
の

発
注

数
量

7
1

2
0
8

3
発

注
単

位
数

M
数

字
Q

u
an

ti
ty

6
可

変
商

品
の

発
注

単
位

数

7
2

2
0
9

3
発

注
単

位
入

数
M

数
字

Q
u
an

ti
ty

4
可

変
商

品
の

発
注

単
位

あ
た

り
の

入
数

＜
検

品
＞

D

7
3

3
9
6

3
ス

キ
ャ

ン
指

定
区

分
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
可

変
出

荷
検

品
時

に
、

全
品

ス
キ

ャ
ン

か
、

数
量

入
力

を
認

め
る

か
を

指
定

。

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

項
目

の
意

味
関

連
項

目
タ

イ
プ

デ
ー

タ
型

桁
数

(文
字

数
)

通
番

N
o
.

L
v
l.

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-



 

 

 

 145

(3) 搬入予定（梱包） 

 
 

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

百
貨

店
企

業
の

名
称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
出

荷
単

位
情

報
＞

D

＜
出

荷
＞

D

7
9
8

2
出

荷
予

定
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
仕

入
先

企
業

が
出

荷
す

る
商

品
の

出
荷

予
定

日

＜
直

接
納

品
先

＞
G

8
3
5

2
直

接
納

品
先

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

取
引

先
が

商
品

を
納

品
（
搬

入
）
す

る
場

所
（
検

品
場

所
・搬

入
場

所
）
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

店
舗

直
納

の
場

合
は

店
舗

の
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

に
な

る
。

＜
最

終
納

品
先

＞
G

9
1
6
7

2
納

入
先

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

商
品

が
最

終
的

に
納

入
さ

れ
る

場
所

（店
舗

、
本

部
な

ど
）
を

表
す

コ
ー

ド
（
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

）、
直

納
の

場
合

は
直

接
納

品
先

と
同

一

＜
取

引
内

容
＞

G

1
0

3
9
2

2
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
1

2
3
0

2
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

＜
納

品
＞

D

1
2

1
8
0

2
納

品
予

定
日

O
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
の

納
品

予
定

日

＜
出

荷
梱

包
内

容
＞

G

1
3

3
9
4

2
検

品
番

号
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

可
変

出
荷

作
業

単
位

を
表

す
括

り
の

番
号

1
4

4
9

2
個

口
数

M
数

字
Q

u
an

ti
ty

5
可

変
出

荷
し

た
梱

包
の

数

＜
A

S
N

状
況

＞
D

1
5

3
2

A
S
N

区
分

O
英

数
C

o
de

1
固

定
3

代
行

業
者

で
Ａ

Ｓ
Ｎ

（
入

荷
予

定
メ

ッ
セ

ー
ジ

）を
作

成
す

る
種

別
を

表
す

。

＜
梱

包
/伝

票
単

位
情

報
＞

D

＜
取

引
内

容
＞

G

1
6

4
6

3
梱

包
N

o
.

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

3
6

可
変

梱
包

を
識

別
す

る
ユ

ニ
ー

ク
な

番
号

、
百

貨
店

取
引

で
は

固
定

2
0
桁

で
使

用
す

る
。

1
7

6
4

3
仕

入
区

分
M

数
字

C
o
de

2
固

定
1
6

仕
入

の
区

分
（
買

取
、

委
託

、
消

化
な

ど
を

区
分

）

＜
取

引
先

＞
G

1
8

6
2

3
仕

入
企

業
事

業
所

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

仕
入

企
業

の
事

業
所

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

1
9

3
7
1

3
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋

枝
番

２
桁

、
枝

番
無

し
の

場
合

は
、

”
０

０
”

＜
個

口
＞

D

2
0

4
5

3
個

口
内

連
番

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

5
可

変
納

品
時

の
個

口
数

の
連

番

＜
出

荷
梱

包
内

容
＞

G

2
1

4
7

3
梱

包
コ

ー
ド

M
英

数
カ

ナ
C

o
de

2
固

定
1
5

梱
包

№
の

コ
ー

ド
体

系
を

表
す

2
2

2
5
4

3
梱

包
内

数
量

M
数

字
（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
１

梱
包

内
に

入
っ

て
い

る
商

品
の

数
量

＜
物

流
関

連
指

示
＞

G

2
3

1
6
5

3
納

入
形

態
O

数
字

C
o
de

2
固

定
2
7

商
品

の
納

入
形

態
（
ダ

ン
ボ

ー
ル

、
ハ

ン
ガ

ー
、

オ
リ

コ
ン

な
ど

）
を

表
す

＜
税

＞
D

2
4

1
3
3

3
税

区
分

M
数

字
C

o
de

1
固

定
1
9

消
費

税
の

区
分

2
5

1
3
5

3
税

率
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
N

u
m

er
ic

3
可

変
消

費
税

率

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

4
）

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

項
目

の
意

味
関

連
項

目
タ

イ
プ

デ
ー

タ
型

桁
数

(文
字

数
)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
通

番
N

o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）
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＜
商

品
単

位
情

報
＞

D

2
6

1
9

4
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

2
7

2
1
9

4
発

注
伝

票
番

号
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

可
変

発
注

伝
票

番
号

。
納

品
提

案
デ

ー
タ

に
よ

り
発

注
す

る
場

合
は

、
納

品
提

案
番

号
を

発
注

伝
票

番
号

と
す

る
。

2
8

2
1
6

4
発

注
伝

票
行

番
号

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

3
可

変
発

注
伝

票
の

行
番

号

2
9

9
7

4
出

荷
伝

票
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

可
変

仕
入

先
企

業
が

商
品

出
荷

時
に

発
行

す
る

出
荷

伝
票

番
号

3
0

9
6

4
出

荷
伝

票
行

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

3
可

変
仕

入
先

企
業

が
商

品
出

荷
時

に
発

行
す

る
出

荷
伝

票
の

行
番

号

3
1

2
2
7

4
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

2
0

可
変

百
貨
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(4) 搬入予定（伝票） 
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(5) 搬入数量 
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(6) 搬入確認（梱包） 
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O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
0

2
3
0

2
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

＜
納

品
＞

D

1
1

1
7
1

2
納

品
検

品
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
納

品
し

た
商

品
が

検
品

さ
れ

た
日

付

＜
梱

包
＞

D

1
2

3
9
4

2
検

品
番

号
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

出
荷

作
業

単
位

を
表

す
括

り
の

番
号

1
3

4
9

2
個

口
数

O
数

字
Q

u
an

ti
ty

5
可

変
出

荷
し

た
梱

包
の

数

1
4

9
3

2
受

領
総

梱
数

M
数

字
Q

u
an

ti
ty

5
可

変
受

領
し

た
総

梱
包

数

＜
梱

包
/
伝

票
単

位
情

報
＞

D

1
5

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
A

S
N

状
況

＞
D

1
6

1
3

A
S
N

エ
ラ

ー
状

況
M

数
字

C
o
de

2
固

定
1

入
荷

検
品

結
果

で
の

入
荷

予
定

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

エ
ラ

ー
状

況
を

示
す

。

1
7

2
3

A
S
N

デ
ー

タ
有

無
M

数
字

C
o
de

1
固

定
2

入
荷

検
品

時
で

の
入

荷
予

定
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
有

無
を

示
す

。

＜
取

引
内

容
＞

G

1
8

1
2

3
S
C

M
デ

ー
タ

有
無

O
数

字
C

o
de

1
固

定
5

納
品

予
定

の
梱

包
が

到
着

し
た

か
ど

う
か

を
表

す
。

　
納

品
予

定
日

を
何

日
か

過
ぎ

て
も

商
品

が
到

着
し

な
い

場
合

、
未

着
と

み
な

す
。

＜
取

引
明

細
＞

G

1
9

4
6

3
梱

包
N

o
.

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
6

可
変

梱
包

を
識

別
す

る
ユ

ニ
ー

ク
な

番
号

、
百

貨
店

取
引

で
は

固
定

2
0
桁

で
使

用
す

る
。

＜
検

品
＞

Ｄ

2
0

1
7
5

3
納

品
受

入
判

定
区

分
O

数
字

C
o
de

2
固

定
2
8

納
品

し
た

商
品

を
検

品
し

た
結

果
の

判
定

区
分

項
目

の
意

味
デ

ー
タ

型
桁

数
(文

字
数

)
通

番
N

o
.

L
v
l.

コ
ー

ド
リ

ス
ト

関
連

項
目

タ
イ

プ
桁

数
固

定
/

可
変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）
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(7) 搬入確認（伝票） 

 
 

G
T

IN

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

百
貨

店
企

業
の

名
称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
出

荷
単

位
情

報
＞

D

＜
直

接
納

品
先

＞
G

7
3
5

2
直

接
納

品
先

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

取
引

先
が

商
品

を
納

品
（
搬

入
）
す

る
場

所
（
検

品
場

所
・搬

入
場

所
）
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

店
舗

直
納

の
場

合
は

店
舗

の
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

に
な

る
。

＜
最

終
納

品
先

＞
G

8
1
6
7

2
納

入
先

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

固
定

商
品

が
最

終
的

に
納

入
さ

れ
る

場
所

（店
舗

、
本

部
な

ど
）
を

表
す

コ
ー

ド
（
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

）、
直

納
の

場
合

は
直

接
納

品
先

と
同

一

＜
取

引
内

容
＞

G

9
3
9
2

2
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
0

2
3
0

2
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

＜
納

品
＞

D

1
1

1
7
1

2
納

品
検

品
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
納

品
し

た
商

品
が

検
品

さ
れ

た
日

付

＜
伝

票
単

位
情

報
＞

D

＜
取

引
内

容
＞

G

1
2

2
1
9

3
発

注
伝

票
番

号
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

可
変

発
注

伝
票

番
号

。
納

品
提

案
デ

ー
タ

に
よ

り
発

注
す

る
場

合
は

、
納

品
提

案
番

号
を

発
注

伝
票

番
号

と
す

る
。

1
3

9
7

3
出

荷
伝

票
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
3

可
変

仕
入

先
企

業
が

商
品

出
荷

時
に

発
行

す
る

出
荷

伝
票

番
号

＜
商

品
単

位
情

報
＞

D

1
4

1
9

4
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

1
5

2
1
6

4
発

注
伝

票
行

番
号

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

3
可

変
発

注
伝

票
の

行
番

号

1
6

9
6

4
出

荷
伝

票
行

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

3
可

変
仕

入
先

企
業

が
商

品
出

荷
時

に
発

行
す

る
出

荷
伝

票
の

行
番

号

1
7

2
2
7

4
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

1
8

3
9
3

4
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

1
9

8
7

4
取

引
条

件
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
er

1
0

可
変

百
貨

店
と

仕
入

先
企

業
間

の
取

引
条

件
（原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

2
0

6
4

4
仕

入
区

分
Ｏ

数
字

C
o
de

2
固

定
1
6

仕
入

の
区

分
（
買

取
、

委
託

、
消

化
な

ど
を

区
分

）

＜
商

品
＞

G

2
1

7
4

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
er

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

um
be

rの
略

。
　

商
品

を
識

別
す

る
国

際
標

準
コ

ー
ド

、
当

面
は

、
１

３
桁

J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

2
2

8
8

4
取

引
先

型
番

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

先
企

業
が

設
定

す
る

商
品

を
ス

タ
イ

ル
単

位
に

識
別

す
る

コ
ー

ド

2
3

8
9

4
取

引
先

型
番

補
助

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
0

可
変

取
引

先
の

型
番

が
ユ

ニ
ー

ク
で

な
い

場
合

に
ユ

ニ
ー

ク
に

す
る

た
め

の
補

助
コ

ー
ド

2
4

1
2
7

4
商

品
名

称
O

文
字

T
e
xt

5
0

可
変

商
品

の
名

称

2
5

2
8
7

4
商

品
名

称
半

角
カ

ナ
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

2
5

可
変

商
品

の
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

＜
売

価
＞

G

2
6

2
6
9

4
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

O
数

字
A

m
o
u
nt

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（税

抜
）

2
7

1
2
8

4
小

売
指

示
売

単
価

税
込

O
数

字
A

m
o
u
nt

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（税

込
）

＜
原

価
＞

G

2
8

4
4

4
原

単
価

税
抜

O
数

字
（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
nt

1
0

可
変

税
抜

の
原

単
価

2
9

4
3

4
原

単
価

税
込

O
数

字
（
小

数
点

以
下

２
桁

有
り

）
A

m
o
u
nt

1
0

可
変

税
込

の
原

単
価

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

コ
ー

ド
リ

ス
ト

項
目

の
意

味
関

連
項

目
タ

イ
プ

デ
ー

タ
型

桁
数

(文
字

数
)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
通

番
N

o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

4
）
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G
T

IN

＜
出

荷
数

量
＞

G

3
0

9
4

4
出

荷
数

量
O

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
仕

入
先

企
業

が
出

荷
す

る
商

品
の

数
量

＜
受

領
数

量
＞

G

3
1

1
7
3

4
納

品
実

検
品

数
量

O
数

字
（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
納

品
検

品
で

実
際

に
あ

っ
た

数
量

3
2

1
7
4

4
納

品
受

入
確

定
数

量
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
納

品
で

実
際

に
受

け
入

れ
た

確
定

数
量項

目
の

意
味

桁
数

(文
字

数
)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

4
）

通
番

N
o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）
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(8) 返送 

 
 

 

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

百
貨

店
企

業
の

名
称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
伝

票
単

位
情

報
＞

D

＜
取

引
内

容
＞

G

7
2
8
8

2
計

上
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

商
品

が
販

売
あ

る
い

は
仕

入
計

上
さ

れ
た

店
舗

の
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

8
3
8
0

2
管

理
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

可
変

 
返

送
・
納

品
数

量
・
搬

入
数

量
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
使

用
す

る
デ

ー
タ

を
く
く
る

取
引

単
位

の
番

号
。

下
位

レ
ベ

ル
を

ま
と

め
る

キ
ー

と
な

る
。

9
3
9
2

2
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
0

2
3
0

2
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

1
1

2
3
5

2
返

送
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
を

返
送

し
た

日

1
2

3
6
0

2
返

送
理

由
O

数
字

C
o
de

1
固

定
3
6

商
品

の
返

送
理

由
を

表
す

コ
ー

ド

＜
商

品
明

細
情

報
＞

D

1
3

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

1
4

3
7
9

3
管

理
行

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

3
可

変
返

送
・
納

品
数

量
・
搬

入
数

量
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
使

用
す

る
デ

ー
タ

を
く
く
る

取
引

単
位

の
明

細
番

号
。

1
5

2
2
7

3
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

1
6

3
9
3

3
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

＜
商

品
＞

G

1
7

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo
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l 
T
ra

de
 I
te

m
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u
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略
。

　
商

品
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識
別

す
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国
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標
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コ
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ド
、

当
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は
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１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド
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０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁
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記
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。

　
　

８
桁

J
A
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頭
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ゼ
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6
桁
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え
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１
４

桁
標
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U
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ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ
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ｄ
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Ｃ
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ゼ
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１
４

桁
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売
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１
３
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J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ
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1
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取
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取
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可
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ユ
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す
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＜
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＞
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＞
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1.1.4 共通利用メッセージ 

(1) 仕入計上 
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＜
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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＜
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Ｎ
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＜
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＞
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Ｎ
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Ｎ
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Ｎ
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品
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売
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る
い

は
仕

入
計

上
さ

れ
た

店
舗

の
Ｇ
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Ｎ
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2
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字
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可
変

商
品

が
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れ
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＜
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＞
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1
1
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2
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Ｎ
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r
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ド
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8
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ド
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通
取

引
先

コ
ー

ド
（
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貨
店
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の
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引

で
使
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す
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座
番

号
）
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番
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桁

、
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番
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合
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０
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＜
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票
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位
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＜
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引
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G

1
3

8
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3
仕

入
取

引
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de

1
固

定
3
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仕
入

取
引

の
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分
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入
（
買

取
の

場
合

は
商

品
の

納
品

を
伴

う
、

消
化

の
場

合
は

商
品

 
の

販
売

に
伴

う
）
、

２
：
返

品
（
買

取
商

品
で

は
商

品
の

移
動

を
伴

う
、

消
化

商
品

で
は

商
品

の
消

費
者

か
ら

の
返

 
品

に
伴

う
）
、

 
３

：
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
時

の
商

品
の

移
動

を
伴

わ
な

い
仕

入
、  

４
：
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
時

の
商

品
の

移
動

を
伴

わ
な

い
返

品
 

５
：
プ

ラ
ス

調
整

額
（
対

取
引

先
に

支
払

が
発

生
）

６
：
マ

イ
ナ

ス
調

整
額

（
対

取
引

先
に

請
求

が
発

生
）
、

　
訂
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デ
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す
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入
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固
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仕
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梱

包
単

位
で

仕
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梱
包

番
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1
6
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伝
票

番
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（
仕

入
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返

品
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数
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n
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e
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返
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納
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な
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番
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。
（
返
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に
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す

る
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票
番

号
、

納
品

に
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す
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票

番
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）

1
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2
発

注
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票
番
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O

数
字
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e
n
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fi
e
r

1
3

可
変

発
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票

番
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品
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デ
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タ

に
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り
発
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す

る
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品
提

案
番

号
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票

番
号

と
す
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。

1
8

39
2

3
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数
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e
n
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e
r
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変
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売
場
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す
コ
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ド
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番

号
M

数
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e
n
ti
fi
e
r
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可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と
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還
元

方
式
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利

益
計
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単
位

を
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す
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3
買

掛
計
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M
数

字
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at
e

8
固

定
買

掛
に

計
上

し
た

日
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1

23
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3
返

品
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モ
O

文
字

T
e
xt

6
0

可
変

返
品

デ
ー

タ
に

記
述

す
る

メ
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文

＜
税

＞
D

2
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3
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税
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M
数

字
C

o
de

1
固

定
1
9

消
費
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の
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分

2
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税

率
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数
字
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桁

有
り

）
N

u
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e
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3
可

変
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費
税

率

＜
取

引
合

計
＞

G

2
4

32
6

3
仕

入
返

品
伝

票
売

価
金

額
合

計
M

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

仕
入

ま
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は
返

品
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票
の

売
価

金
額

合
計

2
5

32
4

3
仕

入
返

品
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票
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金

額
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計
M

数
字

A
m

o
u
n
t

1
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可
変

仕
入

ま
た

は
返

品
伝

票
の
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金
額

合
計

2
6

32
5

3
仕

入
返

品
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票
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Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
en

ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

の
事

業
所

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ
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ど

2
1

3
7
1

2
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
M

数
字

Id
en

ti
fi
e
r

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋

枝
番

２
桁

、
枝

番
無

し
の

場
合

は
、

”
０

０
”

＜
計

上
部

署
情

報
＞

D

＜
支

払
＞

Ｄ

2
2

2
8
8

3
計

上
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

en
ti
fi
e
r

1
3

固
定

商
品

が
販

売
あ

る
い

は
仕

入
計

上
さ

れ
た

店
舗

の
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

2
3

2
8
9

3
計

上
店

舗
名

M
文

字
T
ex

t
3
0

可
変

商
品

が
販

売
あ

る
い

は
仕

入
計

上
さ

れ
た

店
舗

名

＜
買

掛
情

報
＞

D

2
4

3
0
8

3
仕

入
高

店
舗

合
計

O
数

字
A

m
ou

n
t

1
1

可
変

有
買

掛
支

払
対

象
期

間
内

の
仕

入
伝

票
金

額
の

店
舗

合
計

（
訂

正
デ

ー
タ

の
金

額
が

通
常

デ
ー

タ
の

金
額

よ
り

も
大

き
い

場
合

に
、

マ
イ

ナ
ス

と
な

る
）

2
5

3
0
9

3
返

品
高

店
舗

合
計

O
数

字
A

m
ou

n
t

1
1

可
変

有
買

掛
支

払
対

象
期

間
内

の
返

品
伝

票
金

額
の

店
舗

合
計

（
訂

正
デ

ー
タ

の
金

額
が

通
常

デ
ー

タ
の

金
額

よ
り

も
大

き
い

場
合

に
、

マ
イ

ナ
ス

と
な

る
）

2
6

3
1
0

3
そ

の
他

店
舗

合
計

O
数

字
A

m
ou

n
t

1
1

可
変

有
買

掛
支

払
対

象
期

間
内

の
仕

入
・
返

品
伝

票
以

外
の

金
額

の
店

舗
合

計
（合

計
金

額
が

マ
イ

ナ
ス

の
場

合
が

あ
り

う
る

）

N
o
.

L
v
l.

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）

関
連

項
目

コ
ー

ド
リ

ス
ト

項
目

の
意

味
デ

ー
タ

型
桁

数
(文

字
数

)
通

番
桁

数
固

定
/

可
変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

３
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

４
）

名
寄

せ
項
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名

（
レ

ベ
ル

2
）

必
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=
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任
意

＝
O

不
要

＝
-

タ
イ
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＜
取

引
＞

G

2
7

1
9

4
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

en
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

2
8

8
6

4
仕

入
取

引
区

分
M

数
字

C
o
de

1
固

定
3
9

仕
入

取
引

の
区

分
　

１
：
仕

入
（
買

取
の

場
合

は
商

品
の

納
品

を
伴

う
、

消
化

の
場

合
は

商
品

 
の

販
売

に
伴

う
）
、

２
：
返

品
（
買

取
商

品
で

は
商

品
の

移
動

を
伴

う
、

消
化

商
品

で
は

商
品

の
消

費
者

か
ら

の
返

 
品

に
伴

う
）、

 
３

：
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
時

の
商

品
の

移
動

を
伴

わ
な

い
仕

入
、  

４
：
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
時

の
商

品
の

移
動

を
伴

わ
な

い
返

品
 

５
：
プ

ラ
ス

調
整

額
（
対

取
引

先
に

支
払

が
発

生
）

６
：
マ

イ
ナ

ス
調

整
額

（
対

取
引

先
に

請
求

が
発

生
）
、

　
訂

正
デ

ー
タ

は
そ

れ
ぞ

れ
の

逆
取

引
区

分
と

す
る

。

2
9

4
0
1

4
支

払
案

内
形

態
区

分
O

数
字

C
o
de

2
固

定
4
2

支
払

内
容

の
取

引
形

態
を

識
別

す
る

コ
ー

ド

3
0

1
8
7

4
買

掛
計

上
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
買

掛
に

計
上

し
た

日
付

3
1

3
0
2

4
伝

票
番

号
（
仕

入
・
返

品
）

O
数

字
Id

en
ti
fi
e
r

2
0

可
変

小
売

側
が

卸
・メ

ー
カ

ー
に

行
う

仕
入

、
返

品
の

単
位
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（梱

包
単

位
で

仕
入
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品

計
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す
る

場
合

は
梱

包
番

号
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セ
ッ
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）

3
2

2
3
0

4
品

別
番

号
O

数
字

Id
en

ti
fi
e
r

1
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可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド
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あ
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還
元

方
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の
利
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計
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位
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3
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2
2
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4
百

貨
店

商
品

コ
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ド
O

数
字
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en

ti
fi
e
r
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百
貨

店
設

定
の

商
品
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コ

ー
ド
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4

3
9
3

4
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
en

ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
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商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
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ど
に

利
用

。

3
5

8
7

4
取

引
条

件
コ

ー
ド

O
数

字
Id

en
ti
fi
e
r

1
0

可
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百
貨

店
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仕
入

先
企

業
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店
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可
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仕
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3
8
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4
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O
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字
T
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t
2
0

可
変

仕
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以

外
に

発
生

し
た

場
合
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そ

の
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訳
を

表
す

コ
ー

ド
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称

3
9

7
8

4
支

払
案

内
摘
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1
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文

字
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ex
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可
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デ
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タ
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さ
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＜
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＞
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n
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(3) POS売上（レシート単位） 

 
 

メ
ッ

セ
ー

ジ
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通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
百

貨
店

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

30
可

変
百

貨
店

企
業

の
名

称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
仕

入
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（企

業
を

表
す
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表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

30
可

変
仕

入
企

業
の

名
称

＜
計

上
部

署
情

報
＞
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＜
計

上
部

署
＞

G

7
2
8
8

2
計

上
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
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e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
商

品
が

販
売

あ
る

い
は

仕
入

計
上

さ
れ

た
店

舗
の

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど

8
2
8
9

2
計

上
店

舗
名

O
文

字
T
e
xt

30
可

変
商

品
が

販
売

あ
る

い
は

仕
入

計
上

さ
れ

た
店

舗
名

9
3
6
3

2
解

約
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
売

上
を

解
約

し
た

店
舗

の
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

1
0

3
6
4

2
解

約
店

舗
名

O
文

字
T
e
xt

30
可

変
売

上
を

解
約

し
た

店
舗

名
称

＜
取

引
先

＞
G

1
1

6
2

2
仕

入
企

業
事

業
所

Ｇ
Ｌ

Ｎ
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
仕

入
企

業
の

事
業

所
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど

1
2

3
7
1

2
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋

枝
番

２
桁

、
枝

番
無

し
の

場
合

は
、

”
０

０
”

＜
取

引
＞

G

1
3

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

1
4

3
7
7

3
売

上
取

引
区

分
M

数
字

C
o
de

1
固

定
4
1

売
上

デ
ー

タ
に

お
け

る
、

売
上

ま
た

は
売

上
戻

り
を

表
す

区
分

で
訂

正
デ

ー
タ

は
逆

取
引

区
分

と
す

る
。

（
売

上
の

訂
正

は
売

上
戻

り
。

売
上

戻
り

の
訂

正
は

売
上

）

1
5

3
1
3

3
発

生
計

上
区

分
M

数
字

C
o
de

1
固

定
4
0

売
上

デ
ー

タ
が

発
生

ま
た

は
計

上
ベ

ー
ス

で
あ

る
こ

と
を

識
別

す
る

区
分

（
１

：
未

決
、

２
：
発

生
時

計
上

、
３

：
未

決
分

事
後

計
上

）

1
6

1
9
8

3
売

上
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
を

販
売

し
た

日
付

1
7

2
2
1

3
販

売
時

刻
M

数
字

T
im

e
4

固
定

販
売

し
た

時
刻

1
8

1
1

3
P

O
S
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
Ｐ

Ｏ
Ｓ

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

番
号

1
9

9
3

P
O

S
レ

シ
ー

ト
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

15
可

変
Ｐ

Ｏ
Ｓ

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

発
行

し
た

レ
シ

ー
ト

の
連

続
番

号
。

2
0

3
9
2

3
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

10
可

変
物

理
的

な
売

場
を

表
す

コ
ー

ド

2
1

2
3
0

3
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

10
可

変
百

貨
店

の
売

場
を

示
す

コ
ー

ド
で

あ
る

と
共

に
売

価
還

元
方

式
の

利
益

計
算

の
基

本
単

位
を

示
す

2
2

2
2
7

3
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

20
可

変
百

貨
店

設
定

の
商

品
分

類
を

表
す

コ
ー

ド

2
3

3
9
3

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

O
数

字
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e
n
ti
fi
e
r
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可

変
百

貨
店

設
定
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品
コ

ー
ド
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補

助
す

る
コ

ー
ド

。
細

分
化

な
ど

に
利

用
。

2
4

8
7

3
取

引
条

件
コ

ー
ド

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

10
可

変
百

貨
店

と
仕

入
先

企
業

間
の

取
引

条
件

（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

2
5

1
9
3

3
売

上
数

量
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
有

販
売

数
量

（
集

計
単

位
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

場
合

は
、

集
計

結
果

で
マ

イ
ナ

ス
が

発
生

す
る

可
能

性
あ

り
）

2
6

8
4

3
実

売
単

価
税

抜
M

a
数

字
A

m
o
u
n
t

10
可

変
商

品
販

売
時

の
実

売
価

格
（
税

抜
）

2
7

2
9
1

3
実

売
単

価
税

込
M

a
数

字
A

m
o
u
n
t

10
可

変
商

品
販

売
時

の
実

売
価

格
（
税

込
）

2
8

3
8
7

3
実

売
金

額
税

抜
O

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
１

レ
シ

ー
ト

行
の

売
上

金
額

（税
抜

）
、

売
上

数
量

＊
実

売
単

価
（
税

抜
）
の

値

2
9

3
8
8

3
実

売
金

額
税

込
O

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
１

レ
シ

ー
ト

行
の

売
上

金
額

（税
込

）
、

売
上

数
量

＊
実

売
単

価
（
税

込
）
の

値

3
0

1
4
2

3
値

引
額

M
数

字
A

m
o
u
n
t

11
可

変
有

買
取

商
品

販
売

時
に

仕
入

原
価

に
影

響
の

あ
る

値
引

額
（
集

計
単

位
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

場
合

は
、

集
計

結
果

で
マ

イ
ナ

ス
が

発
生

す
る

可
能

性
あ

り
）

3
1

2
9

3
割

引
額

M
数

字
A

m
o
u
n
t

11
可

変
商

品
販

売
時

に
原

価
に

影
響

し
な

い
割

引
額

3
2

6
4

3
仕

入
区

分
M

数
字

C
o
de

2
固

定
1
6

仕
入

の
区

分
（
買

取
、

委
託

、
消

化
な

ど
を

区
分

）

3
3

2
0

3
プ

ロ
パ

ー
・セ

ー
ル

区
分

M
数

字
C

o
de

1
固

定
7

商
品

が
プ

ロ
パ

ー
商

品
か

、
セ

ー
ル

商
品

か
、

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

商
品

か
を

表
す

区
分

3
4

8
5

3
社

販
区

分
M

数
字

C
o
de

1
固

定
3
7

社
員

販
売

デ
ー

タ
か

ど
う

か
を

表
す

区
分

3
5

2
9
0

3
外

商
販

売
区

分
M

数
字

C
o
de

1
固

定
3
8

外
商

販
売

か
売

場
販

売
か

を
表

す
コ

ー
ド

3
6

3
8
4

3
販

売
員

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

13
可

変
商

品
を

販
売

し
た

販
売

員
を

表
す

コ
ー

ド

3
7

3
8
6

3
タ

ー
ゲ

ッ
ト

属
性

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

2
固

定
P

O
S
レ

ジ
か

ら
入

力
さ

れ
る

購
買

年
齢

層
（
3
0
代

な
ど

）
や

性
別

を
判

別
す

る
た

め
の

2
桁

の
識

別
子

。
取

引
先

が
該

当
店

舗
に

お
け

る
補

充
商

品
を

決
定

す
る

際
に

参
考

と
す

る
た

め
の

情
報

で
あ

り
、

顧
客

個
人

を
特

定
す

る
も

の
で

は
な

い
。

3
8

4
0
2

3
タ

ー
ゲ

ッ
ト

属
性

補
助

O
英

数
Id

e
n
ti
fi
e
r

10
可

変
タ

ー
ゲ

ッ
ト

属
性

を
補

助
す

る
コ

ー
ド

。

通
番

N
o
.

L
vl

.
項

目
の

意
味

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

コ
ー

ド
リ

ス
ト

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）
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＜
商

品
＞

G

3
9

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

14
固

定

G
lo

b
al

 T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

be
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

4
0

8
8

3
取

引
先

型
番

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

30
可

変
仕

入
先

企
業

が
設

定
す

る
商

品
を

ス
タ

イ
ル

単
位

に
識

別
す

る
コ

ー
ド

4
1

8
9

3
取

引
先

型
番

補
助

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

10
可

変
取

引
先

の
型

番
が

ユ
ニ

ー
ク

で
な

い
場

合
に

ユ
ニ

ー
ク

に
す

る
た

め
の

補
助

コ
ー

ド

4
2

1
2
7

3
商

品
名

称
O

文
字

T
e
xt

50
可

変
商

品
の

名
称

4
3

2
8
7

3
商

品
名

称
半

角
カ

ナ
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

25
可

変
商

品
の

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

＜
カ

ラ
ー

＞
G

4
4

2
3

3
メ

ー
カ

ー
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

10
可

変
メ

ー
カ

ー
設

定
の

カ
ラ

ー
コ

ー
ド

4
5

2
8
4

3
カ

ラ
ー

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

20
可

変
商

品
の

カ
ラ

ー
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

4
6

1
3

3
カ

ラ
ー

名
称

O
文

字
T
e
xt

20
可

変
商

品
の

カ
ラ

ー
名

称

＜
サ

イ
ズ

＞
G

4
7

2
4

3
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

10
可

変
メ

ー
カ

ー
設

定
の

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

4
8

2
8
5

3
サ

イ
ズ

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

30
可

変
商

品
の

サ
イ

ズ
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

4
9

1
4

3
サ

イ
ズ

名
称

O
文

字
T
e
xt

30
可

変
商

品
の

サ
イ

ズ
名

称

＜
売

価
＞

G

5
0

2
6
9

3
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

M
b

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
百

貨
店

が
指

定
し

た
売

単
価

（
税

抜
）

5
1

1
2
8

3
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
b

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
百

貨
店

が
指

定
し

た
売

単
価

（
税

込
）

＜
陳

列
場

所
＞

G

5
2

2
2
2

3
販

売
場

所
区

分
O

数
字

C
o
de

1
固

定
3
0

百
貨

店
が

指
定

し
た

販
売

場
所

が
プ

ロ
パ

ー
売

場
か

催
事

場
か

な
ど

を
表

す
区

分
。

項
目

の
意

味
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

通
番

N
o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）



 

 

 

 160

(4) POS売上（集計） 

 
 

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
百

貨
店

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

30
可

変
百

貨
店

企
業

の
名

称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
仕

入
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

30
可

変
仕

入
企

業
の

名
称

＜
計

上
部

署
情

報
＞

D

＜
計

上
部

署
＞

G

7
2
8
8

2
計

上
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
商

品
が

販
売

あ
る

い
は

仕
入

計
上

さ
れ

た
店

舗
の

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど

8
2
8
9

2
計

上
店

舗
名

O
文

字
T
e
xt

30
可

変
商

品
が

販
売

あ
る

い
は

仕
入

計
上

さ
れ

た
店

舗
名

＜
取

引
先

＞
G

9
6
2

2
仕

入
企

業
事

業
所

Ｇ
Ｌ

Ｎ
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

13
固

定
仕

入
企

業
の

事
業

所
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど

1
0

3
7
1

2
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋

枝
番

２
桁

、
枝

番
無

し
の

場
合

は
、

”
０

０
”

＜
取

引
＞

G

1
1

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

1
2

3
1
3

3
発

生
計

上
区

分
M

数
字

C
o
de

1
固

定
4
0

売
上

デ
ー

タ
が

発
生

ま
た

は
計

上
ベ

ー
ス

で
あ

る
こ

と
を

識
別

す
る

区
分

（
１

：
未

決
、

２
：
発

生
時

計
上

、
３

：
未

決
分

事
後

計
上

）

1
3

1
9
8

3
売

上
日

M
数

字
D

at
e

8
固

定
商

品
を

販
売

し
た

日
付

1
4

3
9
2

3
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

10
可

変
物

理
的

な
売

場
を

表
す

コ
ー

ド

1
5

2
3
0

3
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

10
可

変
百

貨
店

の
売

場
を

示
す

コ
ー

ド
で

あ
る

と
共

に
売

価
還

元
方

式
の

利
益

計
算

の
基

本
単

位
を

示
す

1
6

2
2
7

3
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

20
可

変
百

貨
店

設
定

の
商

品
分

類
を

表
す

コ
ー

ド

1
7

3
9
3

3
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

14
可

変
百

貨
店

設
定

の
商

品
コ

ー
ド

を
補

助
す

る
コ

ー
ド

。
細

分
化

な
ど

に
利

用
。

1
8

8
7

3
取

引
条

件
コ

ー
ド

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

10
可

変
百

貨
店

と
仕

入
先

企
業

間
の

取
引

条
件

（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

1
9

1
9
3

3
売

上
数

量
M

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
有

販
売

数
量

（
集

計
単

位
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

場
合

は
、

集
計

結
果

で
マ

イ
ナ

ス
が

発
生

す
る

可
能

性
あ

り
）

2
0

8
4

3
実

売
単

価
税

抜
M

a
数

字
A

m
o
u
n
t

10
可

変
商

品
販

売
時

の
実

売
価

格
（
税

抜
）

2
1

2
9
1

3
実

売
単

価
税

込
M

a
数

字
A

m
o
u
n
t

10
可

変
商

品
販

売
時

の
実

売
価

格
（
税

込
）

2
2

3
8
9

3
実

売
金

額
税

抜
O

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
該

当
商

品
の

１
日

の
実

売
単

価
別

の
売

上
金

額
合

計
（
税

抜
）
、

売
上

量
＊

実
売

単
価

（
税

抜
）
の

値

2
3

3
9
0

3
実

売
金

額
税

込
O

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
該

当
商

品
の

１
日

の
実

売
単

価
別

の
売

上
金

額
合

計
（
税

込
）
、

売
上

量
＊

実
売

単
価

（
税

込
）
の

値

2
4

1
4
2

3
値

引
額

O
数

字
A

m
o
u
n
t

11
可

変
有

買
取

商
品

販
売

時
に

仕
入

原
価

に
影

響
の

あ
る

値
引

額
（
集

計
単

位
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

場
合

は
、

集
計

結
果

で
マ

イ
ナ

ス
が

発
生

す
る

可
能

性
あ

り
）

2
5

6
4

3
仕

入
区

分
M

数
字

C
o
de

2
固

定
1
6

仕
入

の
区

分
（
買

取
、

委
託

、
消

化
な

ど
を

区
分

）

2
6

2
0

3
プ

ロ
パ

ー
・セ

ー
ル

区
分

O
数

字
C

o
de

1
固

定
7

商
品

が
プ

ロ
パ

ー
商

品
か

、
セ

ー
ル

商
品

か
、

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

商
品

か
を

表
す

区
分

2
7

8
5

3
社

販
区

分
O

数
字

C
o
de

1
固

定
3
7

社
員

販
売

デ
ー

タ
か

ど
う

か
を

表
す

区
分

2
8

2
9
0

3
外

商
販

売
区

分
O

数
字

C
o
de

1
固

定
3
8

外
商

販
売

か
売

場
販

売
か

を
表

す
コ

ー
ド

＜
商

品
＞

G

2
9

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

14
固

定

G
lo

b
al

 T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

be
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

3
0

8
8

3
取

引
先

型
番

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

30
可

変
仕

入
先

企
業

が
設

定
す

る
商

品
を

ス
タ

イ
ル

単
位

に
識

別
す

る
コ

ー
ド

3
1

8
9

3
取

引
先

型
番

補
助

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

10
可

変
取

引
先

の
型

番
が

ユ
ニ

ー
ク

で
な

い
場

合
に

ユ
ニ

ー
ク

に
す

る
た

め
の

補
助

コ
ー

ド

3
2

1
2
7

3
商

品
名

称
O

文
字

T
e
xt

50
可

変
商

品
の

名
称

3
3

2
8
7

3
商

品
名

称
半

角
カ

ナ
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

25
可

変
商

品
の

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

＜
カ

ラ
ー

＞
G

3
4

2
3

3
メ

ー
カ

ー
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

10
可

変
メ

ー
カ

ー
設

定
の

カ
ラ

ー
コ

ー
ド

3
5

2
8
4

3
カ

ラ
ー

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

20
可

変
商

品
の

カ
ラ

ー
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

3
6

1
3

3
カ

ラ
ー

名
称

O
文

字
T
e
xt

20
可

変
商

品
の

カ
ラ

ー
名

称

通
番

N
o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）

コ
ー

ド
リ

ス
ト

項
目

の
意

味
関

連
項

目
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
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＜
サ

イ
ズ

＞
G

3
7

2
4

3
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

10
可

変
メ

ー
カ

ー
設

定
の

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

3
8

2
8
5

3
サ

イ
ズ

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

30
可

変
商

品
の

サ
イ

ズ
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

3
9

1
4

3
サ

イ
ズ

名
称

O
文

字
T
e
xt

30
可

変
商

品
の

サ
イ

ズ
名

称

＜
売

価
＞

G

4
0

2
6
9

3
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

M
b

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
百

貨
店

が
指

定
し

た
売

単
価

（
税

抜
）

4
1

1
2
8

3
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
b

数
字

A
m

o
u
n
t

10
可

変
百

貨
店

が
指

定
し

た
売

単
価

（
税

込
）

＜
陳

列
場

所
＞

G

4
2

2
2
2

3
販

売
場

所
区

分
O

数
字

C
o
de

1
固

定
3
0

百
貨

店
が

指
定

し
た

販
売

場
所

が
プ

ロ
パ

ー
売

場
か

催
事

場
か

な
ど

を
表

す
区

分
。

項
目

の
意

味
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

通
番

N
o
.

L
vl

.
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

1
）
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(5) 店頭在庫 

 
 

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

＜
発

注
者

＞
G

1
2
2
3

1
百

貨
店

企
業

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

百
貨

店
企

業
を

表
す

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど
、

こ
れ

ま
で

利
用

さ
れ

て
き

た
１

２
桁

の
Ｃ

ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

2
3
6
9

1
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

3
固

定
百

貨
店

協
会

制
定

の
企

業
コ

ー
ド

3
2
2
4

1
百

貨
店

企
業

名
O

文
字

T
e
xt

3
0

可
変

百
貨

店
企

業
の

名
称

＜
取

引
先

＞
G

4
6
1

1
仕

入
企

業
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

、
こ

れ
ま

で
利

用
さ

れ
て

き
た

１
２

桁
の

Ｃ
ＩＩ
企

業
コ

ー
ド

を
含

む
企

業
コ

ー
ド

5
3
7
0

1
仕

入
企

業
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

6
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
企

業
を

表
す

代
表

コ
ー

ド
）
な

ど

6
6
3

1
仕

入
企

業
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

企
業

の
名

称

＜
計

上
部

署
情

報
＞

D

＜
計

上
部

署
＞

G

7
3
2
1

2
在

庫
店

舗
Ｇ

Ｌ
Ｎ

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

商
品

の
所

在
店

舗
の

Ｇ
Ｌ

Ｎ
な

ど

8
3
2
2

2
在

庫
店

舗
名

O
文

字
T
e
xt

3
0

可
変

商
品

の
所

在
店

舗
名

＜
取

引
先

＞
G

9
6
2

2
仕

入
企

業
事

業
所

Ｇ
Ｌ

Ｎ
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

仕
入

企
業

の
事

業
所

を
表

す
Ｇ

Ｌ
Ｎ

な
ど

1
0

3
7
1

2
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
流

通
コ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

登
録

の
共

通
取

引
先

コ
ー

ド
（
百

貨
店

と
の

取
引

で
使

用
す

る
口

座
番

号
）
＋

枝
番

２
桁

、
枝

番
無

し
の

場
合

は
、

”
０

０
”

＜
取

引
＞

G

1
1

1
9

3
デ

ー
タ

処
理

番
号

M
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
可

変
デ

ー
タ

の
連

続
番

号
（
最

下
位

レ
ベ

ル
の

明
細

単
位

で
付

番
）

＜
取

引
内

容
＞

G

1
2

3
9
2

3
販

売
場

所
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

物
理

的
な

売
場

を
表

す
コ

ー
ド

1
3

2
3
0

3
品

別
番

号
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
の

売
場

を
示

す
コ

ー
ド

で
あ

る
と

共
に

売
価

還
元

方
式

の
利

益
計

算
の

基
本

単
位

を
示

す

1
4

2
2
7

3
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

2
0

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

分
類

を
表

す
コ

ー
ド

1
5

3
9
3

3
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

可
変

百
貨

店
設

定
の

商
品

コ
ー

ド
を

補
助

す
る

コ
ー

ド
。

細
分

化
な

ど
に

利
用

。

1
6

8
7

3
取

引
条

件
コ

ー
ド

O
数

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

1
0

可
変

百
貨

店
と

仕
入

先
企

業
間

の
取

引
条

件
（
原

価
率

な
ど

）
を

表
す

百
貨

店
設

定
の

コ
ー

ド

1
7

6
4

3
仕

入
区

分
M

数
字

C
o
de

2
固

定
1
6

仕
入

の
区

分
（
買

取
、

委
託

、
消

化
な

ど
を

区
分

）

＜
在

庫
情

報
＞

D

1
8

2
9
5

3
在

庫
日

付
M

数
字

D
at

e
8

固
定

商
品

在
庫

の
帳

簿
日

付
ま

た
は

棚
調

べ
し

た
日

付

1
9

1
5
9

3
帳

簿
在

庫
数

量
O

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
有

帳
簿

在
庫

の
数

量
（
売

上
が

仕
入

に
先

行
し

て
計

上
さ

れ
た

場
合

、
あ

る
い

は
仕

入
が

G
T
IN

で
計

上
さ

れ
ず

売
上

が
G

T
IN

で
計

上
さ

れ
た

場
合

、
等

で
マ

イ
ナ

ス
が

発
生

す
る

）

2
0

2
9
6

3
棚

調
在

庫
数

量
O

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
棚

調
べ

在
庫

の
数

量

＜
商

品
＞

G

2
1

7
3

商
品

コ
ー

ド
（G

T
IN

な
ど

）
M

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
4

固
定

G
lo

ba
l 
T
ra

de
 I
te

m
 N

u
m

be
rの

略
。

　
商

品
を

識
別

す
る

国
際

標
準

コ
ー

ド
、

当
面

は
、

１
３

桁
J
A

N
コ

ー
ド

の
場

合
は

０
＋

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

の
１

４
桁

表
記

と
す

る
。

　
　

８
桁

J
A

N
は

、
先

頭
に

ゼ
ロ

6
桁

を
加

え
た

１
４

桁
標

記
、

U
Ｐ

C
(Ｕ

ｎ
ｉｖ

ｅ
ｒｓ

ａ
ｌ 
Ｐ

ｒｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
）
も

先
頭

に
ゼ

ロ
を

加
え

て
、

１
４

桁
表

記
と

す
る

。
イ

ン
ス

ト
ア

コ
ー

ド
（
小

売
業

が
発

番
し

た
８

桁
、

も
し

く
は

１
３

桁
の

J
A

N
タ

イ
プ

の
商

品
コ

ー
ド

）
を

含
む

。

2
2

8
8

3
取

引
先

型
番

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

3
0

可
変

仕
入

先
企

業
が

設
定

す
る

商
品

を
ス

タ
イ

ル
単

位
に

識
別

す
る

コ
ー

ド

2
3

8
9

3
取

引
先

型
番

補
助

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

1
0

可
変

取
引

先
の

型
番

が
ユ

ニ
ー

ク
で

な
い

場
合

に
ユ

ニ
ー

ク
に

す
る

た
め

の
補

助
コ

ー
ド

2
4

1
2
7

3
商

品
名

称
O

文
字

T
e
xt

5
0

可
変

商
品

の
名

称

2
5

2
8
7

3
商

品
名

称
半

角
カ

ナ
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

2
5

可
変

商
品

の
名

称
（
半

角
カ

ナ
）

＜
カ

ラ
ー

＞
G

2
6

2
3

3
メ

ー
カ

ー
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
O

英
数

カ
ナ

T
e
xt

1
0

可
変

メ
ー

カ
ー

設
定

の
カ

ラ
ー

コ
ー

ド

2
7

2
8
4

3
カ

ラ
ー

名
称

半
角

カ
ナ

O
英

数
カ

ナ
T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

（
半

角
カ

ナ
）

2
8

1
3

3
カ

ラ
ー

名
称

O
文

字
T
e
xt

2
0

可
変

商
品

の
カ

ラ
ー

名
称

＜
サ

イ
ズ

＞
G

2
9

2
4

3
メ

ー
カ

ー
サ

イ
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(7) 値札発行指示 
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変

商
品

の
サ

イ
ズ

名
称

＜
値

札
＞

D

4
7

1
4
7

3
値

札
種

別
M

英
数

C
o
de

5
固

定
2
3

値
札

の
種

別
を

表
す

4
8

1
4
9

3
値

札
方

法
M

数
字

C
o
de

2
固

定
2
5

値
札

の
発

行
方

法
を

表
す

（
発

注
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
発

行
す

る
か

、
マ

ス
タ

に
基

づ
い

て
発

行
す

る
か

を
表

す
。

＜
印

字
情

報
＞

G

4
9

2
9
9

3
バ

ー
コ

ー
ド

１
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

 
値

札
に

印
字

す
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

入
力

す
る

汎
用

項
目

。
当

事
者

間
の

取
り

決
め

の
上

で
利

用
す

る
。

そ
の

ま
ま

印
字

す
る

情
報

を
入

力
す

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
。

5
0

3
0
0

3
バ

ー
コ

ー
ド

２
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

 
値

札
に

印
字

す
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

入
力

す
る

汎
用

項
目

。
当

事
者

間
の

取
り

決
め

の
上

で
利

用
す

る
。

そ
の

ま
ま

印
字

す
る

情
報

を
入

力
す

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
。

5
1

3
0
1

3
バ

ー
コ

ー
ド

３
O

数
字

Id
e
n
ti
fi
e
r

1
3

固
定

 
値

札
に

印
字

す
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

入
力

す
る

汎
用

項
目

。
当

事
者

間
の

取
り

決
め

の
上

で
利

用
す

る
。

そ
の

ま
ま

印
字

す
る

情
報

を
入

力
す

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
。

5
2

3
5
7

3
販

促
情

報
O

文
字

T
e
xt

1
5

可
変

値
札

に
表

示
す

る
販

促
用

の
情

報

＜
売

価
＞

G

5
3

2
6
9

3
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

M
a

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

抜
）

5
4

1
2
8

3
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
a

数
字

A
m

o
u
n
t

1
0

可
変

百
貨

店
が

指
定

し
た

売
単

価
（
税

込
）

＜
発

注
数

量
＞

G

5
5

2
0
7

3
発

注
数

量
O

数
字

（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
Q

u
an

ti
ty

7
可

変
商

品
の

発
注

数
量

項
目

の
意

味
桁

数
(文

字
数

)

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性

コ
ー

ド
リ

ス
ト

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

関
連

項
目

タ
イ

プ
デ

ー
タ

型
名

寄
せ

項
目

名
（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

通
番

N
o
.

L
v
l.

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）
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1.1.5 コードリスト 

00

10

90

91

0

1

2

a

b

ﾌﾞﾗﾝｸ

ａ

b

0

1

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

0

1

2

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

商品マスタ（ＰＬＵ）

商品マスタ（マークダウン）

納品提案

搬入提案

搬入依頼

発注

入荷予定データ（梱包）

入荷予定データ（伝票）

搬入予定データ（梱包）

搬入予定データ（伝票）

納品数量

検品受領（梱包）

検品受領（伝票）

搬入確認（梱包）

搬入確認（伝票）

ＰＯＳ売上

ＰＯＳ売上（集計）

仕入計上

支払案内

値札

店頭在庫

店頭在庫移動

返品

返送

0100 サイズなし

0150 身長：50　体重：3

　： ：

0200 サイズなし

0290A A体型　身長：90　胸囲：48　または　胴囲：48

　： ：

0300 サイズなし

0390A A体型　身長：90　胸囲：48　または　胴囲：46

　： ：

　： 　： ：

納品数量

返品

※CII（分類+サイズコード）、JEDICOS（品種
コード+サイズコード）
CIIver.使用

乳幼児

少年

少女

値札

店頭在庫

店頭在庫移動

返送

ＰＯＳ売上（レシート明細）

支払案内

搬入提案

発注

ＰＯＳ売上（集計）

仕入計上

搬入確認（梱包）

入荷予定データ（伝票）

搬入予定データ（梱包）

搬入予定データ（伝票）

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

商品マスタ（ＰＬＵ）

商品マスタ（マークダウン）

入荷予定データ（梱包）

納品提案

搬入依頼

秋冬

冬

マークダウン商品

春夏秋

通年

その他

プロパー商品

セール商品

夏

盛夏

初秋

秋

梅春

春

春夏

初夏

ＡＳＮデータ取引先・代行検品作成

ASNなし

SCMデータなし（入荷商品未着）

SCMデータあり（商品入荷）

CII　（ASN)：納品区分

売価違い

売単価違いかつ数量違い

ＡＳＮデータ未着

ＡＳＮデータ到着（ＪＡＮマスタあり）

ＡＳＮデータ到着（ＪＡＮマスタ不整合）

ＡＳＮデータ取引先作成

ＡＳＮデータ代行検品作成

ＡＳＮデータ取引先作成

正常

誤差あり

JEDICOS（検品受領データ）

CII（検品結果-梱包単位）

3 ＡＳＮ区分

4 ＡＳＮ作成者指示

1 ＡＳＮエラー状況

2 ＡＳＮデータ有無

5 SCMデータ有無

6 シーズンコード

8 メッセージ種

7 プロパー・セール区分

9 共通サイズコード

検品受領（梱包）
搬入確認（梱包）

検品受領（梱包）
搬入確認（梱包）

入荷予定データ（梱包）
搬入予定データ（梱包）

発注
搬入依頼
値札

商品マスタ（カタログ・プロファイル）、商品マス
タ（ＰＬＵ）
ＰＯＳ売上、ＰＯＳ売上（集計）、値札

番号 項目名 コード 意味

搬入確認（伝票）

検品受領（梱包）

検品受領（伝票）

JEDICOS,CII一致項目

検品受領（梱包）
搬入確認（梱包）

補足等 備考

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

商品がプロパー品かセール品、マークダウン
商品かを表す

※仮
CII,JEDICOSにCODE規定あり

CII　（ASN)：納品区分

使用メッセージ種別

商品マスタ（カタログ・プロファイル）
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番号 項目名 コード 意味 補足等 備考 使用メッセージ種別

 
01

02

03

04

05

10

11

12

14

15

20

22

30

33

34

35

40

42

43

50

53

54

55

60

61

62

63

64

65

70

71

72

73

74

75

80

82

83

84

90

91

00

01

02

03

04

05

99

00

11 以下頭１桁１は小売責、2は取引先責

12

21

22

00

01

02

10

11

12

代行　ノー検品
※CII(EOS)　連絡番号２（代行内容検品有無フラグ）

内容検品

欠品なし

品切れ

契約違い（原価違いなど）

その他

納入者品切（取引先責）

欠品なし

ノー検品

箱検品

マスターメンテミス（小売責）

銀色・シルバー

発注取消

該当商品無し

製造中止

モスグリーン

オレンジ

ライトオレンジ

黄・イエロー

クリーム

パープル

モーブ

金色・ゴールド

オリーブ

緑・グリーン

ピーコックグリーン

ライトグリーン

ダルブルー

ネービーブルー

ダークグリーン

代行　箱検品

代行　内容検品

発注ミス（小売責）

ベージュ

黄土色・キャラメル

ダークブラウン

カーキ色

スモーキーグリーン

パイングリーン

ライラック

コショウ色

黄緑

ライトグレー

※JEDICOS,CII一致項目

オールドローズ

メーカー品切（取引先責）

青・ブルー

茶・ブラウン

ふじ色

ターコイズ

スカイブルー

サックス

ワイン

グレー

黒・ブラック

赤・レッド

ローズピンク

ピンク

白・ホワイト

アイボリー

10 共通カラーコード

12 検品条件

11 欠品区分

※GMS版 欠品区分

発注
搬入依頼

入荷予定データ（梱包）
入荷予定データ（伝票）
搬入予定データ（梱包）

※JEDICSO,CII一致項目

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

 
1

2

3

4

5

6

99

AD

AE

　：

1位が0～4の場合「0」、5～9の場合「5」

小数点以下第1位を四捨五入

※CII（商品マスタ）　ISO3166による国名、地理
的名称

アラブ連合首長国

アンゴラ

小数点第3位以下を切捨

10位そのまま

1位切捨

1位そのまま

10位切捨

13 原価算出区分

15 梱包コード

原産国14

商品マスタ（カタログ・プロファイル）
商品マスタ（マークダウン）

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

入荷予定データ（梱包）
搬入予定データ（梱包）

※JEDICOS,CII一致項目
　　ただし、CIIは「6」,「9」なし

52 「EAN-128」固定
※UN/CEFACT規定のCodeList
（http://www.stylusstudio.com/edifact/D01B/
7233.htm）  
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番号 項目名 コード 意味 補足等 備考 使用メッセージ種別

 
01

02

03

04

05

1

2

3

4

18 商品標準分類コード 商品マスタ（カタログ・プロファイル）

1

2

3

4

00

01

02

03

04

05

20 素材１ 商品属性コードに統合を提案 商品マスタ（カタログ・プロファイル）

21 素材２ 商品属性コードに統合を提案 商品マスタ（カタログ・プロファイル）

JIS11

JIS12

JIS20

JIS21

BRAND

0

1

03

04

05

07

09

1

2

3

8

9

01

02

03

04

05

00

10

20

30

40

99

0

1

2

3

9

1

2

9

01

02

SP

A

BRAND

1

2

3

4

5

6

検品受領（梱包）、搬入確認（梱包）、納品提
案、搬入依頼、発注、商品マスタ（カタログ・プ
ロファイル）、商品マスタ（ＰＬＵ）、商品マスタ
（マークダウン）、入荷予定データ（梱包）、入荷
予定データ（伝票）、搬入予定データ（梱包）、
搬入予定データ（伝票）、ＰＯＳ売上、ＰＯＳ売
上（集計）、仕入計上、支払案内、値札、店頭
在庫、店頭在庫移動、返品

削除・取消

変更

売価変更予約削除

売価変更

この項目はメッセージの該当項目がなくなったので
削除

※JEDICOS
　　CIIは　「1：新規、2：変更（全レコード置換）、

3：取消）

非課税

代行オンライン

２０号

発行なし

１１号

１２号

新規

発行あり

26 訂正コード

催事場

その他

その他

本部調達商品

申出

不課税

原価外税売価外税

未納扱い（未着として確定）

発注通りに受け入れ

２１号

オリコン

店舗調達商品

発注と違って確定

預り品

買取

委託

消化

通常発注

プロパー売場

その他

16 仕入区分

原価外税売価内税

酒類

食品

無指定

原売価内税

147 税区分（GMS)

非課税

外税

内税

メーカブランドタグ

取引先オンライン

値札業者オンライン

一括発行

商品マスタ（カタログ・プロファイル）
発注
搬入依頼
値札

商品マスタ（カタログ・プロファイル）
入荷予定データ（梱包）、入荷予定データ（伝
票）
搬入予定データ（梱包）、搬入予定データ（伝
票）
納品提案、搬入提案、搬入依頼、発注

※JEDICOS、CII一致項目梱包

ゆわき

不課税

VANオンライン

正箱

商品カテゴリー17

19 税区分

27

納品受入判定区分

23

値札発行区分24

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

28

値札方法25

値札種別

31 商品管理区分

返品理由33

32 代行ＡＳＮ

発注区分

※JCA標準

CII　値札区分
　A01:サプライヤー値札付け
　A02:サプライヤー値札付けせず
　　→値札発行区分と統一ではだめか？（発
注）

　「04：オンライン、06：未送付」使用

※新規項目

※CII　「0：なし、1：小売自動発注、2：取引先自
動発注、3：その他」

※CII　検品受領

※新規項目

※JEDICOS、CII一致項目

発注
搬入依頼
値札

29

30 販売場所区分

納入形態

商品マスタ（カタログ・プロファイル）

納品提案、搬入提案
搬入依頼、発注
ＰＯＳ売上、ＰＯＳ売上（集計）

発注
搬入依頼

発注
搬入依頼
値札

検品受領（梱包）
搬入確認（梱包）

商品マスタ（カタログ・プロファイル）
商品マスタ（マークダウン）

仕入計上、返品

ハンガー

ASN通りに受け入れ完了

自動補充

なし

自動発注

その他

ASNと現物が異なるが、一部受け入れ

ASN作成無し

ASN1作成

ASN2作成

不良品

注文外

商慣習

損失負担

※JEDICSO,CII一致項目
　　ただし、JEDICOSは「4、５」なし

商品マスタ（カタログ・プロファイル）、
入荷予定データ（梱包）、入荷予定データ（伝
票）
搬入予定データ（梱包）、搬入予定データ（伝
票）、
納品提案、搬入提案、搬入依頼、
発注、ＰＯＳ売上、ＰＯＳ売上（集計）、仕入計
上、
値札、店頭在庫、店頭在庫移動、返品

商品マスタ（カタログ・プロファイル）、商品マス
タ（ＰＬＵ）、入荷予定データ（梱包）、入荷予定
データ（伝票）、搬入予定データ（梱包）、入荷
予定データ（伝票）、納品提案、搬入提案、搬
入依頼、発注、仕入計上、値札、返品

グロッサリー・日用雑貨

衣料品

新消化

※JEDICOS（商品マスタ）　に「4：食品」を追加

百貨店協会にて検討中

CIIにて調整中(05年版より）

CIIにて調整中(05年版より）
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番号 項目名 コード 意味 補足等 備考 使用メッセージ種別

 
34 支払案内補助コード 支払案内

1

2 在庫振替

3

1

3

5

6

0

1

0

1

3

4

5

6

1

2

3

1

2

42 発注形態 01

02

03

04

11

12

13

14

43 支払案内形態区分 01 買取

02 委託

03 消化

04 預り品

05 新消化

99 その他

0

1

0

1

0

1
値札発行指示

商品マスタ（マークダウン）

商品マスタ（マークダウン）

47 発注有無
発注なし（事前値札発行指示）

発注あり

45 マークダウン種別
値下げ

値上げ

44 入力モード
スタイル単位

単品単位

※CII 納品提案、発注

支払案内

発生計上区分40

未決

発生時計上

未決分事後計上

35 在庫移動理由

マークダウン時の商品の移動を伴わない仕入

マークダウン時の商品の移動を伴わない返品

36 返送理由

不良品

在庫調整

客注

その他

その他

申出

返送

店頭在庫移動

37

38

社販区分

外商販売区分 売上（レシート明細）

社員販売取引外を表す

社員販売取引を表す

外商販売取引外を表す

外商販売取引を表す

売上（レシート明細）

売上

売上戻り
41 売上取引区分

初回発注

契約発注

見積発注

再発注

新規一括

新規分納

追加一括

追加分納

39 仕入取引区分

1
仕入（買取の場合は商品の納品を伴う、消化の場
合は商品の販売に伴う）

2
返品（買取商品では商品の移動を伴う、消化商品で
は商品の消費者からの返品に伴う）

プラス調整額（対取引先に支払が発生）

マイナス調整額（対取引先に請求が発生）
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1.1.6 メッセージ共通ヘッダー 

 
 

メ
ッ

セ
ー

ジ
共

通
ヘ

ッ
ダ

ー

  
S
B

D
H

1
1

ヘ
ッ

ダ
ー

バ
ー

ジ
ョ

ン
M

文
字

S
tr

in
g

S
B

D
H

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

。
"
1
.3

"

2
1

送
信

者
ＩＤ

M
文

字
S
tr

in
g

送
信

者
を

示
す

ID
。

取
引

先
と

相
談

の
う

え
、

コ
ー

ド
あ

る
い

は
G

L
N

を
使

っ
て

送
信

者
ID

を
決

定
し

入
力

す
る

。

3
1

送
信

者
ＩＤ

発
行

元
M

文
字

S
tr

in
g

送
信

者
ID

の
種

別
。

送
信

者
ID

が
コ

ー
ド

の
場

合
は

、
"
C

O
D

E
"
、

G
L
N

の
場

合
は

”
G

L
N

"
と

入
れ

る
。

4
1

受
信

者
ＩＤ

M
文

字
S
tr

in
g

受
信

者
を

示
す

ID
。

取
引

先
と

相
談

の
う

え
、

コ
ー

ド
あ

る
い

は
G

L
N

を
使

っ
て

送
信

者
ID

を
決

定
し

入
力

す
る

。

5
1

受
信

者
ＩＤ

発
行

元
M

文
字

S
tr

in
g

受
信

者
ID

の
種

別
。

送
信

者
ID

が
コ

ー
ド

の
場

合
は

、
"
C

O
D

E
"
、

G
L
N

の
場

合
は

”
G

L
N

"
と

入
れ

る
。

6
1

標
準

名
M

文
字

S
tr

in
g

"
S
e
c
o
n
dG

e
n
E
D

I"

7
1

バ
ー

ジ
ョ

ン
M

文
字

S
tr

in
g

メ
ジ

ャ
ー

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

入
力

。
V

e
r1

.x
で

は
、

"
1
"
と

入
力

8
1

イ
ン

ス
タ

ン
ス

ＩＤ
M

文
字

S
tr

in
g

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

一
意

識
別

。
英

数
字

を
使

い
4
0
文

字
程

度
の

ユ
ニ

ー
ク

ID
を

生
成

し
入

力
す

る
。

9
1

メ
ッ

セ
ー

ジ
種

M
文

字
S
tr

in
g

メ
ッ

セ
ー

ジ
英

語
名

称
　

（例
"
P

u
rc

h
as

e
_O

rd
e
r"

）

1
0

1
複

数
タ

イ
プ

O
文

字
S
tr

in
g

当
面

利
用

し
な

い

1
1

1
作

成
日

時
M

日
時

da
te

T
im

e
メ

ッ
セ

ー
ジ

全
体

の
作

成
日

・
時

間
　

（例
"
2
0
0
8
-
0
9
-
2
4
T
1
2
:0

0
:0

0
"
）

1
2

1
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
O

文
字

S
tr

in
g

当
面

利
用

し
な

い

1
3

1
テ

ス
ト

区
分

ＩＤ
O

文
字

S
tr

in
g

テ
ス

ト
区

分
。

テ
ス

ト
デ

ー
タ

の
場

合
、

テ
ス

ト
の

ス
コ

ー
プ

を
作

成
す

る
。

1
4

1
最

終
送

信
先

ＩＤ
O

文
字

S
tr

in
g

最
終

送
信

先
を

示
す

ID
。

最
終

送
信

先
ID

を
使

用
す

る
場

合
、

最
終

送
信

先
の

ス
コ

ー
プ

を
作

成
す

る
。

  
メ

ッ
セ

ー
ジ

層

1
5

1
メ

ッ
セ

ー
ジ

識
別

ＩＤ
M

文
字

T
e
xt

8
0

可
変

メ
ッ

セ
ー

ジ
識

別
。

S
B

D
H

の
イ

ン
ス

タ
ン

ス
ID

に
入

れ
た

値
の

先
頭

に
”
M

S
G

-
”
を

足
す

。

1
6

1
送

信
者

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

ア
ド

レ
ス

O
文

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
現

行
J
C

A
 手

順
と

の
併

用
期

間
中

、
宛

先
（
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ア

ド
レ

ス
）
単

位
の

送
受

信
件

数
の

集
計

を
行

う
場

合
こ

れ
ら

の
項

目
を

使
用

す
る

。

1
7

1
最

終
受

信
者

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

ア
ド

レ
ス

O
文

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
現

行
J
C

A
 手

順
と

の
併

用
期

間
中

、
宛

先
（
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ア

ド
レ

ス
）
単

位
の

送
受

信
件

数
の

集
計

を
行

う
場

合
こ

れ
ら

の
項

目
を

使
用

す
る

。

1
8

1
直

接
受

信
者

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

ア
ド

レ
ス

O
文

字
Id

e
n
ti
fi
e
r

8
固

定
現

行
J
C

A
 手

順
と

の
併

用
期

間
中

、
宛

先
（
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ア

ド
レ

ス
）
単

位
の

送
受

信
件

数
の

集
計

を
行

う
場

合
こ

れ
ら

の
項

目
を

使
用

す
る

。

1
9

1
取

引
数

O
数

字
N

u
m

e
ri
c

7
可

変
業

務
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
あ

る
取

引
件

数
を

入
力

。

2
0

1
X
M

L
内

容
バ

ー
ジ

ョ
ン

O
文

字
T
e
xt

2
0

可
変

V
e
r1

.0
で

は
"1

.0
"
と

入
力

2
1

1
X
M

L
構

造
バ

ー
ジ

ョ
ン

O
文

字
T
e
xt

2
0

可
変

V
e
r1

.0
で

は
"1

.0
"
と

入
力

業
務

メ
ッ

セ
ー

ジ

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

2
）

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

3
）

通
番

N
o
.

L
v
l.

名
寄

せ
項

目
名

（
レ

ベ
ル

1
）

関
連

項
目

必
須

=
M

任
意

＝
O

不
要

＝
-

項
目

の
意

味
タ

イ
プ

デ
ー

タ
型

桁
数

(文
字

数
)

コ
ー

ド
リ

ス
ト

桁
数

固
定

/
可

変

マ
イ

ナ
ス

値
の

可
能

性
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1.2 メッセージ変更履歴 

 №
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

1
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

2
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

3
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

仕
入

計
上

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
価

＞
G

　
　

　
原

単
価

税
抜

・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

4
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

ス
タ

イ
ル

原
単

価
税

抜
・
税

込
＜

売
価

＞
G

　
　

　
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

抜
・
税

込
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

5
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
＜

売
価

＞
G

　
　

　
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

・
税

込
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

6
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

ス
タ

イ
ル

原
単

価
税

抜
・
税

込
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
ス

タ
イ

ル
原

単
価

税
込

・
税

抜
＜

売
価

＞
G

　
　

　
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

・
税

込
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
売

単
価

税
抜

・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
原

単
価

税
抜

・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

7
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

8
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

店
頭

在
庫

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

9
2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

店
頭

在
庫

移
動

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
0

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
1

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
2

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

搬
入

予
定

（
梱

包
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
3

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

搬
入

予
定

（
伝

票
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
4

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

納
品

提
案

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
5

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

搬
入

提
案

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
6

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

発
注

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
売

単
価

税
抜

・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

1
8

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

搬
入

依
頼

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

1
9

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

返
品

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
・
税

込
＜

原
単

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
・
税

込

「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

を
統

一
す

る
「
税

抜
」
と

「
税

込
」
の

項
目

の
並

び
順

に
ポ

リ
シ

ー
が

無
い

た
め

低

2
0

2
0
0
8
/
6
/
6

削
除

支
払

案
内

＜
支

払
情

報
＞

D
　

　
　

仕
入

企
業

事
業

所
Ｇ

Ｌ
Ｎ

当
該

項
目

を
削

除
す

る
同

じ
項

目
が

存
在

す
る

た
め

高

2
1

2
0
0
8
/
6
/
6

削
除

支
払

案
内

＜
支

払
情

報
＞

D
　

　
　

仕
入

企
業

事
業

所
コ

ー
ド

当
該

項
目

を
削

除
す

る
同

じ
項

目
が

存
在

す
る

た
め

高

2
2

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

発
注

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

2
3

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

店
頭

在
庫

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

2
4

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

店
頭

在
庫

＜
カ

ラ
ー

＞
G

　
　

　
カ

ラ
ー

名
称

M
/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

2
5

2
0
0
8
/
6
/
6

削
除

仕
入

計
上

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

訂
正

区
分

当
該

項
目

を
削

除
す

る
不

要
項

目
の

た
め

高

2
6

2
0
0
8
/
6
/
6

削
除

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

訂
正

区
分

当
該

項
目

を
削

除
す

る
不

要
項

目
の

た
め

高

2
7

2
0
0
8
/
6
/
6

削
除

P
O

S
売

上
＜

取
引

内
容

＞
G

　
　

　
訂

正
区

分
当

該
項

目
を

削
除

す
る

不
要

項
目

の
た

め
高

2
8

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
＜

取
引

先
＞

G
　

　
　

仕
入

企
業

事
業

所
コ

ー
ド

M
/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

2
9

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

3
0

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
事

業
所

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

3
1

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
商

品
＞

G
　

　
　

商
品

名
称

M
/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

3
2

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

搬
入

予
定

（
伝

票
）

＜
商

品
＞

G
　

　
　

商
品

名
称

M
/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

3
3

2
0
0
8
/
6
/
6

修
正

納
品

数
量

＜
商

品
G

＞
　

　
　

商
品

コ
ー

ド
（
G

T
IN

な
ど

）
M

/
O

欄
を

セ
ッ

ト
す

る
記

入
漏

れ
。

O
pt

io
n
と

す
る

高

3
4

2
0
0
8
/
6
/
1
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
商

品
属

性
＞

D
　

　
　

商
品

標
準

分
類

コ
ー

ド
　

　
　

商
品

分
析

用
属

性
0
～

9
　

　
　

商
品

分
析

用
属

性
細

分
0
～

9

デ
ー

タ
型

を
「
C

o
d
e
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

に
変

更
す

る
6
月

6
日

、
百

貨
店

流
通

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
ー

ジ
標

準
検

討
W

G
で

の
決

定
事

項
。

商
品

分
類

コ
ー

ド
の

検
討

状
況

に
よ

り
、

現
時

点
で

は
コ

ー
ド

リ
ス

ト
化

で
き

な
い

た
め

。
高

3
5

2
0
0
8
/
6
/
1
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
商

品
属

性
＞

D
　

　
　

商
品

標
準

分
類

コ
ー

ド
M

/
O

欄
の

商
品

カ
タ

ロ
グ

欄
を

「M
」
か

ら
「
O

」
に

変
更

す
る

6
月

6
日

、
百

貨
店

流
通

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
ー

ジ
標

準
検

討
W

G
で

の
決

定
事

項
。

高

3
6

2
0
0
8
/
6
/
1
3

修
正

全
メ

ッ
セ

ー
ジ

S
B

D
H

　
　

　
メ

ッ
セ

ー
ジ

種

・
タ

イ
プ

を
「
英

数
」
か

ら
「
文

字
」
に

変
更

す
る

・
デ

ー
タ

型
を

「
C

o
d
e
」
か

ら
「
Id

e
nt

if
ie

r」
に

変
更

す
る

・
桁

数
、

固
定

可
変

は
指

定
な

し
・
項

目
の

意
味

か
ら

「、
区

分
」
の

文
言

を
削

除
す

る

6
月

6
日

、
百

貨
店

流
通

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
ー

ジ
標

準
検

討
W

G
で

の
決

定
事

項
。

メ
ッ

セ
ー

ジ
種

は
コ

ー
ド

リ
ス

ト
で

な
く
英

語
名

称
表

記
。

高

3
7

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
百

貨
店

店
舗

G
L
N

、
品

別
番

号
、

百
貨

店
商

品
コ

ー
ド

取
引

条
件

コ
ー

ド
、

仕
入

区
分

、
商

品
管

理
区

分
＜

取
引

先
＞

G
仕

入
事

業
所

G
L
N

、
仕

入
事

業
所

コ
ー

ド
＜

値
札

＞
D

値
札

種
別

レ
ベ

ル
を

2
⇒

4
に

変
更

階
層

レ
ベ

ル
4
（
店

舗
レ

ベ
ル

）
を

増
や

し
た

た
め

。
高

案
１

の
変

更
内

容
の

み
記

載
し

て
い

ま
す

3
8

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
売

価
＞

G
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

き
・
税

込
み

＜
原

単
価

＞
G

原
単

価
税

抜
・
原

単
価

税
込

、
＜

取
引

条
件

＞
D

原
価

率
、

原
価

算
出

区
分

＜
販

売
計

画
＞

G
店

別
G

T
IN

別
計

画
数

、
店

別
G

T
IN

別
目

標
消

化
率

＜
取

引
内

容
＞

G
発

注
区

分
＜

発
注

＞
D

基
準

在
庫

レ
ベ

ル
を

3
⇒

4
に

変
更

階
層

レ
ベ

ル
4
（
店

舗
レ

ベ
ル

）
を

増
や

し
た

た
め

。
高

案
１

の
変

更
内

容
の

み
記

載
し

て
い

ま
す
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

4
0

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

全
メ

ッ
セ

ー
ジ

○
○

G
L
N

説
明

文
を

「
G

L
N

な
ど

」に
変

更
7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
1

2
0
0
8
/
7
/
2
9

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

バ
イ

ヤ
ー

コ
ー

ド
新

規
追

加
7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
2

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
発

注
者

＞
G

　
　

　
百

貨
店

企
業

G
L
N

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
G

L
N

説
明

文
を

変
更

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
3

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
カ

ラ
ー

＞
G

　
　

　
カ

ラ
ー

名
称

＜
サ

イ
ズ

＞
G

　
　

　
サ

イ
ズ

名
称

M
/
O

欄
の

商
品

カ
タ

ロ
グ

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」に
変

更
7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

※
集

約
版

の
み

の
表

示
と

さ
せ

て
頂

い
て

い
る

た
め

、
　

　
メ

ッ
セ

ー
ジ

上
は

見
え

な
く
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。

4
4

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
処

理
日

＞
D

　
　

　
削

除
予

定
日

M
/
O

欄
を

全
て

「
M

」か
ら

「
O

」
に

変
更

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
5

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
発

注
者

＞
G

　
　

　
百

貨
店

企
業

G
L
N

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
G

L
N

説
明

文
を

変
更

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
6

2
0
0
8
/
7
/
2
9

追
加

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

タ
ー

ゲ
ッ

ト
属

性
新

規
追

加
7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
7

2
0
0
8
/
7
/
2
9

追
加

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

実
売

金
額

税
抜

　
　

　
実

売
金

額
税

込
新

規
追

加
7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
8

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
発

注
者

＞
G

　
　

　
百

貨
店

企
業

G
L
N

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
G

L
N

説
明

文
を

変
更

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

4
9

2
0
0
8
/
7
/
2
9

追
加

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

実
売

金
額

税
抜

　
　

　
実

売
金

額
税

込
新

規
追

加
7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

5
0

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

納
品

提
案

＜
発

注
者

＞
G

　
　

　
百

貨
店

企
業

G
L
N

＜
取

引
先

＞
G

　
　

　
仕

入
企

業
G

L
N

説
明

文
を

変
更

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

5
1

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

納
入

提
案

日
項

目
名

を
「
発

送
提

案
日

」か
ら

「
納

入
提

案
日

」
へ

変
更

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

5
2

2
0
0
8
/
7
/
2
9

削
除

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

納
品

開
始

希
望

日
　

　
　

納
品

終
了

希
望

日
当

該
項

目
を

削
除

す
る

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

5
3

2
0
0
8
/
7
/
2
9

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
合

計
＞

G
　

　
　

納
品

提
案

売
価

金
額

合
計

　
　

　
納

品
提

案
原

価
金

額
合

計
　

　
　

納
品

提
案

原
価

消
費

税
金

額
合

計
　

　
　

納
品

提
案

発
注

数
量

合
計

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

7
月

2
3
日

、
第

三
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

5
4

M
/
O

欄
を

「
O

」
か

ら
「
M

」
に

変
更

7
月

2
9
日

、
第

二
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

。
高

＜
発

注
者

＞
G

　
　

　
百

貨
店

企
業

G
L
N

＜
商

品
＞

G
　

　
　

商
品

名
称

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

プ
ロ

パ
ー

・
セ

ー
ル

区
分

　
　

　
展

開
予

定
開

始
日

、
展

開
予

定
終

了
日

＜
売

価
＞

G
　

　
　

メ
ー

カ
ー

希
望

小
売

価
格

税
抜

（
ス

タ
イ

ル
）

　
　

　
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

込
（
ス

タ
イ

ル
）

＜
税

＞
D

　
　

　
税

区
分

、
税

率
＜

シ
ー

ズ
ン

＞
D

　
　

　
シ

ー
ズ

ン
コ

ー
ド

＜
ブ

ラ
ン

ド
＞

D
　

　
　

メ
ー

カ
ー

ブ
ラ

ン
ド

コ
ー

ド
＜

商
品

属
性

＞
D

　
　

　
商

品
カ

テ
ゴ

リ
ー

＜
発

注
数

量
＞

G
　

　
　

発
注

単
位

入
数

、
発

注
単

位
数

、
最

小
発

注
単

位
＜

商
品

＞
G

　
　

　
商

品
コ

ー
ド

（
G

T
IN

な
ど

）
、

レ
シ

ー
ト

商
品

名
＜

カ
ラ

ー
＞

G
　

　
　

標
準

カ
ラ

ー
コ

ー
ド

、
メ

ー
カ

ー
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
＜

サ
イ

ズ
＞

G
　

　
　

共
通

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

、
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
＜

売
価

＞
G

　
　

　
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

、
小

売
指

示
売

単
価

税
込

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
店

舗
G

L
N

、
品

別
番

号

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

修
正

2
0
0
8
/
8
/
2
9
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

5
7

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

統
括

条
件

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

5
8

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

展
開

予
定

開
始

日
　

　
　

展
開

予
定

終
了

日
説

明
文

を
変

更
7
月

2
9
日

、
第

二
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

。
高

5
9

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
販

売
計

画
＞

D
　

　
　

ス
タ

イ
ル

別
目

標
消

化
率

・
項

目
名

を
「
店

別
ス

タ
イ

ル
別

目
標

消
化

率
」
か

ら
「
ス

タ
イ

ル
別

目
標

消
化

率
」
へ

変
更

・
説

明
文

を
変

更
7
月

2
9
日

、
第

二
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

。
高

6
0

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
1

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
条

件
＞

D
　

　
　

原
価

算
出

区
分

デ
ー

タ
型

を
「
C

o
de

」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
2

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
3

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
発

注
＞

D
　

　
　

リ
ー

ド
タ

イ
ム

レ
ベ

ル
を

2
⇒

4
に

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
4

2
0
0
8
/
8
/
2
9

削
除

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
販

売
計

画
＞

D
　

　
　

店
別

G
T
IN

別
目

標
消

化
率

当
該

項
目

を
削

除
す

る
7
月

2
9
日

、
第

二
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

。
高

6
5

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
6

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
7

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

形
態

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
8

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

6
9

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
0

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
1

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

形
態

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
2

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
3

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

発
注

＜
商

品
＞

G
　

　
　

商
品

名
称

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
4

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

発
注

＜
カ

ラ
ー

＞
G

　
　

　
標

準
カ

ラ
ー

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
5

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

発
注

＜
サ

イ
ズ

＞
G

　
　

　
共

通
サ

イ
ズ

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
6

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

発
注

＜
検

品
＞

D
　

　
　

ス
キ

ャ
ン

指
定

区
分

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
7

2
0
0
8
/
8
/
2
9

削
除

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

納
品

開
始

希
望

日
　

　
　

納
品

終
了

希
望

日
当

該
項

目
を

削
除

す
る

7
月

2
9
日

、
第

二
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

。
高

7
8

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

7
9

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
0

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
納

品
＞

D
　

　
　

納
品

予
定

日
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

7
月

2
9
日

、
第

二
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

。
高

8
1

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
出

荷
梱

包
内

容
＞

G
　

　
　

検
品

番
号

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
2

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
出

荷
梱

包
内

容
＞

G
　

　
　

個
口

数
・
桁

数
を

「
6
」
か

ら
「
5」

へ
変

更
・
説

明
文

を
変

更
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
3

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
4

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
欠

品
＞

G
　

　
　

欠
品

数
量

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
5

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
発

注
者

＞
G

　
　

　
百

貨
店

企
業

コ
ー

ド
＜

取
引

先
＞

G
　

　
　

仕
入

企
業

コ
ー

ド

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
6

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
7

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

8
8

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
納

品
＞

D
　

　
　

納
品

予
定

日
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

7
月

2
9
日

、
第

二
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

。
高

8
9

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

9
1

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
2

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
3

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
梱

包
＞

D
　

　
　

検
品

番
号

　
　

　
個

口
数

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
4

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

S
C

M
デ

ー
タ

有
無

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
5

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
6

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
7

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
8

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

9
9

2
0
0
8
/
8
/
2
9

削
除

支
払

案
内

＜
支

払
情

報
＞

D
　

　
　

振
込

先
銀

行
支

店
コ

ー
ド

当
該

項
目

を
削

除
す

る
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
0

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

支
払

案
内

＜
支

払
情

報
＞

D
　

　
　

そ
の

他
合

計
説

明
文

を
変

更
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
1

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

支
払

案
内

＜
買

掛
情

報
＞

D
　

　
　

仕
入

高
店

舗
合

計
　

　
　

返
品

高
店

舗
合

計
　

　
　

そ
の

他
店

舗
合

計

・
項

目
名

を
「
仕

入
高

合
計

」
か

ら
「
仕

入
高

店
舗

合
計

」
へ

変
更

・
項

目
名

を
「
返

品
高

合
計

」
か

ら
「
返

品
高

店
舗

合
計

」
へ

変
更

・
項

目
名

を
「
そ

の
他

合
計

」か
ら

「
そ

の
他

店
舗

合
計

」
へ

変
更

・
3
項

目
の

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
2

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

支
払

案
内

形
態

区
分

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
3

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
4

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
5

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

原
価

率
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
6

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

支
払

案
内

補
助

コ
ー

ド
・
デ

ー
タ

型
を

「
C

o
d
e
」
か

ら
「
Id

e
nt

if
ie

r」
へ

変
更

・
コ

ー
ド

リ
ス

ト
か

ら
削

除
6
月

6
日

、
百

貨
店

流
通

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
ー

ジ
標

準
検

討
W

G
で

の
決

定
事

項
。

高

1
0
7

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
8

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
0
9

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
0

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
1

2
0
0
8
/
8
/
2
9

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
2

2
0
0
8
/
8
/
2
9

追
加

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
3

2
0
0
8
/
8
/
2
9

削
除

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

予
定

開
始

日
、

販
売

予
定

終
了

日
当

該
項

目
を

削
除

す
る

8
月

1
9
日

、
第

四
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

展
開

年
度

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
販

売
計

画
＞

D
　

　
　

ス
タ

イ
ル

別
目

標
消

化
率

・
タ

イ
プ

を
「
数

字
（
小

数
点

あ
り

）
」
か

ら
「
数

字
（
小

数
点

以
下

１
桁

有
り

）
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
5
」
か

ら
「
4」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
発

注
数

量
＞

G
　

　
　

発
注

単
位

入
数

　
　

　
最

小
発

注
単

位
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Q

u
an

ti
ty

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

メ
ー

カ
ー

希
望

小
売

価
格

税
抜

（
G

T
IN

）
　

　
　

メ
ー

カ
ー

希
望

小
売

価
格

税
込

（
G

T
IN

）
新

規
追

加
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

G
T
IN

原
単

価
税

抜
　

　
　

G
T
IN

原
単

価
税

込
新

規
追

加
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
1
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

1
2
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
原

単
価

＞
G

　
　

　
店

別
原

単
価

税
抜

・
項

目
名

を
「
原

単
価

税
抜

」
か

ら
「
店

別
原

単
価

税
抜

」
へ

変
更

・
説

明
文

を
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
原

単
価

＞
G

　
　

　
店

別
原

単
価

税
込

・
項

目
名

を
「
原

単
価

税
込

」
か

ら
「
店

別
原

単
価

税
込

」
へ

変
更

・
説

明
文

を
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
条

件
＞

D
　

　
　

原
価

率

・
タ

イ
プ

を
「
数

字
（
小

数
点

有
り

）
」
か

ら
「
数

字
（
小

数
点

以
下

５
桁

有
り

）
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
5
」
か

ら
「
8」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
条

件
＞

D
　

　
　

原
価

算
出

区
分

・
桁

数
を

「
1
」
か

ら
「
2」

へ
変

更
・
固

定
／

可
変

を
「
固

定
」
か

ら
「
可

変
」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

納
品

提
案

番
号

　
　

　
仕

入
伝

票
番

号
　

　
　

発
注

集
約

管
理

番
号

　
　

　
出

荷
伝

票
番

号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

形
態

コ
ー

ド
リ

ス
ト

欄
に

「
4
2
」
を

セ
ッ

ト
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

提
案

＜
陳

列
場

所
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

区
分

桁
数

を
「
2
」
か

ら
「
1
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
2
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

提
案

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

納
品

提
案

行
番

号
　

　
　

仕
入

伝
票

行
番

号
　

　
　

出
荷

伝
票

行
番

号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

提
案

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

提
案

＜
発

注
数

量
＞

G
　

　
　

発
注

単
位

入
数

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Q

u
an

ti
ty

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

番
号

　
　

　
発

注
集

約
管

理
番

号
　

　
　

仕
入

伝
票

番
号

　
　

　
出

荷
伝

票
番

号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

形
態

コ
ー

ド
リ

ス
ト

欄
に

「
4
2
」
を

セ
ッ

ト
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
陳

列
場

所
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

区
分

桁
数

を
「
2
」
か

ら
「
1
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
物

流
関

連
指

示
＞

G
　

　
　

代
行

A
S
N

・
タ

イ
プ

を
「
数

字
」
か

ら
「
英

数
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
1
」
か

ら
「
2」

へ
変

更
・
固

定
／

可
変

を
「
固

定
」
か

ら
「
可

変
」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
物

流
関

連
指

示
＞

G
　

　
　

A
S
N

作
成

者
指

示
タ

イ
プ

を
「
数

字
」
か

ら
「
英

数
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
値

札
＞

D
　

　
　

値
札

方
法

桁
数

を
「
1
」
か

ら
「
2
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
3
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
発

注
＞

D
　

　
　

発
注

担
当

者
電

話
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
検

品
条

件
＞

D
　

　
　

検
品

条
件

桁
数

を
「
1
」
か

ら
「
2
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

行
番

号
　

　
　

仕
入

伝
票

行
番

号
　

　
　

出
荷

伝
票

行
番

号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
発

注
数

量
＞

G
　

　
　

発
注

単
位

入
数

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Q

u
an

ti
ty

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

発
注

＜
検

品
＞

D
　

　
　

ス
キ

ャ
ン

指
定

区
分

・
タ

イ
プ

を
「
」
か

ら
「
数

字
」
へ

変
更

・
固

定
／

可
変

を
「
」
か

ら
「
可

変
」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
出

荷
梱

包
内

容
＞

G
　

　
　

検
品

番
号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
A

S
N

状
況

＞
D

　
　

　
A

S
N

区
分

タ
イ

プ
を

「
数

字
」
か

ら
「
英

数
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
個

口
＞

D
　

　
　

個
口

内
連

番
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
4
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
出

荷
梱

包
内

容
＞

G
　

　
　

梱
包

コ
ー

ド
桁

数
を

「
3
」
か

ら
「
2
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

番
号

　
　

　
発

注
伝

票
行

番
号

　
　

　
仕

入
伝

票
番

号
　

　
　

仕
入

伝
票

行
番

号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

1
5
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

番
号

　
　

　
仕

入
伝

票
番

号
　

　
　

出
荷

伝
票

番
号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

行
番

号
　

　
　

仕
入

伝
票

行
番

号
　

　
　

出
荷

伝
票

行
番

号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
梱

包
＞

D
　

　
　

検
品

番
号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
5
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
梱

包
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
（
L
v3

）
デ

ー
タ

処
理

番
号

（
L
v4

）
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

番
号

　
　

　
発

注
伝

票
行

番
号

　
　

　
仕

入
伝

票
番

号
　

　
　

仕
入

伝
票

行
番

号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

仕
入

区
分

新
規

追
加

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
新

規
追

加
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

検
品

受
領

（
梱

包
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
新

規
追

加
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

番
号

　
　

　
仕

入
伝

票
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
伝

票
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

行
番

号
　

　
　

仕
入

伝
票

行
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
6
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

仕
入

区
分

新
規

追
加

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
新

規
追

加
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

検
品

受
領

（
伝

票
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
新

規
追

加
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

支
払

案
内

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

伝
票

番
号

（
仕

入
・
返

品
）

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

支
払

案
内

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

原
価

率

・
タ

イ
プ

を
「
数

字
（
小

数
点

有
り

）
」
か

ら
「
数

字
（
小

数
点

以
下

５
桁

有
り

）
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
5
」
か

ら
「
8」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

P
O

S
番

号
　

　
　

P
O

S
レ

シ
ー

ト
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
7
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

販
売

員
コ

ー
ド

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
陳

列
場

所
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

区
分

桁
数

を
「
2
」
か

ら
「
1
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

1
8
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
陳

列
場

所
＞

G
　

　
　

販
売

場
所

区
分

桁
数

を
「
2
」
か

ら
「
1
」へ

変
更

8
月

2
9
日

、
第

三
回

検
討

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
商

品
属

性
＞

D
　

　
　

商
品

標
準

分
類

コ
ー

ド
デ

ー
タ

型
を

「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

か
ら

「
C

o
d
e
」へ

変
更

9
月

1
0
日

、
第

五
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
取

引
条

件
＞

D
　

　
　

原
価

算
出

区
分

デ
ー

タ
型

を
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

か
ら

「
C

o
d
e
」へ

変
更

9
月

1
0
日

、
第

五
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
発

注
＞

D
　

　
　

リ
ー

ド
タ

イ
ム

デ
ー

タ
型

を
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

か
ら

「
N

u
m

e
ri
c
」
へ

変
更

9
月

1
0
日

、
第

五
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）

デ
ー

タ
処

理
番

号
百

貨
店

店
舗

G
L
N

品
別

番
号

百
貨

店
商

品
コ

ー
ド

取
引

条
件

コ
ー

ド
仕

入
企

業
事

業
所

G
L
N

仕
入

企
業

事
業

所
コ

ー
ド

レ
ベ

ル
4
へ

移
動

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
8
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

デ
ー

タ
処

理
番

号
百

貨
店

店
舗

G
L
N

品
別

番
号

百
貨

店
商

品
コ

ー
ド

取
引

条
件

コ
ー

ド
原

価
率

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
原

価
率

原
価

算
出

区
分

発
注

区
分

レ
ベ

ル
4
へ

移
動

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
9
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
バ

イ
ヤ

ー
コ

ー
ド

統
括

条
件

コ
ー

ド
新

規
追

加
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

後
、

各
社

に
確

認
し

て
合

意
し

た
事

項
。

高

1
9
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
商

品
マ

ス
タ

（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

メ
ー

カ
ー

希
望

小
売

価
格

税
抜

（
G

T
IN

）
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

込
（
G

T
IN

）
新

規
追

加
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
9
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
仕

入
企

業
事

業
所

G
L
N

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
9
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

G
T
IN

原
単

価
税

抜
G

T
IN

原
単

価
税

込
項

目
名

お
よ

び
説

明
文

を
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
9
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
商

品
マ

ス
タ

（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

百
貨

店
商

品
コ

ー
ド

取
引

条
件

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

後
、

各
社

に
確

認
し

て
合

意
し

た
事

項
。

高

1
9
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
店

別
原

単
価

税
抜

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
店

別
原

単
価

税
込

店
舗

レ
ベ

ル
の

追
加

に
よ

る
項

目
追

加
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
9
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

原
価

率
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

原
価

率
原

価
算

出
区

分
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
9
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

入
力

モ
ー

ド
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
種

別
新

規
追

加
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

後
、

各
社

に
確

認
し

て
合

意
し

た
事

項
。

高

1
9
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

仕
入

計
上

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
商

品
マ

ス
タ

（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

値
札

発
行

指
示

店
頭

在
庫

搬
入

依
頼

搬
入

確
認

（
伝

票
）

搬
入

提
案

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

返
品

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

1
9
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

店
頭

在
庫

移
動

発
送

店
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
受

領
店

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

仕
入

計
上

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
商

品
マ

ス
タ

（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

値
札

発
行

指
示

店
頭

在
庫

搬
入

依
頼

搬
入

確
認

（
伝

票
）

搬
入

提
案

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

返
品

百
貨

店
商

品
補

助
コ

ー
ド

桁
数

を
「
1
0
」
か

ら
「
14

」
へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

仕
入

計
上

店
頭

在
庫

納
品

数
量

搬
入

依
頼

搬
入

確
認

（
梱

包
）

搬
入

確
認

（
伝

票
）

搬
入

数
量

搬
入

提
案

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

返
送

返
品

販
売

場
所

コ
ー

ド
新

規
追

加
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

2
0
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

店
頭

在
庫

移
動

発
送

店
販

売
場

所
コ

ー
ド

受
領

店
販

売
場

所
コ

ー
ド

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

仕
入

計
上

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
商

品
マ

ス
タ

（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

値
札

発
行

指
示

店
頭

在
庫

搬
入

依
頼

納
品

数
量

搬
入

依
頼

搬
入

確
認

（
梱

包
）

搬
入

確
認

（
伝

票
）

搬
入

数
量

搬
入

提
案

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

返
送

返
品

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

店
頭

在
庫

移
動

受
領

店
品

別
番

号
発

送
店

品
別

番
号

説
明

文
を

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

提
案

納
入

提
案

日
項

目
名

お
よ

び
説

明
文

を
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

削
除

搬
入

依
頼

搬
入

提
案

納
品

開
始

希
望

日
納

品
終

了
希

望
日

当
該

項
目

を
削

除
す

る
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

数
量

搬
入

数
量

搬
入

予
定

（
伝

票
）

搬
入

予
定

（
梱

包
）

納
品

予
定

日
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
0
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

提
案

納
品

提
案

売
価

金
額

合
計

納
品

提
案

原
価

金
額

合
計

納
品

提
案

原
価

消
費

税
金

額
合

計
納

品
提

案
発

注
数

量
合

計

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

搬
入

提
案

発
注

集
約

管
理

番
号

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

搬
入

依
頼

搬
入

提
案

発
注

形
態

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

搬
入

依
頼

標
準

カ
ラ

ー
コ

ー
ド

共
通

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

搬
入

依
頼

ス
キ

ャ
ン

指
定

区
分

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

搬
入

確
認

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
梱

包
）

検
品

番
号

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

搬
入

確
認

（
梱

包
）

個
口

数
新

規
追

加
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

搬
入

確
認

（
伝

票
）

仕
入

区
分

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
小

売
指

示
売

単
価

税
込

原
単

価
税

抜
原

単
価

税
込

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
削

除
予

定
日

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

依
頼

商
品

名
称

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
1
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

確
認

（
梱

包
）

S
C

M
デ

ー
タ

有
無

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

予
定

（
梱

包
）

個
口

数
桁

数
を

「
6
」
か

ら
「
5
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

依
頼

搬
入

確
認

（
伝

票
）

搬
入

提
案

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

百
貨

店
企

業
コ

ー
ド

仕
入

企
業

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

原
価

算
出

区
分

桁
数

を
「
1
」
か

ら
「
2
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

仕
入

計
上

搬
入

依
頼

搬
入

提
案

販
売

場
所

区
分

桁
数

を
「
2
」
か

ら
「
1
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

搬
入

依
頼

代
行

A
S
N

・
タ

イ
プ

を
「
数

字
」
か

ら
「
英

数
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
1
」
か

ら
「
2」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

2
2
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

依
頼

A
S
N

作
成

者
指

示
タ

イ
プ

を
「
数

字
」
か

ら
「
英

数
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

搬
入

依
頼

値
札

方
法

桁
数

を
「
1
」
か

ら
「
2
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

依
頼

検
品

条
件

桁
数

を
「
1
」
か

ら
「
2
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
2
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

予
定

（
梱

包
）

A
S
N

区
分

タ
イ

プ
を

「
数

字
」
か

ら
「
英

数
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

予
定

（
梱

包
）

梱
包

コ
ー

ド
桁

数
を

「
3
」
か

ら
「
2
」へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

原
価

算
出

区
分

デ
ー

タ
型

を
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

か
ら

「
C

o
de

」へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

店
頭

在
庫

移
動

移
動

伝
票

番
号

移
動

伝
票

行
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

納
品

数
量

搬
入

数
量

返
送

管
理

番
号

管
理

行
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

予
定

（
梱

包
）

個
口

内
連

番
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

仕
入

伝
票

番
号

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

依
頼

搬
入

確
認

（
伝

票
）

搬
入

提
案

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

出
荷

伝
票

番
号

出
荷

伝
票

行
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

全
メ

ッ
セ

ー
ジ

デ
ー

タ
処

理
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

仕
入

計
上

伝
票

番
号

（
仕

入
・返

品
）

伝
票

行
番

号
（仕

入
・
返

品
）

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
3
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

提
案

納
品

提
案

番
号

納
品

提
案

行
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

依
頼

発
注

集
約

管
理

番
号

発
注

担
当

者
電

話
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

搬
入

依
頼

搬
入

確
認

（
伝

票
）

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

発
注

伝
票

番
号

発
注

伝
票

行
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

返
品

返
品

伝
票

番
号

返
品

伝
票

行
番

号
デ

ー
タ

型
を

「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

仕
入

計
上

元
伝

票
番

号
（仕

入
・
返

品
）

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Id

e
n
ti
fi
e
r」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

依
頼

搬
入

提
案

発
注

単
位

入
数

デ
ー

タ
型

を
「
N

u
m

e
ri
c
」
か

ら
「
Q

u
an

ti
ty

」
へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

仕
入

計
上

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

返
品

原
価

率
・
タ

イ
プ

を
「
数

字
（
小

数
点

有
り

）
」
か

ら
「
数

字
（
小

数
点

以
下

５
桁

有
り

）
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
5
」
か

ら
「
8」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
原

価
率

・
タ

イ
プ

を
「
数

字
（
小

数
点

有
り

）
」
か

ら
「
数

字
（
小

数
点

以
下

５
桁

有
り

）
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
5
」
か

ら
「
8」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

店
頭

在
庫

移
動

発
送

店
原

価
率

受
領

店
原

価
率

・
タ

イ
プ

を
「
数

字
（
小

数
点

有
り

）
」
か

ら
「
数

字
（
小

数
点

以
下

５
桁

有
り

）
」
へ

変
更

・
桁

数
を

「
5
」
か

ら
「
8」

へ
変

更
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

提
案

納
品

予
定

日
項

目
名

を
「
搬

入
予

定
日

」か
ら

「
納

品
予

定
日

」
へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
4
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

搬
入

提
案

納
品

数
量

項
目

名
を

「
搬

入
数

量
」
か

ら
「
納

品
数

量
」
へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
5
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
＜

取
引

内
容

＞
G

　
　

　
バ

イ
ヤ

ー
コ

ー
ド

　
　

　
統

括
条

件
コ

ー
ド

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

後
、

各
社

に
確

認
し

て
合

意
し

た
事

項
。

高

2
5
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
＜

取
引

内
容

＞
G

　
　

　
百

貨
店

商
品

コ
ー

ド
　

　
　

取
引

条
件

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

後
、

各
社

に
確

認
し

て
合

意
し

た
事

項
。

高

2
5
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

入
力

モ
ー

ド
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

種
別

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

後
、

各
社

に
確

認
し

て
合

意
し

た
事

項
。

高

2
5
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

プ
ロ

パ
ー

・
セ

ー
ル

区
分

　
　

　
統

括
条

件
コ

ー
ド

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
5
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

＜
原

単
価

＞
G

　
　

　
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

G
T
IN

原
単

価
税

抜
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
G

T
IN

原
単

価
税

込

・
項

目
名

を
「
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

原
単

価
税

抜
」
か

ら
「マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

G
T
IN

原
単

価
税

抜
」
へ

変
更

・
項

目
名

を
「
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

原
単

価
税

込
」
か

ら
「マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

G
T
IN

原
単

価
税

込
」
へ

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

誤
記

修
正

。
高

2
5
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

＜
原

単
価

＞
G

　
　

　
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

店
別

原
単

価
税

抜
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
店

別
原

単
価

税
込

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

誤
記

修
正

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

2
5
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

仕
入

計
上

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

番
号

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
5
8

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

返
送

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

百
貨

店
商

品
コ

ー
ド

　
　

　
百

貨
店

商
品

補
助

コ
ー

ド
新

規
追

加
9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
5
9

2
0
0
8
/
1
0
/
3

追
加

値
札

発
行

指
示

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

有
無

新
規

追
加

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
0

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

番
号

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
1

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

日
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
2

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

納
入

指
定

日
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
3

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
直

接
納

品
先

＞
G

　
　

　
直

接
納

入
先

G
L
N

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
4

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
最

終
納

品
先

＞
G

　
　

　
納

入
先

G
L
N

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
5

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

発
注

伝
票

行
番

号
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
6

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

取
引

条
件

コ
ー

ド
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
7

2
0
0
8
/
1
0
/
3

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
発

注
数

量
＞

G
　

　
　

発
注

数
量

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
O

」
に

変
更

9
月

2
4
日

、
第

六
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
8

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

表
紙

選
択

必
須

に
関

す
る

内
容

を
、

「
見

出
し

」
、

「
項

目
の

意
味

な
ど

」
に

記
載

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
6
9

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

メ
ー

カ
ー

希
望

小
売

価
格

税
抜

（
ス

タ
イ

ル
）

　
　

　
メ

ー
カ

ー
希

望
小

売
価

格
税

込
（
ス

タ
イ

ル
）

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
0

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
1

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
＜

売
価

＞
G

　
　

　
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

　
　

　
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
2

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

＜
売

単
価

＞
G

　
　

　
小

売
指

示
売

単
価

税
抜

　
　

　
小

売
指

示
売

単
価

税
込

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
3

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
）

＜
売

単
価

＞
G

　
　

　
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
後

売
単

価
税

抜
　

　
　

マ
ー

ク
ダ

ウ
ン

後
売

単
価

税
込

M
/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
4

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

納
品

提
案

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
5

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

納
品

提
案

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
6

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

提
案

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
7

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

提
案

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
8

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

発
注

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
7
9

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

発
注

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
0

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

依
頼

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
1

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

依
頼

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
2

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
3

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

入
荷

予
定

（
梱

包
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
4

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
5

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

入
荷

予
定

（
伝

票
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高
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№
変

更
日

区
分

メ
ッ

セ
ー

ジ
名

項
目

名
変

更
内

容
変

更
理

由
優

先
度

備
考

2
8
7

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

予
定

（
梱

包
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
8

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

予
定

（
梱

包
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
8
9

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

予
定

（
伝

票
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
0

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

搬
入

予
定

（
伝

票
）

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
1

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

実
売

単
価

税
抜

　
　

　
実

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
2

2
0
0
8
/
1
2
/
9

追
加

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

タ
ー

ゲ
ッ

ト
属

性
補

助
新

規
追

加
1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
3

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
4

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

実
売

単
価

税
抜

　
　

　
実

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
5

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

P
O

S
売

上
（
集

計
）

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
6

2
0
0
8
/
1
2
/
9

追
加

返
品

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

計
上

店
舗

G
L
N

新
規

追
加

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
7

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

返
品

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
8

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

返
品

＜
原

価
＞

G
　

　
　

原
単

価
税

抜
　

　
　

原
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

b」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

2
9
9

2
0
0
8
/
1
2
/
9

修
正

値
札

発
行

指
示

＜
売

価
＞

G
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

抜
　

　
　

小
売

指
示

売
単

価
税

込
M

/
O

欄
を

「
M

」
か

ら
「
M

a」
に

変
更

1
1
月

1
8
日

、
第

八
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

3
0
0

2
0
0
9
/
1
/
2
2

追
加

仕
入

計
上

＜
取

引
内

容
＞

G
　

　
　

P
O

S
番

号
　

　
　

P
O

S
レ

シ
ー

ト
番

号
新

規
追

加
1
2
月

2
5
日

、
第

九
回

共
同

実
証

W
G

で
の

合
意

事
項

。
高

3
0
1

2
0
0
9
/
2
/
4

修
正

商
品

マ
ス

タ
（
カ

タ
ロ

グ
・
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
）

商
品

マ
ス

タ
（
P

L
U

）
納

品
提

案
搬

入
提

案
発

注
搬

入
依

頼
入

荷
予

定
（
梱

包
）

入
荷

予
定

（
伝

票
）

搬
入

予
定

（
梱

包
）

搬
入

予
定

（
伝

票
）

仕
入

計
上

P
O

S
売

上
（
レ

シ
ー

ト
単

位
）

P
O

S
売

上
（
集

計
）

返
品

返
送

店
頭

在
庫

店
頭

在
庫

移
動

値
札

発
行

指
示

納
品

数
量

搬
入

数
量

メ
ー

カ
ー

カ
ラ

ー
コ

ー
ド

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ズ
コ

ー
ド

タ
イ

プ
：
英

数
→

英
数

カ
ナ

デ
ー

タ
型

：
Id

e
n
ti
fi
e
r→

T
e
xt

　
へ

そ
れ

ぞ
れ

変
更

2
月

3
日

、
第

五
回

検
討

W
G

で
の

決
定

事
項

高
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2 参考資料 

2.1 百貨店流通ビジネスメッセージ標準 メッセージの項目引継ぎ関係 

本事業では、伝票レス実現のための要件検討を行ったが、国税庁や所轄税務署等の調査時には必

要な情報を提示できるよう、各社が対応できる体制や仕組みを準備しておく必要がある。そのような場合

を想定し、百貨店ビジネスメッセージ標準を利用した場合のメッセージ間の項目引継ぎ関係の参考デー

タ（例）を作成している。各社が採用するビジネスモデルやメッセージ、任意項目の使用／不使用により、

項目の引継ぎ可否は各種各様となるが、ここでは、いくつかのパターン（前提）を絞って作成している。 

本資料は、あくまで例として作成しており、必ずしもこの通り実施しなければならない、というわけでは

ないため、利用にあたっては十分に留意頂きたい。 

 
2.1.1 買取取引 

(1) 入荷予定（伝票型）を使用する場合 

 
① 前提条件 

（１） 伝票型 ：

・ 事前に百貨店と卸間で商談によって納品商品、納品日、納品場所などが決まっている。
・ 卸は商談で決まった商品を取り揃え、その内容を入力して「納品提案」データを作成し、百貨店に送信している。

※「納品提案」データはターンアラウンドを意識し、百貨店統一仕入伝票が発行可能な内容（行数など）となっている。
・ 百貨店は「納品提案」のとおりに「発注」を行っている。
・ 百貨店商品補助コードは発注時にはじめて付加されている。
・ 発注時点で既に仕入伝票番号が付番されている。
・ 納入形態は指定していない。
・ 梱包情報などは「入荷予定」メッセージには含めないで伝票情報のみを作成・送信している。
・ 卸は、発注された内容で出荷している。
・ 納品検品は卸発行の納品伝票と商品（値札）の突合で行い、欠品なく受領している。
・ 百貨店は納品検品の結果を「検品受領」メッセージとして送信するとともに買掛に計上し、

「仕入計上」メッセージを作成している。
・ 買掛勘定は仕入伝票単位で計上し、「支払案内」に反映している。

※締め日は11/30、支払は12/5で、この期間の支払は納品提案からの一連の内容のみであった。

納品提案 発注
入荷予定
（伝票）

検品受領
（伝票）

仕入計上 支払案内

本引継ぎ表で表現したケース
（※） あくまでもサンプルであり、必ずしもこの通りであるべきということでは

ありませんので、利用にあたっては十分に留意願います。

 

図 VI-1：入荷予定（伝票型）を使用するケースの前提条件 

 
② 引継ぎ関係の例 

このケースにおける項目の引継ぎ関係の例は、巻末の「2.1.1（1）伝票型 買取 TA型」をご参照

頂きたい。 
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(2) 入荷予定（梱包型）を使用し、内容検品を行う場合 

 
① 前提条件 

（２） 梱包型（内容検品） ：

納品提案 発注
入荷予定
（梱包）

検品受領
（梱包）

仕入計上 支払案内

（Ⅲ） 梱包型（ノー検品） ：

（納品提案～発注の流れは前述の伝票型と同様なケースを想定）

・ 事前に百貨店と卸間で商談によって納品商品、納品日、納品場所などは決まっている。
・ 卸は商談で決まった商品を取り揃え、その内容を入力して「納品提案」データを作成し、百貨店に送信している。
・ 百貨店は「納品提案」のとおりに「発注」を行っている。
・ 百貨店商品補助コードは「発注」時にはじめて付加されている。
・ 発注時点で既に仕入伝票番号が付番されている。
・ 発注時点では納入形態は指定されていないが、出荷時に「03（梱包型）」として「入荷予定」データを作成している。
・ 出荷時には梱包情報（1個口、梱包内数量は4）を含めてデータを作成し、「入荷予定」メッセージとして送信している。

※納品伝票は発行していないが、仮想的な伝票データは作成している。仮想上の伝票は複数枚あり得る。
・ 卸は、発注された内容で出荷している。
・ 納品検品は梱包を開梱し、「発注」データと突合して行ない、欠品なく受領している。
・ 百貨店は内容検品の結果を受け、梱包情報と商品内容を合わせた「検品受領」メッセージを作成・送信している。

※内容検品の結果は、納品実検品数量、納品受入確定数量により明示している。
仕入伝票番号には発注伝票番号を転記し、卸側で受注（百貨店の発注）データと突合せ可能にしている。

・ 百貨店は内容検品の結果によって、買掛計上し、「仕入計上」メッセージを作成・送信している。
・ 買掛勘定は仕入伝票単位で計上し、「支払案内」に反映している。

※締め日は11/30、支払は12/5で、この期間の支払は納品提案からの一連の内容のみであった。

（※） あくまでもサンプルであり、必ずしもこの通りであるべきということでは
ありませんので、利用にあたっては十分に留意願います。本引継ぎ表で表現したケース

 

図 VI-2：入荷予定（梱包型）を使用し、内容検品するケースの前提条件 

 
② 引継ぎ関係の例 

このケースにおける項目の引継ぎ関係の例は、巻末の「2.1.1（2）梱包型 買取 内容検品」をご

参照頂きたい。 
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(3) 入荷予定（梱包型）を使用し、ノー検品の場合の前提条件 

 
① 前提条件 

（Ⅲ） 梱包型（ノー検品） ：

納品提案 発注
入荷予定
（梱包）

検品受領
（梱包）

仕入計上 支払案内

（３） 梱包型（ノー検品） ：

（納品提案～入荷予定の流れは前述の内容検品と同様なケースを想定）

・ 事前に百貨店と卸間で商談によって納品商品、納品日、納品場所などは決まっている。
・ 卸は商談で決まった商品を取り揃え、その内容を入力して「納品提案」データを作成し、百貨店に送信している。
・ 百貨店は「納品提案」のとおりに「発注」を行っている。
・ 百貨店商品補助コードは「発注」時にはじめて付加されている。
・ 発注時点で既に仕入伝票番号が付番されている。
・ 発注時点では納入形態は指定されていないが、出荷時に「03（梱包型）」として「入荷予定」データを作成している。
・ 出荷時には梱包情報（1個口、梱包内数量は4）を含めてデータを作成し、「入荷予定」メッセージとして送信している。

※納品伝票は発行していないが、仮想的な伝票データは作成している。仮想上の伝票は複数枚あり得る。
・ 卸は、発注された内容で出荷している。
・ 納品検品は梱包単位に発行されたSCMラベルをスキャンして行い、開梱しての内容検品は行なっていない。
・ 百貨店はスキャン検品の結果を受け、梱包情報のみの「検品受領」メッセージを作成・送信している。
・ 百貨店は「入荷予定」メッセージの伝票情報（商品内容）を付加して、買掛計上し、

「仕入計上」メッセージを作成・送信している。
・ 買掛勘定は仕入伝票単位で計上し、「支払案内」に反映している。

※締め日は11/30、支払は12/5で、この期間の支払は納品提案からの一連の内容のみであった。

（※） あくまでもサンプルであり、必ずしもこの通りであるべきということでは
ありませんので、利用にあたっては十分に留意願います。本引継ぎ表で表現したケース

 

図 VI-3：入荷予定（梱包型）を使用し、ノー検品のケースの前提条件 

 
② 引継ぎ関係の例 

このケースにおける項目の引継ぎ関係の例は、巻末の「2.1.1（3）梱包型 買取 ノー検品」をご参

照頂きたい。 
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2.1.2 消化取引 

 
(1) 搬入予定（伝票型）を使用する場合の前提条件 

 
① 前提条件 

（１） 伝票型 ：

搬入提案 搬入依頼
搬入予定
（伝票）

搬入確認
（伝票）

・ 搬入する商品、数量、搬入日など全ての内容は卸の判断で決定し、搬入予定日が決定した段階で、
「搬入提案」データを作成し、百貨店に送信している。

・ 百貨店は「搬入提案」のとおりに「搬入依頼」を行っている。
・ 百貨店商品補助コードは「搬入依頼」時にはじめて付加されている。
・ 卸は伝票イメージの「搬入予定」メッセージを作成・送信している。
・ 百貨店は搬入された商品を検品することなく、そのまま搬入を認め、「搬入確認」データを作成している。

※納品実検品数量にはセットされず、搬入予定情報に従って納品受入確定数量が決定し、売場の在庫数にカウントされていく。

（※） あくまでもサンプルであり、必ずしもこの通りであるべきということでは
ありませんので、利用にあたっては十分に留意願います。本引継ぎ表で表現したケース

 

図 VI-4：搬入予定（伝票）を使用するケースの前提条件 

 
② 引継ぎ関係の例 

このケースにおける項目の引継ぎ関係の例は、巻末の「2.1.2（1）伝票型 消化」をご参照頂きた

い。 

 
(2) 搬入予定（梱包型）を使用する場合の前提条件 

 
① 前提条件 

（２） 梱包型 ：

搬入提案 搬入依頼
搬入予定
（梱包）

搬入確認
（梱包）

（※） あくまでもサンプルであり、必ずしもこの通りであるべきということでは
ありませんので、利用にあたっては十分に留意願います。本引継ぎ表で表現したケース

・ 搬入する商品、数量、搬入日など全ての内容は卸の判断で決定し、搬入予定日が決定した段階で、
「搬入提案」データを作成し、百貨店に送信している。

・ 百貨店は「搬入提案」のとおりに「搬入依頼」を行っている。
・ 百貨店商品補助コードは「搬入依頼」時にはじめて付加されている。
・ 搬入依頼時点では納入形態は指定されていないが、出荷時に「03（梱包型）」として「搬入予定」データを作成している。
・ 出荷時には梱包情報（1個口、梱包内数量は4）を含めてデータを作成し、「入荷予定」メッセージとして送信している。
・ 卸は搬入依頼にもとづいて商品を出荷している。
・ 百貨店は搬入された商品を検品することなく、そのまま搬入を認め、「搬入確認」データを作成している。

 

図 VI-5：搬入予定（梱包）を使用するケースの前提条件 

 
② 引継ぎ関係の例 

このケースにおける項目の引継ぎ関係の例は、巻末の「2.1.2（2）梱包型 消化」をご参照頂きた

い。 
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(3) 消化取引において仕入計上と支払案内を使用する場合 

（前述（1）および（2）のプロセスからの引継ぎ） 

 
① 前提条件 

（３） 仕入計上→支払案内 ：

仕入計上 支払案内

（消化型の仕入計上から支払案内の流れは、梱包型、伝票型によらず、一つのケースのみ）
（消化型の場合には検品の結果を引き継ぐというよりも、売上からの流れを汲んで仕入計上を作成することを想定）

・ 百貨店は卸との契約内容に従って、買掛計上し、「仕入計上」メッセージを作成、送信している。
・ 仕入計上時に新たに伝票番号を付番している。このデータは特に発注（搬入依頼）にもとづくものではないため、

発注伝票番号はセットしていない。
・ 仕入計上にあたって、原価率（65％）がセットされている。

・ 買掛勘定は仕入伝票単位で計上し、「支払案内」に反映している。このときに、原価率も反映される。
※締め日は11/30、支払は12/5で、この期間の支払は納品提案からの一連の内容のみであった。

（※） あくまでもサンプルであり、必ずしもこの通りであるべきということでは
ありませんので、利用にあたっては十分に留意願います。本引継ぎ表で表現したケース

 

図 VI-6：仕入計上と支払案内を使用したケースの前提条件 

 
② 引継ぎ関係の例 

このケースにおける項目の引継ぎ関係の例は、巻末の「2.1.2（3）消化 仕入計上→支払案内」を

ご参照頂きたい。 
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